
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
－
「
至
福
な
ぞ
ギ
リ
シ
ア
」
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一

Ｊ

m

一

一
Ｊ
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一
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一

一
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シ
ラ
ー
の
問
題
提
起
　
剛
～
閉

古
典
ギ
リ
シ
ア
と
キ
リ
ス
ト
教
西
欧
　
出
～
閤

内
容
梗
概

二
（
1
4
）
頁
－
　
三
（
1
5
）
頁

シ
ラ
ー
の
問
題
提
起
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

約
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
（
1
5
）
頁
－
　
四
（
1
6
）
頁

牧
歌
と
毒
舌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
（
1
6
）
頁
－
　
六
（
1
8
）
頁

優
美
と
尊
厳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
（
1
8
）
頁
－
一
〇
（
2
2
）
頁

理
想
と
人
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
（
2
2
）
頁
－
一
四
（
2
6
）
頁

啓
蒙
批
評
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
（
2
6
）
頁
－
一
七
（
2
9
）
頁

批
判
精
神
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
（
2
9
）
頁
－
ニ
○
（
3
2
）
頁

自
然
と
神
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
（
3
2
）
頁
－
二
三
（
3
5
）
頁

シ
ラ
ー
の
遺
言
　
’
　
　
　
　
　
　
　
二
四
（
3
6
）
頁
－
二
九
（
4
1
’
）
頁

古
典
ギ
リ
シ
ア
と
キ
リ
ス
ト
教
西
欧

約
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
（
4
1
）
頁
－
三
〇
（
4
2
．
）
頁

民
族
の
神
々
と
世
界
宗
教
　
　
　
　
　
三
〇
（
4
2
）
頁
－
三
二
（
4
4
）
頁

悲
劇
の
死
と
復
活
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
（
4
4
）
頁
！
三
五
（
4
7
）
頁

偉
大
な
る
運
命
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
（
・
4
8
）
頁
－
三
九
（
5
1
）
頁

古
典
神
話
の
畏
怖
と
荘
厳
　
　
　
　
　
三
九
＾
5
1
゛
頁
－
四
六
＾
5
8
゛
頁

識
限
　
　
づ
‰
註
≒

/ ’ ‾ χ

-

一

一

に ー ／

(10川9) (8) (7) (6) (5) 14) (3) (2) (1)要

神
話
の
神

オ内約

高
　
．
橋

　
　
克
　
　
己

人
文
学
部
独
文
研
究
室

面
の
飛
翔

イ
デ
ィ
プ
ー
ズ
と
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス

神
話
と
寓
意

開
か
れ
た
時
空

神
の
国

叡
知
直
観

絶
対
的
分
裂

無
の
思
想

堅
固
に
留
ま
る
一
者

最
深
の
親
密
性

結
　
　
論

註
　
解
（
当
該
部
の
和
文
註
の
み
）

Ｚ
ｕ
m
　
Ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｄ
ｎ
ｉ
ｓ
　
ｍ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
ｒ
　
Ａ
ｒ
ｂ
ｅ
ｉ
ｔ

同
時
刊
行
を
留
保

五
四
（
6
6
）
頁
－
五
七
（
6
9
）
頁

五
八
（
7
0
）
頁
Ｉ
六
〇
（
7
2
）
頁
’

※
本
論
全
体
の
内
容
理
解
へ
の
見
通
し
を
顧
慮
し
て
、
〔
三
〕
神
話
の
神
に
関
す
る
〔
要

　
約
〕
を
今
回
は
終
結
部
（
五
二
頁
－
五
三
頁
）
に
付
す
。
な
お
欧
文
註
の
刊
行
を
今

　
回
は
留
保
す
る
。
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四

高
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学
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序
　
　
論

こ
の
人
た
ち
も
ま
た
既
に
見
い
出
さ
れ
た
答
え
で
は
な
く
、
む
し
ろ
尋
ね
求
め
る
べ
き
問

い
を
私
達
に
残
し
た
の
で
す
。

　
　
　
　
　
。
・
　
　
　
　
’
（
セ
ネ
カ
「
ル
ー
キ
ー
リ
ウ
ス
ヘ
の
第
四
五
書
簡
」
四
）

　
乙
フ
ン
ス
革
命
に
先
立
っ
前
年
、
シ
ラ
ー
は
抒
偕
的
思
想
詩
「
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
」

ス
的
百
八
十
度
の
転
回
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
文
芸
復
興
（
ル
ネ
サ
ン
ス
）
の
曙

光
な
す
イ
タ
リ
ア
の
詩
人
ダ
ン
テ
の
「
聯
曲
」
に
描
か
れ
た
救
済
史
の
基
本
構
図
に

典
型
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
者
こ
そ
「
至
福
」
に
与
り
得
る
と
い

う
選
民
意
識
は
、
中
世
以
来
の
西
欧
精
神
史
の
歩
み
に
お
い
て
久
し
く
批
判
検
討
さ

れ
吟
味
確
認
さ
れ
た
事
柄
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
ヽ
で
は
、

こ
の
世
界
把
握
が
威
力
を
喪
失
し
て
し
ま
う
。
こ
こ
で
は
神
聖
な
る
牛
リ
ス
ト
像
は
、

も
は
や
西
欧
キ
リ
ス
ト
教
世
界
に
内
在
せ
ず
、
む
し
ろ
外
か
石
超
越
的
に
し
か
現
わ

れ
な
、
い
。
す
な
わ
ち
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
の
「
天
上
の
祝
祭
」
を
終
結
し
た
神

格
が
他
な
ら
ぬ
神
人
キ
リ
ス
ト
と
し
て
歌
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
、
古
典
古
代
の
神
々

と
と
も
に
神
聖
な
る
キ
リ
ス
ト
も
過
去
へ
と
消
え
た
の
で
あ
る
。
「
近
い
の
だ
。
し

か
も
そ
れ
故
に
把
握
し
難
い
こ
の
神
」
は
、
西
欧
キ
リ
久
ト
煮
に
と
り
最
早
自
明
の

神
性
で
は
な
く
な
り
、
か
ぐ
し
て
拠
り
所
を
敬
虔
な
る
祈
り
の
深
淵
に
立
ち
つ
く
し

て
尋
ね
求
め
る
地
平
が
切
り
聞
か
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
お
お
如
何
に
私
か
叫
ん
だ
と
て
、
わ
が
声
根
が
一
体
。

　
　
序
列
な
す
天
使
の
住
ま
う
叫
匹
で
聴
き
届
け
ら
れ
よ
う
か
貿

　
　
（
リ
ル
ケ
「
ド
ゥ
イ
ー
ノ
の
悲
歌
」
第
一
歌
、
一
九
こ
一
年
、
第
一
句
－
第
二
句
）

こ
の
地
平
で
は
、
世
界
に
冠
た
る
西
欧
近
世
の
時
空
が
正
に
「
乏
し
き
時
代
（
デ
ュ

ル
フ
テ
ィ
ゲ
’
ツ
゛
イ
ヒ
之
と
し
て
了
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
゜

　
こ
の
よ
う
な
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
が
展
開
す
る
酵
母
と
し
て
「
神
聖
な
る
野
蛮
人
」

は
考
察
の
道
標
と
な
る
。
こ
こ
で
は
唯
一
の
枢
軸
が
西
欧
圏
を
丸
く
円
満
に
収
め
て

お
ら
ず
、
中
枢
は
「
離
心
行
路
（
エ
ク
ス
ー
ツ
ェ
ン
ト
リ
シ
ェ
ー
バ
ー
乙
ご
を
左

右
へ
と
両
方
に
分
か
れ
、
そ
の
一
つ
は
ギ
リ
シ
ア
論
、
も
う
一
つ
は
キ
リ
ス
ト
論
の

根
幹
と
な
り
、
両
者
の
措
抗
対
立
す
る
緊
張
に
よ
り
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
の
楕
円
が
形

造
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
探
求
の
場
を
詩
人
シ
ラ
ー
が
切
り
開
い
た
の

で
あ
る
。
こ
こ
に
は
矛
盾
相
克
す
る
二
元
論
を
措
抗
す
る
対
話
の
弁
証
力
（
デ
ィ
ア

レ
ク
テ
ィ
ケ
ー
）
の
両
刃
で
展
開
さ
せ
る
熾
烈
な
る
思
弁
の
荘
厳
な
思
索
力
が
力
強



く
働
い
て
い
る
。
本
論
で
は
、
こ
の
「
神
聖
な
る
野
蛮
人
」
を
萌
芽
と
し
て
「
至
福

な
る
ギ
リ
シ
ア
」
に
結
実
し
た
十
八
世
紀
革
命
期
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
に
つ
い
て
一

考
し
て
み
た
い
。

　
ど
こ
ろ
で
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
が
目
指
す
究
竟
涅
槃
は
畢
竟
キ
リ
ス
ト
像
で
あ
る
。

像
と
は
概
念
や
観
念
で
は
な
く
、
造
形
と
な
り
象
徴
と
な
る
神
話
の
神
で
あ
り
、
故

に
こ
れ
は
哲
学
や
神
学
の
問
題
で
は
な
く
、
詩
歌
象
徴
の
調
べ
と
な
る
。
遠
く
古
典

古
代
の
歴
史
の
彼
方
へ
と
心
を
開
き
、
理
念
追
求
（
イ
デ
ア
リ
ス
ム
ス
）
に
余
念
な

き
ド
イ
ツ
精
神
（
ガ
イ
ス
ト
）
が
、
究
竟
に
お
い
て
歌
い
出
さ
ん
と
苦
吟
す
る
内
観

キ
リ
ス
ト
像
が
本
論
の
焦
眉
の
急
で
あ
る
。
そ
れ
は
ゲ
ー
テ
の
戯
曲
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」

の
大
団
円
を
丸
く
収
め
る
「
永
遠
の
女
性
」
の
如
き
神
秘
の
霊
感
に
甘
え
た
浪
漫
情

緒
の
地
平
に
は
決
し
て
見
性
さ
れ
ぬ
荘
厳
な
る
生
け
る
明
鏡
の
秘
跡
（
サ
ク
ラ
ー
メ
ー

ン
ト
ゥ
ム
）
で
あ
り
、
正
に
そ
れ
故
に
、
苦
闘
す
る
哲
人
シ
ラ
ー
の
批
判
精
神
が
、

敢
て
「
神
聖
な
る
野
蛮
人
」
と
暴
言
を
吐
き
是
に
迫
る
の
で
あ
る
。
こ
の
批
判
精
神

の
「
悪
の
華
。
「
フ
レ
ー
ル
ー
デ
ュ
ー
マ
」
］
は
置
し
、
古
典
ギ
リ
シ
ア
造
形
の
「
畏

怖
と
荘
厳
（
シ
ュ
レ
ッ
ク
リ
ヒ
ー
フ
ァ
イ
ア
ー
リ
ヒ
）
な
る
形
式
」
に
真
迫
し
得
る

詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
幽
玄
霊
妙
な
る
詩
歌
象
徴
に
よ
り
始
め
て
、
「
絶
対
的
分
裂
」

の
只
中
で
の
「
最
深
の
親
密
性
」
に
お
け
る
宥
和
の
仮
象
た
る
月
影
（
シ
ャ
イ
ン
）

な
す
神
人
キ
リ
ス
ト
像
の
崇
高
美
へ
と
結
実
す
る
の
で
あ
る
。

万
古
碧
潭
空
界
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ

　
　
（
道
元
「
古
鏡
」
〔
三
〕
1
0
（
2
8
）
）

－

五

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

本
　
　
論

〔
一
〕
’
シ
ラ
ー
の
問
題
提
起

　
神
々
し
い
焔
も
ま
た
昼
と
な
く
夜
と
な
く

破
邪
せ
ん
と
迫
る
。
来
汰
砥
、
顕
皿
甘
ん
た
め
、

　
久
遠
の
彼
方
ま
で
も
自
然
を
求
め
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
三
節
、
第
四
〇
句
１
第
四
二
句
）

　
詩
人
シ
ラ
ー
は
思
想
詩
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
第
一
稿
で
、
自
己
の
西
欧
キ
リ
ス

ト
者
の
本
質
を
「
神
聖
な
る
野
蛮
人
」
と
規
定
し
た
。
こ
の
詩
歌
で
晴
や
か
に
歌
い

上
げ
ら
れ
る
牧
歌
情
緒
な
す
古
代
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
オ
リ
ュ
ム
ポ
ス
の
神
界
が
、
こ

の
峻
厳
な
る
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
本
質
を
形
造
る
理
知
（
ロ
ゴ
ス
）
の
物
々
し
い
造

化
否
定
の
威
力
と
好
対
称
を
な
す
。
当
時
キ
リ
ス
ト
教
正
統
信
仰
を
遵
守
し
た
保
守

派
シ
ュ
ト
ル
ベ
ル
ク
は
、
神
人
キ
リ
ス
ト
が
「
野
蛮
人
」
と
し
て
冒
涜
さ
れ
た
と
解

し
、
悲
憤
糠
慨
し
躍
起
と
な
り
シ
ラ
ー
の
毒
舌
に
咬
み
つ
き
、
詩
人
に
罵
署
雑
言
を

浴
び
せ
か
け
た
。
だ
が
繊
細
で
透
明
な
キ
リ
ス
ト
者
の
意
識
を
育
く
む
ノ
ヴ
ァ
ー
リ

ス
は
、
こ
の
正
統
派
シ
ュ
ト
ル
ベ
ル
ク
の
護
教
論
の
過
激
さ
と
熱
狂
に
徒
な
ら
ぬ
不

安
を
抱
き
、
む
し
ろ
自
己
の
内
な
る
宥
和
の
神
秘
キ
リ
ス
ト
と
哲
人
シ
ラ
ー
の
問
題

提
起
の
大
胆
さ
と
の
間
を
動
揺
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

’
と
こ
ろ
が
、
啓
蒙
家
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
は
興
味
深
い
こ
と
に
、
激
怒
す
る
正
統
派
シ
ュ

ト
ル
ベ
ル
ク
の
護
教
諭
の
過
熱
の
只
中
に
、
正
に
自
由
思
想
を
弾
圧
す
る
当
時
の
政

治
権
カ
プ
ー
ロ
イ
セ
ン
官
憲
と
同
様
の
非
寛
容
の
危
険
を
見
て
取
り
、
こ
の
異
端
尋
問

に
似
た
正
統
派
の
護
教
意
識
を
格
好
の
批
判
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
た
。
だ
・
が
し
か

し
、
啓
蒙
家
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
は
哲
人
シ
ラ
ー
の
思
想
詩
「
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
」
を
、

単
に
自
由
で
豊
か
な
想
像
力
の
所
産
に
過
ぎ
ぬ
と
解
し
、
こ
の
麗
し
い
詩
歌
象
徴
の

牧
歌
情
緒
に
感
激
す
る
こ
と
を
唱
道
す
る
楽
観
論
に
留
ま
り
、
実
は
「
ギ
リ
シ
ア
の
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神
々
」
と
「
神
聖
な
る
野
蛮
人
」
と
の
間
に
横
た
わ
る
「
厳
格
な
分
離
」
に
よ
る

　
「
絶
対
的
分
裂
」
の
淵
、
つ
ま
り
西
欧
意
識
の
自
己
省
察
の
深
み
に
、
敢
て
蓋
を
し

　
て
事
態
を
丸
く
収
め
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
こ
れ
に
反
し
、
哲
人
カ
ン
ト
学
徒
シ
ラ
ー
の
峻
厳
な
る
批
判
精
神
は
、
正
に
こ
の

　
丸
く
収
め
る
精
神
の
安
逸
を
突
き
、
親
友
ゲ
ー
テ
に
向
か
い
、
「
人
々
の
心
を
掻
き

　
乱
し
、
安
逸
を
粉
砕
し
、
不
安
と
驚
愕
に
落
と
し
入
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
」
と
説

　
く
。
ひ
こ
に
悲
劇
詩
人
シ
ラ
ー
の
１
　
壮
な
世
界
観
が
横
た
わ
り
、
不
可
避
’
ヽ
（
ア
ド
ラ

　
ｌ
　
　
　
　
ｒ
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｋ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
Ｉ
Ｉ

　
ス
テ
イ
ア
）
必
然
、
（
～
メ
シ
ス
）
の
現
実
を
直
視
し
て
見
据
え
、
「
あ
の
怖
ろ
七
く

。
も
。
牝
麗
（
フ
ル
ヒ
ト
バ
ー
ル
ー
ヘ
ダ
リ
ヒ
）
な
る
悲
劇
」
の
「
滅
び
心
中
で
生
ま
れ

　
る
も
の
」
べ
と
鋭
い
眼
差
を
向
け
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
た
だ
疲
れ
を
お
そ
れ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
“
　
　
　
　
　
　
一

　
。
真
剣
な
熱
意
に
、
だ
け
こ
た
え
て
真
理
の
深
く
か
く
さ
れ
て
い
る
泉
が
せ
ん
ぞ
ん
と
音

　
を
た
て
、
。
た
だ
激
し
く
打
ぢ
ご
む
製
の
鋭
さ
０
　
ま
え
に
だ
け
堅
い
大
理
石
の
断
面
が
’

　
も
ろ
く
、
や
わ
ら
か
に
な
る
。
」
と
詩
人
シ
ラ
ー
が
「
理
想
と
人
生
」
お
よ
び
「
優

　
美
と
尊
厳
」
に
関
し
て
理
解
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
現
実
感
覚
ゆ
え
に
畢
竟
、

　
牧
歌
風
の
浪
漫
情
緒
な
す
「
丸
く
収
ま
っ
た
芸
術
品
」
は
拍
子
取
り
に
過
ぎ
な
く
な

　
り
、
む
し
ろ
「
或
る
無
理
で
不
自
然
な
手
術
に
よ
り
、
つ
ま
り
切
開
と
縫
合
に
よ
り

　
始
め
て
扱
う
、
不
具
で
歪
ん
だ
数
多
く
の
表
象
様
式
が
融
合
し
た
奇
形
児
」
た
る

　
「
神
聖
な
る
野
蛮
人
」
こ
そ
「
悪
の
華
（
フ
レ
ー
ル
ー
デ
ュ
ー
マ
ル
）
」
と
し
て
異

　
彩
を
放
つ
の
で
あ
る
。

　
　
と
こ
ろ
が
、
鬼
才
シ
ラ
ー
の
思
想
詩
「
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
」
第
一
稿
の
難
点
を
親

　
友
ケ
ル
ナ
ー
が
見
事
に
諭
す
。
つ
ま
り
「
神
聖
な
る
野
蛮
人
」
が
異
彩
を
放
つ
思
想

　
詩
で
は
、
残
念
な
が
ら
「
キ
リ
ス
ト
者
の
繊
細
な
精
神
」
が
結
局
は
反
故
に
さ
れ
て

　
し
ま
う
と
ケ
ル
ナ
ー
は
友
人
シ
ラ
ー
を
批
判
す
る
。
例
え
ば
既
に
、
両
友
の
親
睦
の

　
証
左
た
る
讃
歌
「
歓
喜
に
寄
す
」
（
一
七
八
六
年
）
に
お
い
て
、
美
し
く
躍
動
す
る

　
諧
調
（
ハ
ル
モ
ニ
ア
ー
）
も
て
歌
い
出
さ
れ
た
「
自
然
」
と
「
神
」
と
の
高
次
に
お

　
け
る
「
調
和
的
対
立
」
の
相
が
、
思
想
詩
「
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
」
第
一
稿
で
は
遺
憾

　
な
こ
と
に
瓦
解
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
親
友
ケ
ル
ナ
ー
の
諭
言
に
一
応
答
え
て
、
詩
人
シ
ラ
ー
は
「
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
」

第
二
稿
（
一
八
〇
〇
年
）
を
起
草
し
た
。
だ
が
こ
の
新
た
な
表
現
に
お
い
て
、
逆
に

難
点
は
解
決
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
む
し
ろ
回
避
さ
れ
、
や
た
ら
晴
が
ま
し
い
牧
歌
情
緒

が
作
品
の
前
景
を
被
う
皮
肉
な
結
果
と
成
っ
た
。
実
に
問
題
提
起
の
斬
新
さ
に
お
い

て
確
か
に
瞳
目
す
べ
き
詩
人
シ
ラ
ー
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
も
、
結
局
は
「
キ
リ
ス
ト

者
の
繊
細
な
精
神
」
に
誠
意
も
て
応
え
る
に
足
る
抒
情
造
形
ぶ
幽
玄
な
る
深
み
に
欠

け
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
だ
が
し
か
し
哲
人
シ
ー
フ
ー
は
、
’
「
現
実
が
恵
ま
な
い
も
の

を
思
索
力
を
頼
み
と
し
て
想
像
力
に
補
い
、
言
わ
ば
内
面
か
ら
理
知
に
適
う
道
を
歩

み
、
二
つ
の
ギ
リ
シ
ア
を
誕
生
さ
せ
」
、
「
デ
リ
ス
ト
者
の
繊
細
な
精
神
」
に
応
え
る

こ
と
を
後
世
に
遺
言
と
し
七
委
ね
穴
の
で
あ
る
、
こ
の
。
遺
言
執
行
人
と
し
て
Ｊ
戯
曲

一
一
　
　
　
　
｀
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
″

「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
第
二
部
（
一
八
三
二
年
）
に
お
け
る
ゲ
Ｌ
≒
テ
ヤ
、
恵
想
詩
。
「
パ
ン

と
が
ど
う
酒
」
（
一
八
び
０
　
年
－
Ｏ
「
年
」
、
に
お
け
令
ヘ
ル
ダ
ー
ー
Ｌ
ン
。
懸
～
詩
人
と

じ
て
力
量
を
試
さ
れ
る
の
で
あ
る
’
‘

　
　
剛
　
牧
歌
と
毒
舌

　
「
陰
惨
な
る
深
淵
か
ら
萌
え
る
ア
ポ
ロ
ー
ン
゛
文
化
の
精
華
」
た
る
「
古
典
ギ
リ
シ

ア
人
の
あ
の
壮
麗
な
自
然
に
対
立
す
る
も
の
」
と
し
て
、
「
悲
劇
の
誕
生
」
（
一
八

七
二
年
）
に
お
い
て
ニ
ー
チ
ェ
は
、
あ
の
後
期
ギ
リ
シ
ア
文
化
衰
願
期
に
特
有
な

「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
マ
゛
調
明
朗
性
」
を
取
り
出
し
た
。
こ
の
明
朗
性
は
「
牧
歌
風
現

実
を
気
安
く
好
む
趣
向
」
に
適
い
、
例
え
ば
ハ
イ
ネ
著
「
ロ
マ
ン
派
」
（
一
八
三
五

年
圭
二
六
年
）
に
描
か
れ
た
ゲ
ー
テ
＝
ア
ポ
ロ
像
に
格
好
の
実
例
が
見
い
出
さ
れ
る
。

私
達
は
ゲ
ー
テ
が
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
大
公
の
宮
廷
で
陽
気
に
即
興
詩
を
咄
き
つ
つ
、
ア
ド
メ
ー

ト
ス
王
の
廷
臣
た
ち
の
下
で
の
ア
ポ
ロ
に
似
て
、
金
髪
の
宮
女
た
ち
の
間
に
座
わ
る
様
を

眺
め
る
。
…
…
あ
た
か
も
永
遠
の
神
々
の
よ
う
に
ゲ
ー
テ
が
才
気
あ
り
、
麗
し
く
、
愛
嬌

が
あ
り
、
優
し
く
爽
や
か
な
形
姿
で
あ
る
の
を
私
達
は
至
る
所
で
見
て
い
る
。
…
…
あ
た

か
も
古
典
作
品
に
よ
る
如
く
、
こ
の
ゲ
ー
テ
に
よ
り
古
代
ギ
リ
シ
ア
芸
術
を
学
べ
た
の
だ
。



こ
の
よ
う
な
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
風
明
朗
性
」
は
、
ヘ
ル
ダ
ー
の
場
合
に
一
層
と

屈
託
な
き
晴
が
ま
し
い
姿
を
と
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
と
め
　
　
　
　
　
　
*
l
A
J
J
J
≪
J

　
　
人
類
史
上
ギ
リ
シ
ア
は
最
も
麗
し
い
青
春
と
処
女
盛
り
の
楽
し
い
一
時
に
い
つ
ま
で
も
留

　
　
ま
る
だ
ろ
う
。
…
…
万
事
が
青
春
の
歓
楽
、
愛
ら
し
さ
、
遊
び
戯
れ
、
そ
し
て
恋
愛
な
の

　
　
だ
！
　
こ
の
ギ
リ
シ
ア
人
が
手
に
し
た
も
の
は
、
美
し
い
像
、
玩
具
、
目
の
保
養
以
外
何

　
　
者
で
も
な
く
：
…
・
若
者
の
夢
や
娘
が
喜
こ
ぶ
お
伽
話
な
の
だ
’
・
　
東
方
の
知
恵
は
神
秘
の

　
　
j
j
'
r
'
c
-

　
　
幔
を
拭
い
去
ら
れ
、
ギ
リ
シ
ア
の
学
校
や
市
場
で
の
甘
美
な
お
喋
り
や
授
業
や
ロ
論
と
な

　
　
る
。
…
…
ギ
リ
シ
ア
よ
Ｉ
・
　
あ
ら
ゆ
る
麗
し
さ
、
愛
ら
し
さ
、
純
朴
さ
の
原
像
で
あ
り
模

　
　
範
で
あ
る
ギ
リ
シ
ア
よ
！
　
人
類
の
青
春
の
精
華
ギ
リ
シ
ア
ー
滅
び
る
こ
と
な
く
永
遠

　
　
に
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
鴎
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
人
間
性
形
成
の
た
め
の
歴
史
哲
学
異
説
」
一
七
七
四
年
）

こ
の
よ
う
な
牧
歌
風
の
ギ
リ
シ
ア
像
の
一
環
と
し
て
、
シ
ラ
ー
の
「
ギ
リ
シ
ア
の

神
々
」
も
晴
や
か
に
歌
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
美
し
い
世
界
よ
、
汝
は
何
処
か
？
　
再
び
帰
り
来
た
れ
’

九
〇

自
然
が
花
咲
く
優
美
な
時
代
よ
！

あ
あ
、
歌
曲
の
妖
精
の
国
に
の
み
ｉ
゛

な
お
汝
の
神
話
の
国
の
足
跡
は
残
る
。

　
（
「
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
」
第
二
稿
、
一
八
〇
〇
年
、
第
十
二
節
、
第
八
九
句
―

　
第
九
二
句
）

こ
の
「
神
話
の
国
」
の
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
風
明
朗
性
」
は
蓋
し
、
第
一
稿

（
一
七
八
八
年
三
月
刊
）
で
は
、
別
の
瞳
目
す
べ
き
表
現
「
神
聖
な
る
野
蛮
人
（
バ

ル
バ
ロ
ス
）
」
（
第
十
五
節
、
第
一
一
四
句
）
と
睨
み
合
い
、
当
時
の
西
欧
キ
リ
ス
ト

教
社
会
で
は
、
由
々
し
く
如
何
わ
し
い
対
比
を
成
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
「
ギ
リ

シ
ア
の
神
々
」
の
お
め
で
た
い
晴
が
ま
し
さ
が
、
無
垢
と
素
朴
の
汚
れ
な
き
純
朴
な

姿
を
と
り
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
文
化
圏
（
ヘ
ラ
ス
）
を
丸
く
収
め
る
と
、
そ
の
外
夷

（
バ
ル
バ
ロ
ス
）
な
す
西
欧
キ
リ
ス
ト
教
圏
の
神
は
、
た
と
え
「
聖
書
」
に
よ
り

「
神
聖
」
と
正
当
化
さ
れ
よ
う
と
も
、
結
局
「
野
蛮
人
（
バ
ル
バ
ロ
ス
）
」
に
過
ぎ

一

七

ヘ
ル
ダ
ー
ー
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

な
く
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
…
…
…
麗
し
く
明
朗
な
形
姿
が

コ
○
　
　
不
可
避
の
必
然
（
ネ
メ
シ
ス
）
の
回
り
で
も
遊
び
戯
れ
、

ま
た
厳
粛
な
る
運
命
（
モ
イ
ラ
）
汐
蔵
ｗ
Ｅ
も

柔
和
な
人
性
の
薄
絹
の
面
紗
に
よ
り
和
い
だ
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
聖
霊
た
ち
の
怖
ろ
し
い
立
法
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
裁
き
を
下
す
神
聖
な
る
野
蛮
人
は
居
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
女
が
昧
恂
生
れ
し
優
し
い
本
性
な
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
～

　
　
　
　
　
　
涙
が
眼
を
潤
お
す
こ
と
の
な
い
よ
う
な
野
蛮
人
は
居
な
か
っ
た
の
だ
。
。

　
　
　
　
　
　
　
（
「
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
」
第
一
稿
、
第
十
五
節
、
第
一
〇
九
句
－
第
一
二
八
句
）

実
際
、
正
統
派
キ
リ
ス
ト
教
を
堅
持
し
て
い
た
シ
ュ
ト
ル
ベ
ル
ク
（
一
七
五
〇
年
―

一
八
一
九
年
）
は
、
シ
ラ
ー
の
歌
っ
た
「
神
聖
な
る
野
蛮
人
」
を
キ
リ
ス
ト
像
と
解

し
て
、
憤
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
シ
ュ
ト
Ｗ
μ
に
丿
ク
は
、
神
の
「
冒
涜
」
に
つ
い
て
、
「
詩
文
の
乱
用
」
に
つ
い
て
、
「
有

　
　
徳
を
侮
り
蔑
に
せ
ん
と
す
る
精
神
」
に
つ
い
て
、
「
詩
神
ム
ー
サ
達
の
杯
に
」
盛
ら
れ
た

　
　
「
毒
」
に
つ
い
て
語
り
、
そ
し
て
自
ら
の
不
満
を
要
約
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
「
そ
の
よ
う
な
詩
撒
丿
創
作
に
陥
る
ぐ
ら
い
な
ら
、
む
し
ろ
万
人
の
嘲
笑
の
的
と
な
る
方

　
　
が
私
に
は
ま
し
だ
。
」

殊
に
シ
ュ
ト
ル
ベ
ル
ク
が
、
自
然
崇
拝
者
（
ナ
ト
ゥ
ラ
リ
ス
ト
）
に
よ
る
涜
神
行
為

を
見
い
出
し
た
の
は
、
第
一
稿
の
第
十
一
節
で
あ
る
。

八
五

贈
り
主
が
共
に
享
受
し
た

贈
物
の
価
値
は
一
層
と
高
く
成
り
、

被
造
物
の
胸
を
流
れ
た

喜
こ
び
に
創
造
主
も
一
層
と
近
づ
い
た
の
だ
。

（
だ
が
し
か
し
、
）
わ
が
創
造
主
（
キ
リ
ス
ト
）
が
自
ら
を
私
に
理
解
で
き
る

　
　
よ
う
に
語
る
だ
ろ
う
か
？

或
い
は
、
わ
が
主
（
キ
リ
ス
ト
）
を
服
朧
と
し
た
雲
群
の
天
幕
が
隠
し
て
い
る

　
　
の
だ
ろ
う
か
？
。



一
八
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
三
巻
　
人
文
科
学

　
　
　
　
　
　
理
念
の
地
で
、
私
は
探
索
に
苦
し
み
疲
れ
、
＾
”
゛

　
　
　
　
　
　
感
性
の
国
で
、
実
り
な
く
探
し
求
め
て
い
る
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
」
第
一
稿
、
第
十
一
節
、
第
八
一
句
－
第
八
八
句
）

前
半
四
句
（
第
八
一
句
‐
‥
－
第
八
四
句
）
は
、
自
然
な
歓
び
に
溢
れ
た
古
代
ギ
リ
シ
ア

の
神
々
の
牧
歌
世
界
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
風
明
朗
性
」

と
対
峠
し
て
、
後
半
四
句
（
第
八
五
句
－
第
八
八
句
）
は
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
シ
ラ
ー

自
身
の
反
問
で
あ
る
。
よ
り
詳
し
く
言
え
ば
、
詩
人
ジ
ラ
ー
の
内
面
の
苦
闘
の
有
り

め
ま
ま
の
姿
を
覗
か
せ
た
詩
節
と
看
倣
せ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
１
　
　
　
４
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
　
　
　
　
　
ｆ
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
Ｉ
』

・
’
ど
こ
ろ
が
正
統
派
の
シ
そ
ト
ル
こ
ベ
ル
ク
に
は
、
。
そ
の
よ
う
な
詩
人
の
内
面
の
深
み

Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
’
‐
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
Ｊ

が
働
き
か
け
な
か
・
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
既
成
教
義
切
擁
護
者
は
、
む
し
ろ
躍
起

と
な
り
詩
人
シ
ラ
ー
の
「
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
」
を
冒
涜
す
る
。

　
。
そ
れ
ら
の
詩
句
は
、
自
然
崇
拝
者
が
神
性
に
・
向
か
い
立
つ
悲
し
む
べ
き
関
係
を
物
語
っ
て

　
　
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
脈
絡
か
ら
、
こ
の
正
統
派
シ
ュ
ト
ル
ベ
ル
ク
の
抱
く
啓
示
宗
教
キ
リ
ス
ト
教

の
神
観
を
考
え
て
み
る
に
、
重
要
な
二
点
が
取
り
出
せ
る
。

　
　
一
、
　
神
人
キ
リ
ス
ト
の
超
絶
性

　
　
二
、
　
神
人
キ
リ
ス
ト
の
遍
在
性

つ
ま
り
詩
人
シ
ラ
ー
の
反
問
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
「
創
造
主
（
キ
リ
ス
ト
）
が
自

ら
を
私
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
語
る
」
（
第
一
稿
、
第
八
五
句
）
な
ど
と
言
う
要
求

は
、
神
人
キ
リ
ス
ト
の
超
絶
性
を
傷
つ
け
る
恐
れ
が
あ
る
と
正
統
派
は
考
え
る
。
神

人
キ
リ
ス
ト
は
人
知
の
理
解
を
越
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
確
か
に
そ
れ
は

人
知
を
凌
駕
す
る
神
性
な
の
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
神
人
キ
リ
ス
ト
の
叡
知

　
（
ロ
ゴ
ス
）
は
世
に
遍
在
し
常
に
働
き
か
け
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
シ
ラ
ー
の
よ
う

に
「
わ
が
主
（
キ
リ
ス
ト
）
を
臓
朧
と
し
た
雲
群
の
天
幕
が
隠
し
て
い
る
」
（
第
一

稿
、
第
八
六
句
）
な
ど
と
疑
念
を
抱
く
こ
と
自
体
が
涜
神
行
為
で
あ
る
と
正
統
派
信

仰
は
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
故
に
、
キ
リ
ス
ト
教
会
の
十
字
架
キ
リ
ス
ト
像
は
、
古
典
古
代
の
神
々
の
彫
像
の

如
き
「
美
」
し
い
「
優
美
」
な
姿
を
取
ら
ず
、
む
し
ろ
時
に
血
ぬ
ら
れ
た
陰
惨
な
姿

（
例
え
ば
エ
ル
ー
グ
レ
コ
の
十
字
架
キ
リ
ス
ト
像
の
油
絵
、
一
六
〇
五
年
－
一
〇
年

頃
作
）
で
立
ち
現
わ
れ
、
正
統
派
の
「
崇
高
」
に
し
て
「
尊
厳
」
な
る
西
欧
キ
リ
ス

ト
者
の
自
己
意
識
に
適
う
の
で
あ
る
。
だ
が
詩
人
シ
ラ
ー
に
と
っ
て
は
、
「
美
」
な

き
「
崇
高
」
、
つ
ま
り
「
優
美
」
な
き
「
尊
厳
」
は
、
正
に
「
野
蛮
人
（
バ
ル
バ
ロ

ス
）
」
の
特
徴
と
思
え
た
よ
う
で
あ
る
。
　
　
　
―
‐

ヽ
詩
人
シ
ラ
ー
の
親
友
ゲ
に
Ｉ
テ
（
一
。
七
九
四
年
来
）
が
「
十
字
架
ギ
リ
ス
ト
像
」
を
　

忌
避
し
た
０
　
も
恐
ら
く
同
様
の
美
意
識
の
成
せ
る
業
と
考
え
ら
れ
よ
う
　
０
と
に
か
く

詩
人
ゲ
’
－
テ
の
告
白
に
耳
を
傾
け
て
み
よ
ケ
0
1
　
　
ブ
　
　
　
　
　
士

　
｀
‘
多
く
の
こ
ぞ
を
私
は
耐
え
ら
れ
る
。
大
抵
の
辛
い
こ
と
を
、
　
　
　
‘
　
ト
　
　
　
ト

　
　
　
　
（
ア
ポ
ロ
ー
ン
の
よ
う
な
）
或
る
神
が
命
じ
る
ま
ま
、
私
は
落
ち
着
い
て
忍
ぶ
。

　
　
だ
が
し
か
し
、
毒
や
蛇
の
如
く
嫌
な
も
の
が
少
し
く
あ
る
。

　　そ

　　れ

だiiは
泗
つ
で
、
煙
草
の
煙
、
南
京
虫
と
大
蒜
と
十
字
字
架
キ
リ
ス
ト
像
）
な
の

　
　
　
（
「
ヴ
ォ
ネ
ー
チ
ア
寸
鉄
詩
」
　
一
七
九
〇
年
、
第
六
六
番
）

紀
元
三
〇
年
に
ロ
ー
マ
帝
国
の
属
領
で
実
際
に
傑
刑
に
処
せ
ら
れ
た
と
史
実
が
伝
え

る
イ
ェ
ス
ー
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
像
は
、
西
欧
キ
リ
ス
ト
教
会
の
中
央
祭
壇
に
懸
け

ら
れ
、
悍
し
く
も
血
ぬ
ら
れ
た
受
難
の
姿
が
、
繊
細
な
感
性
に
は
時
折
り
嘔
吐
を
催

さ
せ
る
。
子
供
の
よ
う
に
健
康
で
敏
感
な
詩
人
ゲ
よ
ア
が
こ
の
よ
う
に
告
白
す
る
の

に
、
仏
教
徒
な
ら
肯
け
得
よ
う
し
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
人
な
ら
納
得
で
き
る
の
で
あ
ろ

　
ぼ
　
優
美
と
尊
厳

一
見
し
た
と
こ
ろ
罪
も
な
げ
な
「
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
」
初
稿
の
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド



リ
ア
風
明
朗
性
」
に
は
、
以
上
の
如
き
「
美
」
と
「
崇
高
」
に
関
す
る
、
或
い
は

「
優
美
」
と
「
尊
厳
」
に
関
す
る
難
問
が
纏
わ
り
着
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

れ
は
確
か
に
容
易
な
ら
ぬ
抜
・
差
な
ら
ぬ
問
題
で
あ
る
。
実
際
、
本
論
の
探
究
が

「
最
深
の
親
密
性
」
（
〔
三
〕
�
）
）
に
お
い
て
究
極
に
問
う
べ
き
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の

詩
歌
象
徴
に
よ
る
至
難
の
造
形
キ
リ
ス
ト
像
誕
生
の
淵
源
も
、
実
に
こ
の
シ
ラ
ー
の

問
題
提
起
に
始
源
を
も
つ
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
と
に
か
く
此
所
で
は
、
詩
人
シ
ラ
ー

の
内
面
の
苦
闘
へ
と
眼
差
を
向
け
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
遡
こ
ろ
で
、
「
優
美
と
尊
厳
」
あ
る
い
は
「
美
と
崇
高
」
を
問
う
詩
人
に
と
り
、

全
く
事
態
が
混
沌
と
し
て
暗
中
模
索
で
あ
っ
た
か
と
言
う
と
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
。

既
に
問
題
の
核
心
は
見
据
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
ル
ド
ヴ
ィ
シ
の
ユ
ー
ノ
ー
像
の
壮
麗
な
容
貌
が
我
々
に
語
り
か
け
る
も
の
は
、
単
な
る

　
　
優
美
で
も
、
単
な
る
尊
厳
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
両
者
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
ど
ち
ら

　
　
か
で
は
な
い
の
で
す
。
一
泰
ａ
ｗ
Φ
ｓ
我
々
は
天
上
的
な
慈
仁
に
や
す
ら
か
に
身
を
棒
げ
る
一
方
で
、

　
　
天
上
の
自
足
性
は
我
々
を
脅
し
て
尻
込
み
さ
せ
ま
す
。
全
き
形
態
、
完
全
に
閉
じ
ら
れ
た

　
　
創
造
は
自
己
自
身
の
な
か
に
や
す
ら
い
、
住
ま
い
Ｊ
あ
た
か
も
空
間
の
彼
岸
に
い
る
か
の

　
　
よ
う
に
、
譲
歩
も
抵
抗
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
は
力
と
戦
う
べ
き
力
は
な
く
、
時
間
性

　
　
が
入
り
こ
む
隙
間
も
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
で
押
さ
え
が
た
く
捉
え
ら
れ
、
引
き
つ
け
ら
れ
、

　
　
他
方
で
遠
く
に
隔
て
ら
れ
、
我
々
・
は
最
高
の
休
止
と
最
高
の
活
動
の
状
態
に
同
時
に
置
か

　
　
れ
ま
す
。
そ
し
て
そ
こ
に
、
あ
の
不
可
思
議
な
感
動
が
生
じ
る
の
で
す
。
そ
れ
を
表
現
す

　
　
る
の
に
ヽ
悟
性
は
い
か
な
る
概
念
も
な
く
二
言
葉
は
い
か
な
る
名
も
あ
り
ま
貳
が
。

　
　
　
　
　
（
シ
ラ
ー
「
人
間
の
美
的
教
育
に
つ
い
て
」
　
一
七
九
五
年
、
第
十
五
書
簡
）

自
ら
「
表
現
す
る
の
に
概
念
も
な
く
、
言
葉
は
い
か
な
る
名
も
あ
り
ま
せ
ん
」
と
証

言
せ
ざ
る
を
得
な
い
半
ば
絶
望
的
な
こ
の
筆
舌
尽
く
し
難
い
不
立
文
字
と
正
に
詩
人

シ
ラ
ー
は
果
敢
に
も
対
決
し
て
お
り
、
こ
こ
に
安
逸
な
常
識
経
験
を
破
邪
し
敢
然
と

古
典
芸
術
の
霊
峰
へ
と
眼
差
を
向
け
る
詩
人
の
覇
気
が
十
分
窺
い
知
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

　
だ
が
既
に
思
想
詩
「
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
」
第
一
稿
（
一
七
八
八
年
）
で
試
み
た
よ

う
に
ヽ
今
度
の
美
学
芸
術
論
文
「
人
間
の
美
的
教
育
に
つ
い
て
」
（
一
七
九
五
年
）

一

九

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

に
お
い
て
も
、
シ
ラ
ー
は
「
優
美
」
に
し
て
「
尊
厳
」
と
見
た
古
典
芸
術
造
形
そ
の

も
の
を
直
視
し
実
相
観
入
を
目
指
す
こ
と
を
一
先
づ
差
し
控
え
、
む
し
ろ
「
美
」
を

自
然
の
合
目
的
性
と
し
て
打
ち
立
て
、
現
存
意
識
の
「
崇
高
」
な
道
徳
感
情
の
外
に

置
き
、
そ
の
脈
絡
で
事
を
秩
序
立
て
よ
う
と
努
め
る
。
こ
の
点
シ
ラ
ー
の
美
学
探
求

は
、
哲
学
者
カ
ン
ト
（
一
七
二
四
年
－
一
八
〇
四
年
）
の
美
学
論
文
「
判
断
力
批
判
」

（
一
七
九
〇
年
）
に
も
見
ら
れ
る
、
啓
蒙
期
の
常
識
的
な
「
美
」
と
「
崇
高
」
の
二

元
論
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
「
美
」
に
関
し
て
、
シ
ラ
ー
は
人
間
を
叡
知
の
相
（
ホ
モ
。
・
サ
ピ
エ
ン
ス
）

の
下
に
で
は
な
く
、
む
し
ろ
遊
戯
の
相
（
ホ
モ
ー
ル
ー
デ
ン
ス
）
の
下
に
眺
め
よ
う

と
す
る
。

人
間
の
美
の
理
想
を
彼
の
遊
戯
衝
動
を
満
足
さ
せ
る
の
と
同
一
の
方
向
で
求
め
て
い
く
な

ら
ば
、
決
し
て
道
を
誤
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
ギ
リ
シ
ア
民
族
が
オ
リ
ュ
ム
ピ
ア
の

競
技
に
お
い
て
力
や
速
さ
や
柔
軟
さ
を
競
う
血
を
流
さ
な
い
闘
技
を
、
ま
た
一
層
高
尚
な

諸
能
力
の
闘
い
を
楽
し
み
、
そ
し
て
一
方
、
ロ
ー
マ
民
族
が
倒
さ
れ
た
剣
士
や
そ
の
リ
ビ

ア
の
敵
手
（
獅
子
）
の
断
末
魔
の
苦
し
み
を
見
て
楽
し
ん
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
一
事
か
ら

だ
け
で
も
、
我
々
が
な
に
ゆ
え
ア
プ
ロ
デ
ィ
ー
テ
ー
、
ユ
ー
ノ
ー
、
ア
ポ
ロ
ー
ン
の
理
想

的
形
姿
を
ロ
ー
マ
に
で
は
な
く
ギ
リ
シ
ア
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
が
明
ら
か
で
あ

り
ま
し
ょ
う
。
さ
て
し
か
し
理
想
は
こ
う
語
り
ま
す
。
「
美
し
い
も
の
は
単
な
る
生
命
で

も
、
単
な
る
形
態
で
も
な
く
、
人
間
に
対
し
絶
対
的
形
式
性
と
絶
対
的
実
在
性
と
い
う
二

重
の
法
則
を
授
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
け
る
形
態
、
す
な
わ
ち
美
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
。
し
た
が
っ
て
理
性
は
ま
た
、
こ
う
い
う
要
求
を
か
が
け
る
の
で
す
。
「
人
間
は
美
と

も
っ
ぱ
ら
遊
ぶ
べ
き
で
あ
り
。
ま
た
美
と
だ
け
遊
ぶ
べ
き
で
あ
る
」
と
。

　
そ
れ
と
い
う
の
も
、
結
局
一
遍
に
打
明
け
て
言
っ
て
し
ま
え
ば
一
人
間
は
言
葉
の
完
全

べ
心
喉
で
人
間
で
あ
る
と
き
に
の
み
遊
ぶ
の
で
あ
り
、
遊
ぶ
と
き
に
の
み
全
き
人
間
な
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
人
間
の
美
的
教
育
に
つ
い
て
」
第
十
五
書
簡
）

こ
こ
に
も
、
思
想
詩
「
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
」
と
類
似
の
問
題
提
起
が
見
ら
れ
る
。
つ

ま
り
思
想
詩
で
の
「
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
」
と
「
神
聖
な
る
野
蛮
人
」
と
の
対
比
が
、

此
所
で
は
「
ギ
リ
シ
ア
」
と
「
ロ
ー
マ
」
と
の
対
立
と
し
て
陳
述
さ
れ
て
い
る
。
そ



ニ
○

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
三
巻
‘
人
文
科
学

し
て
、
詩
人
シ
ラ
ー
は
「
理
想
的
形
姿
を
ロ
ー
マ
に
で
は
な
く
ギ
リ
シ
ア
に
求
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
明
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
こ
の
場
合
、
古
代
帝
国
都
市
「
ロ
ー
マ
」
市
内
の
名
高
い
大
劇
場
コ
ロ
セ
ウ
ム
で

の
「
倒
さ
れ
た
剣
士
や
そ
の
リ
ビ
ア
の
敵
手
（
獅
子
）
の
断
末
魔
の
苦
し
み
」
が
、

「
ギ
リ
シ
ア
民
族
が
オ
リ
ュ
ム
ピ
ア
の
競
技
に
お
い
て
力
や
速
さ
や
柔
軟
さ
を
競
う

血
を
流
さ
な
い
闘
技
」
と
対
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
倒
さ
れ
た
剣
士
の
断
末
魔
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
ｓ
３
　
χ
　
％
χ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

を
、
救
世
主
牛
リ
ス
ド
等
ロ
ー
マ
時
代
の
聖
徒
の
受
難
と
置
。
き
換
え
、
更
に
『
オ
リ
ュ

　
　
　
’
ｊ
　
　
　
　
　
　
　
』
　
　
　
’
。
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
は

。
ム
ピ
ア
の
闘
技
」
『
を
古
代
デ
ィ
オ
干
ユ
ー
ソ
ス
神
。
バ
ッ
コ
ス
を
言
祝
ぐ
祝
祭
空
間
に

淘
け
る
古
典
ギ
子
‐
シ
ア
悲
劇
の
誕
生
と
読
み
変
え
’
た
な
ら
信
、
思
想
詩
に
お
い
て
表

明
さ
れ
た
。
「
神
聖
な
る
野
蛮
人
」
と
「
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
」
と
の
好
対
称
に
新
し
。
い

’
意
味
が
付
加
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
゛
ず
な
わ
ち
「
不
可
避
（
ア
ド
ラ
ス
テ
ｆ
ア
）
の

必
然
｀
（
ネ
メ
シ
ス
）
」
を
孕
み
『
、
畏
怖
と
荘
厳
な
る
古
典
神
話
７
ご
Ｉ
ト
・
ス
』
世

界
に
君
臨
し
た
「
厳
粛
な
る
運
命
（
モ
イ
ラ
）
の
眼
差
秘
柔
和
な
人
性
の
薄
絹
の
面

紗
に
よ
り
和
い
だ
」
（
〔
二
剛
（
７
）
）
と
、
思
想
詩
「
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
」
初
稿

の
第
十
五
節
（
第
一
一
一
句
－
第
一
こ
一
句
）
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
古
典
詩
歌

芸
術
に
は
十
字
架
牛
リ
ス
ト
像
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
受
難
の
血
團
い
痕
跡
が
無
く
、

詰
ま
る
所
そ
れ
は
悲
劇
芸
術
の
「
美
」
と
し
て
現
象
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
故
に
、

　
Ｓ
一
　
χ
　
　
Ｓ
χ
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ
　
χ
　
１
　
３
　
　
χ
　
４
　
１
　
Ｓ
Ｉ

受
難
の
「
ロ
ー
マ
に
で
は
な
く
ギ
リ
シ
ア
」
の
祝
祭
悲
劇
の
清
澄
な
る
時
空
に
こ
そ

詩
人
シ
ラ
ー
は
眼
差
を
向
け
、
終
生
こ
の
悲
劇
創
作
に
精
魂
を
傾
け
た
と
言
え
る
。

実
際
シ
ラ
ー
が
抒
情
詩
人
で
あ
る
前
に
何
よ
り
も
、
「
群
盗
」
（
一
七
八
一
年
）
や

「
ド
ン
ー
カ
ル
ロ
ス
」
（
一
七
八
七
年
）
に
よ
り
名
高
い
生
粋
の
悲
劇
詩
人
で
あ
っ

た
こ
と
を
此
所
で
改
め
て
想
い
起
こ
し
て
お
こ
う
。

　
こ
の
悲
劇
芸
術
創
作
の
意
味
に
お
い
て
こ
そ
究
竟
、
先
程
の
シ
テ
ー
の
言
う
「
遊

戯
」
も
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
人
間
は
…
…
遊
ぶ
と
き
に
の
み
全
き
人
間
な
の
で
す
。
　
　
　
（
註
（
’
1
4
）
参
照
）

だ
が
こ
の
た
め
に
は
当
然
「
自
然
の
真
性
（
ナ
ト
ゥ
ー
ア
ー
ヴ
ァ
ー
ル
ハ
イ
ト
）
」

（
〔
二
〕
倒
（
4
9
）
に
恵
ま
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
し
、
事
態
は
決
し
て
日
常
生
活
の

茶
番
劇
へ
と
落
ち
込
ま
な
い
の
で
あ
る
。
実
際
シ
ラ
ー
自
身
も
更
に
言
明
し
て
い
る

通
り
で
あ
る
。

　
　
美
と
は
、
彼
は
遊
ぶ
、
と
。
も
ち
ろ
ん
我
々
は
こ
こ
で
現
実
の
生
活
で
お
こ
な
わ
れ
、
通

　
　
常
は
な
は
だ
質
量
的
な
対
象
に
だ
け
向
け
ら
れ
て
い
る
遊
戯
の
こ
と
を
考
え
て
は
な
り
ま

　
　
せ
ん
。
現
実
生
活
の
な
か
に
は
、
こ
こ
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
美
を
探
し
て
も
む
だ

　
　
で
し
ょ
'
｡
？
^
ｏ
　
　
（
「
人
間
の
美
的
教
育
に
つ
い
て
」
第
十
五
書
簡
）
　
　
　
’

と
は
言
う
も
の
の
但
し
、
人
間
を
遊
戯
の
相
（
ポ
モ
ー
ル
ー
デ
ン
ス
）
の
下
に
考
察

し
始
め
た
探
求
が
、
単
に
そ
の
祖
の
下
に
の
み
留
ま
り
、
’
自
然
の
『
合
目
的
性
。
に
適
～

　
　
♂
　
　
　
｀
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
　
　
　
｀
　
　
四
『
　
を

に
過
ぎ
な
く
な
る
な
ら
ば
、
も
は
や
翫
知
の
相
。
（
ホ
モ
ー
サ
ピ
エ
ン
ス
）
に
対
し
て

閉
じ
て
し
ま
い
、
。
「
優
美
」
に
し
て
「
尊
厳
」
な
る
古
典
美
に
高
ま
る
こ
と
な
く
終

わ
る
の
で
あ
る
。
実
際
ビ
フ
ー
の
に
「
ギ
リ
シ
ア
０
　
神
々
」
の
詩
歌
象
徴
の
調
ぺ
。
は
、
『

「
神
聖
」
な
る
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
意
識
の
淵
を
暗
く
不
安
に
こ
そ
す
れ
、
深
沈
せ

る
幽
玄
な
調
べ
の
光
明
と
な
り
そ
の
意
識
の
淵
へ
と
深
ま
り
ゆ
く
に
十
分
で
は
無
い

と
言
え
る
。
正
に
同
様
の
難
点
が
、
美
学
芸
術
論
文
に
お
け
る
シ
ラ
ー
の
遊
戯
人
間

（
ホ
モ
ー
ル
ー
デ
ン
ス
）
考
察
に
も
看
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。

　
後
に
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
、
こ
の
種
の
遊
戯
人
間
（
ホ
モ
ー
ル
ー
デ
ン
ス
）
論
に
反

駁
を
加
え
る
理
由
も
こ
こ
に
あ
る
。
一
七
九
七
年
十
一
月
二
日
付
弟
宛
書
簡
に
お
い

て
、
こ
の
詩
人
は
前
述
の
シ
ラ
ー
風
遊
戯
人
間
論
に
対
抗
し
て
反
旗
を
翻
す
。

　
　
僕
は
今
日
の
支
配
的
な
趣
味
と
相
当
な
対
立
状
態
に
あ
る
。
だ
が
将
来
に
わ
た
っ
て
も
、

　
　
僕
の
強
情
な
考
え
を
捨
て
る
気
は
ま
ず
無
い
。
ど
こ
ま
で
も
僕
は
戦
い
抜
き
た
い
。
僕
は

　
　
ク
ロ
プ
シ
ュ
ト
ッ
ク
に
倣
い
、
こ
う
考
え
る
。

　
　
　
　
遊
び
戯
れ
る
だ
け
の
詩
人
は

　
　
　
　
無
知
で
あ
り
、
自
分
が
何
で
あ
り
、
読
者
が
何
で
あ
る
か
知
ら
な
い
。

　
　
　
　
真
の
読
者
は
子
供
で
は
な
く
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
“
゛

　
　
　
　
遊
び
戯
れ
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
自
ら
の
雄
々
し
い
心
魂
を
感
じ
よ
う
と
す
る
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
一
四
七
書
簡
）



此
所
に
は
、
「
崇
高
」
に
し
て
「
尊
厳
」
あ
る
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
心
魂
か
ら
の
巻

き
返
し
が
見
ら
れ
る
。
更
に
こ
の
脈
絡
を
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
、
別
の
書
簡
（
第
一
七
二

書
簡
）
で
次
の
よ
う
に
詳
述
す
る
。

　
　
人
格
形
成
に
諸
々
の
芸
術
が
及
ぼ
す
効
果
に
っ
い
て
は
、
既
に
数
多
く
の
こ
と
が
語
ら
れ

　
　
た
。
だ
が
い
ず
れ
の
場
合
も
、
真
剣
な
論
究
で
は
無
い
が
如
き
で
あ
っ
た
。
し
か
も
そ
れ

　
　
は
当
然
で
、
人
々
が
芸
術
、
殊
に
詩
歌
の
本
質
が
何
で
あ
る
か
を
考
え
て
み
な
か
っ
た
か

　
　
ら
な
の
だ
。
人
は
芸
術
の
押
し
つ
け
が
ま
し
く
な
い
充
足
し
た
外
面
に
拘
泥
し
た
。
勿
論

　
　
こ
の
充
足
し
た
外
面
は
芸
術
の
本
質
と
分
か
ち
難
く
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、

　
　
し
か
し
芸
術
の
全
性
格
を
成
す
な
ど
と
は
と
ん
で
も
な
い
話
だ
。
人
は
芸
術
を
遊
戯
と
看

　
　
倣
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
芸
術
が
慎
ま
し
い
遊
戯
の
姿
を
取
っ
て
現
わ
れ
た
か
ら
だ
。
…
…

　
　
芸
術
は
確
か
に
安
ら
ぎ
（
ル
ー
。
エ
）
を
与
え
る
。
だ
が
芸
術
の
安
ら
ぎ
は
、
（
遊
戯
の
場

　
　
合
の
よ
う
な
）
実
体
の
無
い
空
虚
な
も
の
で
は
な
く
、
生
け
る
静
謐
（
レ
ベ
ン
デ
ィ
ゲ
・

　
　
ル
ー
エ
）
な
の
だ
、
こ
の
生
け
る
静
謐
に
お
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
諸
力
が
生
き
生
き
と
働

　
　
く
け
れ
ど
も
、
し
か
し
内
奥
に
お
い
て
親
密
（
イ
ニ
ヒ
）
に
調
和
（
ハ
ル
モ
ニ
ア
ー
）
し

　
　
て
い
る
正
に
そ
れ
故
に
、
諸
力
が
活
動
（
タ
ー
ト
）
し
て
い
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
の
だ
。

　
　
芸
術
は
人
を
養
い
、
人
を
結
び
つ
け
る
。
だ
が
し
か
し
、
そ
れ
は
各
人
が
自
己
を
忘
れ
、

　
　
略
７
　
の
生
き
た
固
有
の
性
格
が
前
面
に
出
な
い
結
合
な
す
遊
戯
の
如
き
も
の
で
は
な
い
の

　
　
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
七
九
九
年
一
月
一
日
付
弟
宛
）

此
所
に
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
語
り
出
だ
し
た
「
生
け
る
静
謐
（
レ
ベ
ン
デ
ィ
ゲ
ー
ル
ー

エ
）
」
を
、
美
学
芸
術
論
文
「
人
間
の
美
的
教
育
に
つ
い
て
」
の
第
十
五
書
簡
に
お

い
て
、
シ
ラ
ー
が
「
最
高
の
休
止
と
最
高
の
活
動
」
（
註
（
1
3
）
参
照
）
と
し
て
認

識
し
た
点
は
既
に
見
た
。
確
か
に
、
シ
ラ
ー
の
芸
術
論
の
眼
目
も
ま
た
是
に
あ
る
の

で
あ
る
。

（
フ
ラ
ン
・
ス
共
和
国
の
首
都
パ
リ
で
）
古
典
古
代
の
造
形
芸
術
を
見
て
僕
は
感
銘
深
か
っ

た
。
こ
の
体
験
で
僕
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
人
へ
の
理
解
を
深
め
る
に
留
ま
ら
ず
、
畢
竟
芸
術

の
極
致
へ
の
参
入
の
歩
を
進
め
た
の
だ
。
こ
の
最
高
の
状
態
で
は
成
程
、
。
諸
概
念
が
最
高

度
に
動
き
現
象
す
る
の
で
は
あ
る
が
、
厳
粛
な
る
思
念
は
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
静
謐
に
住

し
、
至
高
の
極
致
の
醐
瀧
へ
と
映
し
出
さ
れ
る
。
故
に
、
こ
の
意
味
に
お
け
る
金
剛
不
壊

が
最
高
の
印
相
な
の
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
二
四
〇
書
簡
）

-

一

一

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

こ
の
よ
う
に
、
一
八
〇
二
年
十
二
月
二
日
付
べ
’
Ｉ
レ
ン
ド
ル
フ
（
Ｔ
七
七
五
年
－
一

八
二
五
年
）
宛
書
簡
で
、
古
典
美
に
つ
い
て
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
、
そ
の
本
質
に
例
の

シ
ラ
ー
の
言
う
「
最
高
の
休
止
と
最
高
の
活
動
」
を
「
芸
術
の
至
高
の
極
致
」
と
し

て
認
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
生
け
る
明
鏡
」
。
の
如
き
霊
顕
な
す
動
静
の
脈
動
が
、

「
優
美
」
に
し
て
「
尊
厳
」
な
る
古
典
美
に
宿
る
と
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
み
な
ら
ず
、

実
は
シ
ラ
、
－
も
認
め
て
い
る
点
を
看
過
し
て
は
な
る
ま
い
。
更
に
も
う
一
篇
ヘ
ル
ダ
ー

リ
ン
の
言
葉
巧
み
な
語
り
に
傾
聴
し
よ
う
。

　
　
詩
歌
は
人
々
を
結
び
合
わ
せ
る
。
即
ち
真
正
な
詩
歌
が
真
正
に
働
く
な
ら
、
詩
歌
は
人
々

　
　
を
あ
ら
ゆ
る
多
種
多
様
な
苦
悩
と
幸
運
と
努
力
と
希
望
と
畏
怖
と
結
び
、
あ
ら
ゆ
る
所
見

　
　
や
過
誤
、
あ
ら
ゆ
る
有
徳
と
理
念
、
人
々
の
間
に
あ
る
全
て
の
偉
大
と
卑
小
と
人
々
を
弥

　
　
増
し
に
結
び
合
わ
せ
、
一
つ
の
生
き
た
全
体
に
、
幾
重
に
も
個
々
の
部
分
に
分
か
れ
つ
つ

　
　
も
内
奥
で
親
密
（
イ
ニ
ー
ヒ
）
に
結
び
合
う
一
つ
の
全
体
に
成
る
の
で
あ
る
。
ぬ
ぜ
な
ら
正

　
　
に
是
が
詩
歌
そ
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
原
因
で
あ
り
結
果
で
も
あ
る
の
芯
０
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
七
九
九
年
一
月
一
日
付
弟
宛
書
簡
一
七
二
）

動
中
に
静
を
、
静
中
に
動
を
見
な
が
ら
次
第
に
「
生
け
る
静
謐
」
へ
と
高
ま
り
ゆ
く

思
念
が
此
所
で
も
論
述
を
生
か
し
て
い
る
。
詩
人
シ
ラ
ー
が
「
優
美
」
に
し
て
「
尊

厳
」
な
る
古
典
美
を
追
求
す
る
時
、
こ
の
よ
う
な
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
姿
勢
を
裏
切
る

わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
「
そ
れ
を
表
現
す
る
の
に
、
悟
性
は
い
か
な
る
概
念
も
な
く
、

言
葉
は
い
か
な
る
名
も
」
（
註
（
一
1
　
3
）
参
照
）
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
シ
ラ
ー
は
実

相
観
入
の
直
視
を
差
し
控
え
、
直
面
す
る
現
実
の
傾
め
斜
交
か
ら
論
立
て
を
し
、
人

間
を
遊
戯
の
相
（
ホ
モ
ー
ル
ー
デ
ン
ス
）
か
ら
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
美
の
本
質

を
現
存
の
内
観
か
ら
乖
離
し
た
活
動
（
タ
ー
ト
）
と
し
て
、
西
欧
意
識
が
深
く
根
付

く
内
な
る
大
地
か
ら
遊
離
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
ヘ
ル

ダ
ト
リ
ン
の
み
な
ら
ず
、
後
に
『
ニ
ー
チ
ェ
が
「
悲
劇
の
誕
生
」
（
一
八
七
二
年
）
に

お
い
て
「
自
ら
を
厳
粛
と
畏
怖
に
向
け
て
自
己
形
成
す
る
に
あ
た
り
」
（
〔
二
〕
閣

（
７
）
）
鋭
利
な
批
判
に
乗
り
出
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
叡
知
の
相
に
あ

る
人
間
（
ホ
モ
ー
サ
ピ
エ
ン
又
）
か
ら
乖
離
し
た
シ
ラ
ー
の
美
意
識
の
遊
戯
人
間



二
二
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
三
巻
　
人
文
科
学

（
ホ
モ
ー
ル
ー
デ
ン
ス
）
へ
の
傾
斜
を
、
以
下
本
論
で
は
更
に
ゲ
ー
テ
と
の
親
交

（
一
七
九
四
年
以
降
）
を
機
に
成
る
所
謂
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
古
典
主
義
の
古
代
芸
術
観

を
眺
み
合
わ
せ
て
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　
閣
　
理
想
と
人
生

　
感
性
の
素
直
な
経
験
を
重
ん
ず
る
ゲ
ー
テ
（
一
七
四
九
年
－
一
八
三
二
年
）
と
理

念
追
求
を
目
指
す
シ
ラ
ー
’
（
一
七
五
九
年
－
一
八
〇
五
年
）
は
初
対
面
「
」
七
九
四

年
）
に
お
い
て
既
に
、
・
両
者
０
　
才
能
の
相
違
を
浮
き
彫
り
に
し
た
・
ゲ
ー
テ
が
自
ら

の
直
観
叡
知
に
兄
経
験
（
エ
ヽ
ア
フ
。
ア
ー
ル
ン
グ
）
と
し
『
て
掴
ん
尤
根
源
現
象
（
’
ウ
″

フ
ェ
ノ
ノ
リ
ン
）
を
、
カ
ン
ト
学
徒
シ
ラ
ー
’
は
あ
く
ま
で
理
念
（
イ
デ
ー
）
で
あ
る

と
主
張
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
両
者
の
間
に
親
交
が
成
り
立
つ
以
上
は
、
双
方
の
歩
み

寄
り
が
実
際
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
シ
ラ
ー
の
側
か
ら
ゲ
ー
テ
ヘ

の
接
近
を
考
え
る
と
、
前
述
の
遊
戯
人
間
（
ホ
モ
ー
ル
ー
デ
ン
ス
）
論
も
恐
ら
く
理

解
し
易
く
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
美
学
芸
術
論
文
「
人
間
の
美
的
教
育
に
つ
い

て
」
は
、
一
七
九
四
年
秋
か
ら
一
七
九
五
年
夏
に
か
け
て
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
実
は

シ
ラ
ー
と
ゲ
ー
テ
の
初
対
面
（
一
七
九
四
年
夏
）
が
、
こ
の
論
文
成
立
に
先
行
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
こ
の
初
対
面
以
来
、
畑
眼
な
る
知
性
の
人
シ
ラ
ー
は
ゲ
ー

テ
の
感
性
と
分
別
の
豊
か
さ
に
対
す
る
敬
意
を
深
め
て
ゆ
く
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
ゲ
ー
テ
ヘ
の
傾
斜
Ｊ
Ｅ
一
七
九
四
年
当
時
シ
ラ
ー
が
在
住
し
て
い
た
大
学
都

市
「
イ
ェ
ー
ナ
の
魂
フ
ィ
ヒ
テ
」
哲
学
を
念
頭
に
置
く
と
一
層
と
肯
け
る
で
あ
ろ
う
。

哲
学
者
フ
ィ
ヒ
テ
（
一
七
六
二
年
－
一
八
一
四
年
）
の
学
知
（
ロ
ゴ
ス
）
大
系
「
知

識
学
」
（
一
七
九
四
年
春
以
降
）
は
、
主
体
的
な
倫
理
意
識
に
色
濃
く
彩
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
倫
理
意
志
の
色
彩
を
シ
ラ
ー
は
、
一
七
九
四
年
十
月
二
十
八
日
付
ゲ
ー
テ

宛
書
簡
に
お
い
て
Ｊ
フ
ィ
ヒ
テ
思
想
の
中
心
概
念
で
あ
る
「
絶
対
我
」
に
着
目
し
、

次
の
よ
う
な
大
胆
な
比
喩
で
語
っ
て
い
る
。

　
　
自
然
世
界
は
フ
ィ
ヒ
テ
に
と
り
、
自
我
が
投
げ
、
省
察
に
よ
り
再
び
受
け
取
る
球
に
過
ぎ

　
　
な
い
の
で
対
・

フ
ィ
ヒ
テ
哲
学
の
こ
の
よ
う
な
姿
勢
と
、
～
ゲ
ー
テ
の
自
然
観
察
の
態
度
と
が
好
対
称

を
な
す
。
あ
た
か
も
博
物
学
者
が
筆
一
本
で
、
写
真
以
上
の
真
迫
性
を
孕
む
造
化
の

模
写
を
、
見
事
な
筆
致
で
写
し
取
る
よ
う
に
、
ゲ
ー
テ
の
詩
才
は
自
然
の
妙
な
る
萌

芽
の
息
吹
き
を
余
念
な
く
克
明
に
描
き
出
そ
う
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
よ
く
見
た
ま
え
一
植
物
が
少
し
ず
つ
生
成
し
段
階
を
ふ
ん
で

一
〇

花
咲
き
そ
し
て
実
を
結
ぶ
そ
の
さ
ま
を
０
。
・
　
　
　
・
　
　
一

種
子
が
ら
そ
れ
は
現
わ
れ
る
、
大
地
の
静
寂
の
　
、
。

産
み
出
す
力
こ
も
っ
た
胎
に
よ
力
や
さ
・
し
く
生
の
な
か
ヘ
ー
放
た
れ
。
る
瞬
間
に
、

’
そ
し
て
萌
え
出
る
子
葉
の
い
か
に
も
か
ぼ
ぞ
い
た
た
ず
ま
い
が

　
永
遠
に
活
動
す
る
聖
な
る
光
の
刺
激
に
委
ね
ら
れ
る
。
“

「
五
～
　
、
種
子
の
な
か
に
単
一
な
も
の
．
と
し
て
眠
っ
‘
て
い
た
力
、
’
み
ず
か
占
の
内
部
に
閉

・
．
　
、
・
　
　
ざ
さ
れ
、
　
、
ｊ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
　
．
’
・

　
　
　
　
　
種
皮
に
か
た
く
包
ま
れ
、
し
か
も
始
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
先
の
姿
、

　
　
　
　
　
そ
の
葉
と
根
と
芽
、
そ
れ
は
ま
だ
半
ば
形
造
ら
れ
た
だ
け
で
色
を
欠
い
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
の
に
Ｉ

　
　
　
　
　
安
ら
か
な
生
命
を
ま
だ
乾
い
た
形
に
保
っ
て
い
た
種
子
の
核
が
、

　
　
　
　
　
し
か
し
力
強
く
伸
び
い
で
る
の
だ
、
土
の
お
だ
や
か
な
湿
り
に
じ
っ
と
身
を
委

　
　
　
　
　
　
　
ね
、

二
〇

時
い
た
れ
ば
た
だ
ち
に
　
四
囲
の
闇
の
な
か
よ
６
ｙ

　
　
　
（
ゲ
ー
テ
「
植
物
の
変
態
」
一
七
九
八
年
、
第
九
句
－
第
二
〇
句
）

博
物
学
者
風
の
ゲ
ー
テ
に
と
り
詩
作
と
は
、
現
存
意
識
の
内
観
に
宿
る
始
源
（
ア
ル

ケ
ー
）
の
理
念
（
イ
デ
ア
ー
）
に
形
相
（
エ
イ
ド
ス
）
を
与
え
る
思
念
の
深
沈
せ
る

省
察
で
は
な
く
、
む
し
ろ
自
然
本
来
の
造
化
生
成
の
有
り
の
ま
ま
を
丹
念
に
観
察
す

る
経
験
豊
か
な
体
験
に
お
い
て
直
観
さ
れ
た
「
根
源
現
象
（
ウ
″
フ
ェ
ノ
メ
ー
ン
）
」

を
映
す
こ
と
で
あ
り
、
「
体
験
（
エ
ア
レ
ー
プ
エ
ス
）
と
詩
作
（
デ
ィ
ヒ
ト
ウ
ン

グ
）
」
（
デ
ィ
ル
タ
イ
）
が
、
。
詩
歌
創
作
の
眼
目
な
の
で
あ
る
。

　
哲
学
知
の
必
然
の
帰
結
と
し
て
「
理
念
」
で
あ
る
と
シ
ラ
ー
が
語
る
こ
と
も
、
敢

て
ゲ
ー
テ
は
「
経
験
」
と
解
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ゲ
ー
テ
に
と
り
「
根
源
現
象
」
は



経
験
直
観
に
と
り
、
あ
ま
り
に
明
晰
判
明
な
客
観
の
事
実
に
基
ず
く
真
理
と
思
え
た

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
博
物
学
者
風
の
自
然
観
を
、
先
程
か
ら
の
「
美
」
の
探
求
に
応

用
す
る
と
、
主
観
の
潤
色
を
一
切
混
ぜ
る
こ
と
な
き
客
観
の
事
実
に
基
ず
く
真
理
と

し
て
の
「
美
」
の
造
形
を
可
能
に
す
る
世
界
観
が
開
け
て
来
る
。
少
く
と
も
、
ゲ
ー

テ
は
こ
の
観
点
で
「
根
源
現
象
」
を
把
え
、
古
典
古
代
の
「
美
」
の
「
様
式
（
シ
ュ

テ
ィ
ー
ル
）
」
を
理
解
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
の
み
で
は
な
い
。
更
に
ゲ
ー
テ
は

こ
の
よ
う
な
「
様
式
」
の
観
点
か
ら
「
根
源
現
象
」
を
客
観
と
し
て
掴
み
、
そ
れ
を

詩
歌
象
徴
の
調
べ
と
し
て
造
形
化
す
る
姿
勢
を
古
典
主
義
と
看
傲
し
、
友
人
シ
ラ
ー

と
の
協
力
の
下
に
こ
の
姿
勢
を
基
礎
づ
け
実
証
し
よ
う
と
努
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の

運
動
が
所
謂
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
古
典
主
義
で
あ
る
。

　
一
七
九
四
年
夏
か
ら
ゲ
ー
テ
と
の
親
交
の
下
に
シ
ラ
ー
の
思
索
は
、
こ
の
よ
う
な

一
定
の
主
義
主
張
を
理
論
化
す
る
の
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
既

に
シ
ラ
ー
は
独
自
の
美
学
論
を
そ
れ
以
前
に
。
展
開
し
て
お
り
、
例
え
ば
「
美
（
カ
ロ

ス
）
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
芸
術
論
「
カ
リ
ア
ー
ス
書
簡
」
（
一
七
九
三
年
冬
）
で

次
の
命
題
を
樹
立
し
て
い
た
。

　
　
現
象
（
エ
ア
シ
ャ
イ
ヌ
ン
グ
）
に
お
け
る
自
由
は
美
と
一
如
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
七
九
三
年
二
月
二
十
三
日
付
ケ
ル
ナ
ー
宛
書
簡
）

更
に
、
こ
の
「
自
由
」
に
つ
い
て
シ
ラ
ー
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　
　
自
由
で
あ
Ｊ
Ｋ
と
、
自
然
に
定
ま
る
こ
と
、
内
か
ら
定
ま
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
Ｉ

　
　
如
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
右
ケ
ル
ナ
ー
宛
書
簡
）

こ
の
よ
う
に
既
に
樹
立
さ
れ
て
い
た
命
題
の
内
実
が
、
ゲ
ー
テ
と
の
親
交
で
埋
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
先
程
の
ゲ
ー
テ
の
観
点
に
立
て
ば
、
「
現
象
に
お
け
る
自
由
」
と
し
て
の
「
美
」

の
根
拠
た
る
「
自
然
」
は
、
意
識
あ
る
自
覚
存
在
の
本
性
で
は
な
く
、
む
し
ろ
客
体

と
し
て
の
「
根
源
現
象
」
た
る
自
然
造
化
を
指
す
こ
と
に
な
る
。
博
物
学
風
に
樹
立

二
三

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

さ
れ
た
こ
の
自
然
の
本
性
は
蓋
し
、
あ
た
か
も
自
然
博
物
図
鑑
の
美
し
い
挿
絵
の
よ

う
に
、
現
存
意
識
か
ら
乖
離
し
て
純
粋
な
知
的
観
照
の
客
観
対
象
と
成
り
得
る
。
と

こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
意
識
か
ら
遊
離
し
た
観
照
こ
そ
正
に
「
遊
戯
」
で
お
り
、
こ

の
観
照
に
身
を
委
ね
る
人
こ
そ
正
に
遊
戯
人
間
（
ホ
モ
ー
ル
ー
デ
ン
ス
）
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
是
に
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
古
典
主
義
の
、
殊
に
ゲ
ー
テ
の

美
意
識
が
確
立
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
右
の
引
用
に
あ
る
「
カ
リ
ア
ー

ス
書
簡
」
に
お
い
て
シ
ラ
ー
が
言
う
「
内
か
ら
定
ま
る
」
と
は
、
こ
の
脈
絡
で
、
客

体
そ
の
も
の
の
「
内
か
ら
定
ま
る
」
と
解
さ
れ
得
る
。
つ
ま
り
、
捕
わ
れ
な
き
心
眼

で
、
客
体
そ
の
も
の
の
「
内
か
ら
定
ま
る
」
べ
き
「
根
源
現
象
」
を
詩
作
す
る
の
が
、

ゲ
ー
テ
の
古
典
主
義
運
動
の
焦
盾
の
急
な
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
ヴ
″
イ
マ
ー
ル
古
典
主
義
の
姿
勢
は
、
現
実
と
か
歴
史
の
只
中

に
置
か
れ
て
決
断
を
迫
ら
れ
る
現
存
の
諸
問
題
を
回
避
す
る
方
向
に
向
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　
　
す
な
わ
ち
ゲ
ー
テ
は
、
唾
棄
す
べ
く
思
わ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
熱
狂
は
腹
立
た
し
げ
に

　
　
拒
否
し
た
し
、
。
ま
た
わ
れ
ら
の
時
代
の
哲
学
熱
を
解
さ
ず
、
或
い
は
解
そ
う
と
も
し
な
か
っ

　
　
た
。
な
ぜ
な
ら
時
代
の
哲
学
熱
に
よ
り
、
自
己
自
身
の
落
ち
着
い
た
心
情
を
掻
き
乱
さ
れ

　
　
る
の
を
恐
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
以
上
の
理
由
か
ら
ゲ
ー
テ
は
熱
狂
そ
の
も
の
を
全
く
歴
史

　
　
記
述
の
素
材
と
し
て
、
何
ら
か
の
与
え
ら
れ
た
客
体
と
し
て
処
理
さ
る
べ
く
処
理
し
た
。

　
　
ゲ
ー
テ
の
手
に
懸
か
る
と
精
神
（
ガ
イ
ス
ト
）
は
質
量
（
マ
ー
テ
リ
ア
）
と
成
り
ズ
ゲ
ー

　
　
テ
が
こ
れ
に
美
し
く
感
じ
の
よ
い
形
式
（
フ
ォ
ル
ム
）
を
与
え
た
。
か
く
し
て
ゲ
ー
テ
は

　
　
わ
が
独
文
学
の
巨
匠
と
な
り
、
書
い
た
も
の
は
全
て
丸
く
収
ま
っ
た
芸
術
品
と
な
っ
た
。

　
　
…
…
こ
の
傑
作
は
成
程
わ
れ
わ
れ
の
愛
す
る
祖
国
を
、
あ
た
か
も
庭
園
の
美
し
い
立
像
の

　
　
よ
う
に
飾
り
は
す
る
が
、
’
し
か
し
あ
く
ま
で
立
像
な
の
だ
。
そ
れ
を
恋
す
る
こ
と
は
で
き

　
　
る
。
だ
が
そ
れ
は
妬
汝
（
不
生
女
）
。
な
の
だ
。
ゲ
ー
テ
文
学
は
シ
ラ
ー
文
学
の
よ
う
に
行

　
　
為
を
生
ま
な
い
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ハ
イ
ネ
「
ロ
マ
ン
派
」
一
八
三
五
年
－
三
六
年
）

確
か
に
、
』
客
体
そ
の
も
の
の
「
内
か
ら
定
ま
る
」
べ
き
博
物
図
鑑
の
挿
絵
や
「
何
ら

か
の
与
え
ら
れ
た
客
体
と
し
て
処
理
さ
る
べ
き
処
理
し
た
歴
史
記
述
（
ヒ
ス
ト
リ



　
二
四
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
三
巻
　
人
文
科
学

　
ア
）
」
に
没
頭
す
る
こ
と
に
よ
り
、
或
る
程
度
の
「
落
ち
着
い
た
心
情
」
は
保
証
さ

　
れ
は
し
よ
う
。
だ
が
し
か
し
そ
れ
故
反
対
に
、
革
命
思
想
や
哲
学
知
（
ロ
ゴ
ス
）
の

　
激
情
・
（
パ
ト
ス
）
や
狂
気
（
〔
三
〕
ぼ
（
2
1
）
）
は
む
し
ろ
枯
渇
す
る
と
考
え
ら
れ

　
る
。
故
に
ハ
イ
ネ
は
論
述
し
て
い
る
。
「
ゲ
ー
テ
の
手
に
懸
か
る
恚
精
神
（
ガ
イ
ス

　
ト
）
は
質
量
（
マ
ー
テ
リ
ア
）
と
成
り
、
ゲ
ー
テ
が
こ
れ
に
美
し
く
感
じ
の
よ
い
形

　
式
（
フ
ォ
ル
ム
）
を
与
え
た
」
と
。
更
に
ハ
イ
ネ
は
、
こ
の
美
し
い
感
じ
の
よ
い
形

　
式
」
を
「
丸
く
収
ま
っ
た
芸
術
品
」
と
言
い
中
て
て
い
る
。
こ
れ
を
既
に
引
用
し
た
゛

　
　
『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
ｆ

　
ニ
ー
チ

‘エ
の
用
語
で
語
れ
ば
、
「
牧
歌
風
現
実
を
気
安
く
好
む
趣
向
」
ヽ
に
適
う
「
ア

　
レ
ク
サ
ン
ｙ
ｌ
ア
風
明
朗
性
」
（
。
〔
Ｔ
〕
剛
（
３
）
）
と
表
現
で
き
る
し
で
あ
ろ
う
。
更
に

　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
ｊ
　
ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｙ
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
辱
　
嘱
　
　
゛
　
　
　
　
　
Ｆ
一

こ
Ｉ
Ｉ
チ
ェ
の
言
葉
を
援
用
す
る
と
い
こ
の
「
美
し
く
感
じ
の
よ
い
形
式
」
こ
そ
が
正

　
に
、
「
陰
惨
な
る
深
淵
か
ら
萌
え
る
ア
ポ
ロ
ー
ン
文
化
０
　
精
華
」
た
る
。
、
「
古
典
ギ
リ

　
シ
ア
人
の
あ
の
壮
麗
な
自
然
に
対
立
す
る
秘
の
」
（
〔
一
〕
剛
（
２
）
）
と
説
明
で
き
’

　
。
る
の
で
あ
る
ｏ
ｊ
　
　
　
　
ｊ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
　
か
く
し
て
、
思
想
詩
や
美
学
芸
術
論
文
に
お
い
て
シ
ラ
ー
が
提
示
し
、
た
、
牧
歌
風

　
の
罪
の
な
い
遊
戯
性
格
の
拠
り
立
つ
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
古
典
主
義
の
場
が
見
定
め
ら
れ

　
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
場
に
シ
ラ
ー
は
心
を
開
い
て
、
更
に
ゲ
ー
テ
と
手
を
結
ん
だ

　
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
客
体
そ
の
も
の
の
「
内
か
ら
定
ま
る
」
古
典
主
義
の

　
場
が
哲
人
シ
ラ
ー
に
は
「
理
想
」
と
し
て
、
純
粋
な
「
遊
戯
」
と
し
て
彼
岸
か
ら
働

　
き
か
け
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
し
か
し
、
こ
れ
が
シ
ラ
ー
の
詩
作
で
は
あ
く
ま
で

　
「
理
想
」
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
以
上
で
無
か
っ
た
点
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。
既
に
述

　
べ
た
よ
う
に
、
古
典
芸
術
の
「
最
高
の
休
止
と
最
高
の
活
動
の
状
態
」
（
註
（
1
3
・
）

　
参
照
）
に
お
け
る
「
生
け
る
静
謐
（
レ
ベ
ン
デ
ィ
ゲ
ー
ル
ー
エ
）
」
（
註
（
1
7
）
参
照
）
’

　
こ
そ
、
シ
ラ
ー
の
芸
術
創
作
が
、
と
り
わ
け
シ
ラ
ー
の
古
典
悲
劇
が
目
指
し
た
「
芸

　
術
の
極
致
」
（
註
（
1
8
・
）
参
照
）
で
あ
り
、
「
優
美
」
に
し
て
「
尊
厳
」
な
る
古
典

　
ギ
リ
シ
ア
造
形
が
、
大
理
石
の
巌
に
古
代
パ
ル
テ
ノ
ー
ン
神
殿
の
如
く
聳
え
立
つ
礎

　
な
の
で
あ
る
。
こ
の
古
典
美
の
光
明
の
下
で
は
、
ポ
イ
ボ
ス
神
ア
ポ
ロ
ー
ン
が
デ
ィ

　
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
神
秘
の
真
言
（
ロ
ゴ
ス
）
を
語
り
、
バ
ッ
コ
ス
神
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ

　
ス
が
ア
ポ
ロ
ー
ン
神
託
・
（
オ
ラ
ー
ケ
ル
）
の
正
法
眼
を
説
く
「
明
鏡
が
忽
ち
到
来
」

　
（
〔
三
〕
�
）
す
る
の
で
あ
る
が
、
尚
シ
ラ
ー
は
手
前
で
手
を
撰
い
て
、
つ
ま
り
「
優

　
美
」
と
「
尊
厳
」
の
二
律
背
反
の
矛
盾
の
中
に
立
ち
止
ま
り
、
「
そ
れ
を
表
現
す
る

　
の
に
、
悟
性
は
い
か
な
る
概
念
も
な
く
、
言
葉
は
い
か
な
る
名
も
あ
り
ま
せ
ん
」

　
（
（
こ
閣
－
1
3
）
）
と
素
直
に
認
め
る
の
で
あ
る
。

　
　
こ
の
よ
う
に
告
白
せ
ざ
る
を
得
な
い
シ
テ
ー
の
思
考
過
程
と
、
そ
れ
を
詩
歌
象
徴

　
と
し
て
表
現
し
た
思
想
詩
の
特
色
を
考
え
て
み
る
と
、
唯
今
話
題
と
し
た
純
粋
な

　
「
遊
戯
」
と
し
て
の
〔
理
想
（
イ
デ
ア
ー
ル
）
」
に
対
し
二
律
背
反
を
な
し
「
人
生

　
φ
　
　
　
　
Ｉ
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
　
一
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
Ｉ

　
（
レ
ー
ベ
レ
）
」
が
矛
盾
相
克
し
て
立
ち
開
か
る
基
本
構
図
が
見
て
・
取
れ
る
。
。
実
に

　
こ
の
対
立
法
抗
す
る
対
話
弁
証
力
（
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
メ
ケ
ー
）
が
、
、
既
に
見
た
「
ギ

　
リ
シ
ア
の
神
々
」
と
「
神
聖
な
る
野
蛮
人
」
と
の
確
執
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
肛
、

ヽ
実
際
一
七
九
五
年
に
シ
ラ
Ｆ
は
ヽ
采
珍
と
人
生
ｊ
と
題
す
＆
思
想
片
を
創
作
し
、

－
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｆ
　
　
一
　
　
　
　
一

　
自
ら
０
　
内
観
。
に
お
け
る
二
律
背
反
の
矛
盾
対
立
を
一
層
と
明
確
な
形
で
打
ぢ
出
す
こ

　
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

　
　
こ
こ
で
は
思
想
詩
「
理
想
と
人
生
」
に
お
い
て
、
シ
ラ
ー
の
弁
証
法
対
話
（
デ
ィ

　
ア
レ
ク
テ
ィ
ケ
ー
）
の
筆
力
が
十
二
分
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
詩
節
を
取

　
り
出
し
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
比
堅
い
岩
石
に
周
囲
を
と
り
か
こ
ま
れ
た
中
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
激
し
く
泡
だ
ち
、
ほ
と
ば
し
り
出
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
こ
そ
は
永
遠
な
生
命
の
川
、
優
し
く
な
め
ら
か
に

　
　
　
　
　
　
　
静
か
な
美
の
彫
の
国
を
つ
ら
ぬ
き
流
れ

　
　
六
五
　
　
　
銀
色
に
輝
く
小
波
の
折
り
め
の
上
に
は

　
　
　
　
　
　
　
天
が
ア
ウ
ロ
ー
ラ
と
ヘ
ス
ペ
ロ
ス
の
姿
を
う
つ
し
て
ゆ
く
。

　
生
命
無
き
も
の
に
形
を
あ
た
え
、
魂
を
吹
き
こ
む
た
め

あ
の
自
然
、
の
素
材
と
婚
姻
の
契
を
む
す
ぶ
た
め

独
創
の
力
が
製
作
に
む
か
っ
て
、
は
つ
ら
つ
と
燃
え
あ
が
る
と
き

そ
の
と
き
こ
そ
は
精
進
の
力
を
、
た
え
ず
張
り
き
ら
せ



七
五

八
〇

八
五

う
ま
ず
、
た
ゆ
ま
ず
た
た
か
い
つ
づ
け
て

構
想
の
も
と
に
エ
レ
メ
ン
ト
を
屈
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
疲
れ
を
お
そ
れ
な
い
真
剣
な
熱
意
に
だ
け
こ
た
え
て

真
理
の
深
く
か
く
さ
れ
穴
い
る
泉
が
せ
ん
せ
ん
と
音
を
た
て

た
だ
激
し
く
打
ち
こ
む
竪
の
鋭
さ
の
ま
え
に
だ
け

堅
い
大
理
石
の
断
面
が
も
ろ
く
、
や
わ
ら
か
に
な
る
。

　
つ
い
に
美
の
領
域
の
奥
深
く
突
き
進
ん
だ
と
き

依
然
と
し
て
労
苦
は
、
大
理
石
の
紛
末
の
中
に

使
い
こ
な
し
た
素
材
と
と
も
に
生
き
残
っ
て
も

彫
像
は
、
素
材
と
の
激
し
い
苦
闘
の
か
げ
な
く

す
っ
き
り
と
、
無
か
ら
飛
び
出
た
よ
う
に
か
る
が
る
と

恍
惚
と
う
ち
な
が
め
る
目
の
前
に
立
ち
あ
が
り

す
べ
て
の
懐
疑
も
、
す
べ
て
の
闘
争
も

勝
利
の
高
い
確
信
の
な
か
に
沈
黙
し
て
帥
く
。

そ
こ
で
は
、
す
べ
て
人
間
的
な
欲
望
の
滓
は

こ
と
ご
と
く
み
な
払
い
お
と
さ
れ
て
い
祈
・

（
「
理
想
と
人
生
」
第
七
節
－
第
九
節
、
第
六
一
句
－
第
六
六
句
／
第
七
一

句
－
第
九
〇
句
）

「
人
生
（
レ
ー
ベ
ン
）
」
の
躍
動
あ
る
理
念
追
求
（
イ
デ
ア
リ
ス
ム
ス
）
の
覇
気
と
、

そ
の
結
晶
た
る
べ
ぎ
「
理
想
（
イ
デ
ア
ー
ル
）
」
と
し
て
美
の
牧
歌
（
パ
ス
ト
ラ
ー

ル
）
と
が
相
互
に
詩
節
を
織
り
成
し
て
い
る
。
だ
が
詩
歌
象
徴
の
脈
動
の
本
筋
は
力

強
く
逞
し
く
、
詩
想
の
波
動
の
基
調
（
グ
ル
ン
ト
ー
ト
ー
ン
）
は
腕
太
な
曲
線
で
う

ね
る
。
勿
論
、
う
ね
り
の
間
に
凪
が
来
て
、
穏
や
か
で
な
だ
ら
か
な
牧
歌
の
旋
律
曲

線
が
静
か
に
流
れ
。
る
。
確
か
に
、
こ
の
静
か
な
旋
律
は
美
し
く
歌
わ
れ
て
い
る
の
だ

が
、
し
か
し
こ
れ
は
魂
の
寵
め
ら
れ
た
歌
い
ぶ
り
と
は
言
え
な
い
。
シ
ラ
ー
の
思
索

す
る
弁
証
対
話
力
（
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ケ
ー
）
は
此
所
で
む
し
ろ
休
憩
し
一
息
つ
い

て
煙
草
を
吹
か
し
て
い
る
。
例
え
ば
第
六
三
句
以
下
が
そ
の
証
左
と
な
る
。

二
五

こ
れ
こ
そ
は
永
遠
な
生
命
の
川
、
優
し
く
な
め
ら
か
に

静
か
な
美
の
影
の
国
を
つ
ら
ぬ
き
流
れ

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

六
五

　
　
　
―

銀
色
に
輝
く
小
波
の
折
り
め
の
上
に
は

天
が
ア
ウ
ロ
ー
ラ
と
ヘ
ス
ペ
ロ
ス
の
姿
を
う
つ
し
て
ゆ
く
。

こ
れ
に
反
し
、
人
生
の
苦
闘
す
る
心
魂
が
痩
る
只
中
に
お
い
て
こ
そ
、
正
に
清
冽
な

言
水
が
送
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
た
だ
疲
れ
を
お
そ
れ
な
い
真
剣
な
熱
意
に
だ
け
こ
た
え
て

　
　
　
　
　
　
真
理
の
深
く
か
く
さ
れ
に
い
る
泉
が
せ
ん
せ
ん
と
音
を
た
て

　
　
　
　
　
　
た
だ
激
し
く
打
ち
こ
む
繋
の
鋭
さ
の
ま
え
に
だ
け

　
八
〇
　
　
　
堅
い
大
理
石
の
断
面
が
も
ろ
く
、
や
わ
ら
か
に
な
る
。

恐
ら
く
「
理
想
と
人
生
」
の
最
高
潮
は
此
所
に
見
ら
れ
よ
う
。
「
た
だ
」
崇
高
に
し

て
尊
厳
あ
る
人
生
「
に
だ
け
」
、
「
美
の
領
域
」
（
第
八
一
句
）
は
開
か
れ
る
と
思
想

詩
は
雄
々
し
く
高
ら
か
に
気
高
く
歌
う
。
・
こ
れ
に
引
き
続
く
第
八
一
句
か
ら
第
九
〇

句
に
亙
る
第
九
節
は
、
こ
の
第
八
節
終
結
部
に
お
け
る
最
高
潮
の
余
韻
に
過
ぎ
な
い

と
看
傲
さ
れ
得
る
で
あ
ろ
う
。

　
極
論
す
れ
ば
、
美
と
か
理
想
（
イ
デ
ア
ー
ル
）
は
哲
人
シ
ラ
ー
に
お
い
て
重
き
を

成
さ
な
い
。
む
し
ろ
只
管
そ
れ
に
向
か
う
べ
き
理
念
（
イ
デ
ー
）
追
求
の
無
限
な
る

努
力
の
汗
の
結
晶
に
こ
そ
美
が
崇
高
に
輝
く
の
で
あ
り
、
こ
の
崇
高
な
る
美
の
輝
き

に
こ
そ
始
め
て
真
理
が
宿
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
遊
戯
人
間
（
ホ
モ
ー
ル
ー
デ
ン
ス
）

の
影
は
微
塵
だ
に
無
く
、
苦
闘
す
る
現
存
意
識
に
鍛
え
ら
れ
た
叡
知
人
間
（
ホ
モ
ー

サ
ピ
エ
ン
ス
）
の
雄
姿
が
詩
想
の
礎
に
立
ち
開
か
る
の
で
あ
る
。
蓋
し
こ
の
雄
姿
の

雄
叫
び
だ
け
が
進
軍
喇
帆
の
よ
う
に
潤
お
い
な
く
吹
き
渡
れ
ば
、
詩
歌
象
徴
の
調
べ

は
軍
隊
行
進
曲
に
過
ぎ
な
く
な
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
故
に
「
美
」
の
拍
子
取
り
（
ア
ウ
フ
ー
タ
ク
ト
）
が
詩
想
に
陰
影
の
濃
淡
を
味
わ

い
深
く
す
べ
く
手
を
差
し
伸
べ
る
。
感
性
の
素
直
な
経
験
を
重
ん
ず
る
ゲ
ー
テ
と
の

親
交
に
よ
り
或
る
程
度
は
シ
ラ
ー
も
華
麗
で
多
彩
な
色
調
へ
と
歩
み
寄
る
。
だ
が
こ

の
歩
み
寄
り
は
、
「
美
」
と
「
崇
高
」
の
意
識
が
安
逸
な
常
識
段
階
で
の
慣
れ
合
い

に
終
わ
る
の
を
忌
避
し
、
む
し
ろ
敢
て
両
者
を
峻
厳
に
分
か
ち
、
各
々
の
然
か
る
べ



二
六
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き
場
を
占
め
る
べ
く
、
「
美
」
は
「
美
」
と
し
て
「
優
美
」
に
、
「
崇
高
」
は
「
崇

　
高
」
と
し
て
「
尊
厳
」
に
依
り
立
た
し
め
る
。
こ
の
二
律
背
反
し
た
両
者
の
対
峠
は

　
蓋
し
、
シ
ラ
ー
の
場
合
、
思
想
詩
「
理
想
と
人
生
」
の
最
高
潮
が
語
り
出
だ
す
よ
う

　
に
、
「
た
だ
疲
れ
を
お
そ
れ
な
い
真
剣
な
熱
意
に
だ
け
こ
た
え
て
真
理
の
深
く
か
く

　
さ
れ
て
い
る
泉
が
せ
ん
せ
ん
と
音
を
た
て
」
（
第
七
七
句
－
第
七
八
句
）
「
た
だ
激

　
し
く
打
ち
こ
む
繋
の
鋭
さ
の
ま
え
に
だ
け
堅
い
大
理
石
の
断
面
が
む
ろ
く
、
や
わ
ら

　
か
に
な
る
」
（
第
七
九
句
－
第
八
〇
句
）
の
で
あ
っ
て
、
「
崇
高
～
に
し
て
「
尊
厳
」

八
な
る
意
識
が
宿
る
Ｉ
「
人
生
（
レ
ー
ベ
ン
）
」
の
側
か
ら
い
「
美
」
・
し
’
く
「
優
美
」
な

ｓ
　
’
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｀
ｉ
―
ｌ
　
　
　
ｓ
ｌ
　
　
　
　
　
　
ｌ
゛
“
四
　
Ｉ
Ｉ

Ｉ
　
㎡
ｌ
ｊ
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
■
ｉ

　
。
る
「
理
想
（
イ
デ
７
　
・
Ｉ
ル
）
」
へ
と
向
か
う
理
念
追
求
Å
イ
デ
ア
リ
ネ
ム

　 １
ス
）
に
首

　
。
尾
一
貫
七
て
い
る
の
で
あ
る
。
”
ブ

　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
’
―
　
　
　
　
　
　
　
〆
　
　
　
　
　
―
　
’
　
Ｊ
‘
　
り
　
　
。

　
　
　
こ
め
よ
う
に
詩
人
シ
ラ
ー
の
場
合
、
あ
く
ま
で
理
想
は
理
想
。
（
イ
デ
ア
ー
ル
）
と

　
し
て
彼
岸
に
留
ま
り
、
「
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
」
の
如
く
牧
歌
情
緒
の
中

に
漂
よ
っ
て

　
い
る
。
こ
の
漂
流
す
る
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
風
」
牧
歌
楽
園
を
粉
砕
す
べ
く
、
敢

　
て
理
念
（
イ
デ
ー
）
が
現
実
に
無
媒
介
に
破
邪
顕
正
せ
ん
と
す
る
熾
烈
な
る
時
空
は
、

　
シ
ラ
ー
の
抒
情
的
思
想
詩
に
は
開
け
ず
、
畢
竟
こ
れ
は
こ
の
詩
人
の
「
自
然
の
真
性

　
（
ナ
ト
ゥ
ー
ア
ー
ヴ
″
‐
ル
ハ
イ
ト
）
」
（
〔
二
〕
圓
）
が
見
性
さ
れ
る
悲
劇
誕
生
の

　
時
空
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
思
想
的
抒
情
の
詩
歌
象
徴
に
お
い
て
シ
ラ
ー
は
、
理
念

　
と
現
存
が
最
高
度
の
相
克
な
し
て
眼
の
当
に
向
き
合
う
悲
劇
な
ら
で
は
の
「
最
深
の

　
親
密
性
」
（
〔
三
〕
�
）
へ
と
踏
み
出
さ
ず
、
そ
の
手
前
に
留
ま
り
、
牧
歌
情
緒
を
許

　
容
し
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
風
」
楽
園
を
樹
立
す
る
。
故
に
理
念
追
求
（
イ
デ
ア
リ

　
ス
ム
ス
）
は
、
こ
の
牧
歌
楽
園
を
目
指
す
止
む
こ
と
な
き
苦
闘
と
し
て
、
あ
く
ま

　
で
此
岸
の
「
人
生
」
の
問
題
に
解
消
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
一
方
通
行
に
お
い
て

　
は
、
神
人
キ
リ
ス
ト
像
の
歌
い
出
さ
れ
る
余
地
が
全
く
無
い
と
言
え
よ
う
。
な
ぜ
な

　
ら
神
人
キ
リ
ス
ト
の
来
臨
こ
そ
、
シ
ラ
ー
の
思
想
詩
に
お
け
る
「
人
生
か
ら
理
想

　
（
イ
デ
ア
ー
ル
）
」
へ
の
一
方
通
行
を
阻
む
、
彼
岸
か
ら
此
岸
へ
の
働
き
か
け
て
あ

　
り
、
「
理
念
（
イ
デ
ー
）
か
ら
生
」
を
木
端
微
塵
に
砕
く
神
威
の
明
鏡
（
〔
三
〕
�
）

　
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
　
究
極
シ
ラ
ー
の
問
題
提
起
は
、
あ
く
ま
で
「
人
生
（
レ
ー
ベ
ン
）
」
の
側
に
あ
る
、

　
こ
四
詩
人
が
ど
こ
ま
で
も
「
人
生
」
に
踏
み
留
ま
り
つ
つ
も
、
同
時
に
「
理
想
（
イ

　
デ
ア
ー
ル
）
」
に
向
き
合
う
所
か
ら
、
気
高
い
倫
理
（
エ
ー
ト
ス
）
観
が
喚
起
さ
れ

　
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
倫
理
観
は
専
ら
お
目
出
度
い
修
身
と
し
て
為
に
な
る
だ
け
の

　
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
正
に
こ
の
倫
理
意
識
の
只
中
に
こ
そ
、
自
己
省
察
の
閃
光

　
が
瞬
貪
、
詩
人
自
ら
の
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
本
性
を
「
神
聖
な
る
野
蛮
人
（
バ
ル
バ

　
ロ
ヌ
）
」
（
〔
一
〕
田
（
７
）
）
と
自
己
認
知
（
ア
ナ
グ
ノ
ー

‘
リ
シ
ス
）
す
る
劇
的
急

　
転
（
ぺ
、
リ
ペ
テ
イ
ア
）
０
　
物
々
し
い
思
想
が
抒
情
詩
歌
象
徴
の
只
中
に
誕
生
し
た
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
。
が
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
Ｉ
　
　
　
ｊ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
｀
Ｉ

’
ｙ
で
あ
る
。
・
既
に
述
べ
た
。
よ
う
七
破
局
‘
（
カ
タ
ス
ト
ロ
。
ペ
ー
）
と
し
て
ぐ
正
統
派
キ
け
ｆ

　
ス
ト
教
を
堅
持
し
で
い
た
シ
ュ
ト
ル
ベ
ル
ク
’
の
苛
立
つ
憤
怒
を
招
い
た
哲
人
シ
ヴ
ト

　
０
　
問
題
提
起
の
こ
の
大
胆
さ
と
斬
新
さ
こ
そ
、
・
ど
こ
ま
で
’
も
「
人
生
‥
、
（
レ
ー
ベ
ン
）
」
　

ヽ
‘

　
に
踏
み
留
ま
る
詩
人
な
ら
で
は
の
偉
業
と
看
倣
せ
る
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
’
、
。

　
　
㈲
　
啓
蒙
批
評

’
思
想
詩
「
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
」
第
一
稿
に
お
け
る
哲
人
シ
ラ
ー
の
大
胆
な
る
斬
新

な
問
題
提
起
に
、
正
統
派
シ
ュ
ト
ル
ベ
ル
ク
が
苛
立
ち
不
満
を
剥
き
出
し
に
し
て
、

罵
署
雑
言
を
シ
ラ
ー
に
浴
び
せ
か
け
た
経
緯
（
〔
こ
’
田
（
９
）
）
は
既
に
見
た
。

確
か
に
、
話
題
の
詩
歌
象
徴
「
神
聖
な
る
野
蛮
人
」
（
〔
一
〕
剛
（
７
）
）
に
最
高
潮

を
見
い
出
す
、
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
自
己
省
察
の
裸
形
は
様
々
な
波
紋
を
投
げ
か
け

た
の
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
こ
の
波
紋
が
必
ず
し
も
シ
ュ
ト
ル
ベ
ル
ク
の
場
合
の
よ

う
に
、
外
に
荒
々
し
く
騒
然
と
し
た
形
を
取
り
現
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ

繊
細
で
透
明
な
キ
リ
ス
ト
者
の
意
識
を
抱
い
て
い
た
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
（
一
七
七
二
年
－

一
八
〇
一
年
）
の
場
合
な
ど
は
、
逆
に
問
題
意
識
が
内
に
寵
も
り
、
自
己
自
ら
の
内

な
る
宥
和
の
神
秘
キ
リ
ス
ト
と
哲
人
シ
ラ
ー
の
果
敢
な
る
問
題
提
起
と
の
間
を
動
揺

し
て
迷
悟
の
淵
（
〔
二
〕
口
（
1
1
）
）
に
留
ま
り
、
事
態
に
対
し
出
来
る
こ
と
な
ら

「
少
く
と
も
組
し
な
い
」
で
い
る
こ
と
を
望
ん
だ
の
で
あ
る
。



顧
問
官
シ
ラ
ー
氏
の
卓
越
し
た
詩
歌
「
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
」
に
対
し
て
、
ほ
ぼ
至
る
所
で

人
々
は
悲
鳴
を
あ
げ
、
シ
ラ
ー
氏
を
無
神
論
者
だ
と
か
何
か
知
ら
ぬ
或
る
主
義
者
と
し
て

宣
告
を
下
し
、
神
聖
な
る
熱
意
に
燃
え
て
シ
ラ
ー
氏
を
地
獄
へ
真
逆
に
投
げ
落
と
し
た
。

賢
明
で
党
派
心
の
無
い
人
々
は
大
部
分
が
事
態
に
対
し
て
、
む
し
ろ
正
し
い
裁
決
を
下
し

た
。
だ
が
、
一
ド
イ
ツ
の
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
」
で
ヴ
ィ
ー
ラ
ン
ド
が
一
瞥
の
批
評
文
を
書
い

た
他
は
、
誰
も
公
然
と
自
己
を
主
張
し
、
信
心
家
や
そ
の
他
の
熱
気
に
逸
る
人
々
鰹
、
恐

ら
く
は
神
聖
な
信
者
熱
に
性
急
に
浮
か
さ
れ
て
い
る
の
を
恥
じ
よ
う
と
し
な
い
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ー
シ
ラ
ー
の
弁
明
」
）

此
所
で
ノ
ヴ
″
－
リ
ス
が
危
惧
し
て
い
る
狂
信
な
す
性
急
な
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
、

既
に
言
及
し
た
シ
ュ
ト
ル
ベ
ル
ク
こ
そ
相
応
し
い
信
心
家
と
看
倣
し
得
よ
う
。
ノ
ヴ
ァ

ー
リ
ス
は
事
態
に
激
怒
し
て
立
ち
向
か
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
真
剣
に
問
題
提
起
「
神

聖
な
る
野
蛮
人
」
の
意
味
を
熟
慮
す
る
姿
勢
に
あ
る
。
こ
の
熟
慮
思
索
の
た
め
に
は

「
少
く
と
も
誰
に
も
組
し
な
い
」
で
い
る
こ
と
が
ノ
ヴ
ア
．
Ｉ
リ
ス
に
は
最
良
の
賢
知

で
あ
る
と
思
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
シ
ュ
ト
ル
ベ
ル
ク
の
よ
う
な
罵
署
雑

言
を
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
は
恥
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
純
真
な
キ
リ
ス
ト
者
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
と
は
異
な
り
、
同
時
代
の
啓
蒙

家
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
（
一
七
五
四
年
－
九
四
年
）
は
、
シ
ュ
ト
ル
ベ
ル
ク
の
罵
冒
雑
言

を
、
む
し
ろ
自
ら
の
啓
蒙
批
評
に
と
り
格
好
の
批
判
対
象
と
看
傲
し
た
。
す
な
わ
ち
、

フ
ォ
ル
ス
タ
ー
は
正
統
派
キ
リ
ス
ト
者
シ
ュ
ト
ル
ベ
ル
ク
の
シ
ラ
ー
弾
劾
に
、
実
際

一
七
八
八
年
十
二
月
十
九
日
に
発
布
さ
れ
大
「
新
検
閲
令
」
に
お
け
陥
プ
ロ
イ
セ
ン

官
憲
に
よ
る
｛
（
思
想
と
良
心
の
自
由
に
敵
対
す
る
新
た
な
暗
殺
計

ｔ
Ｅ

　
　

２
）
と
同
様
の
非

寛
容
な
る
絶
対
主
義
の
権
化
を
見
て
取
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
シ
ュ
。
ト
ル
ベ
ル
ク
批

判
は
一
七
八
九
年
五
月
刊
「
新
た
な
文
芸
学
と
民
族
学
」
’
に
「
或
る
ド
イ
ツ
の
著
作

家
に
宛
て
た
書
簡
断
片
」
と
題
し
て
発
表
さ
れ
た
。
表
題
に
あ
る
「
或
る
ド
イ
ツ
の

著
作
家
」
と
は
非
寛
容
な
シ
ュ
ト
ル
ベ
ル
ク
を
指
す
。
成
程
こ
の
よ
う
に
批
評
は
論

敵
を
想
定
し
て
は
い
る
か
、
し
か
し
非
寛
容
な
シ
ュ
ト
ル
ベ
ル
ク
の
よ
う
な
罵
警
雑

言
を
論
敵
に
浴
び
せ
か
け
る
こ
と
を
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
は
意
図
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ

そ
の
逆
で
、
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
は
正
に
狂
信
を
宥
め
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

二
七

ヘ
ル
．
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

フ
ォ
ル
ス
タ
ー
は
ま
ず
シ
ュ
ト
ル
ベ
ル
ク
の
シ
ラ
ー
弾
劾
に
お
い
て
、
『
「
思
考
様

式
と
信
仰
の
画
一
化
を
要
求
し
た
」
宗
教
裁
判
所
の
異
端
尋
問
に
見
ら
れ
る
よ
う
な

専
制
的
な
（
監
視
人
の
怖
ろ
し
い
叫
び
゜
コ
）
を
聴
き
取
り
ヽ
こ
の
専
制
絶
対
君
主
が

シ
ラ
ー
に
悪
口
雑
言
を
「
公
然
と
浴
び
せ
か
け
、
「
シ
ラ
ー
は
神
を
冒
涜
し
て
い
る

の
だ
」
と
言
明
」
し
て
い
る
事
実
に
着
目
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
専
制
的

な
罵
署
雑
言
が
「
理
性
の
平
和
な
論
争
を
、
（
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
一
色
の
十
五
世
紀

末
専
制
絶
対
圧
国
ス
ペ
イ
ン
で
異
端
摘
発
に
池
道
を
あ
げ
た
）
国
家
警
察
組
識
に
委

ね
、
言
わ
ば
焚
刑
で
片
を
つ
け
よ
う
と
す
る
」
怖
ろ
し
い
非
寛
容
の
画
一
化
に
繋
が

る
と
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
が
危
惧
し
た
か
ら
で
あ
る
。
啓
蒙
の
闘
士
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
に
は
、

「
思
想
と
良
心
の
自
由
」
を
擁
護
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
焦
眉
の
急
。
で
あ
る
と
思
わ

れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
根
に
据
え
て
始
め
て
十
人
十
色
の
諸
民
族
お
よ
び
諸

個
人
間
の
対
話
が
成
り
立
つ
か
ら
で
あ
る
。
自
説
の
正
当
性
の
み
を
万
物
の
尺
度
と

す
る
正
統
派
シ
ュ
ト
ル
ベ
ル
ク
の
姿
勢
こ
そ
は
、
既
に
乗
り
越
え
ら
れ
て
然
か
る
べ

き
絶
対
主
義
専
制
国
家
の
名
残
り
に
過
ぎ
ぬ
、
時
代
遅
れ
の
頑
冥
不
霊
の
我
執
に
他

な
ら
ぬ
と
啓
蒙
家
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
は
破
邪
顕
正
し
た
の
で
あ
る
。
実
に
論
旨
は
明
快

で
あ
り
論
述
は
説
得
力
に
富
む
代
表
的
な
啓
蒙
批
評
で
あ
る
と
看
倣
し
得
よ
う
。

　
更
に
続
く
啓
蒙
批
評
で
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
は
、
シ
ラ
ー
に
罵
冒
雑
言
を
浴
び
せ
る
信

心
家
に
忠
告
し
、
詩
歌
「
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
」
の
美
し
い
想
像
力
の
世
界
に
推
参
し
、

「
若
々
し
く
燃
え
る
空
想
の
翼
に
乗
り
ジ
宮
代
ギ
リ
シ
ア
の
時
代
へ
、
更
に
は
そ
の

詩
代
の
思
考
様
式
の
中
へ
自
ら
を
置
き
」
ｙ
Ｊ
詩
人
の
筆
力
に
よ
り
感
勤
し
、
心
揺
さ

ぶ
ら
れ
、
或
い
は
心
和
み
、
魅
惑
さ
れ
る
」
こ
と
を
薦
め
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
私
達

が
万
象
と
人
格
的
に
交
わ
る
霊
感
溢
れ
た
時
間
は
、
私
達
の
よ
う
な
空
想
力
を
働
か

す
生
き
者
に
と
り
、
不
幸
極
ま
り
な
い
時
間
で
は
な
ｙ
　
3
4
）
と
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
が
考
え

た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
至
り
、
啓
蒙
批
評
は
「
遊
戯
人
間
（
ホ
モ
ー
ル
ー
デ
ン
ス
）
」

〔
二
〕
口
（
1
4
）
）
礼
讃
を
以
て
、
晴
や
か
な
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
風
明
朗
性
」

パ
〔
「
」
田
（
３
）
、
）
の
牧
歌
風
大
団
円
を
迎
え
論
述
を
丸
く
収
め
る
。

当
初
は
「
思
想

と
良
心
の
自
由
」
’
を
敢
然
と
擁
護
し
鋭
く
既
成
専
制
意
識
に
立
ち
開
か
っ
た
啓
蒙
家



二
八
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
三
巻
　
人
文
科
学

フ
ォ
ル
ス
タ
ー
の
論
述
も
、
結
ま
る
と
こ
ろ
「
形
而
上
の
心
の
慰
め
」
（
〔
二
〕
閣

（
７
）
）
を
得
て
安
心
立
命
す
る
に
終
わ
る
の
で
あ
り
、
空
想
世
界
へ
の
逃
避
行
に

よ
り
、
現
存
の
キ
リ
ス
ト
者
の
魂
の
夜
に
輝
く
べ
き
「
神
聖
な
る
野
蛮
人
」
の
「
悪
。

の
華
（
フ
レ
ー
ル
ー
デ
ュ
ー
マ
ル
）
」
な
す
光
明
は
掻
き
消
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
る
。

　
確
か
に
、
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
自
身
も
問
題
の
核
心
に
は
迫
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
｛
3
5
｝
　
　
　
　
’

　
　
同
じ
花
か
ら
蜜
蜂
は
、
。
蜜
と
毒
と
を
自
分
に
し
つ
ら
え
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―

　
Ｉ
　
　
　
Ｆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
Ｆ
　
　
￥
ａ
　
　
　
　
ｌ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
　
　
　
／
　
Ｌ
☆
（
フ
ォ
ル
ス
タ

‘
－
「
…
…
…
書
簡
素
片
」
）
　
。

だ
が
し
か
し
、
タ
オ
ル
ス
タ
ー
剋
自
ら
の
こ
の
命
題
を
楽
観
的
見
１
　
し
の
下
に
解
し

北
に
過
ぎ
な
か
っ
た
・
つ
ま
り
「
蜜
蜂
」
に
刺
ざ
れ
な
’
い
聡
つ
に
。
｛
４
　
蜜
｝
だ
け
を
し

味
わ
お
う
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
既
化
見
た
シ
ラ
ー
の
思
想
詩
ｒ
理
想
と
人

生
」
に
お
け
る
基
調
「
た
だ
…
…
…
に
だ
け
」
（
〔
「
」
ぼ
（
2
7
　
）
）
の
’
論
理
の
正
に
百
八
。

十
度
逆
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
た
だ
疲
れ
を
お
そ
れ
な
い
真
剣
な
熱
意
に
だ
け
こ
た
え
て

　
　
　
　
　
　
真
理
の
深
く
か
く
ざ
れ
て
い
る
泉
が
せ
ん
せ
ん
と
音
を
た
て

　
　
　
　
　
　
た
だ
激
し
く
打
ち
こ
む
繋
の
鋭
さ
の
ま
え
に
だ
け

　
八
〇
　
　
　
堅
い
大
理
石
の
断
面
が
も
ろ
く
、
や
わ
ら
か
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
理
想
と
人
生
」
第
八
節
、
第
七
七
句
－
第
八
〇
句
）

む
し
ろ
シ
ラ
ー
の
思
想
詩
に
見
性
さ
れ
る
熾
烈
な
時
空
で
は
、
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
の
結

論
と
は
正
反
対
に
、
事
態
は
む
し
ろ
悲
劇
的
見
通
し
で
解
さ
れ
る
。
つ
ま
り
「
た
だ
」

「
神
聖
な
る
野
蛮
人
」
の
「
毒
針
」
に
刺
さ
れ
た
場
合
「
に
だ
け
」
、
「
ギ
リ
シ
ア
の

神
々
」
の
「
蜜
」
の
甘
さ
が
身
に
沁
み
て
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
シ
ラ
ー
は
主

張
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
成
程
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
は
詩
歌
の
本
質
を
基
本
的
に
は
正
し
く
掴
ん
で
い
た
と
思
わ

れ
る
。
話
題
の
「
…
…
ｍ
Ｅ
簡
断
片
」
で
は
次
の
よ
う
に
主
張
さ
れ
て
い
る
。

　
　
詩
人
の
本
領
は
想
像
力
の
所
産
で
あ
る
。
瞭
大
の
想
像
力
は
現
実
に
存
在
す
る
も
の
を
内

　
　
奥
で
掴
み
、
再
び
明
瞭
な
生
き
た
形
姿
へ
と
統
一
す
る
。
…
…
だ
が
詩
人
の
内
観
が
直
観

　
　
に
刻
印
し
ヽ
直
観
を
新
た
に
刻
ま
れ
た
可
能
な
造
形
と
し
て
再
び
活
か
す
の
で
紅
び
・

此
所
で
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
は
、
シ
ラ
ー
の
「
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
」
の
よ
う
な
言
わ
ば

「
美
」
し
い
「
優
美
」
な
造
形
の
み
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
シ
ラ
ー

自
身
は
同
時
に
「
神
聖
な
る
野
蛮
人
」
の
如
き
「
奇
形
児
（
ミ
ス
ゲ
ブ
ー
ル
ト
）
」

を
も
、
わ
が
詩
歌
精
神
の
所
産
と
考
え
て
い
る
点
に
留
意
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。

　
　
も
し
私
か
宗
教
な
い
し
は
道
徳
の
欠
陥
か
ら
、
美
し
く
調
和
し
た
全
体
を
ま
と
め
る
と
し

　
　
’
ま
す
と
、

私
の
芸
術
作
品
は
９
れ
で
良
い
と
申
せ
ま
し
ぞ
つ
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
不
道
徳

　
’

な
い
し
は
無
神
論
で
な
い
こ
と
も
な
い
の
で
す
１
０
そ
れ
は
つ
ま
り
、
正
に
私
か
こ
の
両
つ

ｙ
‘
の
対
象
で
お
り
ま
す
宗
教
と
道
徳
を
、
現
実
把
在
る
が
ま
ま
の
形
で
は
扱
わ
な
い
か
ら
で

”
す
０
　
す
な
わ
ち
或
る
無
理
で
不
自
然
な
手
術
。
に
よ
り
、
匈
ま
り
切
開
と
縫
合
に
よ
り
始
め
・

～
　

’ て
扱
う
の
で
す
。
「
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
」
で
私
か
日
陰
に
置
い
た
神
は
、
・
哲
学
者
の
神
で

　
　
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
ま
た
単
な
る
大
衆
好
み
の
為
に
な
る
幻
像
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
の
　

　
　
（
神
聖
な
る
野
蛮
人
の
）
神
は
、
不
具
（
ゲ
ブ
レ
ヒ
リ
ヒ
）
で
歪
（
シ
ー
フ
）
ん
だ
数
多

　
　
穴
の
表
象
様
式
が
融
合
し
た
奇
形
児
（
ミ
ス
ゲ
ブ
ー
ル
ト
）
な
の
で
す
。
他
方
ヽ
私
か
印

　
　
向
に
置
い
た
「
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
」
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
知
識
（
ミ
ュ
ー
ト
ロ
ギ

　
　
ア
ー
）
か
ら
人
好
き
肺
す
る
特
徴
を
の
み
選
び
、
一
つ
の
表
象
様
式
に
ま
と
め
あ
げ
た
も

　
　
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
七
八
八
年
十
二
月
二
十
五
日
付
ケ
ル
ナ
ー
宛
書
簡
）

親
友
ケ
ル
ナ
ー
に
向
か
い
シ
ラ
ー
自
身
が
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。

語
調
か
ら
シ
ラ
ー
が
「
単
な
る
大
衆
好
み
の
為
に
な
る
幻
想
」
と
か
「
神
話
知
識

（
ミ
ュ
ー
ト
ロ
ギ
ア
ー
）
か
ら
得
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
人
好
き
の
す
る
特
徴
」
な
ど

に
は
あ
ま
り
関
心
を
示
さ
ず
、
む
し
ろ
「
不
具
（
ゲ
ブ
レ
ヒ
リ
ヒ
）
で
歪
（
シ
ー
フ
）

ん
だ
数
多
く
の
表
象
様
式
が
融
合
し
た
奇
形
児
（
ミ
ス
ゲ
ブ
ー
ル
ト
）
」
た
る
「
神

聖
な
る
野
蛮
人
」
に
注
意
を
払
っ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
成
程
詩
人
は
、
フ
ォ

ル
ス
タ
ー
の
言
う
「
蜜
と
毒
」
（
註
（
3
5
）
参
照
）
と
を
調
合
し
た
。
だ
が
し
か
し

こ
の
際
、
「
無
理
（
ゲ
ヴ
ァ
ル
ト
ザ
ー
ム
）
な
手
術
」
で
あ
る
自
由
な
「
切
開
と
縫

合
」
に
芸
術
家
シ
ラ
ー
が
熱
を
入
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
「
理
想
と
人
生
」



を
歌
う
こ
の
詩
人
に
は
、
む
し
ろ
「
た
だ
」
「
毒
」
「
に
だ
け
」
力
が
寵
め
ら
れ
て

。
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
カ
ン
ト
批
判
哲
学
に
始
ま
る
「
時
代
の
哲

学
熱
」
（
〔
一
〕
閣
（
2
6
）
）
に
燃
え
た
哲
人
シ
ラ
ー
の
芸
術
作
品
は
そ
れ
故
、
ゲ
ー

テ
の
場
合
の
如
き
「
丸
く
収
ま
っ
た
芸
術
品
」
（
〔
一
〕
ぼ
（
2
6
）
）
で
は
な
く
、
正
に

「
発
酵
（
ゲ
ー
ル
ン
グ
）
と
解
体
（
ア
ウ
フ
ー
レ
ー
ズ
ン
グ
乙
バ
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
し

の
生
け
る
作
品
で
あ
り
、
既
に
引
用
し
た
「
ロ
マ
ン
派
」
の
論
述
に
お
い
て
ハ
イ
ネ

が
言
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
石
女
（
不
生
女
）
」
で
は
な
く
、
「
行
為
を
生
む
」

（
〔
一
〕
閣
・
（
2
6
）
）
文
学
な
の
で
あ
る
。

閤
・
批
判
精
神

　
　
弧
々
の
心
を
掻
き
乱
し
、
安
逸
を
粉
砕
し
、
不
安
と
驚
愕
に
落
と
し
入
れ
ね
ば
な
り
ま
せ

　
　
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
七
九
七
年
八
月
十
七
日
付
ゲ
ー
テ
宛
書
簡
）

前
述
の
「
毒
」
（
〔
一
〕
㈲
（
あ
・
）
）
に
つ
い
て
詩
人
シ
ラ
ー
は
こ
の
よ
う
に
明
言
し

て
い
る
。
正
統
派
キ
リ
ス
ト
者
の
。
既
成
意
識
に
捕
わ
れ
て
い
た
信
心
家
シ
ュ
ト
ル
ベ

ル
ク
は
正
に
哲
人
シ
ラ
ー
の
思
う
壷
に
嵌
ま
り
込
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、

シ
ラ
ー
が
小
手
先
で
策
を
弄
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
無
反
省
な
シ
ュ
ト
ル
ベ
ル
ク
が

無
思
慮
に
も
、
哲
人
シ
ラ
ー
の
果
敢
な
立
言
「
神
聖
な
る
野
蛮
人
」
の
構
想
力
の
偉

容
に
度
胆
を
抜
か
れ
、
こ
の
「
奇
形
児
」
（
〔
一
〕
㈲
（
3
7
’
）
）
の
「
毒
針
」
に
刺
激

さ
れ
て
悲
憤
傭
慨
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
哲
人
シ
ラ
ー
と

と
も
に
自
由
な
精
神
の
批
判
の
深
み
へ
と
降
り
て
ゆ
く
に
は
、
信
心
家
シ
ュ
ト
ル
ベ

ル
ク
が
あ
ま
り
に
既
存
の
価
値
観
に
安
住
し
過
ぎ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
哲
人
シ
ラ
ー
が
、
安
逸
な
る
日
常
意
識
へ
の
陥
落
を
木
端
微
塵
に
粉

砕
せ
ざ
る
を
得
な
い
礎
に
は
、
悲
劇
詩
人
シ
ラ
ー
の
悲
壮
な
世
界
観
が
横
た
わ
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
悲
壮
と
は
、
不
可
避
（
ア
ド
ラ
ス
テ
イ
ア
）
必
然
（
ネ

メ
シ
ス
）
の
現
実
を
直
視
し
、
眼
差
を
こ
の
現
実
か
ら
逸
ら
さ
な
い
雄
姿
で
あ
り
、

二
九
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

「
神
聖
な
る
野
蛮
人
」
と
し
て
の
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
自
己
意
識
の
内
観
を
見
据
え

る
謹
厳
に
し
て
謙
虚
な
る
絶
望
の
深
淵
で
あ
る
。
こ
の
魂
の
夜
の
淵
に
立
つ
現
存
に

こ
そ
始
め
て
、
「
あ
の
恐
ろ
し
く
も
壮
麗
な
る
悲
劇
が
、
あ
の
（
古
典
ギ
リ
シ
ア
悲

劇
の
如
く
）
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
粉
微
塵
に
瓦
解
さ
せ
、
再
び
創
造
し
、
ま
た
再
び
瓦

解
さ
せ
る
有
為
転
変
の
悲
劇
、
あ
の
（
大
自
然
の
神
威
の
如
く
）
次
第
に
底
か
ら
呑

み
こ
ん
で
ゆ
く
か
と
思
う
と
、
不
意
に
襲
来
す
る
破
壊
の
悲
劇
」
が
、
「
発
酵
（
ゲ
ー

ル
ッ
グ
）
と
解
体
（
ア
ウ
フ
ー
レ
犬
ス
ン
グ
）
」
（
〔
一
〕
㈲
（
3
8
ご
の
相
の
下
に
、

生
の
現
実
を
破
邪
顕
正
し
安
逸
な
る
意
識
に
宿
る
無
知
の
知
を
白
昼
の
下
に
曝
け
出

す
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｔ

角
突
き
合
わ
せ
、
わ
れ
ら
に
立
ち
現
わ
れ
よ
、
悪
し
き
宿
運
よ
。
わ
れ
ら
を
取
り
囲
む
諸
々

の
危
険
に
無
知
ゆ
え
で
は
な
く
Ｉ
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
無
知
は
畢
竟
つ
い
に
は
知
と
な
る

必
然
（
ネ
メ
シ
ス
）
に
あ
る
の
だ
か
ら
Ｉ
む
し
ろ
諸
々
の
危
険
を
知
る
こ
と
に
よ
り
始

め
て
救
済
（
ハ
イ
ル
）
が
わ
れ
ら
に
存
在
す
る
の
だ
。
こ
の
無
知
の
知
へ
と
わ
れ
ら
を
励

ま
す
の
が
、
あ
の
怖
ろ
し
く
も
壮
麗
（
フ
ル
ヒ
ト
バ
ー
ル
ー
ヘ
ア
リ
ヒ
）
な
る
悲
劇
、
あ

ら
ゆ
る
も
の
を
瓦
解
（
ツ
ェ
ア
ー
シ
ュ
テ
ー
レ
ン
）
さ
せ
、
再
び
創
造
（
エ
ア
ー
シ
ヤ
ツ

フ
ェ
ン
）
し
、
ま
た
再
び
瓦
解
さ
せ
る
有
為
転
変
の
悲
劇
、
次
第
に
底
か
ら
呑
み
こ
ん
で

ゆ
く
か
と
思
う
と
、
ま
た
不
意
に
襲
来
す
る
破
壊
の
悲
劇
で
あ

り
、
運
命
（
モ
イ
ラ
）
と

格
闘
す
る
人
類
の
悲
壮
（
パ
ト
又
）
な
る
絵
巻
物
、
幸
運
が
留
処
な
く
逃
げ
る
絵
巻
物
、

拠
り
所
か
ら
足
を
抄
わ
れ
た
絵
巻
物
、
杯
征
が
勝
ち
誇
り
無
垢
が
蹊
嗣
さ
れ
る
絵
巻
物
で

あ
る
。
歴
史
が
こ
の
よ
う
な
絵
巻
物
を
不
断
に
開
陳
し
、
悲
劇
芸
術
が
歴
史
に
倣
い
、
わ

れ
ら
の
眼
前
に
こ
れ
ら
の
絵
巻
物
を
繰
り
広
げ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
シ
ラ
ー
「
崇
高
論
」
　
一
八
〇
一
年
）

崇
高
美
を
探
求
す
る
こ
の
よ
う
な
筆
力
に
哲
人
シ
ラ
ー
の
存
在
論
が
く
っ
き
り
と
浮

き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
。
生
々
し
い
実
存
の
現
実
を
直
視
す
る
哲
人
シ
ラ
ー
の
眼
前

に
は
、
「
丸
く
収
ま
っ
た
芸
術
品
」
（
〔
一
〕
ぼ
（
部
）
）
が
立
ち
並
ぶ
牧
歌
風
庭
園

は
、
忽
ち
に
し
て
知
性
の
明
鏡
な
す
真
理
の
あ
か
ら
さ
ま
な
到
来
に
よ
り
、
逆
巻
く

嵐
に
見
舞
わ
れ
、
安
逸
な
る
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
風
明
朗
性
」
は
根
こ
゛
そ
ぎ
掻
き

消
さ
れ
た
後
に
、
始
め
て
古
典
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
の
祝
祭
空
間
に
お
け
る
が
如
き
、
熾



三
〇

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
三
巻
　
人
文
科
学

烈
な
る
ポ
イ
ボ
ス
神
ア
ポ
ロ
ー
ン
の
日
輪
が
、
清
澄
な
る
明
鏡
の
碧
空
に
輝
き
渡
る

の
で
あ
る
。
現
存
は
厳
し
く
悲
劇
詩
人
シ
ラ
ー
の
飼
眼
の
下
に
、
か
く
晴
や
か
に
心

開
い
て
古
声
古
代
の
時
空
へ
と
眼
差
を
向
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
思
想
詩
「
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
」
第
一
稿
に
お
い
て
、
悲
劇
詩
人
シ
ラ
ー
は
「
あ
の

怖
ろ
し
く
も
壮
麗
な
る
悲
劇
」
（
註
（
匍
）
参
照
）
を
、
劇
場
の
よ
う
な
現
存
意
識

の
外
に
で
は
な
く
、
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
内
観
の
只
中
で
繰
り
広
げ
る
。
既
成
の
西

欧
キ
リ
ス
ト
者
の
神
観
は
救
世
主
た
る
神
人
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
像
に
懸
か
っ
て
い

る
。
詩
人
シ
ご
フ
ー
の
友
ゲ
ー
ｆ
が
≒
毒
や
蛇
の
如
く
嫌
な
も
の
」
（
〔
一
〕
山
（
２
）
）

と
し
乙
忌
避
し
た
十
字
架
ギ
リ
ズ
ト
像
を
、
．
む
し
ろ
哲
人
シ
ラ
ー
は
，
「
神
聖
な
る
野

蛮
人
」
と
し
て
手
掴
み
に
じ
、
詩
歌
象
徴
の
調
べ
に
乖
せ
て
万
人
の
考
量
に
委
ね
だ

　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ
　
　
　
一
　
　
　
　
Φ

　
　
　
そ
の
時
は
、
世
界
の
真
正
の
主
（
と
崇
め
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
）
が
、
十
字
架
の
旗
じ
る
し

　
　
　
を
天
上
の
城
砦
に
据
え
つ
け
、
（
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
の
聖
像
な
ど
を
目
ら
蜘
ど
し
た
）

　
　
　
偶
像
破
壊
の
狂
信
者
た
る
修
道
士
の
黒
衣
の
一
9
1
が
、
神
殿
を
破
壊
し
、
聖
殿
か
ら
追
い

　
　
　
出
さ
れ
た
神
々
を
、
焔
と
呪
い
で
迫
害
し
続
肌
赳
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ハ
イ
ネ
「
流
刑
の
神
々
」
一
八
五
三
年
）

　
自
ら
の
西
欧
の
精
神
史
を
振
り
返
り
、
ハ
イ
ネ
が
こ
の
よ
う
に
述
懐
す
る
内
容
把
狂

　
は
あ
る
ま
い
。

　
’
古
典
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
の
雄
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
の
場
合
『
（
〔
三
〕
閣
）
『
と
同
じ
く

’
「
無
知
の
知
」
『
ほ
ど
怖
ろ
し
い
も
の
は
無
い
で
あ
ろ
う
。
』
自
ら
有
徳
の
知
者
と
し
て

≒
真
相
究
明
に
巣
り
出
し
、
詰
ま
る
所
の
破
局
（
カ
タ
ス
ト
ロ
ペ
’
－
）
で
Ｊ
自
ら
こ
そ

背
徳
の
極
悪
人
で
あ
る
こ
と
が
明
る
み
に
出
る
。
こ
め
よ
う
な
不
可
避
の
悲
劇
誕
生

の
必
然
（
ネ
メ
シ
ス
）
を
孕
ん
で
、
シ
ラ
ー
の
思
想
詩
‐
『
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
』
に
お

け
る
果
敢
な
立
言
「
神
聖
な
る
野
蛮
人
」
は
、
西
欧
｀
キ
リ
ス
ト
者
の
自
己
意
識
の
眼

前
に
突
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
思
想
詩
に
開
け
る
思
索
す
る
煉
獄
の
浄

罪
界
の
焔
に
焼
か
れ
、
無
反
省
な
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
自
己
意
識
は
安
住
を
許
さ
れ

ず
、
自
ら
の
「
神
聖
な
る
」
キ
リ
ス
ト
教
伝
教
活
動
の
只
中
に
、
鬼
神
を
も
怖
れ
さ

せ
る
「
野
蛮
人
」
の
残
虐
行
為
を
認
め
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
く
な
る
必
然
（
ネ
メ

シ
ス
）
の
渦
に
呑
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
必
然
（
ネ
メ
シ
ス
）
の
眼
差
は
厳
粛
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
戦
慄
な
く
し
て
、
人
の
手
は
掴
み
か
か
ら
ぬ
、
＾
゛
゛

　
　
一
八
五
　
　
運
命
（
モ
イ
ラ
）
の
荘
厳
な
る
神
秘
の
壷
の
中
へ
は
。

　
　
　
　
　
（
シ
ラ
ー
「
ヴ
ァ
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
死
」
一
七
九
九
年
、
第
一
八
三
句
－
第
一

　
　
　
　
　
八
五
句
）

古
典
悲
劇
の
雄
篇
「
ヴ
ァ
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
」
三
部
作
（
一
七
九
八
年
－
九
九
年
）

の
終
結
第
三
部
で
、
悲
雄
ヴ
ァ
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
自
身
が
こ
の
よ
う
に
語
る
言
葉
の

中
に
こ
そ
、
哲
人
シ
ラ
ー
の
学
知
（
ロ
ゴ
ズ
）
の
有
す
る
「
否
定
的
な
も
の
の
物
々

し
い
力
量
（
マ
ハ
ト
）
」
（
〔
三
〕
閉
（
7
2
）
）
が
見
事
に
詩
歌
象
徴
と
し
て
造
形
化

さ
れ
、
悲
劇
詩
人
シ
ラ
ー
の
峻
厳
な
る
現
実
直
視
の
威
力
が
具
現
さ
れ
て
い
る
と
言



え
る
で
あ
ろ
う
。
『

　
と
こ
ろ
で
、
話
題
の
「
神
聖
な
る
野
蛮
人
」
と
云
う
斬
新
な
立
言
に
見
ら
れ
る
学

究
の
批
判
精
神
は
、
一
人
シ
ラ
ー
に
固
有
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
否
そ
れ
は
む
し
ろ
、

既
成
の
諸
価
値
を
解
体
し
、
専
制
封
建
体
制
を
根
底
か
ら
覆
し
、
新
た
な
市
民
社
会

の
胎
動
を
告
げ
る
啓
蒙
思
潮
の
成
果
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
　
私
達
の
時
代
は
本
来
、
批
判
の
時
代
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
批
判
の
前
に
服
さ
ね
ば

　
　
な
ら
な
い
。
宗
教
は
自
ら
の
神
聖
に
よ
り
、
立
法
は
自
ら
の
尊
厳
に
よ
り
、
概
ね
批
判
対

　
　
象
た
る
を
逃
れ
よ
う
と
欲
す
る
。
だ
が
、
そ
う
す
る
な
ら
ば
両
者
と
も
に
然
か
る
べ
き
嫌

　
　
疑
を
自
ら
に
対
し
て
喚
起
し
、
偽
り
の
な
い
尊
敬
を
要
求
で
き
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
そ

　
　
の
よ
う
な
尊
敬
は
、
理
性
の
自
由
な
公
然
と
し
た
吟
味
に
耐
え
た
も
の
だ
け
に
の
み
理
性

　
　
が
認
可
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
ン
ト
「
純
粋
理
性
批
判
」
第
一
版
、
一
七
八
一
年
、
序
文
）

詩
人
シ
ラ
ー
の
果
敢
な
立
言
に
劣
ら
ず
、
先
哲
カ
ン
ト
の
批
判
精
神
に
も
、
先
の
フ
ォ

ル
ス
タ
ー
の
「
…
…
圭
Ｅ
簡
断
片
」
（
〔
一
〕
㈲
）
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
通
俗
啓
蒙
の
甘

さ
は
見
ら
れ
な
い
。
殊
に
独
文
学
史
上
で
は
、
カ
ン
ト
批
判
哲
学
が
大
胆
に
切
り
開

い
た
心
の
深
淵
を
、
厳
粛
な
る
自
己
解
体
の
相
の
下
に
真
剣
に
受
け
取
っ
た
詩
人
ク

ラ
イ
ス
ト
（
一
七
七
七
年
－
一
八
一
一
年
）
の
所
謂
カ
ン
ト
危
機
が
瞳
目
に
値
し
よ

　
実
際
一
八
〇
一
年
三
月
二
十
三
日
付
姉
宛
書
簡
で
、
若
き
ク
ラ
イ
ス
ト
は
自
ら
の

カ
ン
ト
批
判
哲
学
と
の
出
会
い
を
、
次
の
よ
う
な
切
羽
詰
ま
っ
た
悲
劇
詩
人
な
ら
で

は
の
言
葉
で
語
り
出
だ
す
。

カ
ン
ト
哲
学
の
重
荷
が
良
心
に
伸
し
掛
か
っ
た
愚
か
な
犠
牲
者
の
一
人
に
僕
は
数
え
入
れ

ら
れ
そ
う
で
す
。
…
…
こ
の
世
で
は
真
理
が
私
達
に
は
何
｝
つ
解
か
ら
な
い
と
云
う
思
想

が
、
…
…
こ
の
思
想
が
僕
の
魂
の
聖
殿
を
震
揚
さ
せ
た
の
で
す
。
ｊ
僕
の
唯
一
最
高
の

目
標
は
消
沈
し
て
し
ま
い
ヽ
僕
に
は
も
は
や
何
一
つ
目
標
が
あ
り
ま
せ
石
・

こ
の
若
き
ク
ラ
イ
ス
ト
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
希
望
と
絶
望
（
〔
二
〕
ｍ
（
ｍ
）
）
を

一

一
一

一

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
．
ア
論
　
（
高
橋
）
．

ヽ
裂
く
深
い
淵
の
濃
淡
を
彩
や
か
に
、
思
想
詩
『
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
』
（
一
八
〇
〇
年
Ｉ

Ｏ
一
年
）
第
四
節
終
結
部
（
第
七
一
句
－
第
七
二
句
）
で
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
（
一
七
七
〇

年
－
一
八
四
三
年
）
は
、
古
典
悲
劇
誕
生
の
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
（
第
五
五
句
）

の
時
空
（
〔
二
〕
閣
）
に
お
け
る
神
々
の
到
来
を
、
荘
厳
な
畏
怖
が
「
深
く
震
憾

（
テ
ィ
ー
フ
ー
シ
ュ
ッ
テ
ル
ン
）
」
す
る
あ
か
ら
さ
ま
な
真
性
（
ア
レ
ー
テ
イ
ア
）

の
破
邪
顕
正
と
し
て
歌
い
上
げ
て
い
る
。

即
ち
、
か
く
し
て
古
典
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
が
帰
来

　
陰
影
か
ら
解
き
放
た
れ
、
あ
か
ら
さ
ま
な
姿
で

嵌
深
く
震
憾
さ
せ
て
か
く

へ
と
神
々
の
日
が
到
来
す

呪

（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
四
節
、
第
七
一
句
－
第
七
二
句
、
〔
二
〕
㈲
（
3
2
）
）

く

真
理
が
あ
か
ら
さ
ま
な
姿
で
到
来
す
る
「
必
然
（
ネ
メ
シ
ス
）
の
眼
差
は
厳
粛
で
あ

る
。
戦
慄
な
く
し
て
、
人
の
手
は
掴
み
か
か
ら
ぬ
、
運
命
（
モ
イ
ラ
）
の
荘
厳
な
る

神
秘
の
壷
の
中
へ
は
」
（
註
（
4
2
）
）
と
悲
劇
詩
人
シ
ラ
ー
が
歌
い
あ
げ
た
正
に
そ

の
こ
と
が
、
若
き
ク
ラ
イ
ス
ト
の
稀
有
の
神
観
に
お
い
て
成
就
さ
れ
、
此
所
に
シ
ラ
ー

が
『
崇
高
論
』
（
一
八
〇
一
年
）
で
言
う
「
あ
の
怖
ろ
し
く
も
壮
麗
な
る
悲
劇
」

（
註
（
4
0
）
）
の
誕
生
が
一
八
〇
一
年
春
に
、
若
き
天
成
の
悲
劇
詩
人
ク
ラ
イ
ス
ト

に
お
い
て
自
己
展
開
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
悲
劇
誕
生
の
危
機
を
孕
む
カ
ン
ト
批
判

哲
学
の
怖
ろ
し
い
「
こ
の
思
想
の
切
先
が
射
た
」
若
き
ク
ラ
イ
ス
ト
。
の
心
中
で
は
、

止
み
難
い
破
局
（
カ
タ
ス
ド
ロ
ペ
ー
）
へ
の
劇
的
急
転
（
ペ
リ
ペ
テ
イ
ア
）
な
す
古

典
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
悲
劇
（
〔
三
〕
閣
）
の
如
き
自
己
認
知
（
ア
ナ
グ
ノ
ー
リ
シ
ス
）

の
焔
が
燃
え
上
が
冲
り
ク
ラ
イ
ス
ト
は
「
そ
れ
故
に
自
ら
の
至
聖
の
内
奥
に
深
い
傷

を
負
っ
た
と
感
ず
る
」
（
一
八
〇
一
年
三
月
二
十
二
日
付
姉
宛
書
簡
）
の
で
あ
る
。

知
恵
の
切
先
は
知
者
を
目
指
し
、
・
…
…
日
輪
の
閃
光
の
如
く
、
神
話
の
崇
高
で
空
怖
ろ
叱

い
メ
ム
ノ
ー
ン
柱
凛
嗜
射
る
。
す
る
と
不
意
に
石
火
の
如
く
神
話
（
ミ
ュ
ー
ト
ス
）
の
音

色
が
響
き
始
め
る
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ニ
ー
チ
エ
「
悲
劇
の
誕
生
」
第
九
章
）



三
二

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
三
巻
　
人
文
科
学

　
「
自
ら
の
至
聖
の
内
奥
」
で
カ
ン
ト
批
判
哲
学
の
有
す
る
「
理
性
の
自
由
な
公
然
と

　
し
た
吟
味
に
耐
え
」
（
註
（
4
　
3
）
）
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
若
き
ク
ラ
イ
ス
ト
に
は
蓋

　
し
、
既
に
「
あ
の
怖
ろ
し
く
も
壮
麗
（
フ
ル
ヒ
ト
バ
ー
ル
ー
ヘ
ア
リ
ヒ
）
な
る
悲
劇
」

　
（
註
（
4
0
）
）
の
認
識
が
萌
え
、
安
ら
ぎ
を
奪
わ
れ
咋
裂
し
た
心
魂
の
生
け
る
躍
動

　
が
、
強
靭
に
張
り
詰
め
た
峻
厳
な
る
文
体
様
式
の
母
胎
と
な
り
、
稀
有
の
硬
質
な
表

　
現
へ
と
煮
詰
ま
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
そ
の
破
滅
の
破
天
荒
ぱ
あ
た
か
も
ヘ
ル
ダ
ー

　
リ
ン
の
「
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
の
運
命
の
歌
」
（
一
七
九
九
年
）
に
一
脈
通
じ
、
シ
ラ
ー

　
の
用
語
を
援
用
す
れ
ば
「
理
想
（
イ
デ
ア
ー
ル
）
ケ
か
ら
「
人
生
（
・
レ
ー
ベ
ン
）
」

　
　
　
１
１
　
　
Ｌ
　
　
　
Ｉ
　
Ｉ
Ｃ
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
Ｊ
Ｉ
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
Ｉ
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
Ｉ
ｊ

～
へ
の
没
落
な
し
で
、
’
こ
の
世
へ
と
降
臨
し
受
肉
し
受
難
し
た
神
人
キ
リ
ス
ト
像
へ
の

　
道
標
を
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
ど

　
ヽ
　
天
上
1
0
精
霊
た
ち
は
迎
命
の
町
・
い
せ
界
に
や
す
ら
っ
て
い
る
、
１
’
…
…
。
　
’
じ

　
　
’
　
寝
人
っ
て
Ｉ
い
る
赤
子
の
よ
う
に
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
　
’
、
『

　
　
　
　
　
つ
っ
ま
し
い
薔
の
う
ち
に

　
　
　
　
　
　
け
が
れ
も
な
く
ま
も
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
い
の
ち
は

　
　
　
　
　
　
　
　
と
わ
に
花
咲
い
て
い
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
し
て
そ
の
や
す
ら
か
な
眼
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
変
わ
ら
ぬ
し
ず
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
る
さ
を
た
た
え
て
か
が
や
い
て
い
る
。

　
　
　
だ
が
　
わ
た
し
た
ち
は
定
め
ら
れ
て
い
る
、

　
　
　
　
ど
こ
に
も
足
を
や
す
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
過
ぎ
て
ゆ
く
　
落
ち
て
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
悩
み
を
負
う
人
の
子
は
、

　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
と
き
ま
た
ひ
と
と
き
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
ぐ
る
お
し
い
谷
水
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
か
ら
岩
に
な
げ
う
た
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
て
は
そ
の
跡
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
知
ら
れ
ぬ
よ
う
化
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
」
第
二
巻
、
第
二
書
）

　
　
　
　
　
圓
　
自
然
と
神

　
　
　
　
故
に
詩
歌
の
精
神
に
と
り
、
私
は
こ
れ
以
外
の
救
い
を
知
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
現
実
の
俗

　
　
　
　
世
か
ら
身
を
引
き
詩
歌
の
精
神
は
、
自
ら
に
危
険
と
な
る
よ
う
な
あ
の
妥
協
（
コ
ア
リ
ツ
ィ

　
　
　
　
’
オ
ー
ン
）
を
す
る
か
わ
り
に
、
最
も
厳
格
な
分
離
（
デ
＾
リ
ー
シ
ュ
ト
レ
ン
ク
ス
テ
。
・
ゼ
パ

　
　
　
　
　
ラ
ツ
ィ
オ
ー
ン
）
に
努
力
を
傾
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
九
五
年
十
一
月
四
日
付
ヘ
ル
ダ
ｒ
宛
書
簡
）

　
　
　
　
■
　
　
　
－
　
　
ｌ
ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
゛
　
　
Ｉ
　
　
ｌ
　
　
　
　
　
ｉ
　
　
　
ｋ
　
か
　
　
　
　
　
　
ｉ

　
　
　
こ
の
よ
う
に
悲
劇
詩
人
シ
づ
１
が
ヘ
ル
ダ
ー
に
向
か
い
「
厳
格
な
分
離
」
を
説
く
の
’

　
　
“
も
、
本
論
の
こ
れ
ま
で
の
論
述
か
ら
騎
得
ゆ
ぐ
で
あ
ろ
う
。
。
熾
烈
な
哲
人
シ
ラ
ー
の

　
　
　
批
判
革
命
精
神
の
「
否
定
。
的
な
も
の
の
物
々
し
。
い
・
力
量
（
マ
ハ
ト
）
」
（
〔
三
〕
剛
・

ノ
サ
（
た
）
）
は
、
正
統
派
シ
。
‘
ユ
『
ト
ル
ベ
ル
ク
を
始
め
と
す
る
既
存
西
欧
意
識
の
安
逸
を

　
　
　
破
り
、
新
た
な
探
求
の
峻
厳
な
る
悲
劇
空
間
を
キ
リ
ス
ト
肴
の
内
観
に
樹
立
し
た
の

　
　
　
で
あ
る
。
思
想
詩
「
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
」
で
歌
い
上
げ
ら
れ
た
「
神
聖
な
る
野
蛮
人
」

　
　
　
〔
二
〕
田
（
７
）
）
こ
そ
は
、
こ
の
よ
う
な
哲
人
シ
ラ
ー
の
「
厳
格
な
分
離
」
を
事

　
　
　
と
す
る
「
詩
歌
の
精
神
」
の
大
胆
に
し
て
斬
新
な
敢
為
が
、
詩
歌
象
徴
の
調
べ
と
し

　
　
　
て
見
事
に
結
晶
し
た
思
索
の
成
果
と
言
え
よ
う
。

　
　
　
　
確
か
に
、
威
厳
あ
る
砂
ト
学
徒
シ
ラ
ー
に
と
り
、
「
シ
ュ
ト
ル
ベ
ル
ク
の
愚
昧

　
　
　
な
る
言
行
（
ソ
テ
ィ
ー
ズ
）
」
（
一
七
八
八
年
十
二
月
二
十
五
日
付
ケ
ル
ナ
ー
宛
シ
ラ
ー

　
　
書
簡
）
は
何
ら
顧
慮
に
価
し
な
い
無
思
慮
な
罵
署
雑
言
と
し
て
片
づ
け
ら
れ
た
。

　
　
　
だ
が
し
か
し
、
親
友
に
し
て
良
き
シ
ラ
ー
の
理
解
者
ケ
ル
ナ
ー
（
一
七
五
一
年
－

　
　
　
一
八
三
一
年
）
の
忠
告
に
見
ら
れ
る
繊
細
な
心
配
り
に
は
詩
人
も
敬
服
せ
ざ
る
を
得

　
　
　
な
か
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

９
　
読
の
類
は
除
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
単
に
無
教
養
な
教
義
学
（
ド
グ
マ
ー

テ
ィ
ク
）
の
問
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
し
か
し
キ
リ
ス
ト
者
の
繊
細
な
精
神
に
は
関
係
し

な
い
か
ら
で
、
あ
な
た
の
詩
歌
「
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
」
の
真
価
を
何
ら
高
め
も
し
ま
せ
ん

し
、
あ
な
た
の
労
作
に
香
辛
料
を
振
る
結
果
を
招
く
に
過
ぎ
な
い
、
あ
な
た
自
身
が
必
要



　
　
　
と
も
弥
な
い
器
用
上
手
（
ブ
ラ
ヴ
ー
ラ
）
の
名
望
を
「
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
」
に
与
え
る
だ
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
七
八
八
年
四
月
二
十
五
白
付
シ
ラ
ー
宛
ケ
ル
ナ
ー
書
簡
）
　
　
ｊ
『

流
石
シ
ラ
ー
。
の
理
解
者
ケ
ル
ナ
ー
。
は
、
詩
歌
象
徴
の
本
質
へ
と
切
び
込
ん
で
来
る
。

確
か
に
斬
新
な
シ
ラ
ー
の
歩
み
化
は
瞳
目
す
べ
き
も
の
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
」
が
ら
、

　
　
ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
■
　
　
　
　
　
　
　
ｒ
　
　
１
Ｐ
　
　
　
　
　
、
Φ
　
　
　
″
一
　
゛
今

大
胆
に
「
神
聖
な
る
野
蛮
人
」
を
打
ち
出
す
礎
は
、
「
ア
レ
ク
サ
ー
ン
ド
リ
ア
風
明
朗

性
」
な
す
。
「
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
」
の
牧
歌
情
緒
に
過
ぎ
な
い
。
一
方
に
日
］
出
度
い
牧

歌
の
丸
く
収
ま
る
吠
団
円
か
あ
皿
他
方
に
毒
舌
与
す
批
判
精
神
が
彫
彫
を
巻
く
フ

確
か
に
、
こ
の
よ
う
な
果
敢
な
問
題
提
起
は
、
’
西
欧
キ
リ
ス
’
卜
者
の
自
意
識
に
反
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ

す
る
良
き
機
会
を
与
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
牧
歌
と
毒
舌
の
二
律
背
反

　
　
　
ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
　
　
　
Φ
　
　
　
を
Ｉ
　
Ｉ

雌
矛
盾
対
立
す
る
意
識
を
喚
起
こ
そ
す
れ
、
。
更
に
Ｉ
’
歩
進
め
て
背
理

『（
’
パ
ラ
ギ
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｔ
　
　
　
　
　
　
’
　
・
　
　
Ｆ
Ｉ
Ｊ

サ
）
を
対
話
（
デ
″
ア
レ
ク
テ
ィ
ケ
ー
ー
）
へ
と
も
た
ら
す
開
か
れ
た
討
究
の
場
が
、
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
Ｊ
“
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
一
　
　
　
　
　
　
÷
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
Ｉ

ラ
ー
の
思
想
詩
「
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
」
’
に
は
欠
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
’

　
実
際
こ
の
開
か
れ
た
対
話
の
場
を
樹
立
す
る
こ
と
以
困
難
に
は
違
い
な
い
パ
だ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
Ｉ
　
　
“
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
｀

恐
ら
く
親
友
ケ
ル
ナ
ー
は
、
シ
ラ
ー
の
詩
才
に
と
力
全
ぐ
そ
れ
が
不
可
能
と
は
考
え

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
両
友
の
ロ
シ
ュ
ヴ
ィ
ツ
（
ド
レ
ー
ス
デ
ン
近
郊
）

で
の
親
交
（
「
七
八
五
年
」
。
。
を
機
に
実
っ
た
、
詩
人
シ
ラ
Ｌ
、
の
名
高
い
讃
歌
「
鰍
尉

（
フ
ロ
イ
デ
）
に
寄
す
」
（
「
七
八
六
年
「
タ
リ
ー
ア
」
、
。
応
刊
）
で
既
に
、
対
話
の

可
能
性
が
開
か
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ご
思
想
詩
「
ギ
リ
・
シ
ア
の
神
々
」

に
お
け
る
「
神
々
」
と
「
神
聖
」
と
に
分
裂
し
た
「
美
」
と
「
崇
高
」
、
言
葉
を
換

え
て
言
え
ば
「
優
美
」
と
「
尊
厳
」
、
の
意
識
は
、
む
４
　
ろ
讃
歌
｛
轍
聡
に
寄
す
｝
で

は
「
自
然
」
（
第
二
六
句
）
と
「
神
」
（
第
三
二

モ
ー
ニ
シ
ュ
ー
エ
ン
ト
ゲ
ー
ゲ
ン
グ
ゼ
ッ
ツ
ト
）

訥
一
、
と
の
「
調
和
的
対
立
「
ハ
ル

」
．
（
ヘ
ル
ダ
ー
’
リ
ン
）
の
相
の
下
に
‘

諧
調
（
ハ
ル
モ
『
ニ
ア
ト
』
な
し
て
宥
和
（
フ
ェ
ア
ゼ
ー
ヌ
ン
グ
）
さ
れ
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。

二
五

歓
喜
を
生
き
と
し
生
け
る
も
の
は

三
三
。
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

　
　
　
　
’
。
自
然
の
胸
中
の
乳
房
よ
り
飲
む
、

　
　
　
　
　
　
善
き
も
の
も
悪
し
き
も
の
も

　
　
　
　
　
　
　
自
然
の
薔
薇
咲
く
面
１
　
　
に
倣
う
。

　
　
　
　
　
　
自
然
剋
我
ら
を
慈
み
、
葡
萄
の
房
を
、
　
　
゛

　
三
〇
～
　
　
　
死
の
試
練
を
耐
え
た
無
二
の
親
友
を
恵
む
。

　
　
　
‘
　
　
　
　
り
ｉ
ｈ
ｆ
ｉ
‐
ｂ
ｙ
Ｌ
し
け
･
£
■

｡

｡

｡
｡

｡
一
　
Ｉ
Ｉ
　
　
　
　
　
　
一
Ｉ
　
Ｉ

　
　
　
　
　
　
快
楽
は
虫
嶼
に
与
え
ら
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
神
の
眼
前
に
は
叡
知
天
使
ケ
ル
ビ
ム
が
控
え
知
・

　
　
　
　
。
し
‥
…
…
　
　
一
　
（
「
観
剔
ご
寄
ず
」
第
三
即
ｙ
第
二
五
句
―
第
三
二
句
）

　
Ｆ
Ｉ
÷
■
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
｀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｆ
　
｀
　
Ｉ
“
　
゜
　
ｌ
ｔ
　
Φ
Ｉ
￥
　
　
一

こ
の
気
高
い
。
讃
歌
に
お
い
て
高
次
政
「
調
和
的
対
立
」
の
軋
の
下
に
均
衡
を
保
つ
。
現

存
意
識
の
「
美
」
と
・
’
「
崇
高
」
・
の
感
情
が
蓋
し
、
思
想
詩
「
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
」
第

　
一
稿
で
は
、

‘
峻
厳
な
る
哲
人
シ
ラ
ー
の
批
判
精
神
の
有
す
る
「
否
定
的
な
も
の
の
物
々

し
い
力
量
」
に
よ
る
「
厳
格
な
分
離
」
（
註
（
・
4
9
）
）
の
結
果
、
宥
和
な
き
「
絶
対

的
分
裂
」
。
（
〔
三
〕
、
剛
）
に
陥
り
、
親
友
ケ
ル
ナ
’
‐
‥
の
諭
言
「
キ
リ
ス
ト
者
の
繊
細
な

精
神
」
を
包
容
す
る
余
裕
を
持
て
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
確
か
に
、
乙
の
「
厳
格
な
分
離
」
に
よ
る
「
絶
対
的
分
裂
」
を
宥
和
（
フ
ェ
ア
ゼ
ー

　
　
　
　
　
　
ー
一
　
　
　
　
一
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
≒

ヌ
ン
グ
）
す
る
崇
高
美
の
探
求
が
、
゛
詩
人
シ
ラ
ー
の
古
典
芸
術
と
の
格
闘
の
究
極
目

標
で
あ
っ
た
点
は
既
に
見
た
。
（
〔
こ
閣
（
1
3
）
等
）
。
だ
が
こ
の
至
難
の
業
を
成

就
す
る
に
は
哲
人
シ
ラ
ー
で
さ
え
、
「
そ
れ
を
表
現
す
る
の
、
に
、
悟
性
は
い
か
な
る

概
念
も
な
く
、
言
葉
は
い
か
な
る
名
も
収
り
ま
せ
ん
・
」
（
〔
二
〕
ぼ
（
1
3
）
）
と
告

白
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
親
友
ケ
ル
ナ
ー
が
友
誼
の
証
と
し
て
、

こ
の
難
中
の
難
を
所
望
し
て
い
る
。
詩
人
シ
ラ
ー
’
は
何
と
か
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
苦
慮
の
貞
中
で
七
転
八
起
し
つ
つ
も
実
は
七
転
八
倒
し
た
か
も
知
れ
な
い
。
ご
と
に

か
く
、
抒
情
詩
人
シ
ラ
ー
は
、
こ
の
高
次
な
要
求
に
は
応
え
ら
れ
無
か
っ
た
の
・
で
あ

る
。
、
　
　
　
‘

　
そ
の
代
わ
り
に

「
ギ
リ
シ
『
ア
の
神
々
』
第
二
稿
（
「
八
〇
〇
年
刊
「
詩
歌
集
」

所

収
）
で
は
、
既
成
の
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
神
観
に
抵
触
す
る
よ
う
な
果
敢
な
表
現
は

削
除
さ
れ
、
’
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
風
明
朗
性
ト
（
〔
一
〕
剛
（
３
）
）
な
す
牧
歌
情

緒
が
前
面
に
彷
彿
た
る
姿
を
現
わ
し
た
の
‘
で
あ
る
。
例
え
ば
、
初
稿
（
一
七
八
八
年
）



三
四

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
三
巻
　
人
文
科
学

に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
第
二
稿
の
詩
節
（
第
六
節
）
に
は
、
典
型
的
な
「
ア
レ
ク
サ

ン
ド
リ
ア
風
明
朗
性
」
の
牧
歌
情
緒
が
色
濃
く
漂
う
。

　
　
　
　
　
　
暗
闇
の
威
厳
と
か
悲
し
む
べ
き
諦
観
は

　
　
　
　
　
　
汝
等
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
が
成
す
昼
間
の
晴
や
か
な
仕
事
か
ら
追
放
さ
れ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
皆
の
心
は
幸
福
な
鼓
動
を
奏
で
て
然
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
な
ぜ
な
ら
、
幸
福
な
る
者
は
汝
等
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
と
縁
続
き
で
あ
っ
た
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
’
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
～
　
　
　
　
　
　
ゾ

　
四
五
‐
　
　
汝
等
の
時
代
に
は
、
・
神
聖
な
る
も
の
は
美
以
外
に
、
無
か
っ
た
し
、
・
『
　
・
　
‥

　
　
　
　
　
　
神
た
る
者
は
、
い
か
な
る
歓
喜
を
も
恥
じ
ず
、

＼
　
　
　
　
。
そ
こ
で
は
恥
じ
ら
い
に
顔
剣
鴫
i
o
染
め
る
詩
神
力
八
ト
ネ
が
、
ト
ヘ

　
　
　
　
　
　
そ
こ
で
は
優
美
の
女
神
グ
ラ
ー
テ
そ
ア
が
君
臨
し
て
い
た
の
だ
。

　
　
　
―
　
　
（
「
ギ
、
リ
シ
ア
の
神
々
」
第
二
稿
、
’
第
六
節
、
第
四
一
句
－
第
四
八
毎
ｙ

詩
歌
の
調
べ
は
平
版
で
躍
動
な
く
、
何
か
義
理
で
で
も
創
作
し
た
よ
う
な
詩
節
で
あ

り
、
同
じ
詩
人
が
霊
感
の
高
揚
に
飛
翔
し
て
讃
歌
「
歓
喜
に
寄
す
」
を
奏
で
た
と
は

信
じ
難
い
ほ
ど
、
こ
の
第
六
節
の
抒
情
象
徴
は
化
石
と
し
て
風
化
し
て
い
る
。
た
と

え
「
神
聖
な
る
も
の
は
美
以
外
に
無
か
っ
た
」
（
第
四
五
句
）
と
歌
い
は
し
て
も
、

詩
歌
造
形
の
説
得
力
に
欠
け
、
た
だ
単
に
無
駄
口
を
述
べ
た
に
過
ぎ
な
い
と
し
か
読

め
な
い
。
ま
た
詩
想
の
内
実
が
豊
か
に
な
っ
た
わ
け
で
も
無
い
。
た
だ
峻
厳
な
立
言

「
神
聖
な
る
野
蛮
人
」
の
角
を
取
り
、
或
る
程
度
丸
く
収
め
よ
う
と
し
て
、
「
神
聖

な
る
も
の
は
美
以
外
に
無
か
っ
た
」
と
か
「
暗
闇
の
威
厳
と
か
悲
し
む
べ
き
諦
観
」

（
第
四
一
句
）
と
言
い
か
え
た
に
過
ぎ
ず
、
あ
く
ま
で
「
悲
し
む
べ
き
暗
闇
」
が
西

欧
キ
リ
ス
ト
教
世
界
と
し
て
把
え
ら
れ
、
初
稿
と
相
変
わ
ら
ず
否
定
的
な
側
面
か
ら

眺
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
殊
に
遺
憾
な
の
は
、
名
高
い
初
稿
の
第
一
九
一
句
と
第
一
丸
二
句
が
除
か
れ
て
し

ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
二
稿
で
削
除
さ
れ
た
当
該
の
二
句
は
次
の
よ

う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
古
代
ギ
リ
シ
ア
で
は
神
々
が
一
層
人
間
ら
し
か
っ
た
の
で
、

　
　
　
人
間
が
’
（
キ
リ
ス
ト
教
西
欧
よ
り
も
）
　
一
層
と
神
々
し
か
っ
た
の
で
あ
が
。

　
　
　
　
（
「
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
」
第
一
稿
、
第
二
四
節
、
第
一
九
一
句
－
第
一
九
二
句
）

　
見
方
に
よ
っ
て
は
、
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
に
と
り
大
変
手
厳
し
い
言
葉
に
違
い
な
い
が
、

　
し
か
し
こ
の
立
言
も
、
先
程
の
「
神
聖
な
る
野
蛮
人
」
と
同
様
に
精
神
史
の
必
然

　
（
ネ
メ
シ
ス
）
を
巧
み
な
表
現
で
言
い
φ
ｊ
て
た
成
果
に
他
な
ら
な
い
。
故
に
歴
史
の

　
必
然
な
す
展
開
過
程
を
哲
学
大
系
と
し
て
樹
立
し
た
ヘ
ー
ゲ
ル
（
一
七
七
〇
年
－
一

　
八
三
一
年
）
は

『
正
に
哲
人
シ
ラ
ー
の
こ
。
の
発
言
。
に
着
眼
し
て
次
の
よ
う
に
論
述
を
展

　
開
す
＆
の
で
あ
る
。
　
‥
　
　
　
　
　
　
　
　
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
‘
　
じ
く

・
。
　
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
は
人
間
的
な
も
の
と
し
て
表
象
さ
れ
る
が
、
す
る
と
こ
の
擬
人
化
以
、

　
ｉ
ｌ
　
　
　
　
　
ｚ
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

　
　
　
そ
の
欠
点
だ
と
い
わ
れ
る
。
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
は
早
速
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ

レ
く
れ
は
、
精
神
的
な
も
の
と
し
て
の
人
間
が
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
の
本
質
を
な
・
し
て
い
る
も
の

　
　
　
だ
と
い
う
こ
と
、
し
た
が
っ
て
ま
さ
に
こ
の
点
で
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
が
一
切
の
自
然
神
は

　
　
　
も
と
よ
り
、
唯
一
で
最
高
の
本
体
と
い
う
よ
う
な
一
切
の
抽
象
神
の
上
位
に
立
ち
得
る
も

　
　
　
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
実
際
、
他
面
か
ら
い
え
ば
、
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
が
人
間
と
し

　
　
　
て
表
象
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
神
に
は
そ
れ
が
な
い
の
に
対
し
て
、
そ

　
　
　
の
長
所
と
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
シ
ラ
ー
は
唱
っ
て
い
る
、

　
　
　
　
神
々
が
ま
だ
人
間
的
だ
っ
た
の
で
、

　
　
　
　
人
間
も
ず
っ
と
神
的
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
歴
史
哲
学
」
第
二
部
、
ギ
リ
シ
ア
世
界
、
第
二
篇
、
第
二
章
）

　
こ
こ
辿
「
自
然
」
と
「
神
」
と
の
問
題
が
「
人
間
」
を
礎
と
し
て
展
開
さ
れ
よ
う
と

　
す
る
。
此
所
に
西
欧
意
識
特
有
の
立
言
の
仕
方
が
開
陳
さ
れ
る
。

　
　
何
事
に
も
ま
し
て
僕
た
ち
は
、
あ
の
偉
大
な
る
言
葉
「
私
は
人
間
な
の
だ
。
人
間
に
関
す

　
　
る
も
の
で
私
に
無
縁
な
も
の
は
何
一
つ
無
い
と
私
は
思
う
。
」
を
、
全
き
愛
と
全
き
真
剣

　
　
さ
で
受
け
取
を
デ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
七
九
九
年
一
月
一
日
弟
宛
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
書
簡
一
七
二
）

こ
の
「
人
間
」
。
を
「
至
高
の
畏
怖
と
荘
厳
」
（
〔
二
〕
㈲
（
3
9
・
）
）
に
お
い
て
掴
む
古



『
・
典
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
誕
生
の
時
空
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
と
し
て
、
既
に
述
べ
た
よ
う

に
殊
に
詩
人
シ
ラ
ー
の
場
合
、
単
な
る
「
理
想
（
イ
デ
ア
ー
ル
）
」
に
は
力
が
寵
も

ら
ず
、
畢
竟
関
心
は
「
生
（
レ
ー
ベ
ン
）
」
〔
二
〕
閣
（
2
7
）
）
の
側
に
あ
る
。
但
し
、

こ
の
関
心
は
ゲ
ー
テ
の
場
合
の
如
き
「
体
験
と
創
作
」
に
よ
る
「
根
源
現
象
」
（
〔
こ

倒
（
2
0
）
）
を
経
験
と
し
て
直
観
す
る
こ
と
に
よ
り
大
団
円
を
迎
え
「
丸
く
収
ま
っ

た
芸
術
品
」
（
〔
一
〕
閣
（
2
6
・
）
）
の
完
成
に
向
か
う
の
で
ぱ
な
い
。
む
七
ろ
哲
人
シ

ラ
ー
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
知
の
経
験
を
理
念
追
求
（
イ
デ
ア
リ
ス
ム
ス
）
の
真
迫
に
よ

り
破
邪
顕
正
せ
ん
と
す
る
。
だ
が
し
か
し
、
理
念
（
イ
デ
ー
）
を
追
求
す
べ
く
、
む

し
ろ
現
実
な
る
生
（
レ
ー
ベ
ン
）
の
大
地
（
ガ
イ
ア
）
に
し
か
と
踏
み
留
ま
る
の
で

あ
る
。
蓋
し
、
こ
の
自
然
の
荘
厳
な
る
大
地
を
踏
み
し
め
る
の
は
、
単
な
る
大
自
然

の
懐
へ
と
回
帰
す
る
浪
漫
風
神
秘
情
緒
。
（
ゲ
ー
テ
「
フ
″
ウ
ス
ト
」
結
句
「
永
遠
の

女
性
」
〔
三
〕
圓
（
邸
）
）
を
も
粉
砕
せ
ん
が
た
め
で
あ
る
。
敢
て
理
想
に
も
安
住

せ
ず
、
危
う
く
大
地
に
も
天
空
（
ウ
ー
ラ
ノ
ス
）
に
も
呑
み
込
ま
れ
る
こ
と
な
く
、

詩
人
シ
ラ
ー
は
「
人
間
」
と
し
て
「
生
」
に
踏
み
留
ま
る
の
で
あ
る
。
「
し
た
が
っ

て
ま
さ
に
こ
の
点
て
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
が
一
切
の
自
然
神
は
・
も
と
よ
り
、
唯
一
で
最

高
の
本
体
と
い
う
よ
う
な
一
切
の
抽
象
神
の
上
位
に
立
ち
得
る
」
（
註
（
5
6
）
）
と

哲
学
者
ヘ
ー
ゲ
ル
も
力
説
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
例
え
ば
三
位
一
体
な
る
神
人
キ
リ
ス
ト
が
、
こ
こ
に
言
う
「
唯
一
で
最
高
の
本
体
」

と
し
て
、
中
世
哲
学
知
の
集
大
成
な
す
ア
ク
イ
ナ
ス
（
一
’
二
二
五
年
－
七
四
年
）
の

「
神
学
大
全
（
ス
ン
マ
ー
テ
オ
ロ
ギ
ア
エ
）
」
（
こ
一
六
五
年
－
七
四
年
）
第
一
部
・

第
四
問
・
第
二
項
で
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　
　
神
（
デ
ウ
ス
）
は
、
自
存
す
る
存
在
（
エ
ッ
セ
）
そ
の
も
の
（
イ
プ
ス
ム
）
で
軋
剖
。

こ
の
よ
う
な
中
世
ス
コ
ラ
神
学
の
概
念
と
し
て
樹
立
さ
れ
た
神
観
に
対
し
、
文
芸
復

興
（
ル
ネ
サ
ン
ス
）
以
降
の
努
力
は
む
し
ろ
「
感
性
的
表
象
」
と
し
て
新
た
な
神
人

キ
リ
ス
ト
像
を
探
求
す
る
。
前
述
の
哲
人
シ
ラ
ー
の
「
厳
格
な
分
離
」
（
註
（
4
9
）
）

に
よ
り
「
神
聖
な
る
野
蛮
人
」
（
〔
一
〕
田
（
７
）
）
と
し
て
造
形
さ
れ
た
神
人
キ
リ

三
五
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

ス
ト
像
は
、
正
に
こ
の
「
感
性
的
表
象
」
に
逆
行
す
る
概
念
の
「
抽
象
神
」
の
野
蛮

さ
に
起
因
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
感
性
の
自
然
な
造
形
を
回
避
し
、
果
て
は
血
脛

い
十
字
架
キ
リ
ス
ト
像
と
七
て
結
実
す
る
反
自
然
の
非
感
性
的
表
象
を
、
詩
人
シ
ラ
ー

の
友
ゲ
ー
テ
も
「
毒
や
蛇
の
如
く
嫌
な
も
の
」
（
〔
こ
田
（
り
Ｉ
）
）
と
し
て
忌
避
し

た
と
思
わ
れ
る
。
故
に
古
典
ギ
リ
シ
ア
の
神
ケ
の
よ
う
に
神
人
手
リ
ス
ト
像
も
崇
高

美
と
し
て
現
象
（
エ
ア
シ
ャ
イ
ネ
ン
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
あ
た
か

も
イ
タ
リ
ア
ー
ル
ネ
サ
ン
ス
絵
画
の
巨
匠
レ
オ
ナ
ル
ド
（
一
四
五
二
年
－
一
五
一
九

年
）
の
名
画
「
最
後
の
晩
餐
」
や
バ
。
ハ
（
一
六
八
五
年
－
一
七
五
〇
年
）
の
大
曲

「
マ
タ
イ
受
難
曲
」
の
神
人
キ
リ
ス
ト
像
の
如
き
幽
玄
霊
妙
な
る
崇
高
美
と
し
て
現

象
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
脈
絡
を
留
意
し
哲
学
者
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、

古
典
ギ
リ
シ
ア
と
キ
リ
ス
ト
教
西
欧
と
の
「
厳
格
な
分
離
」
に
よ
る
「
絶
対
的
分
裂
」

（
「
精
神
現
象
学
」
序
論
〔
三
〕
剛
（
呪
。
）
）
の
み
な
ら
ず
、
両
者
の
共
通
性
を
も
考

量
す
る
の
で
あ
る
。

ギ
リ
シ
ア
の
宗
教
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
共
通
な
点
に
つ
い
て
い
え
ば
、
次
の
こ
と
は
両
者

共
に
い
い
得
る
。
そ
れ
は
、
も
し
も
神
が
そ
の
姿
を
こ
の
世
界
に
現
わ
す
と
す
れ
ば
、
そ

の
自
然
性
は
精
神
の
自
然
性
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
だ
か
ら
感
性

的
表
象
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
ま
さ
に
人
間
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
の
は
、
人

間
以
外
の
如
何
な
る
形
態
も
精
神
的
な
も
の
と
し
て
現
わ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で

あ
る
。
な
る
ほ
ど
神
は
太
陽
と
か
、
山
と
か
、
木
と
か
、
そ
の
他
い
ろ
ん
な
生
物
の
形
を

と
っ
て
現
わ
れ
る
が
、
こ
う
い
う
自
然
的
な
現
象
は
精
神
の
形
態
で
は
な
い
。
神
は
む
し

ろ
主
観
の
内
面
に
お
い
て
の
み
覚
知
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
。
も
し
神
そ
の
も
の
が
そ
れ

に
相
応
し
い
表
現
を
と
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
資
格
あ
る
の
は
、
た
だ
人
間
的
形
態
の
み
で

あ
る
。
と
い
う
の
は
、
人
間
的
な
形
態
に
な
っ
て
は
じ
め
て
精
神
の
光
が
射
し
は
じ
め
る

か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
す
る
と
今
度
は
、
神
は
ど
う
し
て
も
そ
の
姿
を
表
わ
し
、

現
象
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
か
と
い
う
問
題
が
起
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
は
必
然
的

に
「
そ
う
だ
」
と
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
現
象
し
な
い
も
の
は
本
質
的

な
存
在
で
は
な
い
か
ら
で
あ
が
。

　
　
　
　
　
　
　
（
「
歴
史
哲
学
」
第
二
部
。
ギ
リ
シ
ア
世
界
、
第
二
篇
、
第
二
章
）



三
六

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
三
巻
　
人
ズ
科
学

剛
　
シ
ラ
ー
’
の
遺
言

　
確
か
に
精
神
現
象
と
し
て
、
哲
学
者
ヘ
ー
ゲ
ル
の
説
く
よ
う
に
、
「
神
そ
の
も
。
政
が
、
。

人
間
的
形
態
に
な
っ
て
、
ど
う
し
て
も
そ
の
姿
を
表
わ
し
、
現
象
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
言
う
は
易
し
い
。
だ
が
し
か
し
、
古
典
ギ
リ
シ
ア
の
出
瞳
局
美
に
相
応
し
い

形
で
。
「
神
（
テ
オ
ス
）
ｊ
よ
！
　
現
わ
れ
よ
’
（
プ
ロ
パ
、
ネ
ー
テ
ィ
ら
Ｉ
「
」
＾
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン

「
ア
ッ
テ
ィ
。
ゴ
ネ
ー
ヘ
の
註
解
Ｊ
Ｌ
八
〇
四
年
」
。
と
言
い
得
る
の
は
難
い
。
’
詩
人
ダ
。

　
ラ
ー
の
苦
闘
に
も
拘
わ
ら
ず
、
こ
の
難
題
に
対
し
て
は
、
「
そ
れ
を
表
現
す
る
の
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｒ
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
り
Ｉ
　
　
　
　
ｊ
ｉ
ｓ

‘
悟
性
は
い
か
方
る
概
念
も
な
く
、
言
葉
は
い
か
ね
る
名
も
あ
り
ま
せ
ん
」
。
（
〔
一
〕

剛
一

。
（
1
3
・
）
）
と
嘆
か
し
め
た
の
で
あ
る
。
更
に
思
想
詩
「
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
」
の
改
作

　
　
　
゛
Ｓ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
♂
一
　
　
一
　
　
　
｀
　
　
　
一

に
も
拘
わ
ら
ず
、
シ
ラ
ー
は
牧
歌
情
緒
な
す
遊
戯
人
間
（
ホ
モ
ー
ル
ー
テ
ン
ス
）
。
の

’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
　
　
Ｅ
　
　
　
　
　
。
‘
｀
　
″
。

枠
組
み
（
〔
一
〕
閣
（
掻
）
）
を
打
ち
破
り
、
叡
知
人
間
八
ホ
モ
ー
サ
ピ
エ
ン
ス
）

へ
と
破
邪
顕
正
す
る
力
量
な
く
途
絶
え
た
の
で
あ
る
。

　
む
し
ろ
、
こ
の
難
問
は
後
世
に
委
ね
ら
れ
る
。
例
え
ば
ヴ

　
７
そ
ふ
の
友
ゲ
ー

テ
は
、
親
友
シ
ラ
ー
を
失
い
（
一
八
〇
五
年
）
、
「
自
ら
の
半
身
」
を
喪
失
し
た
と
自

覚
し
た
程
な
の
で
あ
る
か
ら
、
詩
人
シ
ラ
ー
の
遺
言
執
行
人
と
し
て
の
第
一
人
者
で

あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
詩
人
ゲ
ー
テ
の
生
涯
を
か
け
た
畢
竟
の
大
作
「
フ
″
ウ
ス
ト
」

第
二
部
（
一
八
三
二
年
）
が
そ
の
証
左
と
成
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
だ
が

果
し
て
ヴ
″
イ
マ
ー
ル
宮
廷
人
ゲ
ー
テ
（
〔
こ
田
（
４
）
）
に
は
、
こ
の
荷
が
重

過
ぎ
た
よ
う
で
あ
る
。
鬼
才
ニ
ー
チ
エ
（
一
八
四
四
年
－
一
九
〇
〇
年
）
の
古
典
ギ

リ
シ
ア
論
「
悲
劇
の
誕
生
」
第
二
〇
章
の
言
葉
を
援
用
す
れ
ば
、
詩
人
ゲ
ー
テ
の
成

喩
で
言
い
中
て
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
無
比
の
親
友
シ
ラ
ー
を
文
字

通
り
「
自
ら
の
半
身
」
と
し
て
失
っ
て
後
の
ゲ
ー
テ
の
暗
い
人
生
行
路
に
お
い
て
は
、

例
え
ば
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
第
二
部
の
『
「
皇
帝
の
宮
城
」
（
筧
一
幕
）
や
「
古
典
ギ
。
リ

シ
ア
風
ヴ
ァ
ル
プ
ル
ギ
ス
の
夜
」
（
第
二
幕
）
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
オ
ペ
ラ

仕
立
て
の
遊
戯
衝
動
に
任
せ
た
優
雅
な
る
社
交
趣
味
（
プ
レ
‘
ス
ィ
オ
ズ
ー
イ
テ
）
の

「
ア
レ
ク
サ
ン
。
ド
リ
ア
。
風
」
（
〔
コ
剛
（
３
）
）
牧
歌
情
緒
が
基
調
と
な
る
。
と
り

わ
け
、
主
人
公
フ
フ
ウ
ス
ト
の
「
死
と
救
済
」
に
関
す
る
山
場
な
す
戯
曲
の
大
団
円

　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
一
　
Ｉ
　
　
　
　
Ｆ
　
　
ｆ
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
÷
　
　
　
　
　
ｊ

で
も
、
ヽ
こ
の
宮
廷
風
‘
オ
ペ
ラ
情
緒
は
不
動
の
基
調
と
し
て
留
ま
り
続
け
て
い
・
る
と
思

わ
れ
る
。
年
来
ゲ
ー
テ
研
究
に
勤
し
む
識
者
の
「
フ
ァ
ウ
ス
、
卜
の
死
と
救
済
」
に
関

す
る
「
解
釈
の
試
み
」
に
耳
を
傾
け
て
み
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
ド
ニ
　
匹
　
。

　
　
と
ぐ
ろ
で
ヽ
ド
イ
ッ
ひ
研
究
者
は
Ｉ
Ｋ
Ｊ
Ｇ
場
面
肥
も
深
け
Ｉ
ぎ
味
を
読
み
と
ろ
う
ど
す
る
。
ぺ
・
ト

　
　
わ
れ
わ
れ
は
そ
‘
う
い
う
解
釈
に
反
対
す
る
証
拠
を
あ
げ
る
こ
と
は
。
で
き
な
ヤ
が
、
ぞ
れ
に

ノ
　
隻
成
す
る
気
に

‘ も
な
れ
な
い
・
４
　
か
な
こ
Ａ
ｊ
は
い
こ
め
一
遍
の
見
Ｉ
こ
ろ
が
天
使
だ
ち
と

ニ
ー
メ
フ
リ
ス
ト
１
　
と
の
尤
ペ
ラ
仕
立
の
戦
ご
っ
こ
で
あ
り
、
お
ま
け
柘
ご
の
戦
い
に
は
、
。
・
徊
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ
【
　
　
　
　
ｌ
　
　
　
ｄ
　
　
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ｉ

犬
罪
の
女
た
ち
ま
’
で
が
ｔ
し
ら
ぬ
顔
で
手
を
か
七
で
い
・
る
ど
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
や
り
、

　
　
止
り
が
宗
教
的
な
装
い
を
こ
ら
し
て
い
る
だ
け
に
、
官
能
と
ぎ
謔
の
味
わ
い
が
一
層
加
わ
っ
。

　
　
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
こ
の
｝
場
の
芸
術
的
趣
向
で
あ
る

　
　
が
、
そ
れ
は
こ
こ
だ
け
に
限
ら
れ
て
は
い
な
い
。
ド
ク
ト
ル
ー
マ
リ
ア
ヌ
ス
の
次
の
祈
り

　
　
は
、
き
び
し
い
修
業
ゆ
え
の
高
い
精
神
性
に
包
ま
れ
て
い
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
人
物

　
　
の
き
わ
め
て
リ
ア
ル
な
世
聞
知
と
、
さ
ら
に
は
愛
欲
的
体
験
が
息
づ
い
て
い
る
の
を
感
じ

　
　
さ
せ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″
’

官
能
の
弱
み
に
引
き
ず
り
こ
ま
れ
る
と

救
わ
れ
る
の
は
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
。

情
欲
の
鎖
を

誰
が
自
分
で
引
き
ち
ぎ
れ
よ
う
。

な
め
ら
か
な
床
が
斜
め
に
な
っ
て
い
る
と

つ
い
足
を
す
べ
ら
せ
て
し
ま
う
。

秋
波
を
送
ら
れ
、
や
さ
し
く
さ
さ
や
か
れ
た
ら

誰
が
心
を
ま
ど
わ
さ
れ
ず
に
い
ら
れ
よ
樋
。

　
　
　
　
　
　
’
（
小
栗
浩
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
の
死
と
救
済
１
解
釈
の
試
み
」
）

こ
の
よ
う
な
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
風
明
朗
性
」
（
〔
一
〕
剛
（
３
）
）
に
、
哲
人
シ

ラ
ー
の
遺
言
を
執
行
す
る
だ
け
の
余
裕
は
ま
ず
見
ら
れ
な
い
。
事
実
こ
の
よ
う
な
明



朗
性
の
舞
台
裏
は
実
に
暗
く
、
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
が
最
後
に
到
達
し
た
「
人
知
の
究
極

の
帰
結
｀

6
4 　

づ
、
じ
つ
は
す
こ
ぶ
る
手
前
勝
手
な
、
自
己
中
心
的
な
妄
想
か
ら
抜
け
切
っ

て
い
な
い
」
（
前
掲
「
解
釈
の
試
み
」
）
か
ら
で
あ
る
。
詰
ま
る
と
こ
ろ
「
世
問
知

と
、
さ
ら
に
は
愛
欲
的
体
験
が
息
づ
。
い
て
い
る
」
「
官
能
と
諧
謔
の
味
わ
い
」
に
お

い
て
は
、
、
生
け
る
明
鏡
の
秘
跡
（
サ
ク
ラ
ー
メ
ー
ン
ト
ゥ
ム
）
た
る
神
人
手
リ
ス
ト

論
の
芽
生
え
は
難
く
、
分
別
知
（
フ
ェ
ア
シ
ュ
。
タ
ン
ト
）
と
皮
肉
（
イ
ロ
ニ
ー
）
と

「
燃
え
る
感
激
（
ア
フ
ェ
ク
ト
）
」
に
色
彩
ら
れ
た
「
か
の
大
い
な
る
修
辞
（
レ
ー

ト
リ
カ
）
と
抒
情
（
リ
ュ
リ
カ
）
の
場
景
」
（
〔
二
〕
閤
（
5
0
）
‐
（
5
1
）
）
が
織
り
成

す
人
生
劇
場
が
、
多
様
な
オ
ペ
ラ
仕
立
て
の
展
開
を
繰
り
広
げ
る
に
終
始
す
る
の
で

あ
る
。

　
そ
も
そ
も
哲
人
シ
ラ
ー
す
ら
未
踏
の
難
問
キ
リ
ス
ト
論
に
、
分
別
あ
る
ゲ
ー
テ
の

「
世
間
知
」
と
か
「
体
験
」
と
か
「
諧
謔
」
（
註
（
6
3
）
）
な
’
ど
で
踏
み
人
む
の
を

期
待
す
る
こ
と
自
体
が
困
難
に
思
わ
れ
る
。
実
際
ゲ
ー
テ
自
身
が
、
こ
の
こ
と
を
十

分
自
覚
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
シ
ラ
ー
は
何
事
に
も
束
縛
さ
れ
ず
、
何
事
に
も
制
約
さ
れ
ず
、
何
事
に
も
自
ら
の
思
想
の

　
　
雄
飛
を
引
摺
り
下
ろ
さ
れ
る
こ
北
嶮
無
い
。
自
ら
の
内
観
に
生
き
る
偉
大
な
る
見
解
を
シ

　
　
ラ
ー
は
常
に
自
由
無
碍
に
遠
慮
躊
躇
い
無
く
表
現
す
る
。
あ
れ
が
正
真
正
銘
の
人
間
だ
っ

　
　
た
の
だ
。
私
達
も
あ
の
よ
う
に
な
り
た
い
も
の
だ
！
　
－
私
達
は
と
言
う
と
、
シ
ラ
ー

　
　
と
は
異
な
り
、
常
に
制
約
を
感
じ
て
い
る
。
私
達
を
取
り
巻
く
囲
り
の
人
々
や
事
物
が
私

　
　
達
に
影
響
を
与
え
る
。
…
…
か
く
し
て
幾
重
も
の
気
配
り
に
よ
り
無
力
と
な
り
、
何
か
偉

　
　
大
な
私
達
の
本
性
に
在
る
は
ず
の
も
の
を
自
由
無
碍
に
表
現
で
き
な
い
で
い
＾
Ｓ
。
私
達
は

　
　
様
々
な
対
象
（
ゲ
ー
ゲ
ン
シ
ュ
タ
ン
ト
）
の
奴
隷
（
ス
ク
ラ
ー
ヴ
エ
）
な
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
八
二
八
年
九
月
十
一
日
付
ゲ
ー
テ
対
話
録
）

こ
の
よ
う
に
親
友
ゲ
ー
テ
が
心
を
寵
め
て
語
り
得
た
哲
人
シ
ラ
ー
像
を
念
頭
に
置
く

と
、
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
先
師
シ
ラ
ー
讃
歌
が
理
解
し
易
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
シ
ラ
ー

　
　
神
々
が
汝
を
育
て
た
の
だ
、
若
者
よ
、

三
七

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

か
く
古
典
ギ
リ
シ
ア
の
オ
リ
ュ
ム
ポ
ス
の
神
々
に
も
比
せ
ら
る
に
恥
じ
ぬ
、
正
に

「
対
象
の
奴
隷
」
か
ら
「
自
由
無
碍
」
な
る
詩
人
シ
ラ
ー
の
雄
渾
な
る
精
神
を
考
え

る
場
合
。
十
八
世
紀
啓
蒙
思
潮
に
お
け
る
「
対
象
（
ゲ
ー
ゲ
ン
シ
ュ
タ
ン
ト
）
の
奴

隷
（
ス
ク
ラ
ー
ヴ
エ
）
」
か
ら
の
解
放
者
と
し
て
先
哲
カ
ン
ト
を
忘
れ
る
こ
と
が
出

来
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
哲
人
カ
ン
ト
は
自
ら
の
生
き
た
啓
蒙
十
八
世
紀
の
意
義
を
、
正
に
こ
の
「
対
象
の

奴
隷
」
か
ら
「
自
由
（
フ
ラ
イ
ハ
イ
ト
）
」
へ
と
「
解
放
（
ベ
フ
ラ
イ
ウ
ン
グ
）
」

ざ
れ
る
自
主
独
立
（
ア
ウ
ト
ノ
ミ
ア
ー
）
の
自
己
（
ア
ウ
ト
）
立
法
（
ノ
モ
ズ
）
に

見
て
取
り
、
「
啓
蒙
（
ア
ウ
フ
ク
レ
ー
ル
ン
グ
）
」
の
意
味
を
次
の
よ
う
に
覇
気
あ

る
言
葉
で
語
り
出
だ
す
。

　
　
啓
蒙
と
は
、
人
が
自
ら
自
身
に
貴
任
が
あ
る
未
熟
か
ら
出
て
成
熟
す
る
こ
と
で
あ
る
。
未

　
　
熟
と
は
無
能
、
す
な
わ
ち
他
の
指
導
が
無
け
れ
ば
自
ら
の
知
性
を
行
使
で
き
な
い
無
能
を

　
　
言
う
。
未
熟
に
留
ま
ら
ざ
る
を
得
ぬ
自
己
貴
任
は
正
に
こ
の
無
能
に
在
る
。
成
程
、
無
能

　
　
の
原
因
が
知
性
の
欠
乏
な
ら
自
然
の
こ
と
ゆ
え
仕
方
が
無
い
が
、
し
か
し
実
は
、
他
の
指

　
　
導
な
し
で
自
ら
の
知
性
を
行
使
せ
ん
と
す
る
決
断
と
勇
気
が
欠
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
果

　
　
敢
な
る
叡
知
人
間
（
ホ
モ
ー
サ
ピ
エ
ン
ス
）
た
れ
！
・
　
勇
気
も
て
君
自
身
の
知
性
を
主
体

　
　
的
に
行
使
せ
よ
！
　
－
こ
れ
が
す
な
わ
ち
啓
蒙
の
道
標
な
す
言
葉
で
あ
ぷ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
「
啓
蒙
と
は
何
か
？
」
に
応
え
て
」
一
七
八
四
年
）

通
俗
啓
蒙
の
唱
導
す
る
役
に
立
ち
為
に
な
る
と
言
う
類
の
人
間
教
育
と
か
人
格
形
成

の
た
め
の
指
導
書
も
、
既
成
道
徳
修
身
も
ろ
と
も
哲
人
カ
ン
ト
の
啓
蒙
の
道
標
な
す

立
言
の
前
に
は
微
塵
に
砕
け
、
あ
ら
ゆ
る
「
対
象
（
ゲ
ー
ゲ
ン
シ
ュ
タ
ン
ト
）
の
奴

隷
」
か
ら
自
由
無
碍
な
る
自
立
の
学
知
樹
立
が
、
謹
厳
な
る
叡
知
人
間
（
ホ
モ
ー
サ

ピ
エ
ン
ス
）
の
理
念
追
求
（
イ
デ
ア
リ
ス
ム
ス
）
の
姿
勢
か
ら
遠
望
さ
れ
る
。
正
に

新
た
な
る
近
代
ド
イ
ツ
文
化
の
哲
学
知
（
ロ
ゴ
ス
）
な
す
カ
ン
ト
批
判
哲
学
は
、
こ

の
よ
う
な
叡
知
人
間
（
ホ
モ
ー
サ
ピ
エ
ン
ス
）
の
覇
気
の
下
に
始
め
て
物
々
し
い
力

量
を
発
揮
す
る
の
で
あ
る
。

　
一
七
八
七
年
刊
「
純
粋
理
性
批
判
」
第
二
版
の
序
文
で
、
自
ら
の
批
判
哲
学
を
力



一
一一

八

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
三
巻
　
人
文
科
学

ン
ト
は
、
天
文
学
に
お
け
る
天
勤
説
か
ら
地
勁
説
へ
の
転
換
を
な
す
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス

（
一
四
七
三
年
―
一
五
四
三
年
）
の
革
命
思
想
に
関
連
づ
け
て
次
の
よ
う
に
説
明
し

て
い
る
。

　
　
こ
れ
ま
で
私
達
の
認
識
（
エ
ア
ケ
ン
ト
ニ
ス
）
は
全
て
、
様
々
な
る
対
象
（
ゲ
ー
ゲ
ン
シ
ュ

　
　
タ
ン
ト
）
に
依
り
樹
立
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
ｓ
ｓ
ｗ
ｓ
ｓ
一
私
達
は
こ
う
考

　
　
え
る
。
「
諸
対
象
が
私
達
の
認
識
に
依
り
樹
立
ざ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
。
…
…
か
く
し

　
て
是
は
正
『
に
（
天
勣
説
を
覆
し
た
）
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
の
中
心
思
想
の
血
脈
を
伝
え
る
こ
と

　
　
に
な
る
。

天
動
説
と
同
じ
く
大
地
に
根
ざ
し
た
実
在
意
識
が
、
こ
の
よ
う
な
「
創
造
の
息
吹
き
」

を
聞
き
取
り
、
生
け
る
「
よ
ろ
こ
び
を
感
じ
」
、
浪
漫
情
緒
に
安
心
立
命
し
「
形
而

上
の
心
の
慰
め
」
（
〔
二
〕
口
（
７
）
）
を
得
て
大
団
円
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
’

な
ら
、
寄
る
辺
な
い
と
思
わ
れ
る
主
観
の
側
か
ら
で
は
な
く
、
確
乎
と
し
て
抜
く
べ

か
ら
ざ
る
大
地
に
根
ざ
し
た
客
観
の
側
か
ら
保
証
さ
れ
る
実
在
意
識
こ
そ
が
不
動
と

感
じ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
の
革
命
思
想
の
血
脈
を
ひ
く
カ
ン
ト
批
判
哲
学
で
は
、

こ
の
実
在
意
識
が
底
を
す
く
わ
れ
、
今
ま
で
堅
固
に
留
ま
る
と
思
わ
れ
て
来
た
大
地

に
根
ざ
す
実
在
感
が
拠
り
所
を
失
な
い
、
逆
さ
ま
に
百
八
十
度
倒
転
し
空
無
に
宙
吊

り
に
な
る
の
で
あ
る
。
既
に
見
た
若
き
悲
劇
詩
人
ク
ラ
イ
ス
ト
の
所
謂
カ
ン
ト
危
機

（
〔
一
〕
㈲
（
4
4
）
）
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

　
　
こ
の
世
で
は
真
理
が
私
達
に
は
何
一
つ
、
全
く
何
一
つ
解
か
ら
な
い
と
云
う
思
想
が
、
…
…

　
　
こ
の
思
想
が
僕
の
魂
の
聖
殿
を
震
憾
さ
せ
た
の
で
す
。
－
僕
の
唯
一
最
高
の
目
標
は
消

　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
ｒ
　
ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

　
沈
し
て
し
ま
い
、
僕
に
は
も
は
や
何
一
つ
目
標
が
あ
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
≒
　
‐
’

ド
　
　
　
｀
　
　
　
　
　
ズ
】
八
〇
一
年
三
月
二
十
三
日
付
姉
宛
か
ブ
イ
ズ
ト
涯
簡
）
　
’
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
－

若
き
ク
ラ
イ
ス
ト
の
言
う
「
真
１
　
」
・
と
は
、
。
大
地
に
痕
ざ
し
だ
客
体
政
側
か
ら
・
「
経

験
」
’
な
り
「
直
観
」
に
よ
り
「
根
源
現
象
」
（
〔
一
。
〕
閣
（
2
0
）
）
と
し
て
掴
ん
だ
実

在
意
識
と
考
え
ら
れ
る
。
哲
人
カ
ン
ト
の
批
料
精
神
が
、
こ
の
大
地
に
根
ざ
す
天
動

説
の
如
き
実
在
感
を
木
端
微
塵
に
粉
砕
し
た
の
で
あ
る
。
勿
論
、
絶
対
空
間
・
時
間

と
か
自
然
法
則
と
考
え
ら
れ
た
因
果
律
も
、
或
る
絶
対
に
根
ざ
す
一
種
の
天
動
説
に

過
ぎ
な
い
。
現
存
意
識
が
安
逸
に
依
り
立
と
う
と
す
る
こ
の
よ
う
な
基
底
に
、
カ
ン

ト
批
判
哲
学
の
「
空
無
を
孕
む
内
面
の
飛
翔
」
が
新
た
に
厳
粛
な
絶
望
の
深
淵
を
切

り
開
き
、
空
無
へ
と
放
下
し
た
自
由
無
碍
な
る
哲
人
シ
ラ
ー
の
如
き
雄
飛
を
成
し
た

の
で
あ
る
。

　
先
程
の
親
友
ゲ
ー
テ
に
よ
る
哲
人
シ
ラ
ー
礼
讃
に
見
ら
れ
る
言
葉
「
シ
ラ
ー
は
何

事
に
も
束
縛
さ
れ
ず
、
何
事
に
も
制
約
さ
れ
ず
、
何
事
に
も
自
ら
の
思
想
の
雄
飛
を

引
摺
り
下
ろ
さ
れ
る
こ
と
は
無
い
」
（
註
（
6
5
）
）
は
、
正
に
こ
の
よ
う
な
先
哲
カ

ン
ト
革
命
思
想
の
脈
動
を
伝
え
る
理
念
追
求
（
イ
デ
ア
リ
ス
ム
ス
）
の
破
邪
顕
正
と

看
倣
さ
れ
よ
う
。
こ
の
先
達
の
意
義
を
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
的
確
に
把
え
る
。

　
　
カ
ン
ト
は
僕
た
ち
ド
イ
ツ
人
の
モ
ー
セ
で
あ
り
、
僕
た
ち
を
王
国
エ
ジ
プ
ト
風
の
弛
緩
か

　
　
ら
解
き
放
ち
、
自
由
で
孤
独
な
思
弁
哲
学
の
砂
漠
へ
と
連
れ
出
し
、
神
聖
な
山
岳
か
ら
威

　
　
力
（
エ
ネ
ル
ゲ
イ
ア
）
あ
る
立
法
（
ノ
モ
ス
）
を
下
す
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
七
九
九
年
一
月
一
日
付
弟
宛
書
簡
一
七
二
）



カ
ン
ト
批
判
哲
学
の
自
由
無
碍
な
る
思
弁
哲
学
の
砂
漠
に
は
、
「
創
造
主
の
精
神
」

や
「
そ
の
息
吹
き
」
（
註
（
殴
）
）
の
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
甘
い
泉
は
無
い
。
だ
が

正
に
そ
れ
故
に
こ
そ
、
星
辰
の
彼
方
へ
向
け
て
「
空
無
を
孕
む
内
面
の
飛
翔
」
が
公

平
無
私
な
自
由
意
志
の
証
左
た
る
「
道
徳
律
」
を
立
法
と
し
て
「
無
限
（
ウ
ン
エ
ン

ト
リ
ヒ
カ
イ
ト
）
」
に
理
念
（
イ
デ
ー
）
追
求
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
精
神
の
国
そ
の
も
の
な
す
玉
杯
よ
り
　
　
　
　
　
　
　
｛
ｎ
｝
　
　
　
・

　
八
〇
　
　
　
泡
立
ち
の
ぼ
る
Ｉ
無
限
（
ウ
ン
エ
ン
ト
リ
ヒ
カ
イ
ト
）
。

　
　
　
　
　
　
　
（
シ
ラ
ー
「
友
情
」
一
七
八
二
年
、
第
一
〇
節
、
第
七
九
句
－
第
八
〇
句
よ

　
　
　
　
　
　
　
り
「
霊
（
ゼ
ー
レ
）
」
を
「
精
神
（
ガ
イ
ス
ト
）
」
に
か
え
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル

　
　
　
　
　
　
　
「
精
神
現
象
学
」
一
八
〇
七
年
、
終
結
部
に
引
用
）

詩
人
シ
ラ
ー
の
友
ゲ
ー
テ
は
、
か
く
「
泡
立
ち
の
ぼ
る
」
哲
人
ダ
ラ
ー
の
理
念
追
求

（
イ
デ
ア
リ
ス
ム
ス
）
な
す
「
無
限
」
の
苦
闘
に
脱
帽
し
、
自
ら
を
謙
虚
に
「
王
国

エ
ジ
プ
ト
風
の
弛
緩
」
（
註
（
7
0
）
）
に
あ
る
「
対
象
（
ゲ
ー
ゲ
ン
シ
ュ
タ
ン
ト
）

の
奴
隷
（
ス
ク
ラ
ー
ヴ
エ
）
」
（
註
（
砺
）
）
と
自
認
し
、
自
己
に
は
及
び
難
い
親
友

シ
ラ
ー
の
雄
姿
を
敬
愛
を
こ
め
て
回
顧
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
他
方
、
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
（
一
八
〇
〇
年
―
○
一
年
）
で
ヘ
ル
ダ
ー

リ
ン
は
、
既
に
ビ
フ
ー
の
遺
言
を
執
行
す
べ
く
、
こ
の
カ
ン
ト
学
徒
の
自
由
無
碍
な

る
思
想
の
雄
飛
を
追
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
か
っ
ま
た
胸
中
に
心
魂
を
秘
し
て
も
無
駄
な
の
だ
。
無
駄
に
過
ぎ
ぬ
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
覇
気
を
な
お
私
達
が
抑
え
よ
う
と
も
、
（
先
哲
カ
ン
ト
ー
シ
ラ
ー
の
如
き
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
師
範
に
し
て
も
（
私
の
よ
う
な
）
若
輩
に
し
て
も
、
す
な
わ
ち
誰
が

　
　
　
　
　
　
ぞ
れ
を
妨
げ
得
よ
う
、
ま
た
誰
が
私
達
に
歓
喜
を
禁
じ
得
よ
う
か
？

　
四
〇
　
　
　
　
神
々
し
い
焔
も
ま
た
昼
と
な
く
夜
と
な
く

　
　
　
　
　
　
破
邪
せ
ん
と
迫
る
　
０
来
た
れ
、
顕
正
せ
ん
た
め
、

　
　
　
　
　
　
　
久
遠
の
彼
方
ま
で
も
自
然
を
求
め
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
三
節
、
第
三
七
句
―
第
四
二
句
）

三
九

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

「
心
魂
（
ヘ
ル
ツ
）
」
（
第
三
七
句
）
か
ら
「
覇
気
（
ム
ー
ト
）
」
（
第
三
八
句
）
を
以

て
溢
れ
出
ず
る
「
歓
喜
（
フ
ロ
イ
デ
）
」
（
第
三
九
句
）
を
歌
う
止
み
難
い
詩
節
の
躍

動
は
、
思
わ
ず
先
師
シ
ラ
ー
の
気
高
い
讃
歌
「
歓
喜
（
フ
ロ
イ
デ
）
に
寄
す
」
（
〔
二

面
（
5
3
）
に
第
三
節
既
出
）
の
基
調
を
伝
え
る
。

　
、
歓
喜
よ
、
美
し
い
神
々
の
火
花
よ
、

　
　
　
至
福
の
島
エ
ー
リ
ュ
シ
オ
ン
の
娘
よ
、

私
達
は
焔
に
酔
い

　
天
上
の
娘
た
る

回

｀る
の
だ
、

汝
の
聖
殿
へ
と
。

　
　
（
「
歓
喜
に
寄
す
」
第
一
節
、
第
一
句
－
第
四
句
）

既
に
述
べ
た
よ
う
に
「
自
然
と
神
」
〔
二
〕
剛
）
を
高
次
の
「
調
和
的
対
立
」
〔
二
〕

剛
（
5
2
・
’
）
）
に
お
い
て
歌
い
あ
げ
た
、
厳
し
い
倫
理
（
エ
ー
ト
ス
）
意
識
に
支
え
ら

れ
た
美
し
い
情
熱
（
パ
ト
ス
）
の
詩
歌
象
徴
の
調
べ
に
お
い
て
、
思
想
詩
「
パ
ン
と

ぶ
ど
う
酒
」
は
讃
歌
「
歓
喜
に
寄
す
」
に
倣
う
。
だ
が
し
か
し
、
先
師
の
志
を
継
ぐ

在
り
方
は
こ
の
場
合
、
あ
た
か
も
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
第
九
交
響
曲
（
一
八
二
二
年
－

二
四
年
）
の
「
合
唱
」
を
踏
ま
え
た
後
世
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
第
一
交
響
曲
（
一
八
五
五

年
－
六
二
年
）
の
如
く
、
師
範
の
理
念
を
一
層
と
重
厚
に
調
律
し
直
し
、
先
人
の
直

情
径
行
の
韻
律
ト
ロ
カ
イ
オ
ス
（
強
弱
格
）
詩
節
を
、
二
様
の
韻
律
ダ
ク
テ
ュ
ロ
ス

（
強
弱
弱
格
）
と
ス
ポ
ン
デ
イ
オ
ン
ス
（
強
強
格
）
と
の
基
音
が
巧
み
に
織
り
成
す

ヘ
ク
サ
メ
ト
ロ
ン
（
六
歩
格
）
と
ペ
ン
タ
メ
ト
ロ
ン
‘
（
五
歩
格
）
の
対
句
（
デ
ィ
ス

テ
ィ
コ
ン
）
に
仕
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
引
用
に
あ
る
思
想
詩
「
パ
ン
、
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
三
節
の
詩
想
が
目
指

す
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
（
第
四
節
、
第
五
五
句
）
へ
の
旅
立
ち
は
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
当
時
ゲ
ー
テ
の
よ
う
な
門
閥
に
の
み
許
さ
れ
た
経
費
の
嵩
む
特
権
化
さ
れ

た
外
国
旅
行
と
は
相
当
に
趣
き
を
異
に
し
た
、
む
し
乙
熟
慮
と
思
索
の
詩
歌
象
徴
の

調
べ
が
織
り
な
す
西
欧
意
識
の
内
面
の
歴
史
へ
め
旅
に
他
な
ら
な
い
。
実
に
詩
想
の

語
勢
な
す
「
覇
気
（
ム
ト
ド
）
」
（
第
三
八
句
）
が
、
。
自
己
の
外
な
る
外
国
世
界
に
刺

激
を
求
め
る
観
光
旅
行
者
の
異
国
趣
味
な
す
浪
漫
情
緒
を
「
破
邪
ぜ
ん
と
迫
る
」



四
〇
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
三
巻
　
人
文
科
学

（
第
四
一
句
）
の
で
あ
る
。

　
　
破
邪
せ
ん
と
迫
る
。
来
た
れ
、
顕
正
せ
ん
た
め
、

　
　
　
久
遠
の
彼
方
ま
で
も
自
然
を
求
め
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
三
節
、
第
四
一
句
－
第
四
二
句
）

こ
の
内
面
へ
の
旅
へ
と
自
己
意
識
を
深
沈
す
べ
き
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
は
、
ま
ず
先
哲

カ
ン
ト
ー
シ
’
ラ
ー
の
批
判
精
神
。
（
〔
「
」
囲
）
に
よ
り
「
様
々
な
対
象
の
奴
隷
」

（
註
（
6
5
）
）
か
ら
自
由
無
碍
へ
・
と
解
放
さ
れ
、
≒
真
摯
な
る
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」

へ
の
問
い
か
け
へ
と
。
一
意
専
心
に
只
管
と
沈
潜
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
で

ヽ
こ
の
‘
た
め
に
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
贋
」
』
目
頭
で
は
、
慎
ま
し
て
も
謹
厳
な
自

己
探
求
に
相
応
し
い
場
を
と
も
す
密
や
か
な
’
「
燈
火
の
光
明
（
エ
ア
ロ
イ
ピ
ト
’
ウ
ン

　
　
　
１
　
４
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
″
・

グ
）
」
ヽ
が
ま
ず
歌
い
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
∇
　
　
　
　
　
‘

　
　
静
か
に
安
ら
う
都
市
・
ひ
そ
や
か
に
街
路
に
眼
勅
（
エ
ア
ロ
イ
ヒ
ト
ゥ
ン
グ
ｙ
が
と
も
I
'
Ｓ
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
一
節
、
第
一
句
）

夕
暮
の
黄
昏
に
遍
ね
く
憩
う
都
市
の
只
中
で
、
詩
想
が
心
を
寵
め
て
眼
差
を
落
と

す
の
は
、
「
大
路
（
シ
ュ
ト
ラ
ー
セ
）
」
な
ら
ぬ
「
街
路
（
ガ
ッ
セ
）
」
で
あ
り
、

し
か
も
こ
の
街
路
の
町
角
で
密
や
か
に
点
る
１
　
辺
の
燈
火
の
光
明
（
エ
ア
ロ
イ
ヒ
ト
ゥ

ン
グ
）
で
あ
る
。
静
謐
の
内
奥
か
ら
親
密
に
慎
ま
し
く
立
ち
現
わ
れ
る
こ
の
謹
し
み

あ
る
厳
か
な
光
明
（
エ
″
ロ
イ
ヒ
ト
ゥ
ン
グ
）
の
下
で
古
典
古
代
へ
の
厳
粛
に
し
て

真
剣
な
問
が
立
て
ら
れ
、
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
に
固
有
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア

論
が
、
次
第
に
悠
然
と
生
育
す
る
自
然
の
躍
動
さ
な
が
ら
に
力
強
く
自
己
展
開
し
て

来
る
の
で
あ
る
。

　
究
竟
に
お
い
て
は
神
人
キ
リ
ス
ト
像
を
も
歌
い
あ
げ
る
べ
き
こ
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア

論
の
道
標
な
す
先
師
シ
ラ
ー
の
遺
言
は
、
古
典
芸
術
の
崇
高
美
に
適
い
、
詩
人
シ
ラ
ー

の
友
ケ
ル
ナ
ー
の
諭
言
「
キ
リ
ス
ト
者
の
繊
細
な
精
神
」
（
〔
こ
剛
（
5
1
）
）
に
も

誠
意
も
て
応
え
ら
る
べ
き
時
空
を
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
心
意
識
の
深
み
に
開
く
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
い
く
ら
資
産
を
投
入
し
て
考
古
学
の
発
掘
を
し
た
と
て

無
駄
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
無
い
し
、
外
国
遍
歴
を
し
て
新
奇
な
体
験
を
創
作
に

　
盛
っ
た
と
こ
ろ
で
徒
労
に
終
わ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
故
に
哲
人
シ
ラ
ー
は

　
親
友
ゲ
ー
テ
に
向
か
い
心
を
寵
め
て
忠
告
し
、
至
難
な
る
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
へ
の
郎

　
面
の
旅
へ
と
誘
な
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
さ
て
、
あ
な
た
は
ド
イ
ツ
人
と
し
て
生
ま
れ
、
あ
な
た
の
ギ
リ
シ
ア
精
神
が
北
欧
ド
イ
ツ

　
　
　
の
創
造
に
投
げ
こ
ま
れ
ま
し
た
。
か
く
な
る
上
は
、
あ
な
た
に
残
さ
れ
た
選
択
は
次
の
他

　
　
　
に
。
ぱ
あ
り
ま
せ
ん
、
つ
ま
り
自
ら
北
欧
芸
術
家
と
な
る
か
、
或
い
は
現
実
が
恵
ま
な
い
も

　
　
　
’
の
を
思
索
力
を
頼
み
と
し
て
想
像
力
に
補
い
、
言
わ
ば
内
面
が
ら
理
知
に
適
う
道
を
歩
み
、

　
　
　
ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゛
‘
　
｀
一
　
　
　
　
一
　
ｊ
　
　
　
　
　
ｌ
　
ｌ

　
　
　
｝
つ
の
、
ギ
リ
シ
ア
を
誕
生
さ
せ
る
か
の
ど
ち
ら
か
な
の
乙
仰
。
　
ン
ー
　
　
ド
　
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
（
↓
七
九
四
年
八
月
二
十
三
日
付
ゲ
１
　
テ
宛
書
簡
）
　
。

　
結
局
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
に
お
い
て
、
古
典
ギ
リ
シ
ア
へ
０
　
憧
憬
に
焦
が
れ
浪
漫
９
　
緒

’
　
ｉ
　
　
　
　
－
Ｊ
　
Ｉ
　
　
　
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
　
　
　
’
　
。
　
ｌ
　
　
　
ｃ

　
の
疾
風
怒
濤
を
滅
却
で
き
な
い
主
人
公
フ
ァ
ウ
ス
ト
と
、
北
欧
の
暗
い
風
土
な
ら
で

　
は
の
見
事
な
悪
魔
造
形
メ
フ
ィ
ス
ト
ー
フ
ェ
レ
ス
と
の
二
律
背
反
の
矛
盾
相
克
を
、

　
外
側
か
ら
な
る
絶
対
者
「
主
な
る
機
械
仕
掛
け
の
親
爺
神
」
（
〔
二
〕
閤
（
８
）
）
と

　
か
「
永
遠
の
女
性
」
（
〔
二
〕
閣
（
1
2
）
）
に
よ
り
一
件
落
着
の
大
団
円
を
迎
え
る
こ

　
と
な
く
、
む
し
ろ
自
ら
な
る
自
然
の
高
次
な
る
宥
和
（
フ
ェ
ア
ゼ
ー
ヌ
ン
グ
）
へ
と

　
成
熟
さ
せ
る
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
詩
人
ゲ
ー
テ
の
場
合
、
詰
ま
る
と
こ
ろ
哲
人
シ

　
ラ
ー
の
忠
告
に
あ
る
一
方
の
選
択
「
自
ら
北
欧
芸
術
家
と
な
る
」
方
面
を
取
っ
た
と

　
す
れ
ば
、
畢
竟
の
大
作
「
フ
″
ウ
ス
ト
」
の
面
目
は
十
分
に
保
た
れ
た
と
見
る
こ
と

　
が
で
き
よ
う
。

　
　
だ
が
し
か
し
な
が
ら
、
哲
人
シ
ラ
ー
の
言
う
他
方
の
選
択
に
あ
る
「
現
実
が
恵
ま

　
な
い
も
の
を
思
索
力
を
頼
み
と
し
て
想
像
力
に
補
い
、
言
わ
ば
内
面
か
ら
理
知
に
適

　
う
道
を
歩
み
、
一
つ
の
ギ
リ
シ
ア
を
誕
生
さ
せ
る
」
こ
と
は
、
「
対
象
の
奴
隷
」

　
（
註
（
6
5
）
）
と
自
認
す
る
ゲ
ー
テ
に
は
荷
の
重
過
ぎ
た
内
面
の
道
で
あ
っ
た
と
考

　
え
ら
れ
る
。
実
は
、
詩
人
シ
ラ
ー
自
身
も
、
抒
情
思
想
詩
の
調
べ
に
お
け
る
こ
の
道

　
で
は
中
途
で
課
題
を
放
棄
し
て
し
ま
っ
た
・
の
で
あ
る
。
だ
が
「
幾
重
も
の
気
配
り
に



よ
り
無
力
と
」
（
註
（
6
5
）
）
な
る
こ
と
な
く
、
「
何
か
偉
大
な
本
性
に
在
る
は
ず

の
も
の
を
自
由
無
碍
に
表
現
」
（
註
（
6
5
）
）
す
る
仕
事
は
後
世
に
委
ね
ら
れ
、

「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
風
明
朗
性
」
（
〔
二
国
（
３
）
）
の
牧
歌
情
緒
に
解
消
す
る

こ
と
な
く
、
’
「
陰
惨
な
る
深
淵
か
ら
萌
え
る
ア
ポ
ロ
ド
ン
文
化
の
精
華
」
た
る
「
古

典
ギ
リ
シ
ア
人
の
あ
の
壮
麗
な
叫
が
」
（
〔
一
〕
国
（
２
）
）
を
求
め
、
「
言
わ
ば
内

面
か
ら
理
知
に
適
う
道
を
歩
み
、
一
つ
の
ギ
リ
シ
ア
を
誕
生
さ
せ
る
」
（
註
（
・
6
5
）
）

べ
く
難
問
が
詩
人
シ
ラ
ー
の
遺
言
と
し
て
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
－
そ
れ
に
ド
イ
ツ
の
詩
歌
（
ゲ
ザ
ン
グ
）
は
従
句

　
　
　
　
　
　
　
（
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
「
パ
ト
モ
ス
」
初
稿
、
第
十
五
節
、
第
二
二
六
句
）

果
し
て
、
詩
人
シ
ラ
ー
の
親
友
ケ
ル
ナ
ー
の
諭
言
「
キ
リ
ス
ト
者
の
繊
細
な
精
神
」

は
ど
の
よ
う
な
道
を
辿
り
、
誠
意
も
て
応
え
ら
れ
得
る
の
か
。
以
下
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン

の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
「
至
福
な
る
ギ
。
リ
シ
ア
」
へ
と
眼
差
を
向
け
な
が
ら
、
こ
の
難

問
が
深
沈
す
る
万
古
碧
潭
の
淵
へ
と
次
第
に
ゆ
っ
く
り
と
降
り
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ

四

－

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

〔
二
〕
　
古
典
ギ
リ
シ
ア
と
キ
リ
ス
ト
教
西
欧

西
欧
は
常
に
こ
の
真
昼
と
真
夜
中
と
の
間
の
闘
争
を
繰
り
返
し
て
来
た
。
西
欧
が
堕
落
し

た
の
は
、
夜
で
昼
を
陰
蔽
し
て
、
こ
の
闘
争
を
空
漠
化
さ
せ
だ
か
ら
で
あ
る
。
…
…
西
欧

の
夜
の
只
中
で
ヽ
日
輪
に
輝
く
思
想
が
曙
光
を
待
ち
望
ん
で
い
が
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
ミ
ュ
「
真
昼
の
思
想
」
）

　
古
典
ギ
リ
シ
ア
と
キ
リ
ス
ト
教
西
欧
の
二
律
背
反
す
る
矛
盾
対
立
は
、
今
日
の
ギ

リ
シ
ア
に
お
い
て
眼
の
当
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
洋
の
東
西
か
ら
夥
し
い
数
な
し

て
、
崇
高
な
古
典
美
の
殿
堂
へ
と
巡
礼
が
古
代
遺
跡
を
訪
れ
る
。
だ
が
こ
の
遺
跡
は

今
日
の
ギ
リ
シ
ア
の
習
俗
と
無
縁
で
あ
り
、
古
代
オ
リ
ュ
ム
ピ
ア
の
神
宛
は
出
雲
大

社
の
よ
う
な
民
族
信
仰
の
素
朴
な
巡
礼
地
で
は
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
造
形
芸
術
の
美
を

忌
避
す
る
「
聖
書
」
の
「
ね
た
む
神
」
が
荒
れ
進
ぶ
イ
ス
ラ
エ
ル
の
砂
漠
か
ら
西
欧

古
典
古
代
へ
と
蒙
古
人
の
如
く
襲
来
し
民
族
信
仰
を
根
絶
し
に
し
た
か
ら
で
、
詩
人

シ
ラ
ー
が
巧
み
に
も
「
神
聖
な
る
野
蛮
人
」
と
言
い
中
て
た
淵
源
が
こ
こ
に
あ
る
。

今
日
ギ
リ
シ
ア
の
習
俗
は
も
は
や
、
優
美
に
し
て
尊
厳
な
る
古
典
美
の
神
話
世
界
と

絶
縁
し
た
「
ね
た
む
神
」
の
君
臨
す
る
キ
リ
ス
ト
教
会
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
古
典

古
代
の
神
域
は
言
わ
ば
「
生
け
る
屍
」
と
し
て
考
古
学
博
物
館
の
様
相
を
呈
し
て
い

る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
現
状
を
憂
慮
し
て
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」

に
着
目
す
る
と
、
一
見
こ
れ
が
今
は
亡
き
古
代
ギ
リ
シ
ア
ヘ
の
憧
憬
な
す
浪
漫
情
緒

の
疾
風
怒
濤
と
映
る
。
確
か
に
、
思
想
詩
に
お
け
る
詩
歌
象
徴
の
躍
動
に
は
止
み
難

く
生
育
す
る
形
成
が
読
み
取
れ
る
の
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
が
実
は

「
濃
密
な
る
造
形
の
結
晶
」
（
ニ
ー
チ
エ
）
と
し
て
「
畏
怖
と
荘
厳
（
シ
ュ
レ
ッ
ク

リ
ヒ
ー
フ
ァ
イ
ア
ー
リ
ヒ
）
な
る
形
式
」
（
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
）
に
高
ま
っ
て
い
る
現

実
を
看
過
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
此
所
で
は
「
感
情
が
全
て
な
の
だ
」
（
ゲ
１
　



四
二

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
三
巻
　
人
文
科
学

テ
）
で
は
な
く
、
「
あ
の
古
代
芸
術
作
品
の
確
実
で
徹
頭
徹
尾
明
確
で
熟
慮
さ
れ
た

歩
み
」
が
激
情
（
パ
ト
ス
）
の
狂
気
の
中
の
正
気
（
ロ
ゴ
ス
）
と
し
て
詩
想
の
髄
を

成
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
精
髄
か
ら
畏
怖
と
荘
厳
（
テ
ィ
ノ
ス
）
な
る
悲
劇

の
誕
生
が
見
性
さ
れ
る
。
本
論
は
古
典
ギ
リ
シ
ア
詩
歌
の
白
眉
な
す
こ
の
「
畏
怖
と

荘
厳
な
る
形
式
」
に
輝
く
崇
高
美
へ
と
眼
差
を
向
け
、
ま
ず
第
一
に
悲
劇
神
話
の
雄

オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
に
見
い
出
さ
れ
る
「
至
高
の
畏
怖
と
荘
厳
（
デ
イ
ノ
タ
ト
ス
）
な

る
苦
悩
（
パ
手
ス
）
」
（
ソ
ポ
ク
レ
ー
ス
「
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
王
」
）
に
、
更
に
叙
事

詩
の
雄
篇
「
イ
．
Ｉ
リ
ア
ス
」
に
顕
現
す
る
ポ
イ
ボ
’
ス
神
ア
ポ
ロ
ー
ン
の
「
白
銀
の
弓
’

か
ら
轟
く
畏
怖
と
荘
厳
（
テ
ィ
ノ
ス
）
‘
な
る
反
響
」
と
か
バ
ラ
ス
女
神
ア
デ
ー
ネ
ー

の
「
熾
烈
に
燦
め
く
畏
怖
七
荘
厳
（
テ
ィ
ノ
ス
）
な
る
両
眼
」
に
留
意
し
、
こ
の

「
自
然
の
真
性
（
ナ
ト
ゥ
ー
ア
ー
ヴ
″
‐
ル
ハ
イ
ト
）
」
か
ら
古
典
美
を
見
据
え
る
。
。

　
こ
の
「
畏
怖
と
荘
厳
」
な
る
崇
高
美
に
し
て
始
め
て
、
・
「
生
け
る
自
然
（
ナ
ー

ト
ゥ
ー
ラ
ー
ナ
ー
ト
ゥ
ま
フ
ン
ス
）
が
今
や
甲
冑
の
響
き
と
と
も
に
目
覚
め
、
　
し
て

崇
高
な
る
神
気
ア
イ
テ
ー
ル
か
ら
、
基
底
な
す
深
淵
（
ア
プ
グ
ル
ン
ト
）
に
至
る
ま

で
水
底
深
く
、
古
典
古
代
の
如
き
堅
固
な
る
立
法
（
ノ
モ
ス
）
に
則
り
、
神
聖
な
る

混
沌
（
カ
オ
ス
）
か
ら
誕
生
し
、
新
た
な
る
霊
感
を
自
ら
、
万
有
を
生
み
出
だ
す
自
然

が
再
び
掴
む
」
と
言
え
る
。
こ
の
時
空
に
し
て
始
め
て
「
ポ
イ
ボ
ス
神
ア
ポ
ロ
ー
ン

に
撃
た
れ
た
」
（
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
）
と
言
明
し
得
る
「
自
然
の
真
性
」
が
燃
え
上
が

り
、
現
存
全
体
が
飾
ら
ぬ
偽
り
な
き
本
性
を
破
邪
顕
正
す
る
の
で
あ
る
。
も
は
や
古

典
ギ
リ
シ
ア
芸
術
の
崇
高
美
は
、
単
に
「
高
貴
な
る
単
純
と
静
か
な
偉
大
」
（
ヴ
ィ

ン
ケ
ル
マ
ン
）
な
す
「
形
而
上
の
心
の
慰
め
」
に
一
件
落
着
し
た
大
団
円
を
迎
え
ず
、

謹
厳
に
し
て
敬
虔
（
ピ
エ
タ
ー
ス
）
な
る
祈
り
の
深
淵
（
グ
ラ
ウ
ベ
ン
ス
ー
ア
プ
グ

ル
ン
ト
ー
テ
ィ
ー
フ
エ
）
か
ら
掴
み
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
祈
り
（
レ
リ
ギ
オ
ー
）
の
淵
な
す
万
古
碧
潭
の
「
絶
望
」
に
お
い
て
待
ち
望

む
「
希
望
（
エ
ル
ビ
ス
）
に
よ
り
生
命
を
得
て
い
る
」
（
パ
ウ
ロ
）
の
で
あ
り
、
究
竟

涅
槃
な
す
神
人
キ
リ
ス
ト
像
も
こ
の
基
調
（
グ
ル
ン
ト
ー
ト
ー
ン
）
に
お
い
て
始
め

て
詩
歌
象
徴
の
調
べ
と
成
り
、
「
機
械
仕
掛
け
の
親
爺
神
」
（
「
フ
″
ウ
ス
ト
」
）
の

心
垢
を
削
ぎ
取
る
。
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
で
は
、
こ
の
神
人
キ
リ
ス
ト
像

が
内
容
上
Ｇ
「
中
間
休
止
（
カ
ェ
ス
ー
ラ
）
」
と
し
て
、
，
あ
た
か
も
古
典
悲
劇
に
お

け
る
「
運
命
（
モ
イ
ラ
）
の
歩
み
の
只
中
へ
と
踏
み
込
ん
で
来
る
盲
目
の
予
百
者
テ

イ
レ
シ
ア
ー
ス
の
発
言
」
（
「
オ
イ
デ
ィ
ー
プ
ス
ヘ
の
註
解
」
）
の
如
く
無
明
の
神
言

（
ロ
ゴ
ス
）
の
零
点
を
成
し
、
作
品
全
体
に
「
平
衡
（
グ
ラ
イ
ヒ
ー
ゲ
ヴ
ィ
ヒ
ト
）
」

を
獲
さ
せ
ん
と
し
て
、
詩
想
の
讃
歌
燃
焼
が
「
最
高
潮
」
に
達
す
る
「
偉
大
な
る
運

命
（
モ
イ
ラ
）
」
に
立
ち
開
か
る
。
か
く
し
て
、
「
Ｔ
つ
の
感
性
体
系
で
あ
る
人
間

存
在
全
体
が
白
一
然
の
威
力
（
エ
レ
メ
ｙ
と
切
影
響
下
で
巨
己
展
開
」
ン
「
注
解
」
）

　
　
田
　
民
族
の
神
々
と
世
界
宗
教

　
一
九
八
二
年
夏
八
月
下
旬
に
古
都
ア
テ
ー
ナ
イ
に
滞
在
し
た
折
、
私
は
実
に
夥
し

い
数
の
観
先
客
が
わ
が
国
を
も
含
む
洋
の
東
西
か
ら
古
典
ギ
リ
シ
ア
建
築
の
殿
堂
パ

ル
テ
ノ
ー
ン
神
殿
へ
と
連
日
列
を
な
し
て
訪
れ
る
の
に
驚
嘆
し
た
。
実
に
多
種
多
様

な
民
族
が
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
中
近
東
に
至
る
ま
で
西
欧
文
化
圏
外
の
諸
地
域
か
ら

も
、
こ
の
ア
テ
ー
ネ
ー
女
神
の
聖
殿
ア
テ
ネ
ー
ウ
ム
ヘ
と
詰
め
か
け
る
。
仏
教
徒
に

せ
よ
、
回
教
徒
に
せ
よ
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
を
奉
ず
る
古
代
の
習
得
と
は
無
縁

の
衆
生
を
Ｉ
私
達
に
せ
よ
、
今
日
の
ド
イ
ツ
人
に
せ
よ
、
今
日
の
ギ
リ
シ
ア
人
に

せ
よ
、
万
人
を
牽
き
つ
け
る
こ
の
古
代
神
殿
の
魅
力
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
西

欧
古
典
特
有
の
崇
高
美
な
の
で
あ
り
、
こ
の
優
美
と
尊
厳
な
る
美
の
殿
堂
を
目
指
し
、

東
洋
か
ら
も
西
洋
か
ら
も
旅
の
巡
礼
者
た
ち
が
例
年
飽
き
る
こ
と
な
く
次
か
ら
次
へ

と
到
来
す
る
。
古
典
ギ
リ
シ
ア
文
化
に
親
し
む
私
も
そ
の
一
人
と
し
て
、
哲
学
の
雄

ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
を
想
い
起
こ
し
つ
つ
、
神
殿
へ
と
至
る
白
い
大
理
石
の
階
段
を
感

無
量
で
登
り
詰
め
た
。
恐
ら
く
悲
劇
詩
人
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
や
ソ
ポ
ク
レ
ー
ス
も
思



索
し
な
が
ら
ア
テ
ー
ナ
イ
市
民
と
し
て
こ
の
道
を
辿
っ
た
に
違
い
な
い
と
物
思
い
に

耽
り
つ
つ
私
も
、
イ
タ
リ
ア
の
印
象
深
い
中
世
都
市
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
や
ヴ
ェ
ネ
ー
ツ
ィ

ア
を
さ
え
忘
れ
さ
せ
る
古
典
美
の
至
聖
所
パ
ル
テ
ノ
ー
ン
神
殿
へ
と
、
詩
人
シ
ラ
ー

の
讃
歌
「
歓
喜
に
寄
す
」
（
〔
一
〕
剛
（
３
）
）
を
内
耳
で
「
第
九
交
響
曲
」
（
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
）
の
旋
律
と
と
も
に
静
聴
し
な
が
ら
何
度
も
歩
を
進
め
た
。
数
度
な
ら

ず
十
度
、
二
十
度
と
。

　
こ
の
古
典
美
へ
の
巡
礼
の
折
に
私
は
、
神
殿
の
北
麓
に
異
様
な
建
物
を
見
い
出
し

た
。
興
味
深
い
こ
と
に
土
地
の
人
は
、
パ
ル
テ
ノ
ー
ン
神
殿
同
様
に
、
こ
の
中
世
の

建
築
物
（
十
一
世
紀
初
期
）
を
も
「
ナ
オ
ス
（
聖
所
）
」
と
呼
ん
で
い
る
。
だ
が
し

か
し
古
典
美
へ
の
巡
礼
を
牽
き
つ
け
る
に
は
、
こ
の
聖
所
（
ナ
オ
ス
）
は
あ
ま
り
に

魅
力
に
乏
し
い
。
そ
も
そ
も
優
美
と
尊
厳
か
ら
は
程
遠
く
、
そ
れ
は
あ
た
か
も
茄
で

蛸
の
如
き
姿
で
、
ぶ
つ
ぶ
つ
し
た
吸
盤
ま
が
い
の
薄
赤
味
が
か
っ
た
石
を
継
ぎ
合
わ

せ
た
外
観
を
呈
し
て
お
り
、
古
典
古
代
の
広
場
（
ア
ゴ
ラ
）
の
北
西
の
小
高
い
丘
に

聳
え
る
ヘ
ー
パ
イ
ス
ト
ス
神
殿
と
、
ヽ
ア
テ
ー
ネ
ー
女
神
バ
ラ
ス
の
神
殿
ア
テ
ネ
ー
ウ

ム
と
を
結
ぶ
直
線
の
ほ
ぼ
中
点
に
位
置
し
、
上
は
女
神
の
神
殿
か
ら
見
下
さ
れ
、
下

は
近
年
日
進
月
歩
の
勢
い
で
復
元
さ
れ
つ
つ
あ
る
古
代
ア
ゴ
ラ
（
広
場
）
の
威
容
に

圧
倒
さ
れ
て
見
る
影
も
無
い
。
だ
が
異
彩
を
放
つ
こ
の
中
世
キ
リ
ス
ト
教
の
遺
物
は

取
り
壊
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
古
代
ア
ゴ
ラ
の
片
隅
に
小
さ
く
な
っ
て
残
存
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
実
は
今
日
の
近
代
ギ
リ
シ
ア
習
俗
は
、
む
し
ろ
こ
の
ギ
リ

シ
ア
正
教
の
聖
ア
ポ
ス
ト
リ
（
使
徒
）
教
会
に
結
び
つ
い
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
今

日
の
ギ
リ
シ
ア
人
の
冠
婚
葬
祭
に
は
も
は
や
ア
テ
ー
ネ
ー
女
神
も
ポ
イ
ボ
ス
神
ア
ポ

ロ
ー
ン
も
何
ら
関
与
せ
ず
、
唯
一
者
な
る
正
教
会
の
神
人
キ
リ
ス
ト
の
み
が
宗
教
界

に
君
臨
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
今
日
の
ギ
リ
シ
ア
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
顕
著
な
例
を
と
る
民
族
固
有
の
神
々
と

世
界
宗
教
と
の
確
執
は
、
一
種
の
神
仏
分
離
思
想
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
私

達
の
歴
史
で
は
近
世
明
治
帝
国
に
お
け
る
非
寛
容
な
排
仏
毀
釈
に
お
い
て
確
か
に
こ

の
類
例
は
あ
る
。
だ
が
こ
の
画
一
。
化
は
私
達
の
国
の
歴
史
で
は
例
外
的
な
ぞ
気
沙
汰

四
三

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

に
過
ぎ
な
い
。
古
代
以
来
、
仏
教
思
想
は
わ
が
国
の
神
々
へ
の
民
族
信
仰
を
根
絶
や

し
に
し
な
か
っ
た
し
、
む
し
ろ
神
仏
混
淆
と
さ
え
言
え
る
程
お
互
い
に
強
く
影
響
し

合
う
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
睨
み
合
い
弾
圧
し
合
う
こ
と
は
少
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
例
え
ば
、
今
日
通
例
に
見
ら
れ
る
冬
正
月
の
神
社
へ
の
初
詣
で
と
。
夏
八
月
の

孟
蘭
盆
に
代
表
さ
れ
る
習
俗
は
、
神
仏
の
二
律
背
反
や
矛
盾
相
克
を
意
味
し
な
い
で

あ
ろ
う
。
正
に
こ
の
よ
う
な
温
和
な
宗
教
風
土
に
育
つ
私
達
に
は
、
今
日
の
ギ
リ
シ

ア
宗
教
が
大
変
由
々
し
く
映
る
。
だ
が
し
か
し
こ
の
由
々
し
い
現
状
こ
そ
が
正
に
今

日
の
近
代
西
欧
に
お
け
る
宗
教
的
現
実
の
縮
図
と
看
傲
せ
る
の
で
あ
る
。

　
既
に
見
た
古
都
ア
テ
ー
ナ
イ
か
ら
離
れ
、
ペ
ロ
ポ
ネ
ー
ソ
ス
半
島
の
田
野
の
中
に
、

古
代
競
技
場
と
し
て
名
高
い
オ
リ
ュ
ム
ピ
ア
を
訪
れ
る
と
、
こ
こ
が
確
か
に
白
砂
の

大
理
石
の
塵
に
ま
み
れ
た
古
都
ア
テ
ー
ナ
イ
と
は
趣
き
を
異
に
し
て
、
自
然
の
林
宛

の
中
に
位
置
し
て
い
る
の
で
思
わ
ず
伊
勢
神
宮
を
想
い
起
こ
さ
せ
る
。
だ
が
し
か
し
、

此
所
は
考
古
学
者
の
興
味
を
そ
そ
る
廃
虚
が
林
宛
の
只
中
に
広
が
り
、
折
れ
た
石
材

が
死
体
の
よ
う
に
ご
ろ
ご
ろ
転
が
る
凄
ま
じ
さ
を
示
し
て
い
る
。

　
　
國
破
山
河
在
城
春
草
木
深

廃
虚
遺
嚇
の
残
影
の
み
な
ら
、
さ
程
驚
く
に
は
値
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
よ

り
深
刻
な
問
題
は
、
古
典
古
代
の
神
々
の
風
土
と
、
今
日
の
キ
リ
ス
ト
教
ギ
リ
シ
ア

習
俗
の
間
に
何
ら
対
話
な
き
断
絶
の
み
が
在
る
点
て
あ
る
。
つ
ま
り
、
伊
勢
神
宮
を

な
い
。
た
だ
考
古
学
資
料
の
陳
列
館
が
立
派
に
建
立
さ
れ
、
古
典
古
代
を
固
定
化
し

て
記
述
す
る
死
せ
る
意
識
の
墓
所
が
顎
を
開
く
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
…
…
轟
然
と
武
具
甲
冑
が
も
は
や
響
か
ず
、

　
　
オ
リ
ュ
ム
ピ
ア
で
は
戦
闘
競
技
の
黄
金
馬
車
も
、
も
は
や
疾
駆
し
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
’
（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
六
節
、
第
一
〇
〇
句
－
第
一
〇
一
句
）

古
典
ギ
リ
シ
ア
と
キ
リ
ス
ト
教
西
欧
と
の
間
に
生
け
る
絆
を
求
め
、
こ
の
よ
う
に
悲



四
四
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
三
巻
　
人
文
科
学

壮
に
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
歌
い
上
げ
る
。
と
こ
ろ
が
、
風
土
に
根
ざ
し
た
民
族
の
神
々

と
自
然
に
結
び
つ
い
た
習
俗
を
、
今
日
の
ギ
リ
シ
ア
に
見
い
出
す
の
は
難
い
。
す
な

わ
ち
異
教
を
排
斥
す
る
中
世
キ
リ
ス
ト
教
の
専
制
は
、
こ
れ
程
ま
で
に
甚
だ
し
か
っ

た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
古
典
古
代
は
今
日
の
ギ
リ
シ
ア
に
お
い
て
、
生
け
る
死
屍

と
し
て
残
存
す
る
の
み
で
あ
る
。

　
今
日
の
古
典
美
へ
の
巡
礼
が
如
実
に
物
語
る
よ
う
に
、
古
典
ギ
リ
シ
ア
文
化
の
威

光
に
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。
こ
の
威
容
を
粉
砕
す
る
の
に
、
人
性
の
自
然
に
・

根
ざ
し
た
方
法
で
は
恐
ら
ぐ
他
の
文
化
は
古
典
ギ
リ
シ
ア
に
ど
て
布
太
刀
打
ち
で
き

な
い
で
ヽ
あ
ろ
う
。
。
故
に
ギ
リ
シ
ア
正
教
が
古
臭
美
の
神
々
に
・
勝
利
を
収
め
る
に
ば
、
‘

相
当
不
自
然
で
風
土
の
師
然
に
反
す
る
道
が
択
ば
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
・
実
際
ポ
イ
。

ボ
ス
。
神
ア
ポ
。
ロ
ー
ン
に
象
徴
さ
れ
る
古
典
造
形
の
視
覚
美
に
逆
ら
い
、
・
今
Ｂ
の
ギ
リ
’

シ
ア
正
教
会
の
儀
式
で
は
、
中
近
東
の
回
教
徒
の
礼
拝
に
似
て
聖
像
に
直
接
接
吻
す

る
触
覚
の
文
化
と
、
強
い
香
を
聖
堂
内
に
振
り
播
く
嗅
覚
。
の
文
化
が
主
流
を
な
す
。
ｊ

古
典
ギ
リ
シ
ア
に
親
し
み
そ
の
造
形
美
を
ギ
リ
シ
ア
の
本
質
と
考
え
る
者
に
と
り
、

こ
の
正
教
会
内
陣
で
触
覚
と
嗅
覚
が
織
り
成
す
異
様
な
雰
囲
気
は
、
ギ
リ
シ
ア
に
い

て
、
あ
た
か
も
ギ
リ
シ
ア
に
居
な
い
が
如
き
錯
覚
を
催
さ
せ
る
。
そ
れ
程
に
正
教
会

０
　
儀
式
は
異
国
風
の
情
緒
に
包
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
古
典
美
パ
ル
テ
ノ
ー

ン
神
殿
は
、
ギ
リ
シ
ア
国
土
の
大
地
（
ガ
イ
。
ア
）
に
堅
固
に
根
づ
き
自
ら
荘
厳
に
聳

え
て
い
る
。
あ
た
か
も
白
い
大
理
石
な
す
岩
山
に
自
然
と
生
え
出
ず
る
か
の
よ
う
に

生
成
の
神
秘
を
告
げ
ア
テ
ネ
ー
ウ
ム
神
殿
は
古
都
ア
テ
ー
ナ
イ
の
象
徴
と
し
て
、
古

典
ギ
リ
シ
ア
の
偉
大
な
る
生
け
る
自
然
（
ナ
ー
ト
ゥ
ー
ラ
ー
ナ
ー
ト
ゥ
ー
ラ
ン
ス
）

の
風
土
か
ら
萌
え
出
ず
る
の
で
あ
る
。

　
す
で
に
思
想
詩
「
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
」
（
〔
一
〕
）
で
哲
人
シ
ラ
ー
が
解
剖
し
て
見

せ
た
、
自
然
と
神
と
の
矛
盾
相
克
は
、
実
に
今
日
の
ギ
リ
シ
ア
に
お
い
て
如
実
な
姿

を
と
り
見
性
さ
れ
る
。
一
方
に
は
大
地
に
根
ざ
し
た
生
け
る
自
然
の
感
性
（
ア
イ
ス

テ
ー
シ
ス
）
が
知
性
（
ノ
エ
ー
シ
ス
）
溢
れ
た
高
次
の
造
形
（
イ
デ
ア
ー
）
へ
と
結

晶
し
た
古
典
美
パ
ル
テ
ノ
ー
ン
神
殿
が
白
い
大
理
石
の
丘
に
聳
え
、
諸
国
か
ら
無
数

の
美
へ
の
巡
礼
者
た
ち
を
牽
ぎ
つ
け
る
。
地
方
、
そ
の
麓
に
は
自
然
に
反
し
、
あ
た

か
も
茄
で
蛸
の
如
き
聖
ア
ポ
ト
ス
ト
リ
教
会
の
異
様
な
姿
が
、
古
典
美
へ
の
巡
礼
に

水
を
差
し
異
彩
を
放
っ
て
い
る
。
確
か
に
、
古
典
ギ
リ
シ
ア
の
崇
高
美
に
逆
ら
い
、

感
性
の
自
然
ら
し
さ
を
揆
じ
曲
げ
、
大
地
（
ガ
イ
ア
）
に
深
く
根
ざ
し
た
古
典
古
代

オ
リ
ュ
ム
ポ
ス
の
神
々
の
伝
承
か
ら
ギ
リ
シ
ア
人
を
椀
ぎ
離
し
、
そ
の
自
然
な
伝
承

に
由
来
し
結
び
つ
く
民
族
意
識
を
根
切
り
に
し
た
ギ
リ
シ
ア
正
教
会
こ
そ
、
正
に
詩

人
シ
ラ
ー
が
「
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
」
で
造
形
化
し
た
・
「
奇
形
児
（
ミ
ス
ゲ
ブ
ー
ル
ト
）
」

ヘ
二
〕
㈲
（
3
7
）
）
た
る
「
神
聖
な
る
野
蛮
人
‘
（
バ
ル
バ
ロ
ス
）
」
（
〔
二
剛
（
７
）
）

　
　
　
　
　
一
゛
゛
Ｉ
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
Ｉ
　
　
Ｉ
　
Ｅ
‘
　
／
　
　
　
一
　
　
　
　
ｌ
　
　
　
　
ｊ
　
　
￥
“

そ
の
も
の
の
権
化
と
看
倣
し
得
よ
う
。
　
’
‐
‘
　
＼
　
　
　
　
　
　
　
―

　
　
恋
　
悲
劇
の
ｆ
ｅ
;
と
復
活
ノ
ご
　
　
　
　
’
・

　
ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
い
　
　
　
　
　
ｊ
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
Ｌ
　
　
。
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
　
　
　
　
Ｉ

Ｌ
則
述
し
た
ぞ
つ
に
今
日
の
ギ
。
リ
シ
ア
に
お
い
て
、
矛
盾
相
克
す
る
西
洋
精
神
史
の

生
々
し
い
二
律
背
反
の
現
実
は
、
民
族
宗
教
の
オ
リ
ュ
ム
ポ
ス
の
神
々
か
ら
神
人
キ

リ
ス
ト
ヘ
と
信
仰
の
中
心
が
移
り
ゆ
く
熾
烈
な
る
宗
教
戦
争
の
修
羅
場
の
物
凄
さ
を

如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。
だ
が
こ
の
よ
う
な
歴
史
時
間
へ
の
厳
粛
な
省
察
へ
と
深
沈

せ
ず
と
も
、
古
典
古
代
の
優
美
と
尊
厳
は
既
に
、
素
朴
な
心
情
の
巡
礼
に
力
強
く
働

き
か
け
る
。
す
な
わ
ち
、
た
だ
感
じ
求
め
る
心
に
は
古
典
ギ
リ
シ
ア
の
オ
リ
ュ
ム
ポ

ス
の
神
界
が
現
実
に
威
力
を
持
ち
得
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
逞
か
な
る
憧
憬
に
満
ち
溢
れ
て
私
か

　
　
　
　
　
あ
の
唯
一
無
比
の
形
姿
に
息
を
吹
き
こ
ん
で
い
か
ぬ
わ
け
が
あ
ろ
う
か
？

七
四
四
〇
　
あ
の
永
遠
の
本
性
、
神
々
に
も
見
紛
う

　
　
　
　
　
か
く
も
偉
大
に
し
て
優
し
く
、
か
く
も
気
高
く
て
愛
ら
し
い
（
ヘ
レ
ネ
ー
を
）
？

　
　
　
　
　
汝
が
か
つ
て
見
た
ヘ
レ
ネ
ー
を
私
は
今
日
こ
の
眼
に
し
た
の
だ
。

　
　
　
　
　
か
く
も
美
し
く
て
魅
惑
あ
り
、
か
く
も
渇
望
さ
せ
る
美
し
い
女
性
を
。

　
　
　
　
　
今
や
私
は
身
も
心
も
如
何
と
も
仕
難
く
呪
縛
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
｛
４
｝

七
四
四
五
　
私
は
生
き
て
ゆ
け
な
い
。
も
し
ヘ
レ
ネ
ー
を
獲
る
こ
と
が
出
来
ぬ
な
ら
ば
。

　
　
　
　
　
　
（
ゲ
ー
テ
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
第
二
部
、
第
二
場
、
第
七
四
三
八
句
－
第
七
四
四

　
　
　
　
　
　
五
句
）



今
日
パ
ル
テ
ノ
ー
ン
神
殿
を
仰
ぎ
見
る
者
の
中
に
も
、
恐
ら
く
詩
人
ゲ
ー
テ
の
こ
の

よ
う
な
心
情
の
波
動
に
揺
ら
れ
胸
高
鳴
ら
せ
て
古
典
美
の
殿
堂
へ
と
歩
み
を
進
め
る

疾
風
怒
濤
の
浪
漫
感
情
の
持
ち
主
も
あ
ろ
う
。
確
か
に
西
欧
精
神
史
に
造
詣
の
深
く

な
い
仏
教
徒
に
し
て
も
回
教
徒
に
し
て
も
、
・
自
ら
の
「
感
情
（
ゲ
ヒ
ュ
ー
ル
）
が
全

て
な
の
旅
（
ｒ
フ
゛
ウ
ス
ト
）
三
四
五
六
句
゛
と
言
え
る
側
面
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ

‘の
よ
う
な
浪
漫
情
緒
を
基
調
と
し
た
ゲ
ー
テ
風
の
観
点
か
ら
古
典
古
代
ギ
リ
シ

ア
に
憧
憬
を
抱
き
つ
つ
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
に
お
け

る
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
の
止
み
難
く
生
育
す
る
詩
歌
の
躍
動
を
把
え
る
こ
と
も

可
能
で
あ
ろ
う
。

　
五
五
　
　
　
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
よ
！
　
汝
あ
ら
ゆ
る
天
上
の
神
々
の
自
邸
よ
。

　
　
　
　
　
　
　
か
ぐ
し
て
真
実
な
の
か
、
か
つ
て
私
達
が
青
春
に
聞
い
た
こ
と
は
？

　
　
　
　
　
　
荘
厳
な
る
祝
祭
の
広
間
－
・
　
敷
床
は
大
海
原
１
・
　
そ
し
て
食
卓
は
山
岳
な
す
。

　
　
　
　
　
　
　
ま
こ
と
に
唯
一
無
二
の
習
俗
ゆ
え
太
古
に
建
て
ら
れ
し
時
空
１
　
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
パ
’
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
四
節
、
第
五
五
句
－
第
五
八
句
）

現
実
に
へ
’
レ
ネ
ー
を
獲
て
掻
き
抱
く
フ
″
ウ
ス
ト
の
如
き
「
至
福
な
る
」
全
一
感
情

に
満
た
さ
れ
て
感
極
ま
り
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
よ
！
」
と
発
語
さ
れ
た
と
読
め
ば
、

こ
れ
は
霊
感
の
高
揚
ゆ
え
感
激
し
た
魂
に
与
え
ら
れ
た
「
形
而
上
の
心
の
慰
め
」
を

意
味
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
詩
想
も
「
浪
漫
詩

文
の
傍
系
（
ザ
イ
テ
ン
ー
ト
リ
ー
プ
）
」
（
〔
二
〕
㈲
（
6
2
　
）
）
と
看
倣
さ
れ
、
古
典

古
代
ギ
リ
シ
ア
に
憧
れ
る
魂
の
心
情
吐
露
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
浪
漫
詩
人
の
中
に
恐
ら
く
一
面
、
「
音
楽
の
精
髄
か
ら
の
悲
劇
の
誕

生
」
（
一
八
七
二
年
）
を
物
し
た
ニ
ー
チ
ェ
も
加
え
ら
れ
得
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
し

か
し
鬼
才
ニ
ー
チ
ェ
は
後
の
「
自
己
批
判
の
試
み
」
（
一
八
八
六
年
）
に
お
い
て
、

一
旦
フ
ァ
ウ
ス
ト
の
よ
う
に
「
形
而
上
の
心
の
慰
め
」
を
得
て
安
心
立
命
し
、
た
自
己

自
身
を
厳
し
く
見
詰
め
直
す
の
で
あ
る
。
ト
　
　
　
バ
・

　
　
こ
の
背
後
に
は
、
既
に
お
決
ま
り
の
浪
漫
情
緒
の
大
団
円
（
フ
ィ
ナ
ー
レ
）
が
奏
で
ら
れ

四
五

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

始
め
て
い
る
の
だ
。
…
…

　
　
「
…
…
こ
・
つ
し
て
い
か
ぬ
わ
け
が
あ
ろ
う
か
。
む
じ
ろ
必
要
な
の
だ
。
こ
の
（
現
代

　
　
の
牧
歌
風
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
）
文
化
に
生
き
る
悲
劇
的
人
間
が
、
自
ら
を
厳
粛
と

　
　
畏
怖
に
向
け
て
自
己
形
成
す
る
に
あ
た
り
、
或
る
新
た
な
芸
術
た
る
形
而
上
の
心
の

　
　
慰
め
を
も
た
ら
す
悲
劇
芸
術
を
、
自
ら
に
獲
ら
れ
た
ヘ
レ
ネ
ー
と
し
て
渇
望
し
、
フ
″

　
　
ウ
ス
ト
と
と
も
に
次
の
よ
う
に
叫
び
あ
げ
る
こ
と
が
必
要
な
の
だ
。

　
　
　
　
　
逡
か
な
る
憧
憬
に
満
ち
溢
れ
て
私
か

　
　
　
　
　
あ
の
唯
一
無
比
の
形
姿
に
息
を
吹
き
こ
ん
で
い
か
ぬ
わ
け
が
あ
ろ
う
か
？
」
。

　
　
「
い
か
ぬ
わ
け
が
あ
ろ
う
か
？
」
…
…
　
否
、
三
度
も
否
で
あ
る
１
　
・
君
た
ち
若
き
浪
漫

　
　
情
緒
の
持
ち
主
よ
、
い
か
ぬ
わ
け
が
あ
る
の
だ
Ｉ
・
　
と
こ
ろ
が
大
い
に
あ
り
得
る
こ
と
だ
。

　
　
そ
の
よ
う
に
（
ゲ
ー
テ
の
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
の
如
き
）
大
団
円
を
迎
え
る
こ
と
、
君
達
が

　
　
そ
の
よ
う
な
大
団
円
を
迎
え
る
こ
と
、
つ
ま
り
文
字
通
り
「
心
を
慰
め
ら
れ
」
て
、
厳
粛

　
　
と
畏
怖
に
向
け
て
自
己
形
成
す
る
あ
ら
ゆ
る
努
力
に
も
拘
わ
ら
ず
、
「
形
而
上
の
（
あ
の

　
　
世
で
の
）
心
の
慰
め
」
を
得
て
、
端
的
に
言
え
ば
、
浪
漫
情
緒
の
持
主
の
如
く
キ
リ
ス
ト

　
　
教
に
よ
り
（
あ
の
世
で
の
）
心
の
慰
め
を
得
て
安
心
立
命
す
る
。
…
…
…
　
こ
｀
れ
は
な
ら
ぬ
Ｉ

　
　
否
で
あ
バ
ｙ

　
　
　
一
　
（
「
悲
劇
の
誕
生
、
或
い
は
古
典
ギ
リ
シ
ア
精
神
と
空
無
の
思
想
（
ペ
シ
ミ
ス
ム

　
　
　
　
　
ス
）
」
一
八
八
六
年
「
自
己
批
判
の
試
み
」
第
七
章
）

こ
の
「
（
あ
の
世
で
の
）
形
而
上
の
心
の
慰
め
」
を
演
劇
に
お
・
い
て
具
体
化
し
た
の

が
所
謂
「
機
械
仕
掛
け
の
神
（
デ
ウ
ス
ー
エ
ク
ス
ー
マ
キ
ー
ナ
）
」
で
あ
ろ
う
。
例

え
ば
、
ゲ
ー
テ
の
戯
曲
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
で
は
、
冒
頭
の
「
天
上
の
序
曲
」
で
「
主
」

な
る
親
爺
神
が
こ
の
「
機
械
仕
掛
け
の
神
」
の
役
を
演
じ
、
終
結
で
「
フ
ァ
ウ
ス
ト

の
死
と
救
済
」
（
〔
一
〕
剛
（
6
3
）
）
な
す
大
団
円
で
は
「
永
遠
の
女
性
」
が
「
機
械

仕
掛
け
の
女
神
」
の
役
を
演
ず
る
二
段
構
え
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
第
一
部
の
冒
頭
で
晴
や
か
な
姿
で
登
場
す
る
「
主
」
な
る
親
爺

神
は
、
悪
魔
メ
フ
ィ
ス
ト
ー
フ
ェ
レ
ス
に
「
自
ら
の
下
僕
た
る
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
座

を
委
ね
、
そ
の
際
に
名
高
い
教
訓
的
な
説
教
を
抑
つ
。
そ
の
代
表
例
を
二
つ
挙
げ
よ
う
。



四
六

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
三
巻
　
人
文
科
学

人
間
は
努
力
す
る
限
り
迷
う
も
の
だ
。

（
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
第
三
一
七
句
）

　
　
良
き
人
間
は
暗
い
衝
動
に
漏
陥
れ
よ
う
と
も
、

　
　
正
道
を
踏
み
外
さ
な
い
も
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
フ
″
ウ
ス
ト
」
第
三
二
八
句
－
第
三
二
九
句
）

こ
の
立
言
の
只
中
に
既
に
「
機
械
仕
掛
け
の
神
」
が
登
場
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち

「
正
道
」
と
か
「
良
き
人
間
」
が
無
条
件
に
飛
び
出
し
て
来
る
。
こ
れ
は
無
思
慮
な

日
常
表
現
・
に
あ
り
勝
ち
な
断
言
で
あ
り
、
神
言
（
ロ
ゴ
ス
）
と
は
程
遠
い
俗
見
で
あ

る
。
実
に
仏
法
な
ら
ば
「
人
間
は
努
力
す
る
限
り
迷
う
む
の
だ
」
と
し
た
言
明
に
終

わ
ら
な
い
。
｀
例
え
遮
わ
が
国

　
０
　
仏
師
た
る
道
元
は
更
に
歩
を
進
め
、
「
正
法
眼
蔵
」
’

で
一
層
と
広
い
現
存
の
様
相
へ
と
眼
差
を
向
け
る
。
　
☆
‘

諸
法
の
仏
法
な
る
時
節
、
す
な
わ
ち
迷
悟
あ
り
、
修
行
あ
り
、
生
あ
り
、
死
あ
り
、
諸
仏

あ
り
、
衆
生
あ
り
。
万
法
と
も
に
わ
れ
に
あ
ら
ざ
る
時
節
、
ま
ど
ひ
な
く
さ
と
り
な
く
、

諸
仏
な
く
衆
生
な
く
、
生
な
く
滅
な
し
。
仏
道
、
も
と
よ
り
豊
倹
・
よ
り
跳
出
せ
る
ゆ
へ

に
、
生
滅
あ
り
、
迷
悟
あ
り
、
生
仏
あ
り
。
し
か
も
か
く
の
ご
と
く
な
り
と
い
へ
ど
も
、

花
は
愛
惜
に
ち
り
、
草
は
棄
嫌
に
お
ふ
る
の
み
な
り
。
自
己
を
は
こ
び
て
万
法
を
修
証
す

る
を
迷
と
す
ヽ
万
法
す
ゝ
み
て
自
己
を
修
証
す
る
は
さ
と
り
矢
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
正
法
眼
蔵
」
第
一
「
現
成
公
按
」
」
二
五
二
年
）

「
天
上
の
序
曲
」
に
お
い
て
、
「
正
道
を
踏
み
外
さ
な
い
正
し
い
人
間
」
と
し
て
断

言
さ
れ
た
「
迷
う
努
力
人
間
」
の
み
語
る
機
械
仕
掛
け
の
「
主
」
な
る
親
爺
神
の
説

教
臭
い
心
垢
は
、
迷
い
の
単
眼
を
迷
悟
の
複
眼
へ
と
開
眼
し
た
な
ら
ば
、
万
法
の
迷

悟
あ
る
時
節
を
現
存
の
焦
眉
の
急
と
説
く
仏
師
の
峻
厳
な
る
学
知
（
ロ
ゴ
ス
）
の
繋

刃
に
贅
肉
を
削
が
れ
得
た
で
あ
ろ
う
。
だ
が
「
努
力
す
る
限
り
迷
う
」
努
力
人
間
フ
ァ

ウ
ス
ト
は
、
常
に
「
機
械
仕
掛
け
の
親
爺
神
」
の
絶
対
な
る
威
力
の
下
に
守
ら
れ
続

け
、
俗
界
を
悪
魔
メ
フ
ィ
ス
ト
ー
フ
ェ
レ
ス
の
想
像
と
博
識
の
双
翼
に
乗
り
、
快
楽

の
疾
風
怒
濤
の
嵐
に
呑
ま
れ
、
西
欧
自
我
意
識
の
帝
国
拡
張
を
目
指
し
て
倦
む
こ
と

な
き
苦
闘
へ
と
身
を
委
ね
る
。
そ
の
果
て
悪
魔
に
は
地
獄
落
ち
必
定
と
思
わ
れ
た
に

も
拘
わ
ら
ず
、
迷
う
努
力
人
間
フ
″
ウ
ズ
ト
は
畢
竟
、
機
械
仕
掛
け
の
女
神
な
す

　
「
永
遠
の
女
性
」
の
登
場
す
る
終
幕
に
お
い
て
、
実
は
始
め
か
ら
「
機
械
仕
掛
け
の

親
爺
神
」
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
た
天
国
行
き
の
筋
書
き
通
り
、
幸
福
な
る
大
団
円

を
迎
え
る
の
で
あ
る
。
’

　
　
永
遠
の
女
性
（
ダ
ス
ー
エ
ー
ヴ
ィ
ヒ
ー
ヴ
ァ
イ
プ
リ
ヘ
）
。
が
　
　
　
　
　
　
　
／
　
　
　
　
　
。
。

　
　
わ
れ
ら
を
天
上
へ
と
引
き
上
げ
る
。
。
　
　
　
　
―
　
　
〈

　
　
十
　
　
　
　
　
（
「
フ
ア
’
ウ
ス
ト
」
第
二
部
、
」
第
二
一
Ｔ
一
〇
－
第
」
・
二
二
Ｔ
一
句
）

　
　
　
１
Ｉ
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
』
　
　
　
　
一
　
　
｀
　
　
　
　
゛
一
“
　
　
ｊ
｀
　
　
　
ｌ
　
ｓ
　
　
　
　
　
Ｉ
ト

　
　
ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
－

音
楽
家
リ
ス
ト
（
一
八
一
一
年
１
１
八
六
年
）
の
「
フ
ァ
ー
カ
ス
上
父
響
曲
」
（
一
八
五
七

・
年
）
ダ
マ
レ
ラ
ー
（
一
八
六
〇
年
上
「
九
∇
一
年
」
の
「
第
八
交
響
曲
」
・
（
一
九
〇

七
年
）
の
最
終
楽
章
で
、
に
実
に
感
動
的
な
旋
律
で
奏
で
歌
わ
れ
た
こ
『
の
「
永
産
の
女

性
」
結
句
こ
そ
、
正
に
。
’
「
形
而
上
の
慰
め
を
得
て
、
端
的
に
言
え
ば
、
浪
漫
情
緒
の
し
。

持
主
の
如
く
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
り
あ
の
世
で
の
心
の
慰
め
を
得
て
安
心
立
命
す
る
」

戯
曲
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
の
大
団
円
を
丸
く
収
め
る
の
で
あ
る
。

　
　
だ
が
し
か
し
、
こ
の
「
丸
く
収
ま
っ
た
芸
術
品
」
（
〔
一
〕
閣
（
2
6
）
）
を
締
め
括
る

大
団
円
の
只
中
で
、
実
は
「
悲
１
　
（
ト
ラ
ゲ
ー
デ
ィ
エ
）
が
死
ん
だ
（
ト
ー
ト

言
々

（
「
悲
劇
の
誕
生
」
第
十
一
章
）
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　
　
ぬ
処
に
、
一
体
ぬ
妙
に
輝
い
て
い
る
の
か
、
彼
方
を
ま
で
射
抜
く
（
ポ
イ
ボ
ス
神
ア
ポ
ロ
ー

　
　
　
　
　
ン
の
弓
弩
の
ご
と
き
）
あ
の
神
託
は
？
　
　
　
　

ま
i
.
f
＜
-

…
ず
’
｀

　
　
　
（
ポ
イ
ボ
ス
神
ア
ポ
ロ
ー
ン
の
宮
居
す
）
デ
ル
ポ
イ
は
微
睡
ん
で
い
る
。
―
何
処
に

　
　
　
｀
ず
’
｀
　
廊
く
の
か
、
あ
の
偉
大
な
る
運
声
｀
（
モ
イ
ラ
）
は
？

　
　
何
処
に
あ
の
神
速
の
運
命
（
モ
イ
ラ
）
は
何
処
で
砕
廿
る
の
か
？
　
普
遍
の
幸
に
満
ち
て
、

　
　
　
雷
鳴
と
と
も
に
、
清
澄
な
る
大
気
か
ら
限
界
を
過
り
、
運
命
（
モ
イ
ラ
）
が
突
入
し
て

　
　
　
　
　
来
る
の
は
弛
処
か
ち
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
四
節
、
第
六
一
句
－
第
六
四
句
）

「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
（
第
五
五
句
）
の
召
喚
の
下
に
理
念
追
求
さ
れ
る
詩
想
の

焦
眉
の
急
が
此
所
に
く
っ
き
り
と
明
確
な
造
形
の
下
に
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
。



つ
ま
り
此
所
で
追
求
さ
れ
る
古
典
造
形
を
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
自
身
の
言
葉
で
語
れ

ば
、
「
か
の
畏
怖
と
荘
厳
（
シ
ュ
レ
ッ
ク
リ
ヒ
ー
フ
ァ
イ
ア
ー
リ
ヒ
）
な
る
形
式
」

で
あ
り
、
こ
の
厳
格
な
る
古
典
形
式
に
お
い
て
始
め
て
、
「
安
逸
の
時
代
に
、
普
遍

な
る
予
一
言
精
神
が
燃
え
上
が
り
、
世
界
の
脈
動
に
何
ら
空
隙
あ
ら
し
め
ま
い
、
天
上

の
神
々
へ
の
想
起
を
絶
や
さ
ま
い
て
し
て
、
神
と
人
と
が
（
悲
劇
の
誕
生
と
い
う
）

万
事
を
忘
却
せ
し
め
る
（
神
の
）
不
信
実
と
云
う
形
式
で
相
互
透
入
す
る
の
｀
で
’
あ
る
。

　
前
述
の
「
機
械
仕
掛
け
の
神
」
が
筋
書
き
通
り
幸
運
な
る
大
団
円
を
も
た
ら
す
信

仰
の
「
安
逸
な
時
代
に
燃
え
上
が
る
普
遍
的
な
予
言
精
神
」
を
孕
み
「
至
福
な
る
ギ

リ
シ
ア
」
の
詩
想
は
、
「
普
遍
の
幸
に
満
ち
て
、
雷
鳴
と
と
も
に
、
清
澄
な
る
大
気

か
ら
眼
界
を
避
り
突
入
し
て
来
る
神
速
の
運
命
（
モ
イ
ラ
）
」
を
、
古
典
ギ
リ
シ
’
ア

悲
劇
造
形
に
相
応
し
い
「
畏
怖
と
荘
厳
（
シ
ュ
レ
ッ
ク
リ
ヒ
ー
フ
ァ
イ
ア
ー
リ
ヒ
）

な
る
形
式
」
な
す
詩
歌
象
徴
の
脈
動
に
お
い
て
渇
望
す
る
。
す
な
わ
ち
、
崇
高
美
な

す
古
典
悲
劇
精
神
の
死
滅
せ
る
「
安
逸
の
時
代
に
、
普
遍
な
る
予
一
言
精
神
が
燃
え
上

が
り
、
世
界
の
脈
動
に
空
隙
あ
ら
し
め
ま
い
、
天
上
の
神
々
へ
の
想
起
を
絶
や
さ
ま

い
と
し
て
、
神
と
人
と
が
万
事
を
忘
却
せ
し
め
る
（
神
の
）
不
信
実
と
云
う
形
式
で

相
互
透
入
す
る
」
悲
劇
の
誕
生
が
此
所
で
の
眼
目
で
あ
る
。
と
り
わ
け
悲
劇
神
話
の

雄
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
（
〔
三
〕
閣
）
の
壮
絶
な
る
叫
び
声
が
、
詩
人
ソ
ポ
ク
レ
ー
ス

の
古
典
劇
か
ら
反
響
し
て
来
る
。

ポ
イ
ボ
ス
神
ア
ポ
ロ
ー
ン
が
是
を
、
ア
ポ
ロ
ー
ン
神
だ
っ
た
の
だ
、
親
し
い
者
た
ち
よ

あ
の
神
が
災
禍
苦
難
な
す
私
の
こ
の
苦
悩
（
パ
ト
ス
）
を
完
遂
し
た
の
だ
。
’

　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
王
」
第
一
三
二
九
句
－
第
二
二
三
〇
句
）

古
典
ギ
リ
シ
ア
の
知
者
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
こ
そ
、
「
ポ
イ
ボ
ス
神
ア
ポ
ロ
ー
ン
に
撃

　
　
い
　
　
゛
ヽ
　
　
・
　
　
　
　
’
（
1
7
）

た
れ
た
（
ゲ
シ
ュ
ラ
ー
ゲ
Ｘ

ご
と
言
え
る
悲
雄
の
象
徴
で
あ
り
、
こ
の
悲
雄
の
厳

粛
な
る
不
可
避
（
ア
ド
ラ
ス
テ
イ
ア
）
必
然
（
ネ
メ
シ
ス
）
の
現
実
を
、
絶
妙
な
る

四
七

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

古
典
悲
劇
詩
人
ソ
ポ
ク
レ
ー
ス
の
詩
歌
象
徴
が
余
念
な
く
克
明
に
肉
筆
で
追
求
し
た

の
で
あ
る
。
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
詩
想
が
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
の
召
喚
の

下
に
直
視
す
る
の
は
、
こ
の
稀
有
の
悲
劇
に
彫
琢
造
形
さ
れ
た
古
典
美
で
あ
り
、
こ

の
古
典
ギ
リ
シ
ア
の
崇
高
美
ゆ
え
に
、
「
偉
大
な
る
運
命
」
（
第
六
二
句
）
が
「
普

遍
の
幸
に
満
ち
て
」
（
第
六
三
句
）
い
る
と
語
り
得
る
の
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
、
霊
感
の
高
揚
へ
と
身
を
委
ね
る
浪
漫
情
緒
は
「
悲
劇
の
死
」
と
し
て

謹
慎
せ
ら
れ
、
む
し
ろ
崇
高
な
る
古
典
美
の
「
厳
粛
と
畏
怖
に
向
け
て
自
己
形
成
」

（
註
（
７
）
）
を
目
指
す
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
詩
想
は
、
「
形
而
上
の
心
の
慰

め
」
に
よ
る
安
心
立
命
を
微
塵
に
玉
砕
す
る
の
で
あ
る
。
正
に
此
所
に
哲
人
シ
ラ
ー

の
雄
姿
が
覗
く
。

　
　
故
に
詩
歌
の
精
神
に
と
り
、
私
は
こ
れ
以
外
の
救
い
を
知
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
現
実
の
俗

　
　
世
か
ら
身
を
引
き
詩
歌
の
精
神
は
、
自
ら
に
危
険
と
な
る
よ
う
な
あ
の
妥
協
（
コ
ア
リ
ツ
ィ

　
　
オ
ー
ン
）
を
す
る
か
わ
り
に
、
最
も
厳
格
な
分
離
（
デ
ィ
ー
シ
ュ
ト
レ
ン
ク
ス
テ
ー
ゼ
パ

　
　
ラ
ツ
ィ
オ
ー
ｙ
）
に
努
力
を
傾
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
（
一
七
九
五
年
十
一
月
四
日
付
ヘ
ル
ダ
ー
宛
シ
ラ
ー
書
簡
、
〔
一
〕
圓
（
4
9
）
）

「
畏
怖
と
荘
厳
な
る
形
式
」
（
註
（
巧
）
）
な
す
古
典
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
の
誕
生
こ
そ
、

此
所
で
詩
人
シ
ラ
ー
の
言
う
「
最
も
厳
格
な
分
離
」
の
詩
歌
象
徴
の
白
眉
に
他
な
ら

な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
此
所
に
言
う
「
詩
歌
の
精
神
自
ら
に
危
険
と

な
る
よ
う
な
あ
の
妥
協
」
と
は
、
勿
論
先
程
ニ
ー
チ
ェ
の
言
う
通
り
、
「
大
団
円
を

迎
え
る
こ
と
、
つ
ま
り
文
字
通
り
「
心
を
慰
め
ら
れ
」
て
、
厳
粛
と
畏
怖
に
向
け
て

自
己
形
成
す
る
あ
ら
ゆ
る
努
力
に
も
拘
わ
ら
ず
、
「
形
而
上
の
心
の
慰
め
」
を
得
て
、

端
的
に
言
え
ば
、
浪
漫
情
緒
の
持
主
の
如
く
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
り
あ
の
世
で
の
心
の

慰
め
を
得
て
安
心
立
命
す
る
」
（
註
（
７
）
）
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
思
想
詩
の

「
至
福
な
る
ギ
吠
シ
ア
」
が
、
そ
の
よ
う
な
甘
い
霊
感
の
高
揚
に
解
さ
れ
る
の
は
、

崇
高
な
る
古
典
美
を
追
求
し
て
余
念
な
き
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
詩
の
本
質
が
、
し
か
と

見
据
え
ら
れ
て
い
な
い
場
合
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。



四
八

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
三
巻
　
人
文
科
学

　
　
　
閣
　
偉
大
な
る
運
命

　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
に
お
け
る
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ

　
ア
」
の
詩
想
は
、
前
述
の
如
く
、
「
偉
大
な
る
運
命
（
モ
イ
ラ
）
」
（
第
六
二
句
）
の

　
轟
く
詩
節
で
そ
の
本
体
を
如
実
に
現
わ
す
。
こ
れ
を
文
字
通
り
、
悲
劇
詩
人
ソ
Ｊ
り

　
レ
ー
ス
の
古
語
で
示
せ
ば
、
「
ヘ
ー
・
メ
ガ
レ
ー
・
モ
イ
ラ
（
偉
大
な
る
運
。
命
）
」

　
（
「
ピ
ロ
ク
テ
ー
ｆ
－
ス
」
第
一
四
六
六
句
）
と
表
現
で
き
名
。
こ
こ
で
は
文
献
学
上

￥
　
　
　
　
　
　
　
　
ｄ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

／
の
博
識
の
成
せ
る
瞰
呂
合
わ
せ
が
重
要
な
の
で
ぼ
μ
い
。
こ
こ
で
肝
心
な
の
は
む
’
し

　
　
　
　
　
　
　
ｊ
　
　
　
　
ｓ
一
　
　
　
－
『
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
ゆ
“
　
Ｆ
　
　
　
　
　
　
　
　
ｒ
゛

ろ
古
典
待
人
ソ
ポ
ク
レ
ー
ス
の
絶
妙
な
る
筆
致
に
よ
り
彫
琢
造
形
さ
れ
た
古
典
ギ
リ

’
シ
ア
悲
劇
か
「
畏
怖
え
荘
厳
な
る
形
式
」
（
〔
二
〕
口
・
Ｒ

『
』
）
で
あ
り
、
‐
そ
の
古
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
Ｉ
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
｀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｙ
Ｊ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４

形
式
の
白
眉
な
す
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
神
話
こ
そ
が
「
至
福
な
る
ギ
丿
シ
ア
」
０
　
詩
想

の
精
髄
を
形
造
る
母
胎
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
’
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
　
｀

　
　
　
お
お
畏
怖
と
荘
厳
（
テ
ィ
ノ
ス
）
な
す
苦
悩
（
パ
ト
ス
）
が
人
に
は
見
え
る
。

　
　
　
お
お
是
こ
そ
わ
‘
が
見
性
せ
し
何
に
も
ま
し
て
至
高
の
畏
怖
と
荘
厳
（
デ
ィ
ノ
タ
ト
ス
）
な

　
　
　
　
　
る
苦
悩
（
パ
ト
ス
）
だ
。

　
’
如
何
な
る
狂
気
（
マ
ニ
ア
ー
）
が
、
お
お
不
幸
な
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
よ
、
汝
を
掴
ん
だ
の

　
　
　
　
だ
？

　
　
　
如
何
な
る
神
威
（
ダ
イ
モ
ー
ン
）
が
、
こ
の
上
な
く
大
い
な
る
雄
飛
を
成
し
て
、

　
　
　
神
の
不
信
実
｀
（
デ
ュ
ス
ー
ダ
イ
モ
ー
ン
）
な
す
汝
の
運
命
（
モ
イ
ラ
）
に
襲
い
か
か
っ
た

　
　
　
　
　
の
か
≒
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
王
」
第
二
一
九
七
句
－
第
一
三
〇
二
句
）

　
こ
こ
で
言
う
「
神
の
不
信
実
（
デ
ュ
ス
ー
ダ
イ
モ
ー
ン
）
」
こ
そ
、
既
に
引
用
し
た

　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
「
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
ヘ
の
註
解
」
（
〔
二
〕
口
（
1
5
）
）
に
お
け
る

悲
劇
論
の
眼
目
で
あ
っ
た
。

　
　
こ
の
悲
劇
誕
生
の
焦
眉
の
急
は
次
の
如
く
語
ら
れ
て
い
た
。

　
　
　
安
逸
の
時
代
に
、
普
遍
な
る
予
言
精
神
が
燃
え
上
が
り
、
世
界
の
脈
動
に
何
ら
空
隙
あ
ら

　
　
　
し
め
ま
い
、
天
上
の
神
々
へ
の
想
起
を
絶
や
さ
ま
い
と
し
て
、
神
と
人
と
が
（
悲
劇
の
誕

生
と
い
う
）
万
事
を
忘
却
せ
し
め
る
（
神
の
）
不
信
実
と
云
う
形
式
で
相
互
透
入
す
る
の

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
神
の
不
信
実
が
最
も
良
く
記
憶
に
保
持
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
ヘ
の
註
解
」
第
三
章
）

こ
の
よ
う
Ｋ
古
典
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
の
誕
生
に
お
け
る
知
者
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
の
自
己

解
体
に
見
性
さ
れ
る
神
と
人
と
の
「
最
も
厳
格
な
分
離
」
（
〔
こ
圓
（
4
9
・
）
）
は
蓋

し
、
同
時
に
神
人
両
者
０
　
「
相
互
透
入
」
’
に
よ
る
「
最
深
の
親
密
性
『
デ
ィ
ー
テ
ィ
ー

フ
ス
テ
ー
イ
ニ
ヒ
カ
イ
ト
』
）
」
（
〔
三
〕
�
）
の
証
左
で
も
あ
る
。

　
　
悲
劇
性
の
表
出
は
殊
に
次
の
点
に
依
拠
す
る
。
つ
ま
り
フ
神
と
人
と
が
Ｔ
体
と
成
り
、
、
無

　
　
際
限
に
自
然
の
威
力
と
人
間
の
内
面
の
最
深
部
と
が
、
怒
り
に
お
い
て
一
体
と
な
る
よ
う

”
な
途
方
も
無
い
と
と
が
～
無
際
限
政
分
離
に
よ
り
無
際
限
の
一
体
化
が
浄
化
（
カ
タ
ル
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｡

-

-
t
>
-
Ｇ
-
＾

■
-｡
-;

　
　
ス
）
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
自
覚
さ
れ
る
点
て
あ
る
。
自
然
。
（
ピ
ュ
シ
ス
）
の
記
述
者
（
｀
ソ

　
　
ポ
ク
レ
ー
ス
）
は
、
思
慮
（
又
Ｉ
ス
）
深
い
筆
致
で
物
し
た
の
だ
プ
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
‐
　
ヽ
　
　
”
‘
　
　
　
　
　
（
「
オ
イ
デ
メ
プ
ー
ス
’
へ
の
註
解
」
・
第
三
章
）

こ
の
「
自
然
（
ピ
ュ
シ
ス
）
の
記
述
（
グ
ラ
マ
）
」
と
は
、
現
存
が
安
直
に
は
掴
み
か

か
ら
ぬ
畏
怖
と
荘
厳
な
る
不
可
避
（
ア
ド
ラ
ス
テ
イ
ア
）
必
然
（
ネ
メ
シ
ス
）
の

「
生
け
る
自
然
（
ナ
ー
ト
ゥ
ー
ラ
ー
メ
ー
ト
ウ
ー
ラ
ン
ス
）
」
（
〔
三
〕
図
（
8
8
）
）

が
有
す
る
正
面
な
形
相
を
眼
の
当
た
り
に
直
視
す
る
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
れ
は
、

既
に
見
た
博
物
学
風
の
ゲ
ー
テ
流
自
然
観
察
（
〔
こ
閣
（
2
4
）
）
、
の
場
合
の
よ
う

に
対
象
を
「
何
ら
か
の
与
え
ら
れ
た
客
体
と
し
て
処
理
す
る
べ
く
処
理
し
た
歴
史
記

述
（
ヒ
ス
ト
リ
ア
）
」
（
〔
一
〕
閣
（
2
6
）
）
の
如
き
描
写
（
ベ
シ
ュ
ラ
イ
ブ
ン
グ
）

の
産
物
で
は
な
い
。
も
し
古
典
ギ
リ
シ
ア
の
自
然
（
ピ
ュ
シ
ス
）
が
そ
の
よ
う
な

「
丸
く
収
ま
っ
た
芸
術
品
」
〔
二
〕
倒
（
2
6
）
）
と
し
て
大
団
円
を
迎
え
る
な
ら
ば
、

正
に
古
典
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
の
死
を
招
く
皮
肉
な
結
末
を
迎
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
故
に
む
し
ろ
、
批
判
精
神
に
燃
え
る
詩
人
シ
ラ
ー
が
、
こ
の
必
然
（
ネ
メ
シ
ス
）

の
鋭
い
眼
光
を
、
悲
劇
「
ヴ
ァ
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
」
第
三
部
で
歌
い
上
げ
た
見
事
な

詩
節
（
〔
こ
㈲
（
4
2
）
）
に
此
所
で
は
注
目
し
た
い
。



　
　
必
然
（
ネ
メ
シ
ス
）
の
眼
差
は
厳
粛
で
あ
る
。

　
　
戦
慄
な
く
し
て
、
人
の
手
は
掴
み
か
か
ら
ぬ
、

　
　
運
命
（
モ
イ
ラ
）
の
荘
厳
な
る
神
秘
の
壷
の
中
へ
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
ヴ
ァ
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
死
」
第
一
八
三
句
－
第
一
八
五
句
）

思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
に
。
「
轟
く
偉
大
な
る
運

命
（
メ
イ
ラ
）
」
（
第
六
二
句
）
と
は
、
か
く
峻
厳
な
る
古
典
悲
劇
の
崇
高
美
を
目
指

す
詩
歌
象
徴
で
あ
る
。
こ
の
眼
目
を
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
「
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
ヘ
の
註

解
」
で
「
畏
怖
と
荘
厳
（
シ
ュ
レ
ッ
ク
リ
ヒ
ー
フ
ァ
イ
ア
ー
リ
ヒ
）
」
（
〔
二
〕
閤

（
。
1
5
）
）
と
明
言
し
た
。
こ
の
「
シ
ュ
レ
ッ
ク
リ
ヒ
（
畏
怖
）
」
の
強
音
「
レ
」
は
、

喉
彦
の
奥
で
暗
く
反
響
す
る
オ
ー
ウ
ム
ラ
ウ
ト
（
母
音
オ
の
変
音
）
で
あ
る
。
こ
の

「
畏
怖
と
荘
厳
」
を
詩
人
シ
ラ
ー
は
既
に
引
用
さ
れ
た
美
学
芸
術
論
文
「
崇
高
論
」

（
〔
一
〕
閤
（
4
0
・
）
）
で
「
怖
ろ
し
く
も
壮
麗
（
フ
ル
ヒ
ト
バ
ー
ル
ー
ヘ
ア
リ
ヒ
）
」

と
言
明
し
た
。
両
詩
人
の
表
現
は
と
も
に
実
相
観
入
の
妙
言
で
あ
り
、
こ
こ
に
詩
才

の
閃
光
が
煌
め
い
て
い
る
。
か
く
巧
み
に
言
い
中
て
ら
れ
た
崇
高
美
の
本
質
、
す
な

わ
ち
「
陰
惨
な
る
深
淵
か
ら
萌
え
る
ア
ポ
ロ
ー
ン
文
化
の
精
華
」
た
る
「
古
典
ギ
リ

シ
ア
人
の
あ
の
壮
麗
な
自
然
」
゛
（
〔
一
〕
剛
（
２
）
）
こ
そ
、
「
あ
の
怖
。
ろ
し
く
も
壮

麗
（
フ
ル
ヒ
ト
バ
ー
ル
ー
ヘ
ア
リ
ヒ
）
な
る
悲
劇
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
瓦
解
さ
せ
、

再
び
創
造
し
、
ま
た
再
び
瓦
解
さ
せ
る
有
為
転
変
の
悲
劇
、
次
第
に
底
か
ら
呑
み
こ

ん
で
ゆ
く
か
と
思
う
と
、
ま
た
不
意
に
襲
来
す
る
破
壊
の
悲
劇
、
運
命
（
モ
イ
ラ
）

と
格
闘
す
る
人
類
の
悲
壮
。
（
パ
ト
ス
）
な
る
絵
巻
物
」
（
〔
一
〕
㈲
（
4
0
）
）
の
只
中

で
破
邪
顕
正
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
″
、

　
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
関
心
の
的
で
あ
る
古
典
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
誕
生
の
時
空
が
、
今

日
の
西
独
に
お
け
る
バ
イ
ロ
イ
ト
祝
祭
劇
場
の
よ
う
な
特
権
化
さ
れ
た
閉
鎖
し
た
空

間
と
同
一
視
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
古
典
祝
祭
劇
の
時
空
は
開
か
れ
放
た
れ

て
蒼
寫
へ
と
突
き
抜
け
る
。
こ
の
清
澄
な
る
碧
空
の
大
自
然
の
大
気
（
ア
イ
テ
ー
ル
）

の
下
へ
と
諸
人
が
来
た
り
、
古
典
悲
劇
の
’
「
畏
怖
と
荘
厳
な
る
形
式
」
へ
と
心
あ
る

者
は
慎
し
み
あ
る
謹
厳
な
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
風
の
眼
差
を
向
け
る
の
で
あ
る
。
思

四
九
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
成
立
に
先
立
つ
十
八
世
紀
西
欧
に
栄
え
た
、
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
（
一
七
五
六
年
１
九
一
年
）
の
。
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」
（
一
七
八
六
年
）
に

代
表
さ
れ
る
世
俗
オ
ペ
ラ
文
化
は
、
当
時
の
演
劇
芝
居
と
同
様
に
屋
内
に
閉
じ
ら
れ

た
華
麗
な
る
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
廷
風
の
装
飾
広
間
で
挙
行
さ
れ
る
。
ど
の
装
飾
広
間

は
碧
空
に
開
け
ぬ
堅
牢
な
室
内
ゆ
え
、
華
美
で
豪
奢
な
蜜
蝋
蝋
燭
の
煌
々
と
輝
く
装

飾
用
釣
燭
台
に
照
ら
さ
れ
た
人
工
空
間
で
あ
る
。
こ
の
人
工
空
間
へ
と
、
微
に
入
り

細
を
穿
っ
た
宮
廷
風
出
で
立
ち
が
繰
り
こ
み
権
勢
と
富
の
象
徴
た
る
特
権
空
間
を
埋

め
尽
く
す
。
こ
の
よ
う
な
世
俗
オ
ペ
ラ
文
化
の
人
工
空
間
を
睨
み
合
わ
せ
て
、
始
め

て
思
想
詩
の
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
の
天
地
悠
久
に
聞
か
れ
た
時
空
（
〔
三
〕
圃
）

が
、
当
時
の
歴
史
現
実
か
ら
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
五
五
　
　
　
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
よ
！
　
…
…

荘
厳
な
る
祝
祭
の
広
間
１
・
　
敷
床
は
大
海
原
－
・
　
そ
し
て
食
卓
は
山
岳
な
す
、

　
ま
こ
と
に
唯
一
無
二
の
習
俗
ゆ
え
太
古
に
建
て
ら
れ
し
時
空
！

あ
の
偉
大
な
る
運
命
が
轟
く
。

・
：
　
あ
の
神
速
の
運
命
が
砕
け
、
普
遍

雷
鳴
と
と
も
に
清
澄
な
る
大
気
か
ら
、

　
　
入
し
て
来
る
。

眼の

界幸

をに
過1満

ち
て
、

り
運
命
（
モ
イ
ラ
）
が
突

　
六
五
　
　
　
父
な
る
神
気
ア
イ
テ
ー
ル
よ
！
　
か
く
叫
び
舌
か
ら
舌
へ
と
言
葉
は
翔
ん
だ
、

　
　
　
　
　
　
　
幾
重
に
も
。
こ
の
生
（
レ
ー
ベ
ン
）
を
一
人
で
担
え
る
者
は
誰
も
い
な
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。

　
　
　
　
　
　
分
有
さ
れ
て
、
こ
の
よ
う
な
富
は
歓
喜
と
な
る
。
見
知
ら
ぬ
者
と
も
取
り
か
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
は
歓
呼
と
な
る
。
睡
り
つ
つ
言
葉
（
ロ
ゴ
ス
）
の
力
は
生
育
す
る
。

　
　
　
　
　
　
父
よ
！
　
清
澄
な
る
者
よ
１
・
　
こ
の
言
葉
は
久
遠
の
彼
方
ま
で
響
き
渡
る
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
ノ
る
し
こ
の
太
古
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
2
1
｝

　
七
〇
　
　
　
　
証
は
、
父
祖
か
ら
伝
来
さ
れ
、
的
を
射
て
、
創
造
的
に
下
っ
て
来
る
。
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
四
節
、
第
五
五
句
－
第
七
〇
句
）

古
典
祝
祭
悲
劇
の
時
空
は
、
第
五
七
句
に
明
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
時
空
な
す
こ
壮



五
〇
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十
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厳
な
る
祝
祭
の
広
間
」
‐
の
。
「
敷
床
は
大
海
原
！
　
そ
し
て
食
卓
は
山
岳
な
す
」
天
地

悠
久
な
る
オ
リ
ュ
ム
ポ
ス
の
神
界
に
開
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
大
自

然
の
諸
力
（
エ
レ
メ
ン
ト
）
へ
の
開
け
が
、
不
可
避
（
ア
ド
ラ
ス
テ
イ
ア
）
必
然
（
ネ

メ
シ
ス
）
の
現
実
を
も
素
直
に
見
据
え
る
古
典
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
の
誕
生
を
可
能
に
す

る
天
地
悠
久
自
然
造
化
の
母
胎
で
あ
り
、
こ
の
母
胎
に
抱
か
れ
た
祝
祭
悲
劇
の
時
空

に
「
清
澄
な
る
神
気
ア
イ
テ
ー
ル
」
（
第
六
五
句
・
第
六
九
句
）
へ
の
雄
叫
び
が
、

「
偉
大
な
る
運
命
」
（
第
六
二
句
）
の
轟
き
と
と
も
に
万
有
（
ヘ
ン
ー
カ
イ
ー
パ
ー

ｙ
）
に
木
霊
し
て
高
嗚
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
啓
蒙
十
八
世
紀
を
代
表
す
る
王
国
フ
ラ
ン
ス
宮
廷
風
の
世
俗
オ
ペ
ラ
文
化
”

に
立
ち
開
か
る
詩
人
の
祖
国
な
。
す
大
地
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
の
底
か
ら
生
育
す
る
「
敬
虔
’

（
ピ
エ
タ
ー
ス
）
」
の
歌
声
が
聞
こ
え
て
来
る
。
。
史
家
は
こ
れ
を
所
謂
「
敬
虔
主
巻

（
ピ
エ
テ
ィ
ス
ム
）
～
の
名
の
下
に
Ｉ
．
括
し
、
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
・
ン
や
シ
ラ
ー
、
更

に
は
哲
人
カ
ン
ト
の
精
神
風
土
と
し
て
強
調
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
ご
の
よ
う
な
十
八
　

世
紀
敬
虔
主
義
運
動
の
究
明
に
関
し
て
は
他
の
諸
家
の
労
作
に
委
ね
、
本
論
と
し
て

は
む
し
ろ
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
「
敬
虔
（
‘
ピ
エ
タ
ー
ス
）
」
が
古
典
ギ
リ
シ
ア
悲

劇
の
崇
高
美
と
如
何
な
る
意
味
で
か
か
わ
っ
て
い
る
の
か
を
問
う
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
お
お
、
ギ
リ
ド
フ
よ
！
　
汝
の
独
創
（
ゲ
ユ
ア
リ
デ
ー
ト
）
と
敬
虔
（
ピ
エ
タ
ー
ス
）
と

　
　
と
も
に
汝
は
何
処
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
？
　
私
も
意
欲
に
燃
え
、
詩
作
と
思
索
に
よ

　
、
り
、
世
界
に
あ
る
こ
の
唯
一
無
比
の
ギ
リ
シ
ア
人
を
模
索
す
る
ば
か
り
だ
。
そ
し
て
鷲
鳥

　
　
の
よ
う
に
平
べ
っ
た
い
足
を
近
代
の
水
に
つ
け
て
立
ち
、
無
力
に
も
古
典
ギ
リ
シ
ア
の
天

　
　
空
へ
と
雄
飛
し
よ
う
と
腕
く
ば
か
り
な
の
で
、
何
を
な
し
何
を
語
ろ
う
と
も
、
一
層
と
不

　
　
器
用
に
韻
の
辻
棲
が
合
わ
ず
支
離
滅
裂
に
な
る
一
方
な
の
泡
０
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
一
七
九
九
年
｝
月
一
日
付
弟
宛
書
簡
一
七
二
）

こ
こ
に
言
う
「
独
創
」
と
「
敬
虔
」
は
表
裏
一
体
を
な
し
た
不
可
分
の
一
性
で
あ
る
。

「
独
創
（
ゲ
ユ
ア
ー
リ
ス
）
」
た
る
淵
源
が
「
守
護
神
（
ゲ
エ
ウ
ス
）
」
へ
の
祈
り

の
基
底
（
グ
ラ
ウ
ベ
ン
ス
ー
ア
プ
グ
ル
ン
ト
ー
テ
ィ
ー
フ
エ
）
に
由
来
す
る
か
ら
で

あ
る
。
叡
知
人
間
（
ホ
モ
ー
サ
ピ
エ
ン
ス
）
が
此
所
で
は
、
真
摯
に
「
祈
る
人
（
ホ

モ
・
レ
げ
，
ギ
オ
｜
ス
ス
）
」
の
「
敬
虔
（
ピ
工
夕
ー
ス
）
」
な
る
深
い
淵
の
濃
淡
色

彩
や
か
に
把
え
直
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
’
「
祈
る
独
創
的
天
才
（
ホ
モ
・
レ
リ
ギ
オ
｜

ス
ス
・
ゲ
ニ
ア
ー
リ
ス
）
」
の
師
範
が
他
な
ら
ぬ
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
な
の
で



と
ぶ
ど
う
酒
」
に
お
い
て
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
、
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
に
お

け
る
「
厳
格
な
分
離
」
の
証
左
た
る
古
典
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
の
誕
生
に
眼
羞
を
向
け

る
。
蓋
し
前
述
の
如
く
、
「
畏
怖
と
荘
厳
（
シ
ュ
レ
ッ
ク
リ
ヒ
ー
フ
ァ
イ
ア
ー
リ
ヒ
）

な
る
形
式
」
な
す
古
典
祝
祭
悲
劇
の
時
空
こ
そ
、
天
地
悠
久
自
然
の
母
胎
へ
と
諸
手

を
広
げ
打
ち
開
か
れ
た
「
清
澄
な
る
神
気
ア
イ
テ
ー
ル
」
（
第
六
五
句
・
第
六
九
句
）

の
性
格
に
特
色
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
屋
内
装
飾
の
華
美
へ
と
閉
じ
た
十
八

世
紀
啓
蒙
オ
ペ
ラ
文
化
に
対
し
、
「
敬
虔
（
ビ
エ
タ
ー
ス
）
」
な
る
祈
り
の
基
底

（
グ
ラ
ウ
ベ
。
ン
ス
ー
ア
プ
グ
ル
ン
ト
ー
テ
ィ
ー
フ
エ
）
た
る
深
淵
か
ら
、
「
清
澄
な

る
神
気
ア
イ
テ
ー
ル
」
が
輝
く
蒼
寫
な
す
天
空
に
至
る
ま
で
ヽ
悠
久
な
る
生
け
る
胎

五

－

　
　
㈲
　
古
典
神
話
の
畏
怖
と
荘
厳

　
前
述
の
「
敬
虔
（
ピ
エ
タ
ー
ス
）
」
な
る
祈
り
の
「
深
淵
か
ら
萌
え
る
ア
ポ
ロ
ー

ン
文
化
の
精
華
」
た
る
「
古
典
ギ
リ
シ
ア
人
の
あ
の
壮
麗
な
自
然
」
（
〔
一
〕
剛
（
２
）
）

に
関
し
て
、
「
悲
劇
の
誕
生
」
第
八
章
で
ニ
ー
チ
ェ
は
「
バ
ッ
コ
’
ス
神
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー

ソ
ス
が
自
ら
客
観
化
さ
れ
る
ポ
イ
ボ
ス
神
ア
ポ
ロ
ー
ン
の
現
象
」
と
云
う
言
い
方
で

次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　
　
バ
ッ
コ
ス
神
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
が
自
ら
客
観
化
さ
れ
る
ポ
イ
ボ
ス
神
ア
ポ
ロ
ー
ン
の
現

　
　
象
は
、
も
は
や
合
唱
団
の
音
楽
の
よ
う
な
。

　
　
　
　
永
遠
の
海
。

　
　
　
　
織
り
成
す
変
転
。

　
　
　
　
燃
え
る
生
命
。

　
　
　
　
　
　
　
（
ゲ
ー
テ
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
第
一
部
、
第
五
〇
五
句
―
第
五
〇
七
句
）

　
　
で
は
な
い
。
あ
の
感
受
さ
れ
る
だ
け
で
、
決
し
て
濃
密
な
る
造
形
へ
と
結
晶
す
る
こ
と
無

　
　
き
力
、
霊
感
に
溢
れ
た
酒
神
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
の
神
官
が
、
神
の
近
さ
を
感
知
す
る
に

　
　
過
ぎ
な
い
あ
の
力
で
は
な
い
の
だ
。
今
や
前
景
か
ら
神
官
に
語
る
の
は
、
叙
事
造
形
の
的

　
　
確
さ
と
堅
固
さ
で
あ
る
。
今
や
バ
。
コ
ス
神
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
は
も
は
や
力
に
よ
っ
て

　
　
で
は
な
く
、
叙
事
造
形
の
雄
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
ホ
メ
ー
ロ
ス
の
言
葉
で
物
語
る
の
で
あ

　
　
る
。

此
所
で
ニ
ー
チ
ェ
が
語
り
出
そ
う
と
し
て
い
る
古
典
ギ
リ
シ
ア
の
崇
高
美
こ
そ
、
本

論
が
当
初
か
ら
見
詰
め
続
け
て
い
る
正
法
眼
で
あ
る
。
こ
れ
を
美
学
芸
術
論
文
「
人

間
の
美
的
教
育
に
つ
い
て
」
で
詩
人
シ
ラ
ー
は
、
「
最
高
の
休
止
と
最
高
の
活
動
」

と
説
明
し
つ
つ
も
、
更
に
進
ん
・
で
「
そ
れ
を
表
現
す
る
の
に
、
悟
性
は
い
か
な
る
概

念
も
な
く
、
言
葉
は
い
か
な
る
名
も
あ
り
ま
せ
ん
」
（
〔
一
〕
Ｕ
（
1
3
）
）
と
正
直
に

告
白
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
少
な
く
と
も
抒
情
の
詩
歌
象
徴
に
お
い
て
シ
ラ
ー
は
、
。

こ
の
「
濃
密
な
る
造
形
」
を
彫
琢
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
実
現
す
べ
く

ン
）
に
お
い
て
立
ち
開
か
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
生
け
る
自
然
（
ナ
ー
ト
ゥ
ー
ラ
）
が
今
や
甲
宵
の
響
き
と
と
も
に
目
覚
め
、

　
　
　
　
　
　
し
て
至
高
な
る
神
気
ア
イ
テ
ー
ル
か
ら
、
基
底
な
す
深
淵
（
ア
プ
グ
ル
ン
ト
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
で
水
底
深
く
、

　
二
五
　
　
　
古
典
古
代
の
如
き
堅
固
な
る
立
法
（
ノ
モ
ス
）
に
則
り
、
神
聖
な
る
混
沌
（
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ス
）
か
ら
誕
生
し
、

　
　
　
　
　
　
新
た
な
る
霊
感
妬
叫
ひ
、

　
　
　
　
　
　
万
有
を
生
み
出
だ
す
自
然
（
ナ
ー
ト
ゥ
ー
ラ
ー
ナ
ー
ト
ゥ
ー
ラ
ン
ス
）
が
再
び

　
　
　
　
　
　
　
　
掴
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
「
あ
た
か
も
祝
祭
の
日
に
…
…
」
一
七
九
九
年
）

思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
四
節
で
召
喚
さ
れ
た
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」

（
第
五
五
句
）
の
「
清
澄
な
る
神
気
ア
イ
テ
ー
ル
」
（
註
（
2
1
）
）
の
下
に
は
、
か

く
生
け
る
自
然
（
ナ
ー
ト
ゥ
ー
ラ
ー
ナ
ー
ト
ゥ
ー
ラ
ン
ス
）
が
諸
手
を
天
地
万
有

（
ヘ
ン
ー
カ
イ
ー
パ
ー
ン
）
に
大
き
く
拡
げ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
悠
久
た
る
天
地
自

然
の
只
中
で
熾
烈
に
燃
え
る
ポ
イ
ボ
ス
神
ア
ポ
ロ
ー
ン
の
如
き
日
輪
の
眼
光
が
輝
く

白
昼
の
碧
空
に
、
バ
。
コ
ス
神
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
に
捧
げ
ら
れ
た
新
春
の
復
活
を

言
祝
ぐ
古
典
ギ
リ
シ
ア
祝
祭
の
時
空
が
開
け
、
「
偉
大
な
る
運
命
」
（
第
六
二
句
）

が
蒼
寫
に
轟
く
の
で
あ
る
。

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）
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厳
粛
な
る
哲
人
シ
ラ
ー
の
遺
言
（
〔
一
〕
剛
）
が
後
世
に
委
ね
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
遺
言
執
行
の
嫡
出
児
た
ら
ん
と
し
て
、
鬼
才
ニ
ー
チ
ェ
は
「
悲
劇
の
誕
生
」

の
叙
述
に
お
い
て
苦
闘
す
る
。
当
時
の
文
献
学
が
古
典
古
代
を
「
全
く
歴
史
記
述
の

素
材
と
し
て
、
何
ら
か
の
与
え
ら
れ
た
客
体
と
し
て
処
理
さ
る
べ
く
処
理
し
た
」

（
〔
一
〕
閣
（
2
6
）
）
の
に
対
し
、
ま
ず
ニ
ー
チ
ェ
は
浪
漫
感
情
に
燃
え
る
疾
風
怒
濤

の
求
法
の
嵐
の
焔
を
突
き
つ
け
た
。
だ
が
し
か
し
、
こ
の
雄
飛
に
よ
り
実
は
吹
き
飛

ば
さ
れ
て
、
後
に
「
自
己
批
判
の
試
み
」
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
浪
漫
情
緒
に
丸
く

収
ま
っ
た
「
機
械
仕
掛
け
の
神
」
な
す
「
形
而
上
の
心
の
慰
め
」
（
〔
二
〕
恋
（
７
）
）

に
落
ち
こ
ん
で
し
ま
っ
た
。
つ
ま
り
時
代
の
散
文
実
証
（
ボ
ズ
ィ
テ
ィ
ー
フ
）
精
神

の
裏
側
を
な
す
に
過
ぎ
ぬ
既
成
キ
リ
ス
ト
者
の
安
逸
な
る
意
識
の
大
団
円
へ
と
填
り

込
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
　
そ
し
て
鷲
鳥
の
よ
う
に
平
べ
っ
た
い
足
を
近
代
の
水
に
つ
け
て
立
ち
、
無
力
に
も
古
典
ギ

　
　
リ
シ
ア
の
天
空
へ
と
雄
飛
し
よ
う
と
腕
く
ば
か
り
な
の
で
、
何
を
な
し
何
を
語
ろ
う
と
も
、

　
　
一
層
と
不
器
用
に
韻
の
辻
棲
が
合
わ
ず
支
離
滅
裂
に
な
る
一
方
な
の
だ
。
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
「
第
一
七
二
書
簡
」
、
〔
二
〕
即
（
2
2
）
）

こ
の
よ
う
な
自
覚
か
ら
、
「
あ
の
感
受
さ
れ
る
だ
け
で
、
神
の
近
さ
を
感
知
す
る
に

過
ぎ
ず
、
決
し
て
濃
密
な
る
造
形
へ
と
結
晶
す
る
こ
と
無
き
力
」
（
註
（
2
5
）
）
を

破
邪
し
、
敢
て
歩
を
進
め
、
「
諸
概
念
が
最
高
度
に
動
き
現
象
す
る
の
で
は
あ
る
が
、

厳
粛
な
る
思
念
は
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
静
謐
に
住
し
、
至
高
の
極
致
の
明
鏡
へ
と
映

し
出
さ
れ
る
」
（
〔
一
〕
恋
（
1
8
）
）
と
こ
ろ
の
「
生
け
る
明
鏡
」
の
現
実
へ
と
、
哲

人
シ
ラ
ー
の
遺
言
執
行
人
は
眼
差
を
向
け
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
「
生
け
る
自
然

（
ナ
ー
ト
ゥ
ー
ラ
ー
ナ
ー
ト
ウ
ー
ラ
ン
ス
）
」
の
明
鏡
な
す
「
濃
密
な
る
造
形
の
結

晶
」
（
註
（
2
5
）
）
へ
と
高
ま
る
神
威
（
ダ
イ
モ
ー
ン
）
が
古
典
ギ
リ
シ
ア
芸
術
に

宿
る
か
ら
で
あ
る
。

　
確
か
に
未
熟
さ
ゆ
え
直
視
は
し
て
い
な
い
に
し
て
も
、
し
か
し
少
な
く
と
も
予
感

（
ア
ー
ヌ
ン
グ
）
を
抱
い
て
、
弱
冠
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
こ
の
「
濃
密
な
る
造
形
の
結

晶
」
を
、
古
典
ギ
リ
シ
ア
の
抒
情
詩
人
の
雄
ピ
Ｚ
グ
ロ
ス
の
讃
歌
に
見
い
出
し
て
い

　
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
ピ
ン
ダ
ロ
ス
の
讃
歌
を
私
は
、
詩
芸
術
の
最
高
峰
で
あ
る
と
言
い
た
い
ほ
ど
で
あ
る
。
作

　
　
　
品
の
容
量
か
ら
す
れ
ば
叙
事
詩
や
劇
に
及
ば
な
い
け
れ
ど
も
、
し
か
し
正
に
そ
れ
故
に
ピ

　
　
　
ン
ダ
ロ
ス
の
讃
歌
は
、
圧
縮
さ
れ
た
短
か
さ
の
中
に
、
叙
事
詩
の
造
形
と
悲
劇
の
激
情

　
　
　
（
パ
ト
ス
）
と
を
統
一
し
た
と
言
え
る
ほ
ど
の
無
比
の
も
の
に
な
っ
て
お
り
、
正
に
こ
の

　
　
　
故
に
、
こ
の
古
典
讃
歌
の
威
力
を
自
ら
の
霊
魂
に
輝
き
わ
た
ら
せ
る
こ
と
の
で
き
る
読
者

　
　
　
は
、
ピ
ン
ダ
ロ
ス
が
こ
の
統
一
を
成
し
Ｊ
町
た
と
言
え
る
ほ
ど
の
物
々
し
い
力
と
緊
迫
と

　
　
　
を
、
こ
‘
の
古
典
讃
歌
か
ら
受
け
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
「
古
代
ギ
リ
シ
ア
人
に
お
け
る
美
し
い
諸
芸
術
の
歴
史
」
一
七
九
〇
年
）

　
こ
こ
に
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
出
発
点
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
詩
人
の
追
求
す
る
正

　
法
眼
は
、
辰
り
溢
れ
る
悲
壮
美
（
パ
。
ト
ス
）
が
真
迫
す
る
物
々
し
’
い
力
量
（
エ
ネ
ル

　
ゲ
イ
ア
）
を
、
揺
ら
ぎ
の
無
い
「
生
け
る
明
鏡
」
の
重
鎮
な
す
静
謐
へ
と
沈
深
さ
せ
、
’
『

。
造
形
結
晶
へ
と
も
た
ら
す
べ
き
理
念
（
イ
デ
ア
ー
）
顕
正
で
お
る
。
こ
の
脈
絡
を
ニ
ー

　
チ
エ
が
先
程
、
「
今
や
バ
ッ
コ
ス
神
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
は
も
は
や
力
に
よ
っ
て
で

　
は
な
く
、
叙
事
造
形
の
雄
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
ホ
メ
ー
ロ
ス
の
言
葉
で
物
語
る
」

　
（
註
（
2
5
）
）
と
言
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
こ
こ
に
言
う
叙
事
詩
人
ホ
メ
ー
ロ
ス
と
は
当
然
、
熾
烈
な
ポ
イ
ボ
ス
神
ア
ポ
ロ
ー

　
‘
ン
の
如
き
日
輪
が
輝
く
雄
渾
悲
壮
な
る
英
雄
の
時
空
な
す
詩
編
「
イ
ー
リ
ア
ス
」
の

　
歌
人
で
あ
り
、
落
日
の
太
陽
の
如
き
老
人
の
た
わ
い
無
い
神
話
物
語
（
ミ
ュ
ー
ト
ー

　
デ
ー
ス
）
を
繰
り
広
げ
る
遍
歴
譚
「
オ
デ
ュ
セ
イ
ア
」
の
作
者
で
は
な
い
。
既
に
西

　
歴
紀
元
一
世
紀
頃
に
成
る
瞳
目
す
べ
き
美
学
論
文
「
崇
高
論
」
に
お
い
て
、
こ
の
脈

　
絡
が
言
葉
巧
み
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
す
な
わ
ち
、
詩
篇
「
イ
ー
リ
ア
ス
」
に
溢
れ
て
い
る
あ
の
緊
迫
、
平
板
に
な
る
こ
と
な
く

　
　
　
調
子
が
落
ち
る
こ
と
の
決
し
て
な
い
あ
の
崇
高
さ
、
途
絶
え
る
こ
と
な
き
悲
壮
美
（
パ
ト

　
　
　
ス
）
の
あ
の
遊
り
は
、
も
は
や
「
オ
デ
ュ
セ
イ
ア
」
に
は
見
ら
れ
な
い
。
…
…
　
偉
大
さ

　
　
　
の
引
潮
が
見
ら
れ
、
更
に
神
話
物
語
（
ミ
ュ
ー
ト
ー
デ
ー
ス
）
や
信
じ
難
い
も
の
の
間
を

　
　
　
迷
う
こ
と
に
な
が
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ロ
ン
ギ
ノ
ス
「
崇
高
論
」
第
九
章
、
第
十
三
節
）



ヽ
こ
の
立
言
が
実
証
な
き
空
言
に
終
わ
ら
な
い
た
め
に
一
例
を
次
に
挙
げ
よ
う
。

　
　
例
え
ば
、
「
オ
デ
ュ
セ
イ
ア
」
の
第
十
六
歌
で
は
、
バ
ラ
ス
女
神
ア
テ
ー
ネ
ー
が
、

『
あ
た
か
も
超
自
然
の
変
化
た
る
お
伽
話
の
妖
精
か
魔
女
の
如
き
「
機
械
仕
掛
け
の
神
」

　
と
し
て
、
魔
法
の
「
黄
金
の
杖
」
で
自
然
物
を
変
異
さ
せ
る
。

ア
テ
ー
ネ
ー
女
神
は
近
付
い
た
。
女
神
の
姿
は
美
し
く
背
が
高
く
て
手
先
の
器
用
な
女
性

に
似
て
い
た
。
…
…
　
ま
さ
に
女
神
が
眉
で
頷
く
と
、
神
々
し
い
オ
デ
ュ
セ
ウ
ス
は
そ
れ

を
認
め
た
。
…
…
か
く
言
う
と
ア
テ
ー
ネ
ー
女
神
は
黄
金
の
杖
で
彼
を
撫
で
た
。
オ
デ
ュ

セ
ウ
ス
の
外
衣
が
ま
ず
よ
く
洗
濯
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
た
。
更
に
女
神
は
彼
の
胸
の
囲
り

に
下
着
を
被
せ
、
オ
デ
ュ
セ
ウ
ス
の

頬
の
皺
も
伸
び
、
あ
ご
の
鐙
も
黒
く

な姿

っ｡を

た!!大

き
く
若
々
し
く
し
た
。
彼
の
肌
に
艶
が
出
、

（
「
オ
デ
ュ
セ
イ
ア
」
第
十
六
巻
、
第
一
五
七
句
－
第
一
七
六
句
）

雄
篇
「
イ
ー
リ
ア
ス
」
に
お
け
る
久
遠
な
る
天
地
自
然
が
次
第
に
悠
然
と
生
育
す
る

力
に
代
わ
り
、
遍
歴
譚
「
オ
デ
ュ
セ
イ
ア
」
で
は
、
空
想
の
観
念
（
フ
ァ
ン
タ
ス
マ
）

が
飛
び
交
う
。
こ
れ
も
一
篇
の
牧
歌
情
緒
な
す
想
像
の
戯
れ
と
看
倣
す
こ
と
が
出
来

よ
う
。
既
に
見
た
啓
蒙
オ
ペ
ラ
文
化
（
〔
二
〕
閣
）
に
も
、
こ
の
類
の
空
想
へ
の
甘

え
が
見
ら
れ
、
正
に
こ
の
甘
え
に
対
し
て
、
「
生
け
る
自
然
（
ナ
ー
ト
ウ
ー
ラ
ー
ナ
ー

ト
ウ
ー
ラ
ン
ス
’
）
」
を
畏
み
怖
れ
る
慎
ま
し
く
謹
厳
な
敬
虔
（
ピ
エ
タ
ー
ス
）
な
る
祈

り
（
レ
リ
ギ
オ
ー
）
の
霊
峰
が
立
ち
開
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ど
の
「
生
け
る
自
然
」

の
「
必
然
（
ネ
メ
シ
ス
）
の
眼
差
は
厳
粛
で
あ
る
」
（
〔
一
〕
㈲
（
4
2
）
）
。

　
　
…
…
　
＾
損
怖
と
荘
厳
（
テ
ィ
ノ
ス
）
に
バ
ラ
ス
女
神
ア
テ
ー
ネ
ー
の
両
眼
は
熾
烈
に
燦
め

　
　
い
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
イ
ー
リ
ア
ス
」
第
一
部
、
第
二
〇
〇
句
）

遍
歴
譚
「
オ
デ
ュ
セ
イ
ア
」
の
空
想
（
フ
″
ン
タ
ス
マ
）
と
は
好
対
称
を
な
し
、
雄

篇
「
イ
ー
リ
ア
ス
」
の
神
威
は
擬
人
化
さ
れ
て
だ
れ
る
こ
と
な
き
「
畏
怖
と
荘
厳

（
シ
ュ
レ
ッ
ク
リ
ヒ
ー
フ
ァ
イ
ア
ー
リ
ヒ
）
な
る
形
式
」
（
〔
二
〕
閣
（
・
1
5
）
）
に
お

五
三

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

す
る
「
生
け
る
明
鏡
」
（
〔
三
〕
旧
（
1
0
5
）
）
の
稲
妻
の
如
き
閃
光
も
て
、
自
然
力
に

燃
え
盛
り
怒
れ
る
悲
雄
ア
キ
レ
ウ
ス
の
猛
威
を
、
静
謐
に
し
て
「
濃
密
な
る
造
形
」

へ
と
「
結
晶
」
（
註
（
2
5
）
）
さ
せ
る
の
で
あ
る
（
註
（
3
7
）
）
。

　
そ
も
そ
も
こ
の
悲
雄
「
ア
キ
レ
ウ
ス
の
破
滅
な
す
怒
り
」
を
歌
う
こ
と
こ
そ
が
、

英
雄
叙
事
詩
「
イ
ー
リ
ア
ス
」
の
主
題
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
怒
り
を
歌
え
Ｉ
・
　
女
神
（
ム
ー
サ
）
よ
Ｉ
・
　
ペ
レ
ー
ウ
ス
の
子
ア
キ
レ
ウ
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（
怒
り
を
歌
え
¶
・
）

　
　
　
　
　
　
そ
の
破
滅
な
す
（
怒
り
）
は
、
無
数
の
ギ
リ
シ
ア
兵
に
苦
難
を
与
え
、

　
　
　
　
　
　
多
数
の
剛
毅
な
る
英
雄
た
ち
の
霊
魂
を
冥
府
へ
と
送
り
、

　
　
　
　
　
　
悲
雄
た
ち
を
野
良
犬
や
猛
禽
ど
も
の
餌
食
と
し
て

　
五
　
　
　
　
犠
牲
に
供
し
た
。
大
神
ゼ
ウ
ス
の
意
志
は
か
く
し
て
完
遂
し
た
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
そ
れ
は
ま
ず
双
鷲
な
す
両
雄
が
、
雌
雄
を
争
い
分
裂
し
て
以
来
の
こ
と
、

　
　
　
　
　
　
神
々
し
い
ア
キ
レ
ウ
ス
と
英
雄
た
ち
の
元
師
ア
『
』
ウ
ス
の
子
（
ア
ガ
メ
ム
ノ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
ン
）
と
が
（
争
い
分
裂
し
て
以
来
の
こ
と
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
イ
ー
リ
ア
ス
」
第
一
歌
、
第
一
句
－
第
七
句
）

こ
の
雄
渾
な
る
英
雄
叙
事
詩
冒
頭
の
性
格
を
色
濃
く
規
定
す
る
の
が
「
怒
り
（
メ
ー

ニ
ス
）
」
で
あ
る
。
・
正
に
こ
の
「
怒
り
（
メ
ー
ニ
ス
）
」
こ
ぞ
、
既
に
述
べ
た
「
至

福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
召
喚
の
下
に
「
偉
大
な
る
運
命
が
轟
く
」
（
〔
二
〕
閣
（
2
1
）
）

‘ 、

思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
古
典
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
誕
生
の
時
空
に
お
け
る
、
神

人
の
「
無
際
限
の
一
体
化
」
と
そ
の
　
「
最
も
厳
格
な
分
離
」
（
〔
一
〕
剛
（
4
9
）
）
の

主
要
契
機
で
あ
っ
た
。

悲
劇
激
切
表
出
は
殊
に
次
の
点
に
依
拠
す
る
。
つ
ま
り
神
と
人
と
が
一
体
と
成
り
、
無
際

限
に
自
然
の
威
力
と
人
間
の
内
面
の
最
深
部
と
が
、
怒
り
に
お
い
て
一
体
と
な
る
よ
う
な

途
方
も
無
い
こ
と
が
、
無
際
限
の
分
離
に
よ
り
無
際
限
の
一
体
化
が
浄
化
（
カ
タ
ル
シ
ス
）

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
自
覚
さ
れ
る
点
て
あ
る
。
自
然
の
記
述
者
は
、
思
慮
（
ヌ
ー
ス
）
深

い
筆
致
で
物
し
た
の
だ
。

（
〔
二
〕
倒
（
2
0
）
）

「
神
々
し
い
（
デ
ィ
ー
オ
ス
）
ア
キ
レ
ウ
ス
の
怒
り
（
メ
ー
ニ
ス
）
」
を
、
崇
高
で

美
し
い
叙
事
造
形
の
結
晶
と
し
て
後
世
に
残
し
た
詩
人
と
し
て
、
歌
人
ホ
メ
ー
ロ
ス



五
四
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
三
巻
　
人
文
科
学

も
「
思
慮
（
ヌ
ー
ス
）
深
い
自
然
の
記
述
者
」
の
一
人
に
数
え
入
れ
ら
れ
る
で
あ
ろ

　
前
掲
の
雄
篇
「
イ
ー
リ
ア
ス
」
冒
頭
（
註
（
3
0
）
）
に
関
し
て
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン

は
美
学
論
文
「
詩
作
様
式
の
相
違
に
つ
い
て
」
（
一
七
九
九
年
）
に
お
い
て
、
叙
事

詩
の
外
観
の
「
素
朴
」
の
只
中
に
、
「
悲
壮
」
で
「
英
雄
風
」
な
「
基
調
」
を
読
み

取
る
。

　
　
外
観
（
シ
ャ
イ
ン
）
は
素
朴
（
ナ
イ
Ｌ
フ
）
な
叙
事
詩
（
エ
ポ
ス
）
の
基
調
（
グ
ル
シ
ト
・

　
　
（
ア
オ
ル
ギ
シ
ュ
）
‐
な
方
恟
居
と
る
。
…
…
…
か
く
し
て
、
こ
ぶ
詩
歌
は
基
底
音
（
グ
．
ル

　
　
ン
ト
ー
ド
ー
ン
）
を
英
雄
（
へ
．
－
ロ
ー
ス
）
的
に
始
め
、
「
怒
り
を
歌
え
（
メ
ー
ニ
ナ
’
・

　
，
’
エ
イ
デ
゛
女
神
（
テ
ー
ア
ー
）
よ
ｊ
・
」
－
し
で
英
雄
叙
事
詩
と
な
り
路
る
の
，
で
軋
秒
ｊ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
’
曳
　
　
　

’
゛
、
゛
　
　
・
　
ｉ
’
ｆ
　
ｌ
　
’

崇
高
な
る
悲
壮
美
（
パ
ト
ス
）
が
雄
添
な
る
叙
事
造
形
の
兪
密
な
る
結
晶
と
し
て
、
．

シ
ュ
テ
ィ
ム
ン
グ
）
は
、
悲
壮
（
パ
ト
ス
）
で
英
雄
（
バ
ー
ロ
ー
．
ス
）
的
で
非
有
機
的

｀
゛
、
”
／
”
．
”
／
一
／
｀
ｋ
‘
．
７
り
＾
”
ニ
’
Ｉ
ｏ
　
　
　
　
５
　
’
´
’
し
　
’
ｙ
‘
ｆ
７
い
χ
Ｌ
Ｈ
ｒ
Ｉ
ｒ
″
ｗ
．
・
―
χ
、
・
‐
　
’
／

　
　
　
　
　
　
父
よ
Ｉ
・
　
清
澄
な
る
者
よ
！
・
　
こ
の
言
葉
は
久
遠
の
彼
方
ま
で
響
き
渡
る
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
太
古
の

　
七
〇
　
　
　
　
証
は
、
父
祖
か
ら
伝
来
さ
れ
、
的
を
射
て
、
創
造
的
に
下
っ
て
く
る
。

　
　
　
　
　
　
す
な
わ
ち
、
か
く
し
て
天
上
の
神
々
が
帰
来
す
る
。
深
く
震
憾
さ
せ
て
か
く
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
如
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
゛
ん

　
　
　
　
　
　
　
陰
影
（
レ
ー
テ
ー
）
か
ら
解
ぎ
放
た
れ
、
あ
か
ら
さ
ま
な
姿
で
人
間
へ
と
神
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
日
が
到
来
す
衣
・

　
　
　
　
　
　
（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
四
節
、
第
六
五
句
丿
第
七
二
句
、
〔
一
〕
閤
（
4
5
）
）

叙
事
詩
造
形
特
有
の
所
謂
ホ
メ
ー
ロ
ス
風
な
明
る
く
「
清
澄
な
る
」
（
第
六
九
句
）

性
格
は
蓋
し
、
「
深
く
震
憾
（
テ
ィ
ー
フ
ー
シ
ュ
ッ
テ
ル
ン
）
さ
せ
る
」
（
第
七
一

句
）
に
足
る
霊
魂
の
痩
り
溢
れ
る
悲
壮
（
パ
ト
ス
）
と
表
裏
一
体
を
な
し
崇
高
な
る

古
典
美
を
形
造
る
。
こ
の
古
典
ギ
リ
シ
ア
の
崇
高
美
に
輝
け
る
神
々
の
誕
生
（
テ
オ

ゴ
ニ
ア
ー
）
こ
そ
、
「
陰
影
（
レ
ー
テ
ー
）
か
ら
解
き
放
た
れ
」
（
第
七
二
句
）
、

「
あ
か
ら
さ
ま
な
る
開
け
（
オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ー
ル
）
」
な
す
「
万
有
の
全
一
　
（
ヘ
ン
ー

カ
イ
ー
パ
ー
ン
）
」
と
し
て
「
真
理
（
ア
レ
ー
テ
イ
ア
）
」
が
顕
正
す
る
こ
と
に
他

な
ら
な
い
と
言
え
よ
う
。

　
　
　
…
…
　
だ
が
や
が
て
隠
れ
な

’
神
々
そ
の
も
の
が
到
来
す
る
。
人
は

（
ア
レ
ー
テ
イ
ア
）
と
し
て

に
慣
れ
て
ゆ
き
゛
、
　
｀
’

日
昼
の
光
明
に
慣
れ
、
ヽ
あ
か
ら
さ
’
ま
ペ
オ
ツ
７
エ
ン
バ
ー
ル
）
、
な
神
々
へ
と
眼

　
じ
す
で
に
匯
し
く
互
有
の
全
一

へ
　
　
・
１
‘
　
ら
能
が
直
視
ず
る
・

（
ヘ
ン
・
ｊ
カ
イ
ー
パ
ー
ン
）
と
呼
ば
れ
た
神
々

　
八
五
　
｀
　
深
く
黙
さ
れ
た
。
胸
に
自
由
な
解
き
放
た
れ
た
充
足
が
満
机
Ｖ
ｉ

　
＼
　
　
　
ム
　
　
　
　
　
（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
五
節
、
第
八
一
句
－
第
八
五
句
）
・

か
く
「
あ
か
ら
さ
ま
な
真
理
（
ア
レ
ー
テ
ィ
ア
）
」
（
第
八
一
句
）
な
し
て
「
深
く
震

憾
（
テ
ィ
ー
フ
ー
シ
ュ
ッ
テ
ル
ン
）
さ
せ
て
」
（
第
七
一
句
）
「
畏
怖
と
荘
厳
（
シ
ュ

レ
ッ
ク
リ
ヒ
ー
フ
ァ
イ
ア
ー
リ
ヒ
）
な
る
形
式
」
（
〔
二
〕
口
（
1
5
）
）
に
お
い
て
来

臨
す
る
叙
事
造
形
の
神
々
を
考
量
し
て
始
め
て
、
古
典
ギ
リ
シ
ア
の
時
空
を
掴
む
意

味
深
長
な
る
言
葉
「
万
有
の
全
一
　
（
ヘ
ン
ー
カ
イ
ー
パ
ー
ン
）
」
が
根
源
（
ア
ル

ヶ
Ｉ
）
か
ら
把
握
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
、
近
世
の
浪
漫
風
全
一
感
「
感
情

が
全
て
な
の
だ
（
ゲ
ヒ
ュ
ー
ル
ー
イ
ス
ト
ー
ア
レ
ス
）
」
（
〔
二
〕
口
（
５
）
）
に
育
く

ま
れ
た
現
存
の
安
逸
へ
の
甘
え
な
す
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
風
明
朗
性
」
（
「
こ
剛

　
（
３
）
）
は
破
邪
さ
れ
、
悲
壮
（
パ
ト
ス
）
雄
渾
に
し
て
陰
影
濃
く
「
陰
惨
な
る
深
淵

か
ら
萌
え
る
ア
ポ
ロ
ー
ン
文
化
の
精
華
」
た
る
「
古
典
ギ
リ
シ
ア
人
の
あ
の
壮
麗
な

自
然
」
〔
二
〕
出
（
２
）
）
が
、
「
万
有
の
全
一
　
（
ヘ
ン
ー
カ
イ
ー
パ
ー
ン
）
」
な

す
神
話
の
神
々
と
し
て
顕
正
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
古
典
ギ
リ
シ
ア
の
オ
リ
ュ
ム
ポ
ス
の
神
々
の
中
で
、
畏
怖
と
荘
厳
な
る
古
典

造
形
美
の
時
空
を
、
あ
た
か
も
熾
烈
な
る
日
輪
の
如
く
雄
飛
す
る
の
は
輝
け
る
ポ
イ



ボ
ス
神
ア
ポ
ロ
ー
ン
に
他
な
ら
な
い
。
既
に
示
し
た
よ
う
に
、
悲
劇
の
雄
オ
イ
デ
ィ

プ
ー
ス
を
撃
っ
た
の
も
、
こ
の
ポ
イ
ボ
ス
神
ア
ポ
ロ
ー
ン
で
あ
っ
た
。

ポ
イ
ボ
ス
神
ア
ポ
ロ
ー
ン
が
是
を
、
ア
ポ
ロ
ー
ン
神
だ
っ
た
の
だ
、
親
し
い
者
た
ち
よ

あ
の
神
が
災
禍
苦
難
な
す
私
の
こ
の
苦
悩
（
パ
ト
ス
）
を
完
遂
し
た
の
だ
。

　
（
「
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
王
」
第
一
三
二
九
句
－
第
一
三
三
〇
句
、
〔
二
〕
閣
（
1
6
）
）

こ
の
よ
う
な
悲
痛
は
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
に
留
ま
ら
ず
、
ホ
メ
ー
ロ
ス
の
英
雄
叙
事

詩
「
イ
ー
リ
ア
ス
」
に
活
躍
す
る
英
雄
た
ち
の
精
華
と
も
言
う
べ
き
「
デ
ィ
ー
オ
ス

（
神
々
し
い
）
ア
キ
レ
ウ
ス
」
（
註
（
3
0
）
）
を
こ
そ
襲
撃
す
る
。
親
友
パ
ト
ロ
ク

ロ
ス
を
撃
ち
取
っ
た
敵
方
ト
ロ
イ
ア
ー
イ
ー
リ
オ
ン
の
勇
将
ヘ
ク
ト
ー
ル
を
目
掛
け
、

詩
篇
「
イ
ー
リ
ア
ス
」
の
焦
眉
の
急
「
ア
キ
レ
ウ
ス
の
破
滅
な
す
怒
り
（
メ
ー
ニ
ス
）
」

（
註
（
3
0
）
）
は
燃
え
上
が
る
。
蓋
し
、
こ
の
「
怒
り
（
メ
ー
ニ
ス
）
」
の
燃
焼
は
、

宿
敵
ヘ
ク
ト
ー
ル
の
み
な
ら
ず
、
怒
れ
る
ア
キ
レ
ウ
ス
自
身
を
も
呑
み
こ
む
神
威

（
ダ
イ
モ
ー
ン
）
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
英
雄
た
ち
に
悲
劇
が
誕
生
す
る
畏
怖

と
荘
厳
（
シ
ュ
レ
ッ
ク
リ
ビ
ー
フ
　
７
イ
ア
ー
リ
ヒ
）
な
る
時
空
に
君
臨
す
る
の
も
、

熾
烈
な
る
日
輪
の
如
く
焼
き
尽
く
す
ポ
イ
ボ
ス
神
ア
ポ
ロ
ー
ン
に
他
な
ら
な
い
。
言

わ
ば
「
神
々
し
い
ア
キ
レ
ウ
ス
」
も
ヘ
ク
ト
ー
ル
も
究
竟
こ
の
神
の
操
る
人
形
絡
繰

（
マ
キ
ー
ナ
）
に
過
ぎ
な
い
と
云
う
空
怖
ろ
し
い
認
識
（
グ
ノ
ー
シ
ス
）
が
、
古
典

ギ
リ
シ
ア
の
哲
理
（
ロ
ゴ
ス
）
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
従
っ
て
、
「
悲
劇
の
死
」
（
〔
二
〕
閣
（
1
3
）
）
の
母
胎
な
す
「
機
械
仕
掛
け
の
神

（
デ
ウ
ス
ー
エ
ク
ス
ー
マ
キ
ー
ナ
）
」
こ
そ
は
、
正
に
こ
の
哲
理
（
ロ
ゴ
ス
）
に
反

す
る
戯
言
と
看
倣
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
神
が
機
械
仕
掛
け
の
絡
繰
（
マ
キ
ー
ナ
）

で
あ
る
の
で
は
な
く
、
人
間
こ
そ
が
、
と
り
わ
け
そ
の
精
華
た
る
悲
雄
（
ヘ
ー
ロ
ー

ス
）
こ
そ
が
神
の
絡
繰
（
マ
キ
ー
ナ
）
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
こ
の
悲
壮

（
パ
ト
ス
）
な
る
現
存
に
関
し
て
こ
う
言
わ
れ
る
に
最
も
理
（
ロ
ゴ
ス
）
が
あ
る
。

　
肪
戴
か
ざ
る
こ
と
ヽ
こ
れ
が
全
て
吸
賄
Ｊ
ロ
ゴ
ス
）
に
優
る
・
だ
が
も
し
訟
釦
ぞ
ら
ば
ヽ

五
五

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

　
来
し
方
へ
石
火
の
如
く
消
え
往
く
こ
と
、
実
に
是
が
次
に
優
る
。
　
’

　
　
　
　
　
（
ソ
ポ
ク
レ
ー
ス
「
コ
ロ
ー
ノ
ス
の
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
」
第
一
二
二
四
句
－
第

　
　
　
　
　
一
二
二
八
句
よ
り
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
「
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
」
第
二
巻
冒
頭
に
引

　
　
　
　
　
用
）

か
く
生
者
必
滅
の
理
を
直
向
に
見
据
え
問
い
つ
つ
悲
劇
誕
生
の
時
空
へ
と
心
開
く
こ

と
、
こ
れ
が
古
典
ギ
リ
シ
ア
現
存
の
敬
虔
（
ピ
エ
タ
ー
ス
）
な
る
祈
り
（
レ
リ
ギ

オ
ー
）
で
あ
っ
た
。
此
所
で
は
皮
肉
（
イ
ロ
ニ
ー
）
で
茶
化
す
斜
視
の
暗
示
は
陰
を

潜
め
、
全
て
が
明
示
で
あ
ヴ
直
視
で
あ
り
、
悪
魔
や
天
使
な
ど
介
入
の
余
地
な
く
、

人
は
人
と
し
て
神
は
神
と
し
て
峻
厳
に
対
峠
し
、
相
克
措
抗
の
只
中
で
矛
盾
対
立
な

す
悲
劇
の
必
然
（
ネ
メ
シ
ス
）
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
確
か
に
こ
の
畏
怖
と
荘

厳
（
シ
ュ
レ
ッ
ク
リ
ヒ
ー
フ
ァ
イ
ア
ー
リ
ヒ
）
な
る
時
空
に
お
い
て
は
、
「
牧
歌
風

現
実
を
気
安
く
好
む
趣
向
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
風
明
朗
性
」
（
〔
一
〕
山
（
３
）
）
な

す
「
機
械
仕
掛
け
の
神
」
が
偶
像
と
し
て
木
端
微
塵
に
瓦
解
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ

ろ
う
し
、
浪
漫
情
緒
に
「
形
而
上
の
心
の
慰
め
」
（
〔
二
〕
出
（
３
）
）
を
恵
む
大
団

円
な
す
「
丸
く
収
ま
っ
た
芸
術
品
」
（
〔
一
〕
閣
（
2
6
）
）
な
ど
手
懸
け
ら
れ
る
隙
も

全
く
無
い
で
あ
ろ
う
。

　
再
び
「
イ
ー
リ
ア
ス
」
に
戻
る
と
、
母
な
る
女
神
テ
テ
ィ
ス
の
願
い
に
よ
れ
ば
、

不
死
に
留
ま
る
べ
く
生
ま
れ
た
は
ず
の
。
「
神
々
し
い
ア
キ
レ
ウ
ス
」
も
畢
竟
、
ポ
イ

ボ
ス
神
ア
ポ
ロ
ー
ン
の
弓
弩
の
犠
牲
と
し
て
ア
キ
レ
ス
腱
を
射
抜
か
れ
砂
塵
に
塗
れ

る
運
命
（
モ
イ
ラ
）
の
必
然
（
ネ
メ
シ
ス
）
な
す
厳
粛
な
眼
差
〔
二
〕
間
（
4
2
）
）

の
下
に
あ
る
。
こ
の
ト
ロ
イ
ア
ー
イ
ー
リ
オ
ン
の
神
威
（
ダ
イ
モ
ー
ン
）
た
る
「
怖

ろ
し
く
も
壮
麗
（
フ
ル
ヒ
ト
バ
ー
ル
ー
ヘ
ア
リ
ヒ
）
」
（
〔
一
〕
囲
（
4
0
）
）
な
る
ポ

イ
ボ
ス
神
ア
ポ
ロ
ー
ン
を
、
叙
事
詩
人
ホ
メ
ー
ロ
ス
は
雄
篇
「
イ
ー
リ
ア
ス
」
第
一

歌
冒
頭
に
お
い
て
真
先
に
歌
い
あ
げ
る
。

　
　
　
　
　
神
々
の
住
居
オ
リ
ラ
ム
ポ
ス
の
頂
か
ら
、
怒
れ
る
心
で
ポ
イ
ボ
ス
神
ア
ポ
口
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
ツ
は
降
り
下
り
、



五
六四

五

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
三
巻
　
人
文
科
学

弓
弩
を
両
肩
に
担
い
、
外
被
あ
る
矢
筒
を
持
っ
て
い
た
。

正
に
弓
弩
は
怒
れ
る
神
ポ
イ
ボ
ス
の
肩
上
で
反
響
し
、

震
憾
し
つ
つ
ア
ポ
ロ
ー
ン
神
は
闇
夜
の
如
く
到
来
し
た
の
で
あ
る
。

し
て
（
ギ
リ
シ
ア
人
た
ち
の
）
船
か
ら
遠
く
離
れ
て
坐
し
、
（
ギ
リ
シ
ア
軍
）

　
　
の
中
へ
と
目
掛
け
て
失
を
放
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

(
≫
l

畏
怖
と
荘
厳
（
テ
ィ
ノ
ス
）
な
る
反
響
が
白
銀
の
弓
か
ら
轟
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
「
イ
。
－
リ
ア
ス
」
第
一
歌
、
第
四
四
句
―
第
四
九
句
）

引
用
を
締
め
括
る
第
四
九
句
’
「
デ
イ
ネ
ト
ー
デ
ク
ラ
ン
･
ゲ
。
－
ゲ
ネ
ー
タ
ル
ギ
レ
・
　
’

‘

オ
イ
。
オ
ビ
ー
オ
イ
オ
」

‘ の
六
歩
格
（
ヘ
ク
サ
メ
’
ト
ロ
ン
）
の
響
き
に
、
古
典
ギ
リ
＾
シ
　
　
い

ア
の
神
観
が
濃
密
な
る
造
形
結
晶
と
し
て
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
ぃ
る
と
言
え
よ
う
。

　
と
り
お
け

　
１
味
深
長
な
言
葉
が
、
厩
に
本
論
で
事
あ
る
ご
と
に
登
場
じ
て
’
い
る
’

「
畏
怖
と
荘
厳
゛
（
テ
ィ
ノ
ス
）
」
。
（
「
イ
ー
リ
ア
ス
」
第
四
九
句
）
で
あ
る
。
　
　
０
振
り
返
／

‘
　
　
’

゛
　
　
　
゛
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
一
　
　
　
一

一
　
　
一
　
　
　
い
。
　
‘
　
　
　
　
　
ｊ
　
　
　
ｌ
　
ｌ
Ｉ
　
　
　
　
ｉ
　
　
ｉ

る
と
、
壮
絶
な
る
悲
劇
の
雄
オ
イ
デ
ィ
・
プ
ー
ズ
の
破
局
（
カ
タ
ス
ト
ロ
ペ
ー
）
を
特

色
づ
け
た
の
も
、
こ
の
形
容
詞
「
テ
ィ
ノ
ス
」
と
そ
の
最
上
級
「
デ
イ
ノ
タ
ト
ス
」

で
あ
っ
た
。

　
　
お
お
畏
怖
と
荘
厳
（
テ
ィ
ノ
ス
）
な
す
苦
悩
（
パ
ト
ス
）
が
人
に
は
見
え
る
。

　
　
お
お
こ
わ
こ
そ
わ
が
見
性
せ
し
何
に
も
ま
し
て
至
高
の
畏
怖
と
荘
厳
（
デ
イ
ノ
タ
ト
ス
）

　
　
　
　
な
る
苦
悩
（
パ
ト
ス
）
だ
。

　
　
如
何
な
る
狂
気
（
マ
ニ
ア
ー
）
が
、
お
お
不
幸
な
る
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
よ
、
汝
を
掴
ん
だ

　
　
　
　
の
だ
？

　
　
如
何
な
る
神
威
（
ダ
イ
モ
ー
ン
）
が
、
こ
の
上
な
く
大
い
な
る
雄
飛
を
成
し
て
、

　
　
神
が
不
信
実
（
デ
ュ
ス
ー
ダ
イ
モ
ー
ン
）
な
す
汝
の
運
命
（
モ
イ
ラ
）
に
襲
い
か
か
っ
た

　
　
　
　
の
か
？

　
　
（
「
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
王
」
第
二
一
九
七
句
－
第
コ
ユ
○
二
句
、
〔
二
〕
閣
（
1
9
）
）

こ
の
古
典
悲
劇
合
唱
（
コ
ロ
ス
）
の
白
眉
な
す
珠
玉
の
言
語
彫
琢
の
只
中
で
重
ね
て

意
味
深
長
に
、
形
容
詞
「
デ
イ
ノ
ス
ー
デ
イ
ノ
タ
ト
ス
」
（
第
一
二
九
七
句
－
第

二
一
九
八
句
）
が
響
き
渡
り
、
神
威
ダ
イ
モ
ー
ン
な
す
ポ
イ
ボ
ス
神
ア
ポ
ロ
ー
ン
が

「
不
信
実
（
デ
ュ
ス
ー
ダ
イ
モ
ー
ン
）
」
（
第
一
三
〇
二
句
）
な
す
悲
雄
オ
イ
デ
ィ
プ
ー

ス
の
悲
壮
な
る
運
命
（
モ
イ
ラ
）
の
苦
悩
（
パ
ト
ス
）
が
浮
か
び
上
が
る
。
更
に
こ

の
悲
劇
を
締
め
括
る
合
唱
歌
で
も
、
こ
の
空
怖
ろ
し
い
形
容
詞
「
テ
ィ
ノ
ス
」
は
繰

り
返
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

何
と
、
オ
イ
デ
ィ

　
　
し
ま
っ
た
の

だ1プ
－
ス
は
畏
怖
と
荘
厳
（
テ
ィ
ノ
ス
）
な
る
悲
運
の
荒
波
に
呑
ま
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
（
「
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
王
」
第
｝
五
二
七
句
）

　
こ
の
畏
怖
と
荘
厳
（
デ
イ
ノ
ヽ
ス
）
こ
そ
、
古
都
ア
テ
ー
ナ
イ
の
象
徴
パ
ル
デ
ノ
ー
『
ン

　
聯
殿
ア
テ
浦
－
ウ
ム
に
宮
居
す
パ
。
ラ
ズ
女
神
ア
テ
ー
－
Ｋ
-
　
―
の
・
叡
知
（
ソ
ピ
ー
ア
～
が

。
宿
る
熾
烈
な
る
炳
眼
の
属
性
で
も
あ
っ
た
（
註
（
2
　
9
）
・
参
照
）
。
　
　
　
　
ｙ
　
ト

　
ド
‘
ト
　
　
　
女
神
は
（
ア
キ
レ
ウ
ス
の
）
背
後
に
立
ち
、
ペ
ー
レ
ヴ
ス
の
子
（
ア
キ
レ
ウ
ス
）

｀
　
・
　
　
’
宍
ニ
の
亜
麻
色
の
髪
を
掴
ん
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
ー
‘

　
、
　
‘
’
゛
ア
キ
レ
ウ
ス
に
だ
け
女
神
は
顕
正
し
、
“
他
の
者
た
ち
の
唯
一
人
（
女
神
の
姿
を
）

　
　
　
　
　
　
　
　
見
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
驚
愕
し
て
ア
キ
レ
ウ
ス
は
後
ろ
を
振
り
向
き
直
ち
に
認
め
た

二
〇
〇
　
　
バ
ラ
ス
女
神
ア
テ
ー
ネ
ー
を
‥

畏
怖
と
荘
厳
（
テ
ィ
ノ
ス
）
な
る
女
神
の
両
眼

は
熾
烈
に
燦
め
い
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
イ
ー
リ
ア
ス
」
第
一
歌
、
第
一
九
七
句
１
第
二
〇
〇
句
）

更
に
大
自
然
の
猛
々
し
い
神
威
（
ダ
イ
モ
ー
ン
）
を
造
形
し
た
と
云
え
る
雄
篇
「
イ
ー

リ
ア
ス
」
の
佳
句
に
も
、
形
容
詞
「
テ
ィ
ノ
ス
」
は
然
か
る
べ
き
場
を
占
め
て
登
場

す
る
。

　
　
黒
雲
の
も
と
に
疾
風
よ
り
養
な
わ
れ
た
る
迅
速
な
る
波
が
快
速
の
船
を
襲
い
、
船
は
全
く

　
　
泡
沫
に
呑
ま
れ
、
畏
怖
と
荘
厳
（
テ
ィ
ノ
ス
）
な
る
疾
風
は
帆
に
吼
え
、
水
夫
た
ち
は
恐

　
　
怖
に
心
う
ち
震
わ
せ
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
イ
ー
リ
ア
ス
」
第
十
五
歌
、
第
六
二
四
句
－
第
六
二
八
句
）

こ
の
古
語
「
テ
ィ
ノ
ス
」
を
近
世
ド
イ
ツ
語
で
表
現
す
る
に
、
恐
ら
く
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー

リ
ン
の
「
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
註
解
」
（
〔
二
〕
閣
（
1
5
）
）
に
現
わ
れ
た
術
語
「
畏
怖

と
荘
厳
（
シ
ュ
レ
ッ
ク
リ
ヒ
ー
フ
ァ
イ
ア
ー
リ
ヒ
）
」
に
優
る
言
明
は
あ
る
ま
い
。



確
か
に
こ
れ
は
、
悲
劇
詩
人
シ
ラ
ー
の
美
学
論
文
「
崇
高
論
」
（
〔
一
〕
閤
（
4
0
）
）

に
お
け
る
用
語
「
怖
ろ
し
く
も
壮
麗
（
フ
ル
ヒ
ト
バ
ー
ル
ー
ヘ
ア
リ
ヒ
）
」
を
も
語

勢
に
お
い
て
浚
ぐ
妙
言
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
詩
人
が
一
言
で
以
て
こ
れ
を
蔽
う
の
に
対
し
、
学
者
は
諸
概
念
を
連

ね
て
こ
れ
に
迫
ろ
う
と
す
る
。
例
え
ば
神
話
宗
教
学
論
文
「
聖
な
る
も
の
」
（
一
九

一
七
年
）
に
お
い
て
、
神
学
者
オ
ッ
ト
ー
は
、
ヽ
こ
の
形
容
詞
「
テ
ィ
ノ
ス
」
を
「
異

常
に
翻
訳
困
難
な
言
葉
」
と
規
定
し
つ
つ
も
、
次
の
よ
う
な
説
明
を
試
み
て
い
る
。

こ
の
語
義
の
礎
は
、
荘
厳
な
る
神
威
（
ヌ
ミ
ノ
ー
ゼ
）
の
不
気
味
で
あ
る
。
こ
の
契
機
が

自
ら
展
開
す
る
と
、
や
が
て
そ
れ
は
空
怖
ろ
し
く
て
戦
慄
す
べ
き
、
如
何
ど
も
仕
難
く
て

威
圧
す
る
、
激
烈
で
稀
有
な
、
不
可
思
議
で
驚
嘆
す
べ
き
、
ぞ
っ
と
さ
せ
魅
惑
す
る
、
神
々

し
く
て
霊
威
（
ダ
イ
モ
ー
ン
）
を
思
わ
せ
、
「
物
々
し
い
威
力
（
エ
ネ
ル
ゲ
イ
ア
）
」
と

な
る
。
真
に
荘
厳
な
る
神
威
（
ヌ
ミ
ノ
ー
ゼ
）
に
対
し
て
畏
み
怖
れ
る
感
情
を
、
「
不
可

思
議
な
る
存
在
」
で
あ
る
人
間
を
前
に
し
て
、
そ
の
あ
ら
ゆ
る
諸
契
機
に
従
い
、
ソ
ポ
ク

レ
ー
ス
は
悲
劇
合
唱
（
コ
ロ
ス
）
の
歌
で
目
覚
め
さ
せ
よ
う
と
す
る
。

　
　
　
　
畏
怖
と
荘
厳
（
テ
ィ
ノ
ス
）
な
る
こ
と
は
数
多
く
あ
れ
ど
も
、
し
か
孔
な
が
ら
人
間

　
　
　
　
　
　
よ
り
以
上
に
畏
怖
と
荘
厳
（
デ
イ
ノ
テ
ロ
ス
）
な
る
も
の
は
無
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
」
第
三
三
二
句
－
第
三
三
三
句
）

既
に
一
七
九
九
年
一
月
一
日
付
弟
宛
書
簡
（
〔
こ
圓
（
5
7
）
）
で
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン

が
西
欧
意
識
の
基
本
性
格
を
次
の
表
現
に
見
い
出
し
て
い
る
の
を
考
察
し
た
。

私
は
人
間
な
の
だ
。
人
間
に
関
す
る
も
の
で
私
に
無
縁
な
』
の
は
何
一
つ
無
い
と
私
は
思

こ
の
よ
う
に
。
「
人
間
」
に
強
い
関
心
を
寄
せ
る
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
意
識
に
と
り
、

人
間
を
「
至
高
の
畏
怖
と
荘
厳
（
デ
イ
ノ
タ
ト
ス
）
な
る
苦
悩
（
パ
ト
ス
）
」
〔
二
〕

閣
（
1
9
）
）
に
お
い
て
造
形
化
し
た
古
典
ギ
リ
シ
ア
の
言
葉
（
ロ
ゴ
ス
と
ミ
ュ
ー
ト

ス
）
が
、
何
故
に
霊
峰
な
し
て
聳
え
る
の
か
が
此
所
で
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
す

μ
わ
ち
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
で
「
睡
り
つ
つ
生
育
す
る
言
葉
の
力
」
（
〔
二
〕
閣

五
七

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

（
2
1
）
）
に
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
意
識
が
懸
か
っ
て
い
る
と
言
え
、
正
に
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー

リ
ン
は
こ
れ
を
謹
虚
な
面
持
で
素
直
に
認
め
、
こ
の
生
き
た
古
典
依
存
の
現
実
を
畏

怖
と
荘
厳
な
る
詩
歌
象
徴
の
調
べ
に
乗
せ
た
先
覚
者
と
看
倣
さ
れ
得
よ
う
。
古
典
ギ

リ
シ
ア
は
も
は
や
、
ゲ
ー
テ
の
「
フ
″
ウ
ス
ト
」
第
二
部
に
お
け
る
よ
う
な
博
識
と

想
像
を
多
彩
に
潤
色
す
る
神
話
知
識
（
ミ
ュ
ー
ト
ロ
ギ
ア
ー
）
の
教
養
、
す
な
わ
ち

西
欧
自
我
意
識
の
帝
国
拡
張
の
辺
土
で
は
な
い
、
。
否
そ
れ
は
む
し
ろ
、
西
欧
キ
リ
ス

ト
者
が
熾
烈
な
る
理
念
追
求
（
イ
デ
ア
リ
ス
ム
ス
）
’
の
彼
方
に
目
指
す
べ
き
「
究
竟

涅
槃
」
（
〔
三
〕
図
（
9
0
）
）
に
他
な
ら
ず
、
こ
の
涅
槃
の
果
て
に
始
め
て
西
欧
キ
リ

ス
ト
者
の
焦
眉
の
急
た
る
神
人
キ
リ
ス
ト
像
の
荘
厳
な
る
秘
跡
（
サ
ク
ラ
ー
メ
ー
ン

ト
ウ
ム
）
な
す
崇
高
美
も
見
性
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
理
念
追
求
（
イ
デ
ア
リ
ス
ム
ス
）
の
先
覚
者
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
言
葉
を
鏡
に

古
典
ギ
リ
シ
ア
を
目
指
す
哲
人
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
更
に
、
先
哲
カ
ン
ト
ー
シ
ラ
ー
の
批

判
精
神
（
〔
こ
㈲
〕
を
受
け
継
ぎ
、
先
に
掲
げ
た
ソ
ポ
ク
レ
ー
ス
「
ア
ン
テ
ィ
ゴ

ネ
ー
」
の
意
味
深
長
な
る
妙
言
（
註
（
3
9
）
）
の
釈
義
を
な
す
。
す
な
わ
ち
、
「
在

り
来
た
り
（
ゲ
ロ
イ
フ
ィ
ヒ
）
の
」
現
存
解
釈
に
挑
み
、
そ
の
「
居
心
地
よ
い
安
逸

を
粉
砕
」
す
る
こ
と
が
眼
目
な
の
で
あ
る
。

人
間
は
一
言
で
以
て
こ
れ
を
蔽
え
ば
、
至
高
の
畏
怖
と
荘
厳
（
デ
イ
ノ
タ
ト
ス
）
な
る
不

気
味
（
ウ
ン
い
ハ
イ
ム
リ
ヒ
）
こ
の
上
な
い
も
の
で
あ
る
。
人
間
に
関
す
る
こ
の
立
言
は
、

人
間
を
自
ら
の
現
存
の
窮
嘔
の
限
界
と
峻
厳
な
る
深
淵
か
ら
掴
む
。
…
…
　
こ
の
不
気
味

な
も
の
で
以
っ
て
私
達
は
彼
の
放
下
を
理
解
す
る
。
つ
ま
り
「
秘
か
な
安
逸
（
ハ
イ
ム
リ

ヒ
）
」
か
ら
、
言
い
換
え
る
と
、
土
着
（
ハ
イ
ミ
シ
ュ
）
の
住
み
慣
れ
た
（
ゲ
ヴ
ォ
ー
ン
ト
）

在
絢
珠
た
り
（
ゲ
ロ
イ
フ
ィ
ヒ
）
の
危
険
（
ゲ
フ
″
Ｉ
ル
）
の
無
い
状
態
か
ら
（
空
無
へ
）

の
放
下
で
あ
る
。
…
…
…
な
ぜ
な
ら
人
間
は
当
初
大
抵
、
住
み
慣
れ
た
土
着
の
限
界
に
留

ま
る
が
、
し
か
し
や
が
て
そ
の
限
界
を
越
え
出
し
外
へ
歩
み
出
す
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
人

間
は
激
烈
（
ゲ
ヴ
″
ル
ト
）
な
る
行
為
で
以
て
、
土
着
の
限
界
を
踏
み
越
え
る
。
し
か
も

正
に
威
圧
す
る
意
味
に
お
け
る
不
気
味
な
る
も
の
の
方
向
に
進
路
を
と
る
の
で
あ
る
。
…
…

歴
史
（
ゲ
シ
ヒ
テ
）
の
場
に
抜
き
ん
で
て
立
ち
、
人
々
は
同
時
に
祖
国
（
ポ
リ
ス
）
を

失
い
、
都
市
な
く
、
孤
１
独
で
、
不
－
気
味
（
ウ
ン
ー
ハ
イ
ム
リ
ヒ
）
な
も
の
と
な
り
、

現
存
全
体
の
只
中
で
出
口
（
ア
ウ
ス
ー
ヴ
ェ
ー
ク
）
無
く
、
同
時
に
規
定
な
く
限
界
な
く
、



五
八
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
三
巻
　
人
文
科
学

　
　
建
説
な
く
資
格
な
く
な
る
。
な
ぜ
な
ら
人
々
は
こ
の
全
て
を
創
造
者
と
し
て
新
た
に
樹
立

　
　
せ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
辰
響

　
　
　
　
　
（
「
形
而
上
学
入
門
」
第
四
章
「
存
在
の
限
定
」
第
三
節
「
存
在
と
思
考
」
）

こ
の
釈
義
に
お
い
て
、
古
典
神
話
の
「
畏
怖
と
荘
厳
（
シ
ュ
レ
ッ
ク
リ
ヒ
ー
フ
ァ
イ

ア
ー
リ
ヒ
）
な
る
形
式
」
（
〔
二
〕
閣
・
（
1
5
）
）
な
す
悲
雄
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
や
ア
ン

テ
ィ
ゴ
ネ
ー
の
「
至
高
の
テ
ィ
ノ
ス
な
る
苦
悩
（
パ
ト
ス
）
」
（
〔
二
〕
ぼ
（
1
9
）
）

が
見
据
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
無
か
ろ
う
。

　
古
典
ギ
リ
シ
、
ア
悲
劇
。
の
誕
生
は
当
然
な
が
ら
、
・
悲
雄
の
破
局
（
カ
タ
ヽ
冬
ト
ロ
ペ
ー
）
。

べ
と
落
ち
。
て
ゆ
く
没
落
の
必
薦
（
ネ
メ
シ
ス
）
『
を
克
明
な
筆
致
で
描
く
。
ノ

　
　
過
ぎ
て
ゆ
く
　
落
ち
て
ゆ
く
　
‐
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
。
’
、

　
　
　
悩
み
を
負
う
人
の
子
は
、
　
　
　
　
　
　
　
、
。
　
　
　
　
　
－
ノ
　
　
　
　
　
　
’
・

　
　
　
　
ひ
と
と
き
ま
た
ひ
と
と
き
と
。
”
・
　
　
　
　
　
／
　
　
・
　
・

　
　
　
　
　
も
の
ぐ
・
る
お
し
い
谷
水
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
　
ヽ

　
　
　
　
　
　
岩
か
ら
岩
に
な
げ
う
た
れ

　
　
　
　
　
　
　
は
て
は
そ
の
跡
も

　
　
　
　
　
　
　
　
知
ら
れ
ぬ
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
　
（
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
「
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
の
運
命
の
歌
」
〔
一
〕
閣
（
4
8
）
）

こ
の
脈
絡
を
哲
学
者
ハ
イ
デ
ガ
ー
も
、
「
祖
国
（
ポ
リ
ス
）
を
失
い
、
都
市
な
く
居

所
な
く
、
孤
－
独
で
、
不
－
気
味
な
も
の
と
な
り
、
現
存
全
体
の
只
中
で
出
口

（
ア
ウ
ス
ヴ
ェ
ー
ク
）
無
く
、
同
時
に
規
定
な
く
限
界
な
く
、
建
説
な
く
資
格
な
く

な
る
」
（
註
（
4
0
）
）
と
述
べ
る
。
だ
が
こ
の
没
落
（
ウ
ン
タ
ー
・
ガ
ン
グ
）
の
動

脈
は
同
時
に
、
解
き
開
か
れ
る
成
育
（
ア
ウ
フ
ー
ガ
ン
グ
）
を
孕
む
。
す
な
わ
ち
、

没
落
し
深
沈
せ
る
淵
（
ア
プ
グ
ル
ン
ト
）
の
陰
影
（
レ
ー
テ
ー
）
に
よ
り
く
っ
き
り

と
映
し
出
さ
れ
て
、
真
理
（
ア
レ
ー
テ
イ
ア
）
な
す
「
清
澄
な
る
神
気
ア
イ
テ
ー
ル
」

（
〔
二
〕
閣
（
2
1
）
）
の
時
空
が
、
現
存
の
「
畏
怖
と
荘
厳
な
る
形
式
」
（
〔
二
〕
閣

（
1
5
）
）
の
只
中
に
開
け
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
生
け
る
自
然
（
ナ
ー
ト
ゥ
ー
ラ
）
が
今
や
甲
冑
の
響
き
と
と
も
に
目
覚
め
、

　
　
　
　
　
　
し
て
至
高
な
る
神
気
ア
イ
テ
ー
ル
か
ら
、
基
底
な
す
深
淵
（
ア
プ
グ
ル
ン
ト
）

　
　
　
　
　
　
　
　
に
至
る
ま
で
水
底
深
く
、

　
二
五
　
　
　
古
典
古
代
の
如
き
堅
固
な
る
立
法
（
ノ
モ
ス
）
に
則
り
、
神
聖
な
る
混
沌
（
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ス
）
か
ら
誕
生
し
、

　
　
　
　
　
　
新
た
な
る
霊
感
乱
則
？

　
　
　
　
　
　
万
有
を
生
み
出
だ
す
自
然
（
ナ
ー
ト
ウ
ー
ラ
ー
ナ
ー
ト
ウ
ー
ラ
ン
ス
’
）
が
再
び

　
　
　
　
　
　
　
　
掴
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
あ
た
か
も
祝
祭
の
日
に
…
…
」
第
三
部
、
〔
三
〕
閣
（
2
3
）
）

か
く
「
滅
び
の
中
で
生
ま
れ
る
も
の
（
ダ
ス
ー
ヴ
ェ
ご
ア
ン
ー
イ
ム
ー
フ
ェ
ア
ゲ
ー

エ
ン
）
」
（
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
）
が
古
典
神
話
（
こ
ユ
ー
ト
’
ス
）
の
畏
怖
と
荘
厳
（
シ
ュ

レ
ク
ク
リ
ヒ
ー
フ
ァ
’
イ
ア
ー
リ
ヒ
）
な
る
祝
祭
悲
劇
の
時
空
に
誕
生
す
る
「
万
有
の

全
一
　
（
ヘ
ン
ー
カ
イ
ー
パ
ー
゛
ン
）
」
‐
（
註
（
聊
）
‘
）
を
形
造
り
、
ｊ
西
欧
。
キ
リ
『
ス
ト
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
’
は
だ
　
　
’
　
　
ｙ
‘
　
″
｀
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
。
一
　
　
一

意
識
の
淵
に
立
ち
開
か
る
の
で
あ
る
犬
　
　
　
　
　
｀
”
”
；

　
か
く
荘
厳
な
ぞ
祝
祭
讃
歌
「
あ
た
か
も
祝
祭
の
日
に
…
…
‐
」
第
七
節
に
お
い
て
、

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
「
詩
人
た
ち
」
（
第
五
七
句
）
に
向
か
い
、
更
に
「
畏
怖
ど
荘
厳

な
る
形
式
」
へ
の
覚
醒
を
呼
び
か
け
、
と
も
に
古
典
祝
祭
の
峻
厳
な
る
時
空
に
立
ち

尽
く
さ
ん
と
す
る
。

　
　
だ
が
私
達
に
相
応
し
い
の
は
、
神
の
雷
光
の
下
に
立
ち
、

　
　
汝
ら
詩
人
た
ち
よ
！
・
　
直
向
に
頭
を
晒
し
て
踏
み
留
ま
る
こ
と
だ
。

　
　
　
　
　
（
「
あ
た
か
も
祝
祭
の
日
に
　
…
…
」
第
七
節
、
第
五
六
句
－
第
五
七
句
）

蓋
し
こ
の
直
向
な
呼
び
か
け
に
は
、
上
か
ら
見
下
ろ
し
説
教
を
垂
れ
る
「
機
械
仕
掛

け
の
親
爺
神
」
（
〔
二
〕
口
（
８
）
）
の
心
垢
が
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
に
居
直
る

に
は
、
事
態
は
あ
ま
り
に
厳
粛
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
優
美
と
尊
厳
に
輝
く
パ
ル
テ
ノ
ー

ン
神
殿
ア
テ
ネ
ー
ウ
ム
の
如
き
威
容
も
て
、
畏
怖
と
荘
厳
（
テ
ィ
ノ
ス
）
の
造
形
な

す
古
典
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
が
、
「
清
澄
な
る
大
気
ア
イ
テ
ー
ル
」
の
蒼
宵
か
ら
西
欧

キ
リ
ス
ト
者
の
意
識
の
淵
を
「
怖
ろ
し
く
も
壮
麗
」
な
る
畑
眼
で
見
守
り
続
け
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。



　
　
㈲
　
自
然
の
真
性

　
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
口
先
だ
け
で
悲
劇
誕
生
の
時
空
を
造
形
化
し
た
の
で
な
い

こ
と
は
、
衆
目
の
一
致
す
る
所
で
あ
る
。
こ
の
詩
人
の
詩
歌
象
徴
は
先
師
シ
ラ
ー
の

場
合
と
同
様
に
、
詩
人
自
身
の
歩
ん
だ
厳
し
い
人
生
行
路
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。

殊
に
狂
気
の
後
半
生
（
一
八
〇
七
年
－
四
三
年
）
へ
と
向
か
う
熾
烈
な
る
三
十
代
前

半
の
旅
路
に
お
い
て
、
「
ア
ポ
ロ
ー
ン
神
に
撃
た
れ
た
」
と
言
明
し
た
書
簡
は
諸
家

に
よ
り
折
に
触
れ
て
引
用
さ
れ
、
詩
人
の
実
存
を
映
し
詩
作
の
実
相
に
触
れ
る
鏡
の

如
き
役
割
り
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
の
一
八
〇
二
年
十
二
月
二
日
付
の
友
人
ベ
ー
レ

ン
ド
ル
フ
（
一
七
七
五
年
－
一
八
二
五
年
）
宛
書
簡
の
執
筆
の
折
、
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー

リ
ン
は
人
生
の
半
ば
と
も
言
え
る
三
十
二
歳
で
あ
っ
た
。

　
　
激
し
い
自
然
の
威
力
が
、
天
上
の
焔
が
、
人
々
の
静
寂
が
、
そ
の
人
々
の
自
然
の
中
に
お

　
　
け
る
生
活
が
、
そ
し
て
人
々
の
慎
し
み
と
充
足
と
が
、
僕
を
終
始
掴
ん
だ
の
だ
。
古
典
古

　
　
代
の
悲
雄
（
ヘ
ー
ロ
ー
ス
）
に
倣
い
、
僕
は
恐
ら
く
こ
う
言
え
る
だ
ろ
う
。
「
ポ
イ
ボ
ス

　
　
神
ア
ポ
゜
－
ン
が
僕
を
撃
っ
た
の
だ
」
樋
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
二
四
〇
書
簡
）

こ
の
厳
粛
な
る
古
典
風
自
己
認
知
は
、
詩
歌
象
徴
の
調
べ
に
お
い
て
も
必
然
（
ネ
メ

シ
ス
）
の
叫
び
と
し
て
、
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
の
祝
祭
悲
劇
の
時
空
に
轟
く
の

で
あ
る
。

　
一
〇
五
　
　
な
ぜ
西
欧
の
時
空
で
は
、
丈
夫
の
額
に
或
る
（
ポ
イ
ボ
ス
神
ア
ポ
ロ
ー
ン
の
如

　
　
　
　
　
　
　
　
き
）
神
が
、

　
　
　
　
　
　
　
古
典
古
代
の
如
く
悲
雄
の
恪
印
を
撃
た
ぬ
の
か
％
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
六
節
、
第
｝
○
五
句
－
第
一
〇
六
句
）

こ
こ
で
読
者
は
「
或
る
神
（
ア
イ
ン
ー
ゴ
ッ
ト
）
」
（
第
一
〇
五
句
）
に
留
意
す
べ
き

で
あ
る
。
即
ち
こ
の
表
現
が
古
典
古
代
の
神
話
の
神
（
〔
三
〕
）
を
明
示
す
る
か
ら

五
九

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
西
欧
キ
リ
ス
ト
教
の
唯
一
神
は
決
し
て
「
或
る
（
ポ
イ

ボ
ス
神
ア
ポ
ロ
ー
ン
の
如
き
）
神
（
ア
イ
ン
ー
ゴ
ッ
ト
）
」
と
し
て
規
定
さ
れ
る
神

性
で
は
な
く
、
続
い
て
第
一
〇
七
句
で
語
ら
れ
る
無
限
定
な
る
「
神
自
身
（
ゼ
ル
プ

ス
ト
）
」
に
他
な
ら
な
い
。

或
い
は
神
自
身
も
ま
た
来
臨
し
、
し
か
も
人
の
姿
を
と
り

　
そ
し
て
天
上
の
祝
祭
を
終
結
し
宥
和
し
た
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
六
節
、
第
一
〇
七
句
－
第
一
〇
八
句
）

こ
う
し
て
第
一
〇
七
句
と
第
一
〇
八
句
に
い
て
、
古
典
古
代
の
神
界
を
「
終
結
し
宥

和
し
た
」
神
人
キ
リ
ス
ト
が
歌
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
思
想
詩
第
六
節
を
締
め
括
り
中

央
第
二
部
の
「
ギ
リ
シ
ア
の
日
」
（
〔
二
〕
閉
（
0
5
）
）
を
閉
じ
る
終
結
な
す
二
句

（
第
一
〇
七
句
－
第
一
〇
八
句
）
は
、
そ
れ
に
先
行
す
る
第
一
〇
六
句
ま
で
と
好
対

称
を
な
す
。
つ
ま
り
、
そ
れ
迄
に
第
一
〇
六
句
ま
で
で
語
ら
れ
て
来
た
古
典
ギ
リ
シ

ア
祝
祭
悲
劇
の
時
空
と
対
比
し
て
、
‘
第
一
〇
七
句
で
西
欧
キ
リ
ス
ト
教
に
固
有
な
る

神
観
が
登
場
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
和
訳
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
全
集
・
第
二
巻
に
附

さ
れ
た
「
バ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
一
〇
五
－
第
一
〇
八
句
に
関
す
る
次
の
註
解
が
、

正
鵠
を
射
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
神
が
兄
弟
殺
し
の
カ
イ
ン
を
罰
し
た
よ
う
に
。
こ
れ
も
神
と
人
間
と
の
直
結
の
姿
で
あ
る
。

　
　
詩
人
の
眼
光
は
ギ
リ
シ
ア
古
代
だ
け
で
は
な
く
旧
約
時
代
に
お
よ
ん
だ
。
第
一
〇
七
行
。

　
　
さ
ら
に
ヽ
深
く
つ
つ
ん
だ
表
現
で
ヽ
こ
こ
に
キ
リ
ス
ト
が
は
じ
め
て
言
及
さ
れ
抑
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
手
塚
富
雄
註
）

こ
の
註
解
に
よ
る
と
、
「
ア
イ
ン
ー
ゴ
ッ
ト
」
（
第
一
〇
五
句
）
が
「
或
る
神
」
で

は
な
べ
「
唯
一
神
」
と
考
え
ら
れ
る
が
、
な
ら
ば
む
し
ろ
無
冠
詞
で
不
定
冠
詞
「
ア

イ
ン
」
を
除
い
て
「
神
（
ゴ
ッ
ー
ト
）
」
と
の
み
表
記
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
「
神
自

身
」
が
指
示
さ
れ
得
た
と
思
わ
れ
る
。

　
確
か
に
第
一
〇
五
句
と
第
一
〇
六
句
の
詩
想
を
、
「
神
と
人
間
と
・
の
直
結
の
姿
」

（
手
塚
註
）
と
し
て
把
え
た
限
り
で
は
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
し
か
し
、
神
人



六
〇
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
三
巻
　
人
文
科
学

合
一
と
そ
の
「
最
も
厳
格
な
分
離
」
（
（
一
）
圓
（
4
9
）
）
が
、
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ

ど
う
酒
」
の
悲
劇
祝
祭
空
間
に
お
け
る
「
畏
怖
と
荘
厳
（
シ
ュ
レ
ッ
ク
リ
ヒ
ー
フ
ァ

イ
ア
ー
リ
ヒ
）
な
る
形
式
」
（
〔
二
〕
口
（
1
5
）
）
に
相
応
し
い
言
語
造
形
に
到
り
得

た
か
を
問
う
な
ら
ば
、
「
旧
約
聖
書
」
は
古
典
悲
劇
「
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
王
」
や

「
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
」
に
逡
か
に
及
ば
な
い
。
す
な
わ
ち
「
聖
書
」
に
は
、
「
永
遠

の
海
、
織
り
成
す
変
転
、
燃
え
る
生
命
」
（
「
フ
″
ウ
ス
ト
」
第
五
〇
五
句
―
第
五
〇

七
句
）
の
如
ぎ
・
「
神
の
近
さ
を
感
知
す
る
に
過
ぎ
な
い
、
あ
の
感
受
さ
れ
る
だ
け
で
、

決
し
て
濃
密
な
る
造
形
へ
と
結
晶
す
る
こ
と
無
き
力
」
（
〔
二
〕
。
㈲
、
（
2
5
）
）
が
支
配

　
　
　
　
一
　
一
　
ｆ
ｊ
　
Ｉ
ｋ
　
　
ｄ
　
ｒ
　
　
　
　
・
ｉ
　
一
　
　
　
　
　
ｔ
　
　
’
　
　
　
｀
　
　
一
Ｃ

し
て
い
る
か
ら
七
あ
る
。
実
際
「
旧
約
」
『
の
「
ね
た
む
’
神
」
が
、
こ
の
ご
ど
の
淵
源

を
言
明
し
て
い
る
。
『

　
。
あ
な
た
は
自
分
の
た
め
に
７
刻
ん
だ
像
を
造
っ
て
は
な
ら
な
い
’
。
上
は
天
に
あ
る
も
の
パ

　
　
下
は
地
に
あ
る
も
の
、
ま
た
地
の
下
の
水
の
な
か
に
あ
る
も
の
の
、
ど
ん
な
形
を
も
造
っ
・

　
　
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
ひ
れ
伏
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
仕
え
て
は
な
ら
な
い
。
あ

　
　
な
だ
の
神
、
主
で
あ
る
わ
た
し
は
、
ね
た
む
神
で
あ
る
か
ら
、
わ
た
し
を
憎
む
も
の
に
は
、

　
　
父
の
罪
を
子
に
報
い
て
、
三
、
四
代
に
及
ぼ
し
、
わ
た
し
を
愛
し
、
わ
た
し
の
戒
め
を
守

　
　
る
も
の
に
は
、
恵
み
を
施
し
て
、
千
代
に
至
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
（
「
旧
約
聖
書
」
「
出
エ
ジ
プ
ト
記
」
第
二
〇
章
、
第
三
節
～
第
六
節
）

か
く
詩
歌
象
徴
お
よ
び
全
て
の
造
形
美
を
忌
避
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
荒
野
砂
漠
に
君

臨
す
る
こ
の
「
ね
た
む
神
」
こ
そ
正
に
、
思
想
詩
「
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
」
で
哲
人
シ

ラ
ー
が
言
い
中
て
た
「
神
聖
な
る
野
蛮
人
（
バ
ル
バ
ロ
ス
）
」
（
〔
「
」
田
（
７
）
）

の
母
胎
に
他
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
「
野
蛮
人
（
バ
ル
バ
ロ
ス
）
」
と
は
、
古
典
ギ
リ
シ
ア
造
形
の
崇
高
美
に
敵
対
し

て
、
中
近
東
イ
ス
ラ
エ
ル
の
荒
野
砂
漠
か
ら
西
欧
に
蒙
古
人
の
如
く
雪
崩
れ
込
み
、

古
代
の
優
美
と
尊
厳
な
る
古
典
美
の
造
形
結
晶
を
盗
く
粉
砕
し
尽
く
さ
ん
と
異
端
偶

像
破
壊
に
躍
起
と
な
っ
た
「
ね
た
む
神
」
と
解
せ
る
。
こ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
神
は
、

自
然
造
化
の
妙
を
「
ね
た
む
」
砂
漠
の
叫
び
で
あ
り
、
本
来
は
中
近
東
の
荒
野
な
す

自
然
に
留
ま
る
べ
き
神
威
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
中
世
に
は
正
に
こ

の
外
夷
（
バ
ル
バ
ロ
ス
）
な
る
「
ね
た
む
神
」
が
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
意
識
に
、
自

然
造
化
の
妙
に
敵
対
し
た
峻
厳
な
る
精
神
と
し
て
、
あ
た
か
も
ポ
イ
ボ
ス
神
ア
ポ
ロ
ー

ン
の
託
宣
（
オ
ラ
ー
ケ
ル
）
の
如
き
神
言
（
ロ
ゴ
ス
）
と
し
て
働
き
か
け
た
の
で
あ

る
。

　
こ
の
反
自
然
な
精
神
の
成
す
、
造
化
と
の
「
絶
対
的
分
裂
」
（
〔
三
〕
剛
）
は
蓋
し
、

新
た
な
る
文
芸
復
興
（
ル
ネ
サ
ン
ス
）
の
目
覚
め
と
と
も
に
、
生
け
る
自
然
（
ナ
ー

・
ト
ゥ
ー
フ
ー
ナ
ー
ト
ゥ
ー
ラ
ン
ス
）
の
孕
む
精
神
（
ガ
イ
ス
ト
）
と
し
て
、
’
崇
高
美

な
す
神
人
キ
リ
ス
ト
像
が
追
求
さ
れ
る
に
及
ん
で
乗
り
越
え
ら
れ
る
。
西
欧
キ
リ
ス

ト
教
。
ロ
ー
マ
の
神
域
ヴ
フ
ァ
ー
カ
ン
法
王
国
の
シ
ズ
テ
、
イ
ー
ー
ー
・
ナ
礼
拝
堂
に
君
臨
す
る

イ
タ
リ
ア
ー
ル
ネ
サ
ン
ズ
絵
画
の
巨
匠
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
ギ
に
な
る
名
画
「
最
後
一

の
審
判
」
（
一
五
三
七
年
－
四
一
年
）
等
の
霊
峰
が
正
に
こ
ぶ
証
左
ど
な
る
０
　
『
西
欧

　
　
　
　
『
　
　
　
　
ｌ
　
　
　
　
ｊ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
、
　
ｌ
　
　
ｆ

キ
リ
ス
ト
教
徒
の
中
に
は
今
尚
ロ
レ
マ
教
皇
へ
と
神
域
ヴ
フ
ア
イ
カ
ン
巡
礼
の
歩
を

進
め
る
者
が
居
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
だ
が
し
か
し
、
洋
の
東
西
か
ら
聖
域
シ
ス

テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
へ
無
数
の
旅
の
巡
礼
を
牽
き
つ
け
る
淵
源
は
他
な
ら
ぬ
天
才
ミ
ケ

ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
精
神
が
、
自
然
造
化
の
妙
と
し
て
熾
烈
な
る
ポ
イ
ポ
ス
神
ア
ポ
ロ
ー

ン
の
如
き
雄
姿
に
て
顕
在
し
た
復
活
（
ル
ネ
サ
ン
ス
）
の
名
画
な
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
此
所
で
こ
そ
、
生
け
る
自
然
（
ナ
ー
ト
ゥ
ー
ラ
ー
ナ
ー
ト
ゥ
ー
ラ
ン
ス
）
が
芦

神
（
ガ
イ
ス
ト
）
を
孕
み
「
発
酵
（
ゲ
ー
ル
ン
グ
）
と
解
体
（
ア
ウ
フ
レ
ー
ズ
ン
グ

萌

（
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
’
）
を
繰
り
返
し
つ
つ
、
「
今
や
甲
冑
の
響
き
と
と
も
に
目
覚
め
、

し
て
至
高
な
る
神
気
ア
イ
テ
ー
ル
か
ら
、
基
底
な
す
深
淵
（
ア
プ
グ
ル
ン
ト
）
に
至

る
ま
で
水
底
深
く
Ｉ
古
典
古
代
の
如
き
堅
固
な
る
立
法
（
ノ
モ
ス
）
に
則
り
、
神
聖

な
る
混
沌
（
カ
オ
ス
）
か
ら
誕
生
し
、
新
た
な
る
霊
感
を
自
ら
、
万
有
を
生
み
出
だ

す
自
然
が
再
び
掴
む
」
〔
二
〕
ぼ
（
2
3
）
）
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
古
典
神
話
の
「
畏
怖
と
荘
厳
な
る
形
式
」
の
復
活
（
ル
ネ
サ
ン
ス
）

に
は
、
当
然
そ
れ
に
相
応
し
い
現
存
に
「
自
然
の
真
性
（
ナ
ト
ゥ
ー
ア
ー
ヴ
″
Ｉ
ル

ハ
イ
ト
）
」
が
宿
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
脈
絡
を
、
天
成
の
悲
劇
詩
人
シ
ラ
ー
に

向
か
い
、
友
人
ゲ
ー
テ
が
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。



　
　
あ
な
た
の
創
作
状
況
を
私
は
実
に
良
く
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
或
る
生
々
し

　
‘
　
い
病
理
学
風
の
関
心
が
無
く
て
は
、
私
に
も
或
る
悲
劇
の
局
面
と
取
り
組
む
こ
と
が
決
し

　
　
て
成
功
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す
か
ら
私
は
悲
劇
の
局
面
を
探
す
よ
り
は
む
し
ろ
回
避
し

　
　
ま
し
た
。
恐
ら
く
ま
た
古
典
古
代
人
の
長
所
だ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
最
高
に
悲
壮

　
　
（
パ
ト
ス
）
な
も
の
も
ま
た
古
典
古
代
人
の
場
合
は
、
美
（
ア
イ
ス
テ
ー
シ
ス
）
の
遊
戯

　
　
に
過
ぎ
な
か
っ
た
か
の
如
き
で
す
。
つ
ま
り
私
達
の
場
合
そ
の
よ
う
な
作
品
を
生
み
出
す

　
　
に
は
、
自
然
の
真
性
（
ナ
ト
ゥ
ー
ア
ー
ヴ
ァ
ー
ル
ハ
イ
ト
）
が
共
に
働
か
ね
ば
な
り
ま
せ

　
　
ん
。
成
程
私
自
身
、
自
分
に
或
る
真
性
の
悲
劇
が
書
け
る
か
知
る
に
十
分
な
ほ
ど
自
ら
を

　
　
解
か
っ
て
い
な
い
の
で
す
が
、
し
か
し
悲
劇
を
手
懸
け
よ
う
と
す
る
だ
け
で
恐
怖
に
襲
わ

　
　
れ
、
Ｊ
怖
を
企
て
る
だ
け
で
自
ら
破
滅
す
る
の
で
は
な
い
か
と
甘
う
じ
て
確
信
す
る
程
度

　
　
な
の
で
す
。
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
七
九
七
月
十
二
月
九
日
付
シ
ラ
ー
宛
書
簡
）

「
必
然
（
ネ
メ
シ
ス
）
の
眼
差
の
厳
粛
」
（
〔
こ
朗
（
4
2
）
）
を
。
前
に
し
て
、
西

欧
キ
リ
ス
ト
者
の
現
存
は
岐
路
に
立
つ
。
或
い
は
若
き
ク
ラ
イ
ス
ト
（
〔
二
朗

（
4
4
）
以
下
）
の
如
く
、
「
こ
の
（
現
代
の
牧
歌
風
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
）
文
化
に

生
き
る
悲
劇
的
人
間
が
、
自
ら
を
厳
粛
と
畏
怖
に
向
け
て
自
己
形
成
す
る
」
（
〔
二
〕

閣
（
７
）
）
な
か
で
「
戦
慄
も
て
運
命
（
モ
イ
ラ
）
の
荘
厳
な
る
神
秘
の
壷
の
中
へ

掴
み
か
か
り
」
〔
二
〕
朗
（
4
2
）
）
、
自
ら
の
「
畏
怖
と
荘
厳
」
な
る
「
自
然
の
真
性
」

を
「
あ
の
怖
ろ
し
く
も
壮
麗
な
る
悲
劇
」
（
〔
一
〕
囲
（
4
0
）
）
の
崇
高
美
へ
と
高
め

る
か
、
或
い
は
ゲ
ー
テ
の
「
フ
″
ウ
ス
ト
」
の
如
く
、
「
機
械
仕
掛
け
の
神
」
に
よ

り
「
形
而
上
の
心
の
慰
め
を
得
て
、
端
的
に
言
え
ば
、
浪
漫
情
緒
の
持
主
の
如
く
キ

リ
ス
ト
教
に
よ
り
（
あ
の
世
で
の
）
心
の
慰
め
を
得
て
安
心
立
命
」
（
〔
二
〕
閣
（
７
）
）

し
、
「
冷
た
い
逆
説
（
パ
ラ
び
つ
サ
）
思
考
」
（
メ
フ
ィ
ス
ト
ー
フ
ェ
レ
ス
）
゛
と

「
燃
え
る
感
激
（
ア
フ
ェ
ク
ト
）
」
（
フ
ァ
ウ
ス
ト
）
の
双
翼
で
羽
ば
た
き
、
「
彼
の

大
い
な
る
修
辞
（
レ
ー
ト
リ
カ
）
と
抒
情
（
リ
ュ
リ
ガ
）
の
場
景
」
へ
と
突
き
進
啓

）

「
そ
こ
で
主
人
公
の
情
熱
と
弁
証
力
と
が
巾
広
く
力
強
い
大
河
と
成
り
溢
れ
辰
り
」

（
「
悲
劇
の
誕
生
」
第
十
二
章
）
、
詰
ま
る
と
こ
ろ
「
新
た
に
燃
え
上
が
る
実
有
（
ウ
ー

シ
ア
ー
）
に
関
す
る
巨
人
の
戦
闘
（
ギ
ガ
ン
ト
マ
キ
ア
ー
）
な
す
精
進
（
ア
ン
ジ
ュ

工
／Ｘ

-

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

ト
レ
ン
グ
ン
グ
）
か
ら
自
ら
は
免
除
さ
れ
た
と
看
倣
す
の
で
あ
乱
『
（
ハ
イ
デ
ガ
１
　
　

「
存
在
と
時
間
」
序
論
、
第
一
章
、
第
一
節
「
存
在
（
ザ
イ
ン
）
へ
の
問
い
を
繰
り

す
必
然
（
ネ
メ
シ
ス
）
」
）
。

　
確
か
に
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
に
と
っ
て
は
、
「
冷
た
い
逆
説
（
パ
ラ
ド
ク
サ
）
思

考
」
（
メ
フ
ィ
ス
ト
ー
フ
ェ
レ
ス
）
と
「
燃
え
る
感
激
（
ア
フ
ェ
ク
ト
）
」
（
フ
″
ウ

ス
ト
）
の
組
み
合
わ
せ
は
、
自
ら
の
敬
虔
（
ピ
エ
タ
ー
ス
）
な
る
祈
り
（
レ
リ
ギ
オ
ー
）

の
基
調
に
組
鮪
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
只
管
ギ
リ
シ
ア
人
の
如
く
敬
虔
（
ピ
エ
タ
ー
ス
）
で
'
４
６
れ
Ｉ
・

五

神
々
を
慈
み
、
友
好
の
情
も
て
人
々
を
想
え
！

　
陶
酔
（
ラ
ウ
シ
ュ
）
と
同
様
に
冷
た
さ
（
フ
ロ
ス
ト
）
を
も
厭
え
１
・

　
　
　
　
　
　
教
え
を
垂
れ
た
り
描
写
＾
べ
丁
ソ
ユ
ラ
イ
ベ
ン
゛
す
る
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
若
き
詩
人
た
ち
に
寄
す
」
一
七
九
八
年
）

こ
の
よ
う
に
語
る
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
自
身
、
実
は
未
熟
な
創
作
段
階
で
は
霊
感
の
高
揚

に
陶
然
と
し
、
古
典
古
代
へ
の
「
燃
え
る
感
激
（
ア
フ
ェ
ク
ト
）
」
（
註
（
5
0
）
）
に

心
酔
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
折
は
濃
密
な
造
形
の
精
華
ホ
メ
ー
ロ
ス
「
イ
ー
リ

ア
ス
」
も
、
「
感
情
が
全
て
な
の
だ
（
ゲ
ヒ
ュ
ー
ル
ー
イ
ス
ト
ー
ア
レ
ス
）
」
（
〔
二
〕

閣
（
５
）
）
の
壷
訪
中
に
入
り
、
「
陶
然
（
ト
ル
ン
ケ
ご
た
る
マ
イ
オ
ー
ン
の
子

余
声
Ｉ
゜
こ
｛
「
」
と
し
て
把
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
あ
あ
イ
ー
リ
オ
ン
よ
！
・
　
イ
ー
リ
オ
ン
（
ト
ロ
イ
ア
の
母
な
る
大
地
）
よ
Ｉ
・

　
　
　
　
　
如
何
に
汝
は
嘆
い
た
こ
と
か
、
敗
北
の
ト
ロ
イ
ア
の
大
地
よ
、
汝
は

　
　
　
　
　
イ
ー
リ
オ
ン
の
子
ら
の
血
汐
に
ぬ
れ
て
！

　
五
五
　
　
　
今
や
汝
は
心
慰
め
ら
れ
吹
。
汝
に
は
響
く
の
だ
、

　
　
　
　
　
嶮
大
で
し
か
も
温
か
い
彼
の
詩
人
の
心
さ
な
が
＾
§
、

　
　
　
　
　
彼
の
マ
イ
オ
ー
ン
子
（
ホ
メ
ー
ロ
ス
）
の
歌
声
が
。

　
　
　
　
　
（
「
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
守
護
神
に
寄
せ
る
讃
歌
」
一
七
八
〇
年
、
第
七
節
）

か
く
形
而
上
で
「
心
慰
め
ら
れ
」
（
第
五
五
句
）
た
若
き
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ッ
の
英
雄
的

ギ
リ
タ
ア
像
は
、
感
激
の
波
に
呑
ま
れ
、
「
あ
の
感
受
・
さ
れ
る
だ
け
で
、
決
し
て
膿



六
二
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
三
巻
　
人
文
科
学

密
な
る
造
形
へ
と
結
晶
す
る
こ
と
無
き
力
」
（
〔
二
〕
㈲
（
2
5
）
）
に
留
ま
る
。
こ
の

よ
う
な
若
年
の
小
守
歌
は
、
別
の
詩
歌
「
ギ
リ
シ
ア
」
（
一
七
九
三
年
－
九
四
年
）

で
も
、
倦
む
こ
と
な
き
高
揚
感
を
吐
露
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
び
は
次
の
よ
う
に

締
め
括
ら
れ
て
い
る
。
　
ご

　
　
あ
あ
１
’
こ
れ
が
わ
が
最
後
の
涙
で
あ
れ
、

　
　
お
お
運
命
（
モ
イ
ラ
）
の
女
神
だ
ち
よ
、
鋏
を
研
ぎ
鳴
ら
せ
よ
！

　
　
わ
が
心
は
す
で
に
死
者
た
ち
の
仲
間
な
の
だ
か
誦
・
　
　
　
　
　
」
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
ギ
リ
シ
ア
」
第
七
節
、
第
六
一
句
－
第
六
四
句
）
’
。

こ
の
よ
う
な
浪
漫
情
緒
な
す
疾
風
怒
濤
の
心
情
の
嵐
０
　
只
中
に
あ
っ
て
も
、
・
実
は
こ
ヽ

の
怒
濤
の
嵐
が
折
に
凝
固
七
濃
密
な
る
造
形
。
を
目
指
す
こ
を
も
あ
っ
た
・
�
緋
限
燃

燃
す
る
魂
に
は
ゝ
分
別
心
垢
の
「
冷
た
ざ
「
フ
０
　
。
ス
ご
」
（
註
λ
5
3
と
か
水
ダ
差

す
か
わ
り
に
、
む
し
ろ
滅
却
の
果
て
に
火
も
ま
た
涼
し
い
透
明
な
結
晶
が
凝
固
す
る

か
ら
で
あ
る
。

疾
風
怒
濤
の
神
聖
な
る
嵐
の
果
て
に
、

微
塵
に
瓦
解
せ
よ
、
わ
が
（
生
の
）
牢
獄
な
す
囲
壁
よ
、

し
て
壮
麗
さ
を
増
し
、
よ
り
自
由
無
碍
に
沸
き
立
て
、

わ
が
精
神
（
ガ
イ
ス
ト
）
よ
、
未
知
の
国
を
目
指
し
て
１
　
で

　
　
　
（
「
運
命
」
一
七
九
三
年
－
九
四
年
、
第
十
一
節
、
第
八
一
句
－
第
八
‘
四
句
）

瞳
目
す
べ
き
は
、
詩
想
が
感
激
一
色
に
閉
じ
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
が
「
微
塵

に
瓦
解
」
（
第
八
一
句
－
第
八
二
句
）
し
た
「
未
知
の
国
を
目
指
し
て
」
（
第
八
四

句
）
「
空
無
を
孕
む
内
面
の
飛
翔
」
（
〔
三
〕
剛
）
が
芽
生
え
て
い
る
点
て
あ
る
。
こ

の
詩
句
が
、
詩
人
の
異
父
弟
カ
ー
ル
ー
ゴ
。
ク
（
一
七
七
六
年
－
一
八
四
三
年
）
に

よ
り
、
死
後
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
墓
碑
銘
と
し
て
選
ば
れ
た
の
も
理
由
な
き
こ
と
で
は

な
か
ろ
う
。
ま
だ
後
期
の
雄
篇
へ
は
日
暮
れ
て
道
遠
し
の
感
を
免
れ
な
い
が
、
そ
れ

に
も
拘
わ
ら
ず
既
に
此
所
に
は
、
詩
人
へ
’
ル
ダ
ー
リ
ン
な
ら
で
は
の
悲
壮
（
パ
ト
ス
）

な
る
崇
高
美
が
垣
間
見
ら
れ
、
畏
怖
と
荘
厳
な
る
「
自
然
の
真
性
」
（
註
（
4
9
）
）

へ
と
向
か
い
、
詩
想
は
鰍
村
に
執
し
て
来
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
詩
想
遍
歴
の
道
は
、
古
典
神
話
の
「
自
然
の
真
性
」
の
只
中
へ
と
直
情

径
行
に
突
き
走
る
の
み
な
ら
ず
、
時
折
は
気
候
温
順
な
牧
歌
情
緒
へ
と
腰
を
落
ち
着

け
る
。
こ
の
種
の
詩
歌
の
代
表
作
が
、
「
自
然
に
寄
す
」
（
一
七
九
五
年
）
と
考
え

ら
れ
よ
う
。

　
四
五
　
　
　
お
お
自
然
よ
！
・
　
汝
の
美
の
光
に
照
ら
さ
れ
。

　
　
　
　
　
　
労
苦
な
く
社
格
な
く
膨
ん
だ
の
だ
。

　
　
　
　
。
へ
愛
の
王
者
の
如
き
果
実
が
、
　
　
　
ヽ
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△

　
　
プ
　
　
　
ー
あ
た
か
も
牧
歌
の
古
里
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
で
の
収
獲
に
似
て
。
ザ
｀
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
’
（
「
自
然
に
寄
ず
」
『
第
六
部
、
第
四
五
句
１
‐
第
四
八
句
』
。

確
か
に
、
か
く
温
和
な
る
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
風
牧
歌
情
緒
も
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
詩
歌
の

　
一
。
角
を
成
す
。
特
に
こ
・
の
一
角
で
際
立
ち
円
熟
し
た
形
象
と
し
て
衆
目
の
一
致
す
。
る

所
が
所
謂
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ
像
で
あ
ろ
う
。
こ
の
女
性
像
は
或
る
意
味
で
、
よ
り
高

次
な
宥
和
の
白
眉
な
す
神
人
キ
リ
ス
ト
像
（
〔
三
〕
�
）
へ
の
道
を
成
し
て
い
る
。

故
に
当
然
の
こ
と
な
が
ら
女
性
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ
像
は
、
古
典
ギ
リ
シ
ア
の
「
畏
怖

ど
荘
厳
（
テ
ィ
ノ
ス
）
な
る
形
式
」
に
恥
じ
ぬ
威
厳
を
備
え
た
理
想
像
で
あ
り
、
こ

れ
を
巷
の
経
験
で
体
験
す
る
の
は
難
い
。
こ
の
女
性
名
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ
は
、
雄
渾

な
る
古
典
ギ
リ
シ
ア
詩
文
プ
ラ
ト
ー
ン
「
饗
宴
（
シ
ュ
ム
ポ
シ
オ
ン
）
」
（
二
〇
一
Ｄ
－

ニ
こ
Ｉ
Ｂ
）
『
か
ら
取
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
哲
人
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
に
霊
威
ダ
イ

モ
ー
ン
な
す
止
み
難
い
力
量
工
ロ
ー
ス
神
の
本
質
を
教
え
た
知
恵
あ
る
女
祭
司
の
名

が
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ
ー
で
あ
る
。
故
に
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ
牧

歌
に
お
い
て
理
念
（
イ
デ
ー
）
顕
正
さ
る
べ
き
も
究
竟
こ
の
ダ
イ
モ
ー
ン
神
工
ロ
ー

ス
に
他
な
ら
な
い
。

　
　
ダ
イ
モ
ー
ン
神
工
ロ
ー
ス
よ
、
連
戦
連
勝
の
神
よ
！

　
　
霊
威
エ
ロ
ー
ス
神
よ
し
？

　
　
　
　
　
　
（
ソ
ポ
ク
レ
ー
ス
「
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
」
第
七
八
一
句
－
第
七
八
二
句
）

「
実
有
（
ウ
ー
シ
ア
）
に
関
す
る
巨
人
の
戦
闘
（
ギ
ガ
シ
ト
マ
キ
ア
ー
）
が
新
た
に



燃
え
上
が
る
」
（
註
（
5
2
）
）
が
如
き
安
住
な
き
時
空
が
、
ダ
イ
モ
ー
ン
神
エ
ロ
ー

ス
と
と
も
に
開
け
る
。
従
っ
て
、
先
の
引
用
に
あ
る
詩
歌
「
自
然
に
寄
す
」
第
六
節

が
物
語
る
よ
う
に
、
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ
牧
歌
の
基
調
も
、
「
形
而
上
の
心
の
慰
み
」

（
〔
二
〕
閣
（
７
）
）
へ
の
安
住
と
言
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
自
然
の
全
一
の
生
命
へ
と

開
花
す
る
田
園
（
パ
ス
ト
ラ
ー
ル
）
交
響
曲
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
ひ
さ
し
い
あ
い
だ
枯
れ
し
ぼ
ん
で
閉
ざ
さ
れ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
わ
た
し
の
心
は
　
い
ま
美
し
い
世
界
に
挨
拶
す
る
。

　
　
　
　
　
　
そ
の
枝
々
は
芽
ぐ
み
　
つ
ぼ
み
を
つ
け
る
、

　
　
　
　
　
　
新
し
い
生
命
の
み
な
ぎ
り
に
。

　
五
　
　
　
　
そ
う
だ
、
わ
た
し
は
も
う
い
ち
ど
生
に
帰
っ
て
き
た

　
　
　
　
　
　
さ
な
が
ら
大
気
と
光
を
あ
び
て

　
　
　
　
　
　
わ
た
し
の
花
た
ち
の
き
よ
ら
か
な
力
が

　
　
　
　
　
　
古
い
殻
を
破
っ
て
躍
り
出
た
か
の
よ
う
に
。

　
　
　
　
（
「
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ
」
中
間
稿
、
一
七
九
七
年
、
第
一
節
、
第
一
句
－
第
八
句
）

冒
頭
に
云
う
「
ひ
さ
し
い
あ
い
だ
枯
れ
し
ぼ
ん
で
（
ラ
ン
グ
ー
ト
ー
ト
）
そ
し
て

テ
ィ
ー
フ
ー
フ
ェ
ア
ー
シ
ュ
ロ
ッ
セ
ン
（
深
く
閉
ざ
さ
れ
て
『
い
た
』
」
（
第
一
句
）
が

牧
歌
の
基
底
を
成
す
。
更
に
第
一
節
の
結
句
「
古
い
殼
を
破
っ
て
（
ア
ウ
ス
ー
デ
″
・

デ
ュ
ー
レ
ン
ー
ヒ
ュ
ル
ゼ
）
躍
り
出
た
（
ブ
リ
ヒ
ト
）
」
（
第
八
句
）
が
再
び
こ
の

「
深
く
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
」
基
底
か
ら
詩
節
を
締
め
括
る
。
詩
歌
に
お
け
る
デ
ィ
オ

テ
ィ
ー
マ
牧
歌
の
「
新
し
い
生
命
の
み
な
ぎ
り
」
（
第
四
句
）
は
、
こ
の
「
深
く
閉

ざ
さ
れ
て
い
た
」
基
底
か
ら
「
大
気
（
ル
フ
ト
）
と
光
（
リ
ヒ
ト
）
」
（
第
六
句
）
の

明
朗
へ
と
向
か
い
諸
手
を
拡
げ
る
の
で
あ
る
。

　
此
所
に
は
既
に
さ
さ
や
か
な
が
ら
、
生
け
る
自
然
（
ナ
ー
ト
ウ
ー
ラ
ー
ナ
ー
下
ウ
ー

ラ
ン
ス
）
の
万
有
の
全
一
　
（
ヘ
ン
ー
カ
イ
ー
パ
ー
ン
）
へ
と
目
指
す
（
自
然
の
真
性

ハ
ナ
ト
ウ
ー
ア
ー
ヴ
ァ
ー
ル
ハ
イ
ト
）
」
（
註
（
4
9
）
）
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
こ
の
真

性
が
、
「
古
い
殼
を
破
っ
て
躍
り
出
た
」
（
第
八
句
）
と
迄
は
言
い
得
な
い
ま
で
も
、

少
く
と
も
此
所
で
「
芽
ぐ
み
つ
ぼ
み
を
つ
け
る
」
（
第
三
句
）
と
は
表
現
で
き
よ
う
。

確
か
に
な
お
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
意
識
は
、
自
己
の
現
存
に
閉
じ
た
明
暗
に
よ
り
、

六
三
　
　
’
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

映
し
出
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
「
清
澄
な
る
神
気
ア
イ
テ
ー
ル
」
へ
の
「
空
無
を

孕
む
内
面
の
飛
翔
」
（
〔
三
〕
田
）
は
途
絶
え
て
い
る
。
だ
が
こ
の
閉
塞
状
況
を
打
破

せ
ん
と
、
長
編
「
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
」
の
第
二
巻
（
一
七
九
九
年
）
で
は
、
一
度
そ

の
第
一
巻
（
一
七
九
七
年
）
に
お
い
て
浪
漫
感
情
の
疾
風
怒
濤
な
す
高
潮
が
、
気
高

い
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ
牧
歌
へ
と
膨
ら
み
「
形
而
上
の
心
の
慰
め
」
の
天
国
（
づ
フ
デ
ィ
ー

ス
）
を
掠
め
た
の
を
踏
ま
え
、
必
然
（
ネ
メ
シ
ス
）
の
こ
と
な
が
ら
こ
の
波
動
が
畢

竟
玉
砕
す
る
「
純
粋
な
内
的
事
件
」
を
悲
劇
の
誕
生
さ
な
が
ら
に
扱
う
の
で
あ
る
。

　
　
こ
の
作
品
に
お
い
て
頂
点
的
な
意
味
を
も
つ
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ
と
の
相
愛
を
自
発
に
よ
っ

　
　
て
決
意
さ
れ
た
別
離
で
結
ん
だ
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
そ
れ
を
純
粋
な
内
的
事
件
と
し
て

　
　
扱
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
作
品
の
最
も
美
し
い
と
こ
ろ
で
、
ゲ
ー
テ
の
「
ウ
ェ
ル
テ
ル
」
に

　
　
比
べ
て
こ
の
作
の
優
位
を
認
め
る
と
す
れ
ば
、
何
よ
り
も
こ
の
点
に
あ
る
と
し
な
け
れ
ば

　
　
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
は
主
人
公
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
の
内
的
必
然
性
と
は
何
か
。
そ
れ
を
正

　
　
確
に
示
す
の
は
そ
の
作
品
そ
の
も
の
の
ほ
か
に
は
な
い
が
、
こ
こ
で
極
度
に
要
約
し
て
再

　
　
言
す
る
な
ら
、
愛
の
確
認
に
よ
っ
て
到
達
さ
れ
た
か
に
見
え
る
生
命
ぶ
十
全
の
高
揚
と
活

　
　
動
は
、
愛
の
状
態
の
静
的
な
持
続
に
よ
っ
て
は
保
証
さ
れ
ず
、
そ
れ
が
坐
し
て
萎
え
て
ゆ

　
　
く
よ
り
は
、
敢
え
て
自
ら
を
破
っ
て
生
命
の
や
む
こ
と
の
な
い
発
展
を
実
現
し
て
ゆ
か
ね

　
　
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
彼
の
自
覚
と
衝
迫
で
あ
桐
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
手
塚
富
雄
「
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
」
第
四
章
）

か
く
「
自
然
の
真
性
」
の
「
自
覚
と
衝
迫
」
が
、
悲
劇
誕
生
の
時
空
に
破
邪
顕
正
す

る
「
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
の
内
的
必
然
性
」
は
、
既
に
引
用
し
た
「
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
」

第
二
巻
冒
頭
に
掲
ザ
ら
れ
た
ソ
’
ポ
ク
レ
ー
ス
「
コ
ロ
ー
ノ
ス
の
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
」

の
言
葉
と
共
鳴
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。

　
　
生
者
た
ら
ざ
る
こ
と
、
こ
れ
が
全
て
の
理
（
ロ
ゴ
ス
）
に
優
る
。
だ
が
も
し
生
者
た
ら
ば
、

　
　
来
し
方
へ
石
火
の
如
く
消
え
往
く
こ
と
、
実
に
是
が
次
に
優
る
。
（
〔
二
〕
㈲
（
3
4
）
）

こ
の
共
鳴
弦
を
言
葉
巧
み
に
デ
ィ
ル
タ
イ
（
一
八
三
三
年
－
一
九
一
一
年
）
が
名
著

「
体
験
と
創
作
」
「
」
九
〇
五
年
）
で
次
の
よ
う
に
掻
き
鳴
ら
す
。

　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
主
人
公
は
英
雄
の
本
性
を
有
し
、
全
体
へ
と
働
き
か
け
よ
う
と
し
つ
つ
、



六
四

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
三
巻
　
人
文
科
学

　
　
し
か
し
詰
ま
る
所
は
自
ら
の
思
索
と
詩
作
へ
と
投
げ
返
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
…
…
　
「
ヒ
ュ

　
　
ペ
ー
リ
オ
ン
」
は
、
ハ
イ
ム
が
理
解
し
た
よ
う
な
「
浪
漫
詩
文
の
傍
系
（
ザ
イ
テ
ン
ー
ト

　
　
リ
ー
プ
）
」
で
は
無
い
。
…
…
　
正
に
こ
の
点
に
、
す
な
わ
ち
生
の
顔
貌
に
か
く
も
深
く

　
　
刻
み
込
ま
れ
た
暗
く
隠
れ
た
特
質
を
、
こ
の
長
篇
に
お
い
て
初
め
て
詩
人
が
明
る
み
に
出

　
　
し
た
点
に
、
…
…
　
こ
の
作
品
本
来
の
意
味
が
在
る
。
｀
生
そ
の
も
の
か
ら
生
か
解
明
さ
れ
、

　
　
生
の
中
に
内
包
さ
れ
た
諸
価
値
を
そ
の
力
と
限
界
か
ら
意
識
す
る
こ
と
へ
と
歩
を
進
め
る
。

　
　
…
…
　
そ
し
て
、
こ
の
生
の
解
明
の
叙
述
に
お
い
て
詩
人
に
は
或
る
新
た
な
哲
学
長
編
小

　
　
説
（
フ
ィ
ガ
ロ
ソ
ー
７
　
イ
シ
ャ
ー
・
ロ
r
＞
―
ﾝ
）
の
形
式
が
誕
生
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の

　
　
・
形
式
が
後
世
ニ
ー
チ
ェ
の
「
ツ
ア
。
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
」
に
お
い
て
最
も
力
強
い
反
響
を
得
た

　
’
の
で
政
裂
・
’
　
　
ツ
　
　
　
ド
ド
ト
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
’
＼
　
　
”

こ
こ
に
言
’
７
「
英
雄
（
ヘ
ー
ロ
‥
－
゛
ス
）
の
本
性
」
が
ヅ
本
論
で
話
題
と
し
て
い
る

「
自
然
の
真
性
」
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
古
典
ぎ
リ
シ
ハ
ア
神
話
（
ミ
ュ
Ｌ
ト
ス
）
の
接

怖
と
荘
厳
（
シ
ュ
レ
。
ク
リ
ヒ
Ｊ
フ
″
イ
ア
、
ド
リ
ヒ
）
な
る
悲
劇
祝
祭
口
時
空
へ
と

西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
意
識
が
自
己
を
開
く
。
に
は
、
「
生
の
顔
貌
に
か
く
も
深
く
刻
み

込
ま
れ
た
暗
く
隠
れ
た
特
質
」
（
註
（
6
2
）
）
が
解
き
放
た
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
解
き
放
ち
は
換
言
す
れ
ば
、
「
敢
え
て
自
ら
を
破
っ
て
生
命
の
や
む
こ
と
の
な
い

発
展
を
実
現
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
自
覚
と
衝
迫
で
あ
る
」
（
註
（
6
1
）
）
。

か
く
し
て
西
欧
意
識
は
自
己
の
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
の
殻
を
破
り
、
そ
の
既
成
の
諸

価
値
を
木
端
微
塵
に
粉
砕
す
る
覇
気
を
孕
み
、
彼
方
の
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
へ

と
超
え
出
て
ゆ
く
必
然
（
ネ
メ
シ
ス
）
の
厳
粛
な
る
眼
差
（
〔
二
倒
（
4
2
）
）
に

見
据
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

必
然
（
ネ
メ
シ
ス
）
の
眼
差
は
厳
粛
で
あ
る
。

戦
慄
な
く
し
て
、
人
の
手
は
掴
み
か
か
ら
ぬ
、

運
命
（
モ
イ
ラ
）
の
荘
厳
な
る
神
秘
の
壷
の
中
へ
は
。

　
　
　
　
（
シ
ラ
ー
「
ヴ
ァ
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
死
」
第
一
八
三
句
１
第
一
八
五
句
）

圓
　
西
欧
選
民
鳶
１
　
粉
砕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
　

今
回
同
時
刊
行
を
留
保

剛
　
古
典
古
代
理
゛
念
追
求
　
　
　
　
　
　
ゝ

゛ 2 ヽ

〔
三
〕
　
神
話
の
神

〔
要
約
〕
の
み
今
回
は
掲
載

　
　
か
く
し
て
全
て
の
宗
教
の
本
質
は
詩
歌
象
徴
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
（
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
「
宗
教
論
」
　
一
七
九
九
年
、
全
集
、
第
四
巻
、
二
八
一
頁
）

　
「
神
話
の
神
」
と
は
「
空
無
を
孕
む
内
面
の
飛
翔
」
が
目
指
す
古
典
ギ
リ
シ
ア
神

語
の
「
畏
怖
と
荘
厳
な
る
形
式
」
の
只
中
に
破
邪
顕
正
す
る
「
無
媒
介
直
接
の
神

（
デ
ア
ー
ウ
ン
ミ
ッ
テ
ル
バ
ー
レ
ー
ゴ
ッ
ト
）
」
で
あ
る
。
こ
の
「
無
媒
介
直
接
の

神
」
が
、
運
命
（
モ
イ
ラ
）
の
如
き
不
可
避
必
然
（
ネ
メ
シ
ス
）
の
神
威
ダ
イ
モ
ー

ン
と
し
て
襲
来
す
る
悲
劇
誕
生
の
時
空
で
、
神
人
合
一
分
離
な
す
「
最
深
の
親
密
性



（
デ
ィ
ー
テ
イ
ー
フ
ス
テ
ー
イ
ニ
ヒ
カ
イ
ト
）
」
が
見
性
さ
れ
る
。
こ
の
峻
厳
な
神

観
を
礎
と
す
る
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
理
解
は
、
在
来
の
研
究
の
基
調
、

つ
ま
り
想
像
と
博
識
の
双
翼
に
て
霊
感
の
高
揚
な
す
疾
風
怒
濤
の
浪
漫
情
緒
「
感
情

が
全
て
な
の
だ
」
。
（
ゲ
ー
テ
）
に
色
彩
ら
れ
た
思
想
詩
解
釈
の
盲
点
を
突
く
。
。
故
に

本
論
で
は
、
西
欧
精
神
史
に
お
い
て
神
話
（
ミ
ュ
ー
ト
ス
ｙ
世
界
が
、
叡
知
の
明
言

（
ロ
ゴ
ス
）
の
有
す
る
「
否
定
的
な
も
の
の
物
々
し
い
力
量
」
（
ヘ
ー
ゲ
ル
）
に
よ

り
自
己
解
体
し
、
万
有
の
全
一
　
（
ヘ
ン
ー
カ
イ
ー
パ
ー
ン
）
が
不
可
避
必
然
’
（
ネ
メ

シ
ス
）
の
「
絶
対
的
分
裂
」
へ
と
も
た
ら
さ
れ
、
こ
の
亀
裂
の
淵
か
ら
「
無
の
思
想
」

の
萌
え
る
局
面
に
着
眼
し
、
こ
れ
を
思
想
詩
読
解
の
礎
と
な
す
。

　
こ
の
局
面
は
ま
ず
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
の
只
中
に
開
か
れ
る
。
す
な
わ
ち

「
汝
自
身
を
知
れ
！
」
と
言
う
「
無
知
の
知
」
の
自
己
認
知
（
ア
ナ
グ
ノ
ー
リ
シ
ス
）

が
劇
的
急
転
（
プ
リ
ペ
テ
イ
ア
）
を
な
し
、
破
局
（
カ
タ
ス
ト
ロ
ペ
ー
）
へ
と
突
入

す
る
運
命
（
モ
イ
ラ
）
悲
劇
の
雄
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
神
話
の
神
は
、
「
死
の
姿
を
と

り
現
前
成
就
す
る
」
無
の
思
想
で
あ
る
。
こ
の
空
無
を
孕
み
賢
者
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス

の
知
恵
が
実
は
盲
目
の
無
知
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
か
ら
さ
ま
な
真
実
と
し
て

破
邪
顕
正
さ
れ
る
必
然
（
ネ
メ
シ
ス
）
過
程
を
悲
劇
の
肉
筆
が
余
す
と
こ
ろ
な
く
描

く
の
で
あ
る
。
更
に
本
論
は
、
こ
の
「
無
知
の
知
」
の
無
の
思
想
が
、
既
成
の
神
話

（
ミ
ュ
ー
ト
ス
）
世
界
の
正
義
（
デ
ィ
ケ
ー
）
秩
序
を
真
二
つ
に
裂
い
た
哲
学
知

（
ロ
ゴ
ス
）
の
雄
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
に
お
い
て
「
死
の
姿
を
と
り
現
前
成
就
」
し
た

西
欧
精
神
史
の
局
面
を
考
察
し
、
古
典
劇
の
悲
雄
に
も
ま
ご
う
哲
人
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー

ス
の
「
無
知
の
知
」
に
具
備
し
た
「
否
定
的
な
の
も
の
の
物
々
し
い
力
量
」
を
考
量

す
る
。

　
実
に
叡
知
（
ロ
ゴ
ス
）
の
「
明
鏡
」
に
忽
ち
遇
う
既
成
意
識
は
「
百
雑
砕
」
に
瓦

解
す
る
。
こ
の
「
明
鏡
」
の
ロ
ゴ
ス
の
権
化
が
西
欧
精
神
史
で
は
他
な
ら
ぬ
神
人
キ

リ
ス
ト
で
あ
る
。
こ
の
神
人
キ
リ
ス
ト
の
明
知
（
ロ
ゴ
ス
）
が
西
欧
古
典
古
代
の
神

話
（
ミ
ュ
ー
ト
ス
）
世
界
観
を
微
塵
に
砕
い
た
「
無
の
思
想
」
と
考
え
ら
れ
る
。
と

こ
ろ
が
、
キ
リ
ス
ト
教
が
既
成
宗
教
と
し
て
俗
権
を
獲
て
堅
固
な
る
城
砦
と
な
り
教

六
五

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
・
（
高
橋
）

会
の
甲
羅
を
ま
と
う
と
、
こ
の
甲
羅
化
を
砕
く
「
無
の
思
想
」
が
西
欧
の
時
空
に
哲

学
知
（
ロ
ゴ
ス
）
と
し
て
萌
え
た
の
で
あ
る
。

　
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
と
の
関
連
で
は
、
近
世
思
想
の
。
霊
峰
ス
ピ
ノ
ー
ザ

と
カ
ン
ト
０
　
哲
学
知
（
ロ
ゴ
ス
）
に
お
け
る
「
空
無
を
孕
む
内
面
の
飛
翔
」
が
瞳
目

す
べ
き
点
と
な
る
。
つ
ま
り
、
有
限
・
者
と
無
限
な
る
絶
対
者
と
の
間
に
横
た
わ
る

「
絶
対
的
分
裂
」
（
ヘ
ー
ゲ
ル
）
を
峻
別
し
た
両
哲
学
思
想
の
威
厳
は
、
既
成
宗
教

の
教
義
教
条
が
保
証
す
る
「
機
械
仕
掛
け
の
神
」
の
安
逸
な
る
「
活
動
（
タ
ー
ト
）
」

　
（
ゲ
ー
テ
）
へ
の
信
仰
を
無
に
帰
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。
か
く
荘
厳
な
る
先
哲
の
学

知
（
ロ
ゴ
ス
）
を
思
想
詩
も
体
現
せ
ん
と
し
、
峻
厳
・
な
る
霊
峰
「
堅
固
に
留
ま
る
Ｉ
・

者
」
を
畏
み
怖
れ
つ
つ
、
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
の
古
典
祝
祭
悲
劇
の
開
か
れ
た

時
空
へ
と
詩
想
の
巨
歩
を
進
め
る
の
で
あ
る
。

　
西
欧
精
神
史
の
難
問
キ
リ
ス
ト
像
が
思
想
詩
で
は
、
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
の

「
天
上
の
祝
祭
を
終
結
し
宥
和
」
し
た
「
神
自
身
」
と
し
て
、
直
接
名
指
し
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
幽
玄
に
隠
れ
て
現
わ
れ
る
霊
妙
な
両
義
性
の
只
中
に
あ
る
。
と
こ
ろ
で

「
明
鏡
」
た
る
「
神
自
身
」
の
叡
知
（
ロ
ゴ
ス
）
の
権
化
キ
リ
ス
ト
の
顕
現
は
蓋
し
、

万
有
の
全
一
　
（
ヘ
ン
ー
カ
イ
ー
パ
ー
ン
）
を
「
百
雑
砕
」
に
粉
砕
す
る
畏
怖
と
荘
厳

な
る
「
無
の
思
想
」
に
他
な
ら
な
い
。
故
に
む
し
ろ
「
明
鏡
低
叫
び
隠
れ
る
」
（
道

元
）
の
が
必
定
で
あ
り
、
こ
の
無
明
へ
の
隠
れ
に
お
い
て
万
象
を
「
無
か
ら
創
造

（
ク
レ
ア
ー
テ
ィ
オ
ー
・
エ
ク
ス
ー
ニ
ヒ
ロ
ー
）
」
す
る
神
人
キ
リ
ス
ト
の
大
悲

（
ア
ガ
ペ
ー
）
は
月
影
（
シ
ャ
イ
ン
）
の
真
諦
と
成
り
、
日
輪
が
ポ
イ
ボ
ス
神
ア
ポ

ロ
ー
ン
の
如
く
熾
烈
に
輝
く
古
典
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
の
「
昼
」
を
終
結
し
、
古
典
ギ

リ
シ
ア
と
キ
リ
ス
ト
教
西
欧
が
矛
盾
相
克
す
る
「
敵
意
の
只
中
で
の
宥
和
の
仮
象

（
シ
ャ
イ
ン
）
」
と
成
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
詩
人
シ
ラ
ー
の
友
ケ
ル
ナ
ー
の

諭
言
（
〔
こ
〕
は
誠
意
も
て
応
え
ら
れ
、
「
キ
リ
ス
ト
者
の
繊
細
な
精
神
」
に
相

応
し
い
神
人
手
リ
ス
ト
像
が
、
畏
怖
と
荘
厳
な
る
古
典
詩
歌
象
徴
の
調
べ
と
成
っ
た

の
で
あ
る
。



六
六

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
三
巻
　
人
文
科
学

註

解
（
欧
文
註
は
今
回
同
時
刊
行
を
留
保
）

序
　
ヽ
論
　
　
　
。

　
　
（
１
）
　
セ
ネ
ユ
’
ｗ
（
紀
元
前
四
年
頃
１
後
六
五
年
）
「
道
徳
昏
簡
集
」
　
［
九
七
九
年
、
二
九

’
　
～
二
頁
。
　
　
　
　
。
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
ー
‐
’
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｒ
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
酬
　
　
　
　
Ｉ
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

　
‐
（
２
）
゛
へ
’
ル
ダ
ト
リ
ン
（
一
七
七
〇
年
－
一
八
四
三
年
）
「
パ
ト
モ
ス
」
第
［
稿
（
「
八
　

　
　
　
・
。
０
一
年
－
○
一
一
年
」
第
一
節
、
第
一
句
。
シ
。
ユ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
版
全
集
、
｝
九
四

　
　
　
　
六
年
４
七
七
年
、
第
二
巻
、
Ｌ
エ
八
五
頁
。
‐
以
下
‘
「
全
集
」
・
と
の
み
表
２
　
。
プ
　
ｙ

　
　
（
３
）
　
リ
ル
ケ
（
一
八
七
五
年
－
一
九
二
六
年
）
「
ド
ウ
ー
イ
ー
ノ
の
悲
歌
」
。
（
一
九
二
一
ト

　
　
　
　
年
－
二
二
年
）
。
リ
ル
ケ
文
庫
編
全
集
、
Ｌ
。
九
五
五
年
１
六
六
年
、
第
一
巻
、
六
八
’

　
　
　
　
五
頁
。
〔
二
〕
圓
（
7
6
）
。
〔
三
〕
口
（
1
3
）
。

　
　
（
４
）
　
全
集
、
第
二
巻
。
九
四
頁
。

　
　
（
５
）
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
「
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
（
タ
リ
ー
ア
断
片
）
」
（
一
七
九
四
年
）
冒
頭
。

　
　
　
　
全
集
、
・
第
三
巻
、
一
六
五
頁
。

　
　
（
６
）
　
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
二
八
二
一
年
－
六
七
年
）
「
悪
の
華
」
初
版
（
一
八
五
七
年
）

　
　
　
　
第
二
版
（
一
八
六
一
年
）
。
全
集
（
プ
レ
ヤ
ー
ド
版
）
、
第
一
巻
、
】
九
七
五
年
、

　
　
　
　
一
頁
。

本

論

〔
一
〕
シ
ラ
ー
の
問
題
提
起

（
Ｉ
）
　
全
集
、
第
二
巻
、
九
一
頁
。
〔
一
〕
剛
（
7
2
）
。
〔
三
〕
㈲
（
2
6
）
。

剛
　
牧
歌
と
毒
舌

（
２
）
　
ニ
ー
チ
エ
（
一
八
四
四
年
－
一
九
〇
〇
年
）
「
悲
劇
の
誕
生
」
（
第
十
七
章
）
。

　
　
　
全
集
（
批
判
版
）
、
第
三
部
、
第
一
巻
、
一
九
七
二
年
、
一
　
一
一
頁
。

八３
へ
４

）
　
「
悲
劇
の
誕
生
」
（
第
十
九
章
）
。
全
集
、
第
三
部
、
第
一
巻
、
Ｔ
二
Ｉ
頁
。

）
　
ハ
イ
ネ
（
一
七
九
七
年
－
一
八
五
六
年
）
「
ロ
マ
ン
派
」
第
一
書
。
全
集
（
世
紀

　
記
念
版
）
、
第
八
巻
、
一
九
七
二
年
、
四
三
頁
。

（
５
）
　
ヘ
ル
ダ
ー
（
一
七
四
四
年
－
一
八
〇
三
年
）
、
作
品
集
（
東
独
版
）
、
第
三
巻
、

　
　
　
五
六
頁
－
五
九
頁
。

（
６
）
　
シ
ラ
ー
（
一
七
五
九
年
－
一
八
〇
五
年
）
、
パ
ン
サ
ー
版
五
巻
本
全
集
、
一
九
六

　
　
　
五
年
－
七
六
年
、
第
一
巻
、
一
九
六
五
年
、
一
七
二
頁
。

　
　
　
　
こ
の
第
二
稿
は
「
詩
歌
集
」
第
一
版
（
一
八
〇
〇
年
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
詳

　
　
　
み
に
当
該
の
箇
所
は
第
一
稿
で
も
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
示
す
。
表
現
が
異
な
る
の
は
Ｉ

　
　
　
箇
所
で
、
「
神
話
の
国

1 0
足
跡
」
（
第
二
稿
）
が
「
黄
金
の
足
跡
」
’
（
第
一
稿
）
と

　
　
　
相
違
す
る
の
み
。
全
集
（
ヴ
ア
ｆ
マ
ー
ル
ー
版
）
、
・
第
一
巻
、
一
九
四
三
年
、
一
九
四

　
　
　
頁
参
照
。

（
７
）
　
ヴ
。
ア
イ
マ
ー
ル
版
全
集
、
第
｝
巻
、
一
九
三
頁
。
　
　
　
　
　
　
、

（
８
）
　
。
シ
ュ
ト
ル
ベ
ル
ク
「
シ
ラ
ー
・
‥
氏
の
詩
「
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
」
に
関
す
る
意
見
」
は

　
　
　
Ｉ
雑
誌
‘
「
ド
イ
ツ
・
’
‘
ム
ゼ
Ｌ
ウ
ム
」
（
一
七
八
八
年
）
の
八
月
号
’
（
九
七
’
頁
Ｆ
一
〇
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ａ
　
　
　
ｌ
ｋ
　
　
　
　
Ｓ
　
　
一

　
　
　
頁
）
に
所
載
『
。
ヴ
ィ
ー
ゼ
「
シ
ラ
ー
「
ギ
リ
シ
ア
の
神
～
々
」
」
ヽ
（
「
ド
ｆ
ツ
抒
情
詩
、

　
　
　
形
式
七
歴
史
」
’
第
一
巻
、
Ｔ
九
五
九
年
）
一
皐
二
四
頁
参
照
。
’
　
　
一
　
　
イ
：

（
９
）
　
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
、
作
品
集
、
‐
第
三
巻
、
一
九
八
〇
年
、
註
解
、
七
八
三
頁
。

（
1
0
）
　
ヴ
ア
。
イ
マ
ー
ル
版
全
集
、
第
一
巻
、
二
九
ご
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
。

（
1
1
）
　
シ
ュ
ト
ル
ベ
ル
ク
、
前
掲
「
ド
イ
ツ
ー
ム
ゼ
Ｆ
ウ
ム
」
（
註
（
８
）
）
　
｝
○
｝
頁
。

（
1
2
）
　
ゲ
ー
テ
（
一
七
四
九
年
－
一
八
三
二
年
）
、
ア
ル
テ
ミ
ス
記
念
版
、
第
一
巻
、
一

　
　
　
九
五
〇
年
、
二
三
五
頁
。

恋
　
優
美
と
尊
厳

（
1
3
・
）
　
シ
ラ
ー
「
美
学
芸
術
論
集
」
石
原
達
二
訳
、
’
冨
山
房
百
科
文
庫
、
第
十
一
巻
、
一

　
　
　
九
七
七
年
、
一
五
四
頁
－
｝
五
五
頁
。
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
版
全
集
、
第
二
〇
巻
、
一
九

　
　
　
六
二
年
、
三
五
九
頁
－
三
六
〇
頁
。
古
典
神
話
の
名
称
等
を
本
論
で
は
以
下
、
な
る

　
　
　
だ
け
古
代
ギ
リ
シ
ア
名
に
統
一
す
る
。

（
1
4
）
、
前
掲
「
美
学
芸
術
論
集
」
一
五
二
頁
―
一
五
三
頁
。
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
版
全
集
、
第

　
　
　
二
〇
巻
、
三
五
八
頁
－
三
五
九
頁
。

（
1
5
）
　
前
掲
「
美
学
芸
術
論
集
」
一
五
二
頁
。
ヴ
ァ
イ
７
　
Ｉ
ル
版
全
集
、
第
二
〇
巻
ご
二

　
　
　
五
八
頁
。

（
1
6
）
　
全
集
、
第
六
巻
、
二
五
四
頁
－
二
五
五
頁
。
ク
ロ
プ
シ
ュ
ト
ッ
ク
か
ら
の
典
拠
は
、

　
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
自
身
が
所
有
し
て
い
た
ク
ロ
プ
シ
ュ
ト
ッ
ク
の
詩
集
「
ド
イ
ツ
知
識

　
　
　
人
共
和
国
」
（
一
七
七
四
年
）
の
「
最
後
の
国
会
の
歴
史
」
よ
り
の
寸
鉄
詩
「
全
く

　
　
　
良
き
所
見
」
で
、
ほ
ぼ
文
意
は
同
じ
。
原
典
と
の
異
同
の
詳
細
は
欧
文
註
を
参
照
。

　
　
　
ク
ロ
プ
シ
ュ
ト
ッ
ク
歴
史
批
判
版
全
集
、
作
品
篇
、
第
七
巻
、
第
一
分
冊
、
一
九
七

　
　
　
五
年
、
｝
○
八
頁
参
照
。



（
1
7
）
　
全
集
、
第
六
巻
、
三
〇
五
頁
。

（
1
8
）
　
全
集
い
第
六
巻
、
四
三
二
頁
。

（
1
9
）
　
全
集
、
第
六
巻
、
三
〇
六
頁
。

閣
　
理
想
と
人
生

（
2
0
）
　
ゲ
ー
テ
「
色
彩
論
」
（
一
八
一
〇
年
）
。
ハ
ム
ブ
ル
ク
版
作
品
集
、
一
九
八
二
年
、

　
　
　
第
十
三
巻
、
三
六
七
頁
－
三
六
八
頁
。
〔
三
〕
圓
（
一
仙
）
。

（
2
1
）
　
ゲ
ー
テ
「
シ
ラ
ー
と
の
初
対
面
」
。
記
念
版
、
第
二
一
巻
、
一
九
四
九
年
、
六
二

　
　
　
二
頁
。
〔
三
〕
剛
（
7
1
）
。

（
刀
一
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
、
一
七
九
四
年
十
一
月
付
ノ
イ
フ
″
－
宛
書
簡
八
九
。
全
集
、
第

　
　
六
巻
、
一
三
九
頁
。

（
2
3
）
　
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
版
全
集
、
第
二
七
巻
、
一
九
五
八
年
、
七
四
頁
。
〔
三
〕
圓
（
5
9
）
。

（
2
4
）
　
和
訳
全
集
、
潮
出
版
社
、
一
九
七
九
年
－
八
二
年
、
第
一
巻
、
三
二
八
頁
－
三
二

　
　
　
九
頁
。
田
口
義
弘
訳
。
作
品
集
、
第
一
巻
、
一
九
九
頁
。

（
2
5
）
　
五
巻
本
パ
ン
サ
ー
版
全
集
、
第
五
巻
、
四
〇
八
頁
。

（
2
6
）
。
全
集
、
第
八
巻
、
三
五
頁
―
三
六
頁
。

（
2
7
）
　
平
凡
社
世
界
名
詩
集
大
成
、
第
六
巻
、
ド
イ
ツ
篇
、
第
一
分
冊
、
一
九
六
〇
年
、

　
　
　
一
三
三
頁
－
一
三
四
頁
、
小
栗
孝
則
訳
。
五
巻
本
パ
ン
サ
ー
版
全
集
、
第
一
巻
、
二

　
　
　
〇
二
頁
－
ニ
○
三
頁
。

㈲
　
啓
蒙
批
評

（
2
8
）
　
著
作
集
、
一
九
二
八
年
、
第
二
巻
、
九
〇
頁
。

（
2
9
）
　
’
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
、
作
品
集
、
第
三
巻
、
三
六
頁
。

（
3
0
）
　
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
、
前
掲
書
、
四
五
頁
－
四
六
頁
。

（
3
1
）
　
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
。
前
掲
書
、
四
一
頁
。

（
3
2
）
　
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
、
前
掲
書
、
四
三
頁
。

（
3
3
）
　
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
、
前
掲
書
、
四
五
頁
。

（
3
4
）
　
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
、
前
掲
書
、
四
六
頁
－
四
七
頁
。

（
3
5
）
　
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
、
前
掲
書
、
四
五
頁
。

（
3
6
）
　
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
、
前
掲
書
、
四
四
頁
。

（
3
7
）
　
’
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
版
全
集
、
第
二
五
巻
、
一
九
七
九
年
、
一
六
七
頁
。

（
3
8
）
　
　
一
七
九
七
年
一
月
｝
○
日
付
エ
ー
ベ
ル
宛
書
簡
｝
三
二
。
全
集
、
第
六
巻
八
二
二

　
　
　
九
頁
。
〔
二
〕
閤
（
4
8
）

閤
　
批
判
精
神

（
3
9
）
　
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
版
全
集
、
第
二
九
巻
、
一
九
七
七
年
、
一
一
七
頁
。

六
七

へ
『
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論

（
高
橋
）

（
4
0
）
　
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
版
全
集
、
第
二
一
巻
、
一
九
六
三
年
、
五
二
頁
。

（
4
1
）
　
著
作
全
集
（
ウ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
版
）
、
一
九
八
一
年
、
第
十
一
巻
、
四
〇
一
頁
。

・
（
4
2
）
　
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
版
全
集
、
第
八
巻
、
一
九
四
九
年
、
一
八
四
頁
。

（
4
3
）
　
作
品
集
（
ア
カ
デ
ミ
ー
全
集
版
に
拠
る
）
、
一
九
六
八
年
、
第
四
巻
、
九
頁
。

（
4
4
）
　
作
品
・
書
簡
全
集
（
パ
ン
サ
ー
版
）
、
一
九
七
七
年
、
第
二
巻
、
六
三
四
頁
―
六

　
　
　
三
六
頁
。

（
4
5
）
　
全
集
・
第
二
巻
、
九
二
頁
。
〔
二
〕
㈲
（
3
2
）
。

（
4
6
）
　
作
品
・
書
簡
全
集
、
第
二
巻
、
六
三
四
頁
。

（
4
7
）
　
全
集
、
第
三
部
、
第
一
巻
、
六
三
頁
。
〔
二
〕
圓
（
6
5
）
。

（
4
8
）
　
和
訳
全
集
、
河
出
書
房
新
社
、
一
九
六
六
年
－
一
九
六
九
年
、
第
三
巻
、
一
三
五

　
　
　
頁
、
手
塚
富
雄
訳
。
全
集
、
第
三
巻
、
一
四
三
頁
。

圓
　
自
然
と
神

（
4
9
）
　
ミ
ヒ
エ
ル
「
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
伝
」
一
九
四
〇
年
、
一
九
六
七
年
複
刻
、
二
Ｉ
八
頁

（
5
0
）
　
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
版
全
集
、
第
二
五
巻
、
｝
九
七
九
年
、
一
六
七
頁
。

（
5
1
）
　
前
掲
「
ド
イ
ツ
抒
情
詩
」
〔
二
〕
山
（
８
）
）
第
一
巻
、
三
二
三
頁
。

（
5
2
）
　
「
詩
歌
精
神
の
方
法
論
」
｛
｝
七
九
九
年
）
。
全
集
、
第
四
巻
、
二
六
〇
頁
。

　
　
　
〔
弓
剛
（
1
0
1
）
。
〔
三
〕
㈲
（
2
9
）
。

（
5
3
）
　
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
‘
版
全
集
、
第
一
巻
、
一
九
四
三
年
、
一
七
〇
頁
。

（
5
4
）
　
五
巻
本
パ
ン
サ
ー
版
全
集
、
第
一
巻
、
一
七
〇
頁
。

（
5
5
）
　
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
版
全
集
、
第
一
巻
、
一
九
五
頁
。

（
5
6
）
　
ヘ
ー
ゲ
ル
「
歴
史
哲
学
」
（
岩
波
文
庫
）
中
巻
、
武
市
健
入
訳
、
一
九
七
一
年
、

　
　
　
一
四
三
頁
－
一
四
四
頁
。
作
品
集
（
一
八
三
二
年
－
四
五
年
版
作
品
集
に
依
る
）
、

　
　
　
一
九
六
九
年
－
七
一
年
、
第
二
一
巻
、
三
〇
四
頁
。

（
一
Ｍ
）
　
全
集
、
第
六
巻
、
三
〇
七
頁
。
こ
の
引
用
の
典
拠
は
ロ
ー
マ
の
喜
劇
詩
人
テ
レ
ン

　
　
　
テ
ィ
ウ
ス
作
「
自
責
者
（
ヘ
ア
ウ
ト
ン
ー
テ
ィ
ー
モ
ー
ル
ー
メ
ノ
ス
）
」
第
一
幕
、

　
　
　
第
一
場
、
第
二
五
句
。

（
5
8
）
　
「
神
学
大
全
」
　
一
九
五
六
年
、
二
二
頁
。

（
5
9
）
　
前
掲
「
歴
史
哲
学
」
中
篇
、
一
四
四
頁
－
一
四
五
頁
。
全
集
、
第
二
一
巻
、
三
〇

　
　
　
四
頁
－
三
〇
五
頁
。

剛
　
シ
ラ
ー
の
遺
言

（
6
0
）
　
全
集
、
第
五
巻
、
二
七
一
頁
。
ソ
ポ
ク
レ
ー
ス
「
ア
ン
テ
イ
ゴ
ネ
ー
」
　
一
一
四
九

　
　
　
句
で
は
、
「
大
神
ゼ
ウ
ス
の
子
（
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
神
バ
リ
コ
ス
）
よ
！
　
現
わ

　
　
　
れ
よ
、
（
プ
ロ
パ
ネ
ー
テ
ィ
）
Ｉ
」
（
ト
ゥ
ス
ク
ル
ム
古
典
叢
書
「
ソ
ポ
ク
レ
ー
ス
」



六
八

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
三
巻
　
人
文
科
学

　
　
　
　
三
〇
八
頁
）
と
あ
る
。

　
（
励
）
・
　
シ
ラ
ー
の
死
（
一
八
〇
五
年
）
に
関
す
る
ツ
ェ
ル
タ
ー
（
一
七
五
八
年
―
一
八
三

　
　
　
　
二
年
）
宛
一
八
〇
五
年
六
月
一
日
付
書
簡
で
ゲ
ー
テ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
私

　
　
　
　
は
私
自
身
を
失
っ
た
と
思
っ
た
程
で
し
た
。
今
や
唯
一
の
友
を
、
そ
の
親
友
と
と
も

　
　
　
　
に
私
の
半
身
を
私
は
失
な
い
ま
し
た
。
本
来
な
ら
新
た
な
生
き
方
を
始
め
る
べ
き
な

　
　
　
　
｀
の
で
し
ょ
う
が
、
し
か
し
な
が
ら
そ
の
た
め
に
私
の
歳
で
は
も
は
や
道
が
あ
り
ま
せ
ん
」

　
　
　
　
と
。
記
念
版
、
第
一
九
巻
、
一
九
四
九
年
、
四
七
九
頁
。

　
（
Ｑ
）
　
・
全
集
、
第
三
部
、
第
一
巻
、
こ
一
七
頁
。
〔
三
〕
圓
（
印
）
。

　
（
卵
）
　
関
西
ゲ
｜
テ
協
会
編
『
ゲ
ー
テ
年
鑑
』
第
一
五
巻
、
一
九
七
九
年
、
二
三
二
頁
｜

　
〔
二
〕
　
古
典
ギ
リ
シ
ア
と
キ
リ
ス
ト
教
西
欧

（
１
）
　
カ
ミ
ュ
（
一
九
一
三
年
―
六
〇
年
）
「
反
抗
的
人
間
」
（
一
九
五
一
年
）
。
論
文

　
　
集
（
プ
レ
ヤ
ー
ド
版
）
、
一
九
六
五
年
、
七
〇
三
頁
。
’

剛
　
民
族
の
神
々
と
世
界
宗
教

（
２
）
　
吉
川
幸
次
郎
‘
「
新
唐
詩
選
」
（
岩
波
新
書
）
　
一
九
六
五
年
、
一
八
頁
。

八
３

ｗ

Ｑ（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（

1 0
）

ト

1
1
）

　
全
集
、
第
二
巻
、
九
三
頁
。

悲
劇
の
死
と
復
活

　
作
品
集
、
第
三
巻
、
二
二
七
頁
。

　
作
品
集
、
第
二
巻
、
一
一
〇
頁
。
〔
三
剛
（
7
4
）
。
〔
三
〕
閣
（
1
0
4
）
。

　
全
集
、
第
二
巻
、
九
一
頁
－
九
二
頁
。

　
全
集
、
第
三
部
、
第
一
巻
、
一
五
頁
－
一
六
頁
。

　
作
品
集
、
第
三
巻
、
一
七
頁
。

　
作
品
集
、
第
三
巻
、
一
八
頁
。

　
作
品
集
、
第
三
巻
、
一
八
頁
。

　
道
元
（
こ
Ｉ
〇
〇
－
五
三
年
）

十
二
巻
）
、
．
一
九
七
〇
年
、
ご
二
五

「
正
法
眼
蔵
」
ヽ
上
巻
（
岩
波
日
本
思
想
大
系
フ
第

頁
。

（
２
）
　
作
品
集
バ
第
三
巻
。
三
六
四
頁
。
・
『
ｙ
　
＼
　
　
　
　
ブ
　
　
’
｀
‘

（
□
）
ご
全
集
、
第
三
部
・
、
第
一
巻
、
七
一
頁
。
　
　
　
　
　
ご
ブ
・



（
3
2
）
　
全
集
、
第
二
巻
、
九
二
頁
。
〔
こ
閣
（
4
5
）
。

（
3
3
）
　
全
集
、
第
二
巻
、
九
二
頁
。

（
3
4
）
　
全
集
、
第
三
巻
、
九
二
頁
。

（
3
5
）
　
前
掲
「
イ
ー
リ
ア
ス
」
六
頁
。

（
3
6
）
　
ト
イ
ブ
ナ
ー
古
典
叢
書
「
ソ
ポ
ク
レ
ー
ス
」
第
一
巻
、
一
八
一
頁
。

（
3
7
）
　
前
掲
「
イ
ー
リ
ア
ス
」
十
一
頁
－
十
二
頁
。

（
3
8
）
　
ト
ゥ
ス
ク
ル
ム
古
典
叢
書
「
イ
ー
’
リ
ア
ス
」
　
一
九
六
一
年
、
五
二
六
頁
。

（
3
9
）
　
オ
ッ
ト
ー
「
聖
な
る
も
の
」
一
九
四
七
年
、
五
〇
頁
。

（
4
0
）
　
ハ
イ
デ
ガ
ー
（
一
八
八
九
年
－
一
九
七
八
年
）
「
形
而
上
学
入
門
」
一
九
五
三
年
。

　
　
　
一
一
四
頁
－
一
一
七
頁
。

（
4
1
）
　
全
集
、
第
四
巻
、
二
八
二
頁
。
‘

（
4
2
）
　
全
集
、
第
二
巻
、
一
一
九
頁
。

閤
　
自
然
の
真
性

（
4
3
）
　
全
集
、
第
六
巻
、
四
三
二
頁
。
〔
三
〕
閣
（
1
7
）
。

（
4
4
）
　
全
集
、
第
二
巻
、
九
三
頁
。
〔
三
〕
�
（
1
1
3
）
。

（
4
5
）
、
全
集
、
第
二
巻
、
九
三
頁
。
〔
二
〕
閉
（
1
1
0
）
。
〔
三
〕
�
（
1
1
3
）
。

（
4
6
）
　
和
訳
全
集
、
第
二
巻
、
一
一
四
頁
。

（
4
7
．
）
　
日
本
聖
書
協
会
編
「
聖
書
」
一
九
五
五
年
。
一
〇
二
頁
。
〔
三
〕
�
（
1
1
2
）
。

（
4
8
）
　
　
一
七
九
七
年
一
月
十
日
付
エ
ー
ベ
ル
宛
書
簡
一
三
二
。
全
集
、
第
六
巻
、
二
二
九

　
　
頁
。
〔
二
朗
（
3
8
）
。

（
4
9
．
）
　
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
版
シ
ラ
ー
全
集
、
第
三
七
巻
、
一
九
八
一
年
、
一
九
八
頁
。

（
印
）
　
全
集
、
第
三
部
、
第
一
巻
、
八
〇
頁
。
・

（

5 1
）

（

5 2
）

（

5 3
．
）

（
’

5 4

’
）

（
5
5
。
）

（
5
6
）

（
5
7
）

（
5
8
’
）

（
5
9
）

（

6 0
）

六
九

　
全
集
、
第
三
部
、
第
一
巻
、
八
一
頁
。

　
「
存
在
と
時
間
」
一
九
六
三
年
、
二
頁
。
　
　
　
　
。
゛

　
全
集
、
第
一
巻
、
二
五
五
頁
。

　
「
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
守
護
神
に
寄
せ
る
讃
歌
」
第
六
節
、
第
四
二
句
。
全
集
、
第

一
巻
、
こ
一
六
頁
。

　
全
集
、
第
一
巻
、
こ
一
六
頁
。

　
歴
史
批
判
版
フ
ー
フ
ン
ク
フ
ル
ト
版
全
集
、
第
二
巻
、
】
九
七
八
年
、
二
〇
二
頁
。

　
全
集
、
第
一
巻
、
一
八
六
頁
。

　
全
集
、
第
｝
巻
、
一
九
二
頁
。

　
ト
ゥ
ス
ク
ル
ム
古
典
叢
書
「
ソ
ポ
ク
レ
ー
ス
」
、
二
八
六
頁
。

　
和
訳
全
集
、
第
一
巻
、
二
四
八
頁
、
手
塚
富
雄
訳
。
全
集
、
第
一
巻
、
二
Ｉ
六
頁
。

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
　
（
高
橋
）

（
6
1
）

（
6
2
）

　
著
作
集
、
中
央
公
論
社
、
第
一
巻
、
一
九
八
〇
年
、
二
七
〇
頁
。

　
「
体
験
と
創
作
」
第
八
版
、
一
九
二
二
年
、
三
九
頁
。

　
「
浪
漫
詩
文
の
傍
系
」
は
、
ハ
イ
ム
「
ロ
マ
ン
派
」
（
初
版
、
一
八
七
〇
年
）
第

三
書
「
浪
漫
主
義
最
盛
期
」
第
一
章
（
二
八
九
頁
－
三
二
四
頁
）
の
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン

論
（
第
四
版
、
一
九
二
〇
年
、
三
四
一
頁
上
二
七
六
頁
）
の
表
題
（
二
八
九
頁
）
で
あ

る
。
第
四
版
、
三
四
一
頁
参
照
。（

昭
和
五
九
年
・

（
昭
和
六
〇
年
・

一
九
八
四
年
九
月
三
〇
日
受
理
）

一
九
八
五
年
三
月
二
五
日
発
行
）



　Wer, wenn ich schriee, horte mich denn aus der Engel

.Ordnungen ？　‥‥｡　　　　　　　　　　　・・。

　　(Rilke 。DuineserElegien“ I . If.)グ

In dieser neuen Horizont gilt der Zeitraum der europaischen Moderne als 。diirfige Zeit“ ，

der fiirs uberragendste Beste der Welt angesef!en war, wie das 。Deutschland iiber alles“ in

der imperialistischen Expansionzeit der nationalsozialistischen Eliten｡

　Als fermentierende Gedankenhefe　fiir　die dialektische　Auseinandersetzung　von ･｡Hellas

und Hesperien “ wird der 。kein heiliger Barbar“ in‘ Schil!ｅｒＳ］。Ｄｉｅ･Gotter Griechenlandes“

gehalten. In dieser Gedankenlyrik schlieBt kein einziger Herr 。Deus ex machina “（｡Faust“)die

komplomiBlose Besinnungsjahe der dramatisch dialektischen Tragik ab. Das einzige Zentrum

des runden Kreises･ des europaischen BewuBtseins ｚieりt sich auf die 。exzentrische Bahn “

auseinander･ die der abendlandische ChristenmeれＳむh mit gespannter Aufmerksamkeit auf

seine eigene zerrissene Katastrophe von einem Punkt zum anderen durchlauft, um sich zur

elliptischen　Bahn　von　。Hellas　und　Hesperien “　zu　brechen.　Der　Ausgangspunkt　dieser

｡exzentrischen Bahn “　bricht in der dramatischeri　Dialektik　Schillers　aus, der　in　seiner

Gedankenlyrik die　dualistische　Spannung　zwischenへ, Hellas　und　Hesperien “　durch　seine

spekulative　Denkungskraft　und　antagonistische　Auseinanderset加ngsmacht　entwickelte.

Angefangen mit diesem zum 。seeligen Griechenland “ zu treibender! Keim der Problematik

mochte ich mir in dieser Arbeit die zur versohnenden ･Reife zu bringenden Auseinander-

setzung von 。Hellas und Hesperien“ in der 18. Jahlｒi;ｕｎμｅｒtWelndeuberlegen.



Zum Verstandnis meiner Arbeit

　Im vorigen Jahr des Ausbruchs der･Franzosischen Revolution ｡(1889 ff.) stellte Schiller

eine fragwurdige These 。kein heiliger Barbar“ im Erstdruck seiner Gedankenlyrik 。Die Gotter

Griechenlandes“ auf. Diese These pragt sich dem Wissenschaftler tief ein, falls er jene

Anschauung beriicksichtigt, das antike Hellas zum Mittelpunkt der Welt zu machen, um einen

”heiligen“,christlichen Geist wie ｚ. B. den Erloser, Jesum Christum fiir einen 。Barbaren“

anzusehen. Je ernster er uberdies an die geschichliche Tatsache denkt, dal3 diese denk-

wiirdige These gerade mitten in der herrschenden Weltanschauung Europas heranwuchs, nach

der die Christen im Mittelpunkt der Welt stehen, desto bedeutungsvoller kann der 。heilige

Barbar“ auf den wissenschaftlichen Kopf einwirken. In der Tat machte der europaische

Imperialismus　damals　bedeutende　Fortschritte :　Die　europaische　Denkweise, die　sich

mit der modernen Erkenntnis der praktischen　Naturwissenschaft aufriistete, wollte　mit

der　Ausbreitung　des christlichen　Missionsbereichs　ihre　EinfluBsphare　iiber　Indien　und

China bis zum japanischen Land vergroBern, um die Welthegemonie iiber die ganze Erde

zu erwerben. Aber gerade iiber dieses europaische BewuBtsein brach . der Versuch einer

Selbstkritik 。heiliger Barbar“ wie ein Blitz a us heiterem Himmel hereinご

　Wahrscheinlich kann man glauben, da(3 auch der Hervorruf 。Seeliges Griechenland ！“

in　Holderlins　。Brod　und　Wein “ （1800－ 01 ) aus derselben　Besinnungstiefe　der　abend-

landischen　Selbstkritik　heraussprang, wie　。kein　heiliger　Barbar'‘Eben　in　vollem

Gang des imperialistischen Kriegs zwischen Frankreich und Britannien rief der ･deutsche

Dichter　die　klassische　Antike　des　verfallenen　Griechenlandes　in den　geistesgeschicht-

lichen Raum der abendlandischen Moderne hervor, das noch kein unabhangiges Land in der

abgelegenen Gegend Europas blieb. Diser Hervorruf zeugt aber weder von reaktionarer

Restauration, noch･　von romantisch　traumerischer　Nostargie, sondern gerade von　einer

selbstkritischen　。Garung　und　Auflosung “　des　bisherigen　BewuBtseins　und zwar　von

einer kopernikanischen　Wendung　seines　biblisch　mythologischen Fundaments.　Seit　dem

europaischen Mittelalter hat man den herkommlichen Elitismus schon lange gepriift und

bestatigt, ausschliefilich　nur　die　Christen　zur　seligen　Erlosung　auszuerwahlen. Dieser

mittelalterliche Gedanke der monopplistischen Erlosung, der in der Renaissance-Zeit wie

ｚ.　Ｂ.　in　Dantes　。Divina　Commedia “　tief eingewurzelt　blieb, dauerte　noch　hartnackig

in der Zeit, wo das 。seelige Griechenland“ hervorgerufen wurde｡

　Dieser europaische Elitis‘musaber triumphiert nicht mehr in der kopernikanischen Umwalzung

des Holderlinschen Gedankens. Der　heilige　Christus=Gott wirkt nicht　mehr　immanent

auf die europaische Christenheit in 。Brod und Wein“. Ganz umgekehrt ･erscheint 。er selbst“

eher von aufien her d. h. als rein transzendente Gottheit･ die ･･das himmlische Fest“ des

｡seeligen Griechenlandes“ schlieBt.。Nah ist / Und schwer zu fassen der Gott“, der fiirs

christliche Abendland kein selbstverstandliches 。Grund- und Urphanomen“ (Goethe) wurde, so

d�3 erst deswegen der eigentliche Horizont 几ｒ den Christenmenschen sich aufschlieBt, in

der er im unbegriindeten Abgrund stehen bleibt, um nach seiner eigenen geistigen Stiitze

zu suchen:



HELLAS UND HESPERIEN BEI HOLDERLIN

　　-。SEELIGES GRIECHENLAND“

〔Ｉ〕SCHILLERS AUFBRUCH (1)～（７ト

〔ｎ〕DAS KLASSISCHE GRIEGHENTUM UND

　　DAS ABENDLANDISCHE ＣＨＲＩＳＴＥＮＴＵＭバ1）～（5）
・.11･j

　　　　　　　　　　TAKAHASHI. Katsumi士

(Ｓｅｍｉｎａｒ　fiiｒ Ｄｅｕtｓｃｈｅ Ｐｈｉｌｏｌｏｇｉｃ ｄｅｒ Ｐｈｉｌｏｓｏｐｈｉｓchiｓｃｈｅｎ Ｆａｆｅｕltａt)

EINLEITUNG
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　〔I〕SCHILLERS AUFBRUCH

　　　　Zusammenfassung

　　　　(1) Idylle und Giftzunge

　　　　（2）。Anmut ｕｎ（!･Wiirde“

　　　　（3）。Das Ideal und das Leben"

　　　　(4) Eine aufklarerische Kritik

　　　　(5) Der kritische Geist

　　　　(6) Natur und Gott

　　　　(7) Schillers Postulat

INHALT

〔II〕DAS KLASSISCHE GRIECHENTUM ＵＮＩ:）ＤＡＳ

　　　ABENDLANDISCHE ＣＨＲＩＳＴ!ENTUM

　　　Zusammenfassung　　　　　　　　　　　　　　　　　/

　　　(1) Volksgotter und Universalreligion　　｡ト
ｊ
j
j
j
j
j

2
3
4
5
6
7
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ぐ
ぐ
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Der Tod der Tragodie und ihre Wiedergeburt

｡Das grofie Geschik“

｡Die schroklichfeierlichenFormen“

｡Naturwahrheit“

Abbruch des europaischen Elitismus

Die Antike als Idee

〔Ⅲ〕。･GOTT DER MYTHE"

　　　Zusammenfassung

　　　（1）。Innigerer Flug“

　　　(2) Oedipus und Dionysos

　　　(3) Mythos und AUegorie

　　　(4) Der offene Raum

　　　（5）。Reich Gottes“

　　　（6）。Intellectuale Anschauung“

　　　（7）。Die absolute Zerrissenheit“

　　　（8）。A nihilo nihil“

　　　（9）。Fest bleibt Eins“

　　　　(10) ,,Die tiefste Innigkeit"

SCHLUSS

Quellennachweis

Ｓ．２ －Ｓ． ３

s

.

Ｓ

．

=Ｓ．

Ｓ

．

,

Ｓ

．

Ｓ

．

Ｓ

．

Ｓ

．

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

3 －S.

4 －S.

6 －S.

10－S.

14-S.

17－S.

20－S.

24-S.

29－S

30－S

32－S

36－S

39－S

47-S

4｡

6

10

14

17

20

23

29

30

32

35

39

46

52

し

ミ

,こ..'･　・　　　　　　i
Zur sp'ateren Veroffentlichung

vorbehalten


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12
	page13
	page14
	page15
	page16
	page17
	page18
	page19
	page20
	page21
	page22
	page23
	page24
	page25
	page26
	page27
	page28
	page29
	page30
	page31
	page32
	page33
	page34
	page35
	page36
	page37
	page38
	page39
	page40
	page41
	page42
	page43
	page44
	page45
	page46
	page47
	page48
	page49
	page50
	page51
	page52
	page53
	page54
	page55
	page56
	page57
	page58
	page59
	page60

